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か 
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平成２９年第４回松川町議会定例会会議録 

（ 第 １ 日 目 ） 

 

 

平成２９年１２月 ５日（月曜日）    午後１時００分 開議 

 

 

開会宣告 

議事日程の報告 

日  程 

第 １ 会議録署名議員の指名 

第 ２ 会期の決定 

第 ３ 町長あいさつ 

第 ４ 専決処分事項の承認 

承認第 １号 平成２９年度松川町一般会計補正予算（第３回）について（専決

第２号） 

第 ５ 町長の報告 

報告第 １号 専決処分事項の報告について 

報告第 ２号 専決処分事項の報告について 

報告第 ３号 専決処分事項の報告について 

第 ６ 議案第 １号 松川町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制

定について 

第 ７ 議案第 ２号 松川町個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定について 

第 ８ 議案第 ３号 松川町税条例の一部を改正する条例の制定について 

第 ９ 議案第 ４号 松川町地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の規則強化に

関する法律第９条第１項の規定に基づく準則を定める条例の制定に

ついて 

第１０ 議案第 ５号 松川町公共下水道松川浄化センターの建設工事委託に関する協定の

一部を変更する協定の締結について 

第１１ 議案第 ６号 平成２９年度松川町一般会計補正予算（第４回）について 
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第１２ 議案第 ７号 平成２９年度松川町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３回）

について 

第１３ 議案第 ８号 平成２９年度松川町介護保険事業特別会計補正予算（第２回）につ

いて 

第１４ 議案第 ９号 平成２９年度松川町公共下水道事業特別会計補正予算（第２回）に

ついて 

第１５ 議案第１０号 平成２９年度松川町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２回）

について 

第１６ 議案第１１号 平成２９年度松川町保養宿泊施設事業特別会計補正予算（第３回）

について 

第１７ 議案第１２号 松川町固定資産評価審査委員会の委員の選任について 

散  会 

 

出席議員    １４名 

（別表のとおり） 

欠席議員    なし 

 

地方自治法第１２１条の規定により説明のため会議に出席した者の職・氏名 

（別表のとおり） 

本会議に職務のため出席した者の職・氏名 

（別表のとおり） 
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午後１時００分 開 議 

開会宣告 

○議長（森谷岩夫） 出席議員が定足数に達しておりますので、ただいまから平成２９年第４

回松川町議会定例会を開会いたします。 

 

議事日程の報告 

○議長（森谷岩夫） 議事日程の報告でありますが、日程につきましてはお手元に配布のとお

りであります。 

本日の会議に説明者として理事者、各課長、局長の出席を求めてあります。 

株式会社チャンネル・ユーの有線テレビ生中継の許可をしてあります。 

 

＝＝＝ 日程第１ 会議録署名議員の指名 ＝＝＝ 

○議長（森谷岩夫） 日程第１、会議録署名議員の指名についてであります。会議規則第１１

９条の規定により９番、熊谷宗明議員、１０番、米山俊孝議員を指名いたします。 

 

＝＝＝ 日程第２ 会期の決定 ＝＝＝ 

○議長（森谷岩夫） 日程第２、会期の決定についてを議題といたします。 

お諮りいたします。 

本定例会の会期につきましては、本日から１２月２５日までの２１日間としたいと思

いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」との声あり） 

○議長（森谷岩夫） 異議なしと認めます。 

よって、本定例会の会期は、本日から１２月２５日までの２１日間と決定をいたしま

した。 

 

＝＝＝ 日程第３ 町長あいさつ ＝＝＝ 

○議長（森谷岩夫） 日程第３、町長あいさつであります。 

深津町長、お願いいたします。 

○町長（深津 徹） 日本列島を寒波が襲いつつあり、大変に寒い一日となりました。 

本日、平成２９年第４回松川町議会定例会を招集いたしましたところ、議員各位にお
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かれましては大変にお忙しい中、全員の皆様方にご出席をいただき、諸案件についてご

審議をいただきますこと感謝を申し上げる次第でございます。 

さて、あいさつに入ります前に、長野県議会の定数問題について触れておきたいとい

うふうに思います。 

この問題につきましては、昨日、それから先週の木曜日、長野市県庁におきまして、

県議会の検討委員会の正副委員長との懇談会がもたれました。私は昨日は、重要会議が

ございまして欠席をさせていただきましたけれども、先週の木曜日、県議会の議会棟に

おきましての懇談会で思いを述べてきたところでございます。 

県議会の定数１減、これについて下伊那郡区を１人に減らす、あるいは飯田市と合区

して４名にする。どちらにいたしましても、この飯田下伊那で全体で１減をしていくん

だというのが検討委員会の案でございました。 

そうした中で、下伊那を２分割をし、南西部を飯田と合区、そして北部５町村で１名

の定数という案が誠に唐突にマスコミに載って、今日に至ってきております。 

県議会に対しましても、幾度とない町村会の要望活動、お願いをしてまいりました。

この長野県の一番の南、県庁からも一番遠い。そしてまたこの広い下伊那郡でございま

す。そうした中で、数合わせだけで減らしていくことはいかがなものか。全県にわたっ

ての見直しを図るべきではないかということを要望をしてまいりました。 

しかしながら、ここにきて、南西部を合区、北部を１つの区に選挙区にするという案

が急浮上し、それが委員会としての決定であるというようなことでございました。 

先週の木曜日には、本当に急遽長野に出向くということになり、私も東京にずっと出

張しておりましたので、東京から長野へ向かったところでございます。 

昨日も、正副委員長が来られて、そこで各市町村長、そしてまた議長の皆さんが意見

を述べたところでございます。 

予定では、今議会の８日に上程をして、決定していきたいというのが委員会の案であ

りますけれども、次の議会まで送っていただいて、しっかりと精査をし、話し合う中で

納得のいく方向を出していただきたいというのが、下伊那それぞれの町村長たちの強い

思いでございます。 

前回、今回、それぞれ強く申し上げております。県議会がどう受け止めて、そして反

映していっていただけるかを注視してまいりたいというふうに思っております。 

さて、９月定例会以降、３カ月あまりが経つわけでございます。本格的な秋を迎えて、

そしてその秋も終わろうとしております。 
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文化、芸術の秋、スポーツの秋、食欲の秋、実りの秋、様々な形容詞がつきます。秋

ほどそうした形容詞が付く季節はないんではないかというふうに思っております。 

そうした中、様々なイベント、事業、行事が毎週のように開催をされてまいりました。

そうしたイベント等に参加する中で、町民の皆さんたちが自主的な活動により地域を盛

り上げていただいていること。そしてまた多くの皆さんが参加をされ、お互いに会話を

交わし、笑顔のある姿を見ますと、本当に感謝を申し上げますとともに、松川町が町制

６１年目を迎えておりますけれども、そうした松川町には宝があり、そうした力が今日

の松川町を築き上げてきているということを痛感をする次第でございます。 

笑顔があふれて、会話が弾み、そして地域の絆、活性化が進んでいくことを私どもも

力一杯声援を送り、一緒になって進めてまいりたいというふうに考えております。 

そうした中で、９月１０日、ハーフマラソンが開催をされました。第３回であります

けれども、今までにない人数、１，７５１名のエントリーをいただき、８２０人あまり

の皆様方にご協力をいただき、そして松川町を大いに発信のできるイベントとなりまし

たこと、感謝を申し上げる次第でございます。 

参加をされた皆さん方の感想を聞きますと、「沿道の応援が素晴らしかった」「またス

タッフの皆さん方の笑顔に癒やされた」「あいさつが素晴らしかった」「果物がおいしか

った」様々なご意見をいただいております。 

先日も反省が行われる中で、課題、トイレの問題であったり、更衣室の問題、駐車場

のこと、問題もありますけれども、ランネットで８２.４点という高得点をいただき、松

川町の大きな１つの柱の事業になりつつあるなということを痛感をする次第でございま

す。 

また、スポーツの秋ということで、小学校、保育園、それから町民運動会、それぞれ

スポーツ、駅伝、これも松川村からも参加をいただき、それからハーフマラソンにつき

ましても友好姉妹都市からの参加もいただき、本当に感謝を申し上げる次第でございま

す。 

また、そば祭であったり、アートピクニックであったり、ハロウィン、また福与にお

いては元気村大収穫祭というイベント。それから各区のそれぞれの文化、芸能、文化祭、

芸能祭、それぞれが開催されたわけでありまして、まさに躍動する季節であったという

ふうに思っております。 

そうした力が、これからの松川町の大きな発展の源というふうに考え、大事にしてま

いりたいというふうに思っております。 
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また、友好姉妹都市である牧之原市、蓮田市、それぞれの産業祭につきましても、蓮

田市にはりんご７０ケース、それから牧之原市は１５０ケース持っていって完売という

ことで、松川町の果物の素晴らしさ、りんごのおいしさというのをそれぞれ味わってい

ただいたものというふうに思っておりますし、また、松川町のパンフレットやＰＲをす

る中で、大いに松川町を訪れていただきたいというふうに思っている次第でございます。 

１１月の２６日でありますけれども、ＪＲ飯田線が８０周年ということで、さわやか

ウオーキングというイベントが行われました。これはＪＲ主催でありますけれども、松

川町も協力をいたしました。 

全部では、２３６名の参加であったようでありますけれども、これは上片桐の駅で降

りまして、ウオーキング、自由に歩いていただいて、伊那大島の駅から電車を乗るとイ

ベントでございます。松川町への参加は７０名の皆さんであったようでございます。 

上片桐の駅で降りて、あい菜果、むらやま公園、清流苑、みらい、桜山、大島神社、

もなりん、それから城山、それらを回って、伊那大島の駅から乗るということでござい

ます。 

これにも多くのボランティアの皆さんに協力をいただく中、地域案内人の皆さんが桜

山、大島神社を案内をして、その歴史を案内していただいたり、清流苑では入湯をして

いただいた方々もいたようでございます。 

これは毎年ある事業ではありませんけれども、松川町の発信になったというふうに思

っております。 

それから１１月には、小学校６年生、それから中学３年生との町長と語る会、懇談会

がございました。毎年行われているわけでありますけれども、子どもたちの純粋な意見、

提案には本当に毎年関心をするところでありますし、子どもながらのまた視点からのご

意見というものも胸に刺さるものもございます。 

おおむね小学生６年生も中学３年生もいろんなご意見が出ますけれども、大きな１つ

の視点というのは、松川町は果物もおいしい、山もきれいだ、もっともっと町長宣伝を

していけ。果物を使ってこういったものを作ったらどうだ、こういったものを６次産業

でありますけれども、こういう発信の仕方をしたらどうだ、そんな意見もいただきます。

そういう意見は多いです。松川町をもっともっと宣伝をして、松川町に来てもらえ。 

これひとくくりに申し上げてしまいますけれども、そういった意見が多いです。子ど

もたちながらに「町長、インスタ映えのする商品を作ったらどうだ」とか、また小学校

６年生の中からは、「町長シェアハウスを作ったらどうだ」そんなようなご意見もいただ
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いております。こうした意見、大切にしてまいりたいというふうに思っております。 

さて、同じやはり発信ということでありますけれども、長野朝日放送でＣＭ大賞が、

市町村の作ったＣＭ大賞というのがございます。長野県下７０作品が応募したようでご

ざいますけれども、２０作品が選ばれました。ノミネートをされてそのプレゼンという

のが２日前の日曜日に行われました。 

中央小の子どもたち１５名、それから町の職員等付いていったわけでありますけれど

も、その審査の結果、中央小の作った松川町のＰＲビデオが長野県の町村長会表彰を受

けました。 

年間５０回の放送がされるようでございますけれども、これも子どもたちが一生懸命

組み体操を使って松川町を表現し、松川町をＰＲしていく。松川町に来てくださいとい

うふうにした、やっているところでございます。 

今、小中学生、あるいはさわやかウオーキング、それからＣＭ大賞、こんな話をいた

しました。 

もう１点、先週私は東京にずっと出向いておりまして、時間がありましたので、有楽

町にありますふるさと回帰支援センターへ顔を出してまいりました。松川町も会員にな

っております。 

全国の県別にブースがございまして、長野県のブースを訪ね、松川町のレターケース

に松川町のＰＲの様々なパンフレットが入っているわけ。そこで事務長と１時間あまり

いろんな今、移住定住、Ｉターン・Ｕターンの話をしてまいりました。 

そうした中で、その支援センターには、年間２６，０００人ぐらいの方たちが訪れる

わけでございます。そうした中で、一番の人気があるのが長野県でございます。長野県

と山梨県がここ３年あまり１位２位をずっと分け合っているというような状況下でござ

います。 

そんな中でいろんな統計や調査をした結果を話していただきました。おおむね８年あ

まり前、８年あまり前には移住定住を希望する人たちの世代を見ますと、５０代６０代

７０代で７０％の人たちが移住をしたい。ほとんどの方たちが５０、６０、７０だった。

このたった８年間の間にどういうふうに変わってきたか。今、一番移住をしたいという

のは３０代です。次が４０代。３０代、４０代を足しますと５０％。２０代を足します

と７０％になります。 

ですから、８年前は、仕事もやれやれ、田舎に住んでみたいという人たちを受け入れ

ようという傾向があった。ところが、毎年年ごとのデータがじりっじりっと変わってい
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まして、完全の要するに逆転でございます。 

ですから、これから私たちが人口増、定住をしてもらいたい、移住してもらいたいと

いうとこにターゲットを絞っていくのはやっぱり３０、４０、２０であるというデータ、

結果が出ております。 

また、仕事の形態、いっとき半農半Ｘという言葉が叫ばれました。農業をやりながら

別の仕事をやりながら。ところが今度は、希望している皆さんのデータを見ますとやっ

ぱり就労です。きちっとした企業に勤めたいというデータ。半農半Ｘという言葉がじり

っじりっと小さくなってきている。そんなような状況。 

そいじゃ住むところはどんなところへ住みたいんだ。６７％の皆さんが空き家です。

そうすると、そういったデータをしっかりと分析しながらやっていくことが、これから

の松川町もストップ人口急減社会ということで、様々な形で若者定住を目指しておりま

すけれども、私どもにまだまだ足りないのはやはりワンストップであり、そうしたデー

タの集積をしっかり集積し、分析し、それに向かっていくという、これはまだまだ私ど

もに足りないなということを痛感をいたしました。 

そしてまたそうしたことをしていくために、ＤＭＯ観光局を作っていくんだというこ

とを意を強くしたところでございます。 

観光を通じた地域づくり、そして観光を通じたそうした地域を作るとともに、産業、

雇用、６次産業、様々なものがございます。そうしたもとにつなげていくこと。そして

そうした事業を通じて、松川町のファンを作っていくこと。通りすがりの町ではなくて

まさに着地型、滞在型の地域を目指していく中で松川町のファンを作り、リピーターを

作る中で、移住、定住にもつなげていきたい、そういう思いを持っております。 

観光局につきましては、昨年の６月定例会の冒頭のあいさつの中で目指していくんだ

ということを申し上げました。ただ、「観光」というこの二文字だけがどうしても一人歩

きをしてしまいますし、また住民の町民の皆さんにも理解をしていただく機会、あるい

は時間が必要だという思いで今日までやってまいりました。 

講習会等を、あるいはまちづくり懇談会、あるいは区の町政懇談会等を経る中で、徐々

にこの観光局というものをどういうふうにしていくんだというものが固まりつつあると

いうふうに思っております。 

検討委員会を８回、それから戦略会議、地域づくり戦略会議を１９回を開く中で、そ

れぞれから皆さんからご意見をいただきながら進めているところでございます。来年４

月のスタートを目指しております。 
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また、様々な課題も抱えながらのスタートになろうかと思いますけれども、やはり今、

申し上げた様々な事案、そうしたデータをもう専門的にしっかりと見極め、目指してい

く松川町の将来、１０年後２０年後の松川町を目指していくにはやはり必要だというふ

うに考えております。ぜひともまた皆様方のお力添えをお願いをしたいというふうに思

っております。 

また、その検討委員会等の中で、青年の家の検討もいただいております。そうした中

で、現在の状況、３０年度には改修等を含めて、３１年度できるだけ早い時期に宿泊オ

ープンをしていきたいということでございます。 

方向性としてやはり体験、触れ合い、交流を中心にした宿泊というものを目指してお

ります。地域おこし協力隊の方にも大変に力になっていただき、その道の専門の方も１

１月から入っていただきました。今までの経験、それからノウハウを活かして、松川町

の１つの大きな中心になることを目指してまいりたいというふうに思っている次第でご

ざいます。 

それから次にもう１点、太陽光発電についてでございます。 

様々なご意見や要望をいただき、また議会の皆様方にも様々な議論もいただき、ご意

見等もいただいている中でございます。 

先日、全協におきまして、１つのルール作り。ルール作りにつきましては、太陽光、

自然エネルギーに取り組んでいくという姿勢の中で、課題も出てき、そして一昨年１つ

のルールを示したところでありますけれども、それがややもすると徹底をしていなかっ

た部分もあったのかなというふうにも思っております。再度、ガイドラインの原案につ

きまして、先般、議会の皆様方にもお示しをしたところでございます。これらについて

もまたご意見をいただきながら、ガイドラインをしっかりと作ってまいりたいというふ

うに思っております。 

それから固定資産税についてでありますけれども、固定資産税の見直しが来年度始ま

るわけでありますけれども、今、鋭意担当課の方でそれに向けて精査をしている段階で

ございます。 

次に、もう１点、リニアの関連工事についてでございます。 

先般、福与区からの対策委員会からもまた要望をいただきました。県、あるいはＪＲ

東海にも強くお願いをしたところであります。 

先般、生東区におきましても、地元のリニア対策委員会が発足をいたしました。２回

開催をされ、小委員会もできたというふうに聞いております。 
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また、今現在、上流域、下流域、それぞれの心配、不安、疑念、両者の思いも聞いて

おりますし、どちらもよくわかっております。理解をするところでありますけれども、

そんな中でやはり上流、下流、それぞれの意見調整の必要等も感じております。町とし

て賛成、反対、町として続けていく、続けていかないというには、まだ材料が大変に申

し訳ないんですけれども、その材料が、判断材料が乏しいというのが現実でございます。 

また、町は今、両対策委員会に対しましても、様々な動きをしているのが現状でござ

います。細部につきましては、こうした場で述べることはちょっと控えさせていただき

たいというふうに思っておりますけれども、どちらにいたしましてもＪＲ東海、長野県

ともしっかりと話をしてまいりたいというふうに思っているところでございます。 

本日、多くの議案を上程をいたしてまいります。 

専決処分案件４件、条例案件４件、協定締結案件１件、２９年度の補正予算案件６件、

人事案件１件でございます。 

よろしくご審議をいただきまして、ご認定いただきますことをお願いを申し上げまし

てあいさつとさせていただきます。 

よろしくお願いいたします。 

 

＝＝＝ 日程第４ 専決処分事項の承認 ＝＝＝ 

◇ 承認第１号 平成２９年度松川町一般会計補正予算（第３回）について（専決第２号） 

○議長（森谷岩夫） 日程第４、専決処分事項の承認について、承認第１号、平成２９年度松

川町一般会計補正予算（第３回）について（専決第２号）を議題といたします。 

説明を求めます。吉澤副町長。 

○副町長（吉澤澄久） それでは承認第１号をお願いいたします。 

＝ 承認第１号 朗読・説明 ＝ 

○議長（森谷岩夫） 説明を終わります。 

質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」との声あり） 

○議長（森谷岩夫） 質疑なしと認めます。 

質疑を終結し、討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」との声あり） 

○議長（森谷岩夫） 討論なしと認めます。 

採決を行います。 
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承認第１号について承認することに賛成の方の起立を求めます。 

（起立１３名） 

○議長（森谷岩夫） 全員賛成でございます。 

よって、承認第１号、平成２９年度松川町一般会計補正予算（第３回）について（専

決第２号）は、原案のとおり承認されました。 

 

＝＝＝ 日程第５ 町長の報告 ＝＝＝ 

◇ 報告第１号 専決処分事項の報告について 

◇ 報告第２号 専決処分事項の報告について 

◇ 報告第３号 専決処分事項の報告について 

○議長（森谷岩夫） 続きまして日程第５、町長の報告について、報告第１号、専決処分事項

の報告について、報告第２号、専決処分事項の報告について、報告第３号、専決処分事

項の報告について、以上を一括議題といたします。 

説明を求めます。塩倉総務課長。 

○副町長（吉澤澄久） それではご報告いたします。 

＝ 報告第１号・第２号・第３号 朗読・説明 ＝ 

○議長（森谷岩夫） 説明を終わります。 

質疑はありませんか。 

（「なし」との声あり） 

○議長（森谷岩夫） 質疑なしと認め、質疑を終了いたします。 

 

＝＝＝ 日程第６ 議案審議 ＝＝＝ 

◇ 議案第１号 松川町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いて 

○議長（森谷岩夫） 続きまして日程第６、議案第１号、松川町一般職の職員の給与に関する

条例の一部を改正する条例の制定についてを議題といたします。 

説明を求めます。塩倉総務課長。 

○総務課長（塩倉智文） それでは議案第１号をご覧ください。 

＝ 議案第１号 朗読・説明 ＝ 

○議長（森谷岩夫） 説明を終わります。 

これより質疑を行います。質疑はありませんか。 
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（「なし」との声あり） 

○議長（森谷岩夫） 質疑なしと認めます。 

質疑を終結し、討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」との声あり） 

○議長（森谷岩夫） 討論なしと認めます。 

採決を行います。 

議案第１号について、原案に賛成の方の起立を求めます。 

（起立１３名） 

○議長（森谷岩夫） 全員賛成でございます。 

よって、議案第１号、松川町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

の制定については、原案のとおり可決されました。 

 

◇ 議案第２号 松川町個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定について 

○議長（森谷岩夫） 続きまして日程第７、議案第２号、松川町個人情報保護条例の一部を改

正する条例の制定についてを議題といたします。 

説明を求めます。塩倉総務課長。 

○総務課長（塩倉智文） それでは議案第２号をご覧いただきます。 

＝ 議案第２号朗読・説明 ＝ 

○議長（森谷岩夫） 説明を終わります。 

質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」との声あり） 

○議長（森谷岩夫） 質疑なしと認めます。 

質疑を終結し、討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」との声あり） 

○議長（森谷岩夫） 討論なしと認めます。 

それでは採決を行います。 

議案第２号について、原案に賛成の方の起立を求めます。 

（起立１３名） 

○議長（森谷岩夫） 全員賛成であります。 

よって、議案第２号、松川町個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定について

は、原案のとおり可決されました。 
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◇ 議案第３号 松川町税条例の一部を改正する条例の制定について 

○議長（森谷岩夫） 続きまして日程第８、議案第３号、松川町税条例の一部を改正する条例

の制定についてを議題といたします。 

説明を求めます。北村住民税務課長。 

○住民税務課長（北村 稔） それではよろしくお願いいたします。 

＝ 議案第３号朗読・説明 ＝ 

○議長（森谷岩夫） 説明を終わります。 

質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」との声あり） 

○議長（森谷岩夫） 質疑なしと認めます。 

質疑を終結し、討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」との声あり） 

○議長（森谷岩夫） 討論なしと認めます。 

採決を行います。 

議案第３号について、原案に賛成の方の起立を求めます。 

（起立１３名） 

○議長（森谷岩夫） 全員賛成であります。 

よって、議案第３号、松川町税条例の一部を改正する条例の制定については、原案の

とおり可決されました。 

 

◇ 議案第４号 松川町地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の規則強化に関する

法律第９条第１項の規定に基づく準則を定める条例の制定について 

○議長（森谷岩夫） 続きまして日程第９、議案第４号、松川町地域経済牽引事業の促進によ

る地域の成長発展の規則強化に関する法律第９条第１項の規定に基づく準則を定める条

例の制定についてを議題といたします。 

説明を求めます。田中産業観光課長。 

○産業観光課長（田中 学） 議案第４号、松川町地域経済牽引事業の促進による地域の成長

発展の規則強化に関する法律第９条第１項の規定に基づく準則を定める条例の制定につ

いて。 

＝ 議案第４号朗読・説明 ＝ 

○議長（森谷岩夫） 説明を終わります。 
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質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」との声あり） 

○議長（森谷岩夫） 質疑なしと認めます。 

質疑を終結し、討論を行います。討論はありませんか。 

佐藤議員。 

○２番（佐藤史人） 私は、この時点での条例案には反対でございます。 

理由は、なかなか工場誘致が難しい中、やはり町は町内の企業の活性化を図ることが

第一と考えております。 

２つ目に、松川町の緑を守る会から環境に配慮した事業という要望書が出ております。

その中で、やはり環境についても考えていかなければならないと思いますので、今時点

でのこの条例案については反対でございます。 

以上です。 

○議長（森谷岩夫） 米山議員。 

○１０番（米山俊孝） 私は賛成の立場から討論させていただきます。 

このそもそものうたっていた今回１０とか１５で合っていますけれど、２５という数

字が工場立地の２５％を緑地にしなきゃならないという法でありました。というのはこ

の法は、全国一律でその今までは、東京においても同じ。緑がこれだけ見渡す限り緑の

松川町においても同じ。 

工場敷地の３５から６５建ぺい率というのがあって、それに２５％の緑地を確保しよ

うとすると、９０％がとられちゃうわけです、全部で。駐車場を作るスペースもそれだ

けの面積の例えば人がそれだけ集まるわけで３，０００坪以上になりますと。もう確保

をする面積もとれないというような数字であったわけです。 

仕方ないですから、別のところへ駐車場を用意するとか、そういうようなことでして

いたわけです。 

また、企業においては、その２５％の緑地を維持するために、それだけの生産性にこ

れはあまり寄与しない数字なんですけれど、そのためにもそれなりきの費用をかけなき

ゃならないということで、非常に不合理というか、企業を誘致しなきゃならないという

話であれば生産性という部分、経済性というか、考えたときに、それはちょっと矛盾す

るんじゃないかなと私は思うわけであります。 

今からもう数年前以上になりますかね、国の方から私がまだ在ふく中にいわゆるヒア

リングに国の方からきました。国の方でもそういうことは当然含む中でのヒアリングで
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あったように私は経験をしております。 

そんな中で、これをこれだけ緑がいっぱいある場所で、東京と同じ緑地率を議論する

こと自体が私はナンセンスだと思うし、企業の負担を少しでも軽くするためにはやはり

数字はゼロとするということ言ったわけじゃございません。今回の数字は妥当な数字で

はないかなと私は思います。 

以上です。 

○議長（森谷岩夫） ほかに討論はございませんか。 

間瀬議員。 

○１２番（間瀬重男） 私も賛成の立場から討論いたします。 

やはり今ある松川町の企業団地、工場団地においては、限られたスペースの中で頑張

っておいでになります。それとこれ以上敷地というか、工場の敷地を広げるということ

がなかなか難しい中で、今回のこの条例については成長発展とそれから基盤強化という

意味で非常に大事なことであり、また企業の皆さんがこれ以上の発展するためには非常

にこれは良い条例だということで賛成の討論といたします。 

以上であります。 

○議長（森谷岩夫） ほかにはございませんか。 

坂本議員。 

○８番（坂本勇治） 私もこの条例の賛成の意見で述べさせていただきたいと思います。 

今、福与の工業団地がありますが、その工業団地の中の企業からも採算言われており

ますが、今ある現状の中で目いっぱいこの２５％の緑地に絡んで工場を増やしたいにも

かかわらず難しい。ほかの土地を探さざるを得ないというような現状が事実現在ありま

す。 

そうしたとこを鑑みながら、町の今ある企業を育てるためにも、今回の条例は正しい

と思いますので、賛成意見とさせていただきます。 

○議長（森谷岩夫） ほかにはございますか。 

（「なし」との声あり） 

○議長（森谷岩夫） それでは討論なしと認めます。 

採決を行います。 

議案第４号につきまして、原案に賛成の方の起立を求めます。 

（起立１１名） 

○議長（森谷岩夫） 賛成多数であります。 
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よって、議案第４号、松川町地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の規則強

化に関する法律第９条第１項の規定に基づく準則を定める条例の制定については、原案

のとおり可決されました。 

 

◇ 議案第５号 松川町公共下水道松川浄化センターの建設工事委託に関する協定の一部を

変更する協定の締結について 

○議長（森谷岩夫） 引き続きまして日程第１０、議案第５号、松川町公共下水道松川浄化セ

ンターの建設工事委託に関する協定の一部を変更する協定の締結についてを議題といた

します。 

説明を求めます。下沢まちづくり政策課長。 

○まちづくり政策課長（下沢克裕） 議案第５号、松川町公共下水道松川浄化センターの建設

工事委託に関する協定の一部を変更する協定の締結について 

＝ 議案第５号朗読・説明 ＝ 

○議長（森谷岩夫） 説明を終わります。 

質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」との声あり） 

○議長（森谷岩夫） 質疑なしと認めます。 

質疑を終結し、討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」との声あり） 

○議長（森谷岩夫） 討論なしと認めます。 

採決を行います。 

議案第５号について、原案に賛成の方の起立を求めます。 

（起立１３名） 

○議長（森谷岩夫） 全員賛成であります。 

よって、議案第５号、松川町公共下水道松川浄化センターの建設工事委託に関する協

定の一部を変更する協定の締結については、原案のとおり可決されました。 

 

◇ 議案第６号 平成２９年度松川町一般会計補正予算（第４回）について 

◇ 議案第７号 平成２９年度松川町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３回）について 

◇ 議案第８号 平成２９年度松川町介護保険事業特別会計補正予算（第２回）について 

◇ 議案第９号 平成２９年度松川町公共下水道事業特別会計補正予算（第２回）について 
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◇ 議案第１０号 平成２９年度松川町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２回）につい

て 

◇ 議案第１１号 平成２９年度松川町保養宿泊施設事業特別会計補正予算（第３回）につい

て 

○議長（森谷岩夫） 引き続きまして日程第１１、議案第６号、平成２９年度松川町一般会計

補正予算（第４回）について、日程第１２、議案第７号、平成２９年度松川町国民健康

保険事業特別会計補正予算（第３回）について、日程第１３、議案第８号、平成２９年

度松川町介護保険事業特別会計補正予算（第２回）について、日程第１４、議案第９号、

平成２９年度松川町公共下水道事業特別会計補正予算（第２回）について、日程第１５、

議案第１０号、平成２９年度松川町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２回）につ

いて、日程第１６、議案第１１号、平成２９年度松川町保養宿泊施設事業特別会計補正

予算（第３回）についてを一括議題といたします。 

説明を求めます。吉澤副町長。 

○副町長（吉澤澄久） それでは議案第６号からお願いいたします。 

＝ 議案第６号・７号・８号・９号・１０号・１１号 朗読・説明 ＝ 

○議長（森谷岩夫） 説明を終わります。 

これより議案第６号から第１１号までについて総括して質疑を行います。質疑はあり

ませんか。 

訂正をいたします。議案第６号から第１１号までであります。失礼をいたしました。 

今、説明をいただいたとこに限りますけれども、総括して質疑を行います。どなたか

質疑はございませんか。 

菅沼議員。 

○６番（菅沼一弘） １２ページ、歳出でございます。議会の総務のとこでございますが、歳

出で節で委託料でございますけれども、３２万４千円、弁護費委託料ということでござ

いますが、説明をお願いします。とりあえずその説明をお願いしたいと思いますが。 

○議長（森谷岩夫） それでは塩倉総務課長、お願いいたします。 

○総務課長（塩倉智文） 一般会計１２ページの総務一般管理費の１３委託料弁護士委託料で

ございます。こちらですが、１０月３１日付けで飯田の裁判所に町が提訴された事件が

ございまして、この弁護士料でございます。 

訴訟問題に関係いたしまして、全面的に弁護士に委託するということで、最大限見積

もった金額３０万２，４００円をお願いするものでございます。 
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○議長（森谷岩夫） 菅沼議員。 

○６番（菅沼一弘） 今、委託料の金額のお話をしましたが、これについて解決の方は進んで

いるかどうか。 

○議長（森谷岩夫） 塩倉総務課長。 

○総務課長（塩倉智文） まず、１２月１４日が呼び出し日でございまして、第１回がそちら

でございます。 

現在準備段階でございますので、まだ争議が始まっていない段階でございます。 

○議長（森谷岩夫） そのほかございますか。 

米山郁子議員。 

○１番（米山郁子） ２０ページ、一般会計の２０ページの商工費、款商工費の２番目、節の

委託料なんですけれども、松川インター企業団地造成概略計画作成で１５０万円計上さ

れておりますけれども、これはまだそのＪＲの方からその残土量とかそういうものが全

く提示されていない上で、どのような計画をされるのかちょっとお聞きしたいんですけ

れども。 

○議長（森谷岩夫） 田中産業観光課長。 

○産業観光課長（田中 学） 松川インター企業団地の造成につきましては、これ自体が町の

企業団地の造成という、町が主体的にやっていく計画でございます。 

そのため、町として企業団地としてどのような形が一番良いか、そのようなものを業

者に委託しまして、概略の図面を作っていただき、それに基づいて住民に説明をし、必

要な土量等も出していきたいというために今回委託をしまして、作成していきたいとい

うものであります。 

よろしくお願いします。 

○議長（森谷岩夫） ほかにはございますか。 

熊谷議員。 

○９番（熊谷宗明） それでは３点お願いを申し上げます。 

一般会計補正予算でございますが、歳入の１０ページ、奨学金の繰入金の減、それか

ら歳出の２３ページ貸付金の減について３５０万円必要としないというようなことの説

明を１点お願いをいたします。 

それから歳出の１６ページでございますが、需用費１１節の大島保育園の消毒防止ネ

ット修繕の３７万円、これについて説明をお願いをいたします。 

もう１点、歳出の２４ページ、小学校中学校の教育振興費の２目でございますが、２
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０節の扶助費、準要保護生徒就学援助費の増ということで小学校が３３万円、中学校が

６５万円の補正になっております。これについての説明。 

以上、３点お願いいたします。 

○議長（森谷岩夫） それでは福島こども課長、お願いいたします。 

○こども課長（福島敏美） それではただいまご質問の３点についてご説明申し上げたいと思

います。 

まず、最初の奨学金でございますけれども、当初予算で１，３２０万円ということで、

同額を基金から繰り入れて奨学金を貸し付けていくということで想定をさせていただき

ました。 

その際に高校生が４人、大学生が８人というような予算計上をさせていただいたとこ

ろでございますけれども、今年度の奨学金の募集をさせていただきましたところ、大学

生５名というような状況となりました。したがいまして、その人数の減によりまして３

５０万円を歳出で減とさせていただき、繰入金につきましても減額という形をとらさせ

ていただいております。 

続きまして１６ページの大島保育園の防除ネットの修繕ということでございます。 

こちらにつきましては、保護者会、連合会の方からのご要望もございました。大島保

育園のプールの脇にあります防除ネットが支柱が曲がってしまって防除ネットをかける

に大変危険性があるということで、早急にもう来年早々には防除が始まるというような

こともお聞きしておりますので、早急に支柱を変えて消毒が飛んでこないような対応を

させていただきたいというふうに思っております。 

次が準要保護の児童生徒の修学援助費についてでございます。 

これにつきましては、新入学の学用品費、それと学用品費、給食費とあと修学旅行費

というようなものを申請によりまして援助させていただいておるところでございます。 

新入学の学用品費につきましては、該当する児童、生徒につきまして、前年度末に前

倒しで支給もさせていただいております。本年度におきましては、新入学の学用品費に

つきまして、国からの増額というようなことで通知がまいっております。 

増額ということで、新入学の学用品費、今まで小学校に上がられる児童の保護者に対

しまして２０，１３０円という単価で援助をさせていただいておりましたが、その金額

が改定によりまして４０，６００円。中学校につきましては、２３，５５０円が４７，

４００円ということで額が増えてきております。 

そのような形の中で、単価の方、増ということで今回補正をさせていただいて、その



 －30－

世帯に援助をさせていただきたいというものでございます。 

よろしくお願いします。 

○議長（森谷岩夫） 熊谷議員。 

○９番（熊谷宗明） 説明をいただきました。 

１点目の奨学金の減額３５０万円でございますが、当初予算１，３２０万円というこ

とで予算を計上したわけでございます。大学生が５人応募されたというようなことで、

ほかに応募がなかったというようなことなんですが、町のこの奨学金制度は非常に保証

人を立てなくても良いというようなことなので、非常に難しい手続きもいらないという

ようなこともあって、借りやすいというふうに私理解しておりますけれど、そういうこ

とでもある中で借り手が少ないというのはどこかに原因があるというようなことかなと

いうふうに思いますが、この広報なんかでも徹底をされている部分もあろうかと思いま

すが、もう少し周知徹底の方法があるのではないかなと思うわけですが、その点につい

てのＰＲの方法についてお願いをしたいと思います。 

それから大島保育園のネットの修繕については、必要も挙がったということで、早急

に手直しをしなくちゃいけないというようなことであります。 

このネットのことでは、真下にプールがありまして、夏場、保育園児が裸になってそ

こで遊ぶというようなことで、消毒液というのは２００ｍ風によって飛散するというよ

うなこともありますので、そこら辺の対策としてこのポールを立てるということであれ

ば、もう少し背丈を長くするとか、あるいはこれは保護者が、保護者の皆さんがその防

護の網を引いたり改修したりというようなことをされているんですけれど、そこら辺の

とこ、高いとこへ登って危ないという部分もありますので、巻き上げ方式にするとか、

この修繕についてもう少しやりやすいような手段、そういったことも考えていただきた

いと思います。 

それから３点目の準要保護生徒就学援助費の件についてはわかりました。国からの増

額しなさいということで、２１，３００円が４０，６００円というようなことで、約倍

にしなさいという、そういう通達のもとで値上げをしたということで、国の方針として

は保育園の無料化とか、学童の育成ということについてはこれから力を入れていくとい

う中においての１つの施策かなと思いますが、これらについて国からの援助、交付税措

置、そういったものがされるのかどうか。その点について２回目の質問としてお願いを

したいと思います。 

○議長（森谷岩夫） 福島こども課長。 
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○こども課長（福島敏美） まず、１点目の奨学金についてでございますけれども、保証人が

いらないと議員申されましたが、連帯保証人は設定させていただいております。 

それでＰＲにつきましては、広報等でも周知させていただいております。また、高校

等にもご連絡の方させていただいておりますけれども、今回につきましては５名の応募

で５名にお貸しするということで、教育委員会の方で決定をいただいて貸し付けの方を

行っておるところでございます。 

また、防除ネットにつきましては、今まで保護者の皆様方に春先ネットをかけていた

だくというような作業をさせていただいておりましたけれども、ただいま議員申されま

すように、高いところでは大変危険性もあるということでございますので、そのような

お手を煩わせないような指揮形態に変えていきたいということでございます。 

また、高さのことおっしゃられましたけれども、今現在、高さ一応５ｍということで

支柱の方ありますので、あと５本あるんですけれども、そのうちの１本が曲がってしま

ったということなんですけれども、他の支柱は既存を使いたいということで、同様の５

ｍのものを設置していきたいというふうに思います。 

それと準要保護の児童、生徒の就学援助費につきましては、国の改正によりまして増

額の方させていただきましたけれども、特定の補助事業というのがなくて、一応教育費

の国政措置というようなことできております。 

今現在、国の方で保育園、幼稚園等の無料化ですとか、教育の無料化というものを検

討されておりますけれども、そのあたりも注視しながらこのあたりもやってまいりたい

というふうに思います。 

よろしくお願いします。 

○議長（森谷岩夫） 熊谷議員。 

○９番（熊谷宗明） ご答弁いただきました。 

奨学金のことについて、保証人いらないというようなことで間違えまして１名いると

いうことですが、ほかのいろいろな奨学金については３名とかそういった部分があると

いうことの中で、町の場合は１名であるので借りやすいという、そういうことで訂正を

お願いしたいと思います。 

奨学金については結構です。 

それから大島保育園については、５ｍの支柱ということで、５ｍの上へ登ってネット

の張り替えというのは非常に困難極まりない部分があろうかと思いますので、巻き上げ

式とか、そこら辺のことを配慮していただければと思います。 
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準要保護の関係ですけれど、国からの助成はなしというようなことで、この消費税に

ついては子どもの育成に使っていくというようなことを政府では言われておりますが、

地方の財政を圧迫するようなことではいけないなということで質問させていただいたわ

けです。 

それで、このことについては、１点、全世帯数の１０９世帯、１２.２％がこの援助を

受けているというようなことで、非常にこの競争社会、グローバル化の中で貧富の差が

大きくなってきているということを如実に表しているんじゃないかなというふうに理解

するわけですが、この世帯数が増えているのかどうかという点だけお願いをしたいと思

います。 

○議長（森谷岩夫） 福島こども課長、その交付税措置をするというような交付税措置もない、

何にも。今の問題についてそいじゃ答弁を合わせて。 

○こども課長（福島敏美） 小学校７３、中学校５３ということで、本年度におきましては前

年に比較して若干の増加はしておるというふうに思っております。 

また、今後におきましても、ただいま議員申されますように、増加の傾向は見られる

んではないかなというふうに思いますので、そのあたりは十分見ていきたいなというふ

うに思っております。 

○議長（森谷岩夫） それではお諮らいをいたしますけれども、休息をとりたいと思いますが、

ご異議ございませんか。 

（「異議なし」との声あり） 

○議長（森谷岩夫） それでは３時５分まで休憩といたします。 

 

休  憩  午後２時５４分 

再  開  午後３時０５分 

 

○議長（森谷岩夫） それでは再開をさせていただきます。 

総括質疑ございませんか。 

間瀬議員。 

○１２番（間瀬重男） それでは３点ほどお願いしたいと思います。 

一般会計２４ページ、小学校管理費とそれから中学校管理費についてと、もう１つ東

小学校の管理費について、旧東小学校の管理費についてご質問させていただきます。 

まず、２４ページの１５節工事請負費で、北小学校のエアコン設置工事ということで
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５５０万円。それから中学校管理費、１８節の備品購入費の１３４万円、教育用大型テ

レビモニターほかということであります。それから２５ページの旧東小学校管理費の需

用費、東小学校外壁補修ということで５５万７千円出ておりますが、まずその説明をい

ただきたいと思います。 

○議長（森谷岩夫） それでは福島こども課長、お願いします。 

○こども課長（福島敏美） 北小学校のエアコンと中学校の備品購入ということで２点につい

てご質問いただきました。 

北小学校の給食室のエアコン設置をお願いするものでございます。 

これにつきましては、飯田の保健所の食品衛生監視員という方が、北小の給食室の方

を検査に見えました。その際、調理室内が高温多湿というようなことで、食費衛生上問

題があるというようなご指摘をちょうだいしております。 

児童の皆さんの食の安全の確保ということで、北小学校の給食棟の方にエアコンを設

置させていただきたいというものでございます。 

学校施設、中央小学校もエアコン入っておりますし、中学校も今、改築中でございま

す。保育園の給食室につきましても、全園入れさせていただいておりますので、あと北

小だけが残っておるというような状況でございました。安全の確保ということで入れさ

せていただきたいということと、あと子どもたちに給食を止めずにできる設置できると

いうのが春休みと夏休みしかございませんので、工事期間を考慮するとこの春休みにさ

せていただくのが一番ベストではないかということで今回補正をお願いしたいというも

のでございます。 

これによりまして、食の安全、安心が図られるということでご理解をいただければあ

りがたいというふうに思います。 

それと中学校費の備品購入費、教育用の大型テレビモニターということでございます

けれども、これと小学校費の備品購入費の教材提示装置、これにつきましては先ほど副

町長の説明にございましたとおり、３社から寄附金をちょうだいいたしておりますので

それを充てさせていただきます。 

中学校の大型モニターにつきましては、今、ＩＣＴということでテレビ画面の方に教

材、副教材等を大きく移してやっておるんですけれども、６５型のテレビモニターを１

年生４台４クラスへ配置していきたいというものでございます。 

以上、よろしくお願いします。 

○議長（森谷岩夫） そいじゃ東小学校の方は。 
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生涯学習課長。 

○生涯学習課長（小木曽雅彦） 東小学校の関係のご質問でございます。 

今年の１０月の２２・２３にかけまして、台風２１号がやってまいりました。その後、

かなり強風であって大雨が降ったということで被害調査を私どもやってまいりました。

そうしたところ、２階の手洗いの場所があるんですが、そこのその手前、廊下の部分、

そこに水滴がぽたぽたが落ちているのが発見されました。そこで調査を行いましたとこ

ろ、外壁のタイルにひび割れが入っておったということで、そこを補修する工事という

ことであります。 

もちろん、その下地のモルタル部分も合わせて今回工事をさせていただければという

ことでお願いするものでございます。 

よろしくお願いします。 

○議長（森谷岩夫） 間瀬議員。 

○１２番（間瀬重男） 答弁をいただきました。 

まず、北小学校の関係でございますけれども、保健所の指摘を受けた中でということ

でございますが、最近小学校、それから今、中学校の給食棟もエアコンを設置する、し

てあるということでございますけれども、ちょっと北小学校においてやはり給食棟、同

じ給食棟ということの中で、なんか１０年くらい前に１０年ほどたっておるかもしれま

せんけれど、ちょっと指摘を受けた中での設置というのはちょっと手遅れのような感じ

もしますし、それから後付けという中でどのような方式で設置をされたのかその点をま

ずお伺いします。 

それから中学校の大型テレビモニターということでありますが、今、１年生の教室だ

けということでありますが、ほかの２年生、３年生についてはどういうお考えの中であ

るか。 

それからこれをどのように活かしていくのか、その点についてお聞きをしたいと思い

ます。 

旧東小学校においては、台風の被害によるものであるということでありますが、やは

りタイルを下地をやり直して、タイルを貼り替えるということなのか、ちょっとそこら

辺もう一度お願いしたいと思います。 

○議長（森谷岩夫） そいじゃ福島こども課長。 

○こども課長（福島敏美） まず、小学校の給食棟のエアコン設置につきましては、確かにお

っしゃるとおりだとは思いますけれども、いっぺんにはすべてできないというような状
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況の中で、順次やってきておるような経過もございます。 

今回ご指摘をいただきましたので、できるだけ早急に設置をして、安全を確保してい

きたいということでございます。 

エアコンにつきましては、今回５５０万円という大きな金額になっておりますけれど

も、電力が必要だということで、キューピクルのところから工事をしなければいけない

ということで大きな金額になっております。 

給食室に２つ、天吊り型のエアコンを入れます。それと研修室へ１つ小型のものを入

れていくということで計画をさせていただいておるところでございます。 

次の中学校の大型のテレビモニターですけれども、小学校、中学校ともにそうなんで

すけれども、今、ＩＣＴの整備ということで順次タブレット端末ですとか電子黒板、整

備をだんだん進めてきておるところでございます。そんな中で、いっぺんにはできませ

んので、今回につきましてはいただきました寄附金を有効に活用させていただいて、中

学校についてはテレビモニターを４台、１年生の４クラスに設置していきたいと。それ

以外の２年３年生につきましても、順次どういうものが良いのか、また検討をしながら

整備は進めていかなければいけないのかなというふうに思っております。 

ＩＣＴの全体の整備につきましても、国の指導等もございますけれども、小学校、中

学校それぞれ有効に子どもたちの学力の定着に向けてご利用いただけるということで、

研修等積みながら有効に活用させていただくということで進めておるところでございま

す。 

よろしくお願いします。 

○議長（森谷岩夫） 小木曽生涯学習課長。 

○生涯学習課長（小木曽雅彦） 先ほども申し上げましたけれども、２階の天井から水が漏っ

ていたということで、あそこ３階までありまして、その部分足場をまず組みまして外か

ら、足場を組んでそこへ登っていけるようにできるようにすることが１つ。それに既存

のタイルを外して撤去して、その下のモルタルも補修をかけまして、その上に再度タイ

ルを貼り替えるという、そんな工事でございます。 

よろしくお願いします。 

○議長（森谷岩夫） 間瀬議員。 

○１２番（間瀬重男） 説明をいただきました。 

北小学校については、大変良いことなので早くやっていただきたい。ちょっと金額が

多かったもんですから、どのような設置方法にするかお聞きしました。 
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また、中学校のテレビモニターについては、寄附をいただいたお金をしっかり活用し

ていただくということで非常に良いことで、また今後２～３年生についてもやっていき

たいということなので、ぜひお願いをしたいと思います。 

旧東小学校については、足場やらいろいろの関係でこの金額になることはやむを得な

いと思います。 

以上、質問を終わります。 

○議長（森谷岩夫） そのほかございますか。 

島田議員。 

○１１番（島田弘美） そいじゃ私の方からは３点ご質問をさせていただきます。 

まず、歳入の面でございますけれども、歳入の７ページの固定資産税の関係について

ちょっとお伺いをさせていただきます。 

この補正を見ますと、家屋増１６０万円、それから償却資産税４６０万円増の赤字に

なっておりますが、これになった理由を１つお聞かせをいただきたいということが１つ。 

それからもう１点は、２３・２４ページの小学校、中学校のそれぞれの管理費でござ

いますけれども、これを見ますと給食関係の調理員ほかの賃金がそれぞれ２５０万、１

５０万、金額にしますと４００万円それぞれ減額になっております。これになった理由。 

それから同じく２５ページになるかと思いますけれども、保健体育費の中のハーフマ

ラソンについて、新たに役務費と使用料及び賃借料ということで金額は大した金額では

ございませんけれども、計上をされてきております。これをここに計上した理由をお聞

かせをいただきたいと思います。 

以上、３点ご質問します。 

○議長（森谷岩夫） それでは北村住民税務課長。 

○住民税務課長（北村 稔） 歳入の固定資産税の部分の質問でございますが、まず家屋の増

につきましては、前年度家屋調査の方、約６０件ほどありまして、これの新増築に伴う

関係、家屋が新増築で増えたということによる増になってまいります。 

それからもう１点の償却資産の関係ですが、こちらにつきましても一般の事業者の方

が新たに償却資産の新規購入ということで、最近景気等も上向いてきておりまして、製

造等で新たな償却資産等を購入されてきておりますので、そういったところでの増にな

ってきております。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（森谷岩夫） そいじゃ続きまして福島こども課長。 
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○こども課長（福島敏美） 小学校、中学校費の賃金の減ということでございます。 

この賃金、給食調理員ほかということで減額をさせていただいております。 

それぞれの学校、小学校、中学校にこの賃金の中で図書館の司書、それと用務員、そ

れと給食の調理員というような皆さんの賃金をこちらで計上させていただいております。 

それぞれ異動等により賃金の変更があったもの。また、小学校費、中学校におきまし

ても、図書館の司書、用務員の交代がございまして、金額月額になりますけれども、額

が減少したというような部分がございまして、今回それぞれの減額補正をお願いするも

のでございます。 

よろしくお願いします。 

○議長（森谷岩夫） 小木曽生涯学習課長。 

○生涯学習課長（小木曽雅彦） ハーフマラソンに対する質問でございます。 

ここの場で電話、あるいは複合機と輪転機なんですが、設置を計上させていただきま

したのは、実は町民体育館の事務室へ設置する考えでございます。 

なぜかと申しますと、パンフレットを配布後、おおむね４月から９月の大会前後まで

非常にその電話の量が多く、今現在えみりあ内でハーフ担当をするに対応していただい

ておるんですが、非常に混雑するということ。それとあと印刷機も同様でございます。 

それこそ先ほど来ありますとおり、８２０人の皆様方にご協力をいただいたりですと

か、それにはかなりの資料の印刷というものがかかってくるわけでございます。 

それともう１つが、そのハーフ担当の職員さんももちろんえみりあにおる中で、受付

業務ですとか、そういったものも手伝っていただいておるんですが、ピーク時になって

きますと、それこそ土日も仕事をし、また夜も会議、あるいはその業務等で追われてい

るという状況が、この７月８月９月続きました。 

これはこの辺も是正していかなきゃならない部分だなということなんですが、その１

つの手立てとして町民体育館の方にその事務室、事務をやるのを集中できるようにとい

うことで考えまして、町民体育館の方へ設置するということで計上をさせていただいて

おるものでございます。 

なお、ハーフマラソンの方ですが、この使用料、電話料、実際にかかる通話料ですと

か、あるいはそこにかかるあくまでもこの部分は回線の工事費等電話の方は回線の工事

費。あと輪転機と複合機は物品の貸し出し、リース、リース料だけですので、その経費

に関してはハーフマラソンで見ていくという、そういうことでお願いするものでござい

ます。 
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よろしくお願いします。 

○議長（森谷岩夫） 島田議員。 

○１１番（島田弘美） そうすればハーフマラソンからいうと再度ご質問させていただきます

けれども、そのことの金額で輪転機が忙しい時期ということはわかっております。非常

にわかっておりますけれども、先ほど午前中の全協のハーフマラソンの会計簿を見させ

ていただきますと、繰越金が１００数十万円残っている中において、この中のその中の

会計で対応できなかったかどうかということが１点です。お聞きしたかったのは。 

それは当然そこのハーフマラソンはそこの場でこれから継続してやっていくという特

別会計を組んでいる以上は、そこから支出しても良いんじゃないかというのが私の見解

です。 

それから固定資産税の問題ですが、これは固定資産税の申告というのは、その要する

に前年度に対しての１月１日基準をもってやるのが通常だと思います。それがなぜここ

のところの補正でぽんと出てくるのかというちょっと不自然さを感じたもんですから、

その点について質問させていただいたわけです。 

特に家屋、それから償却資産税というのは、ご案内のとおり、１月３１日までに各企

業から償却資産での申告書というのが多分町の方に提出されるわけになっておるわけで

すから、その時点でそれは当然計上すべきじゃなかったかということが私の質問の内容

です。そのことについて、もう一度お願いをいたしたいというふうに思います。 

それから給食関係のものについては、よく答弁がよくわかりませんでしたけれども、

用務員だの云々でこういうご質問がございましたけれども、結局要は交代した要員もお

るし、その辺をこういうふうにまだお辞めになった方もおるしというようなことで理解

してよろしいですか。 

以上についてお願いいたします。 

○議長（森谷岩夫） それでは北村住民税務課長。 

○住民税務課長（北村 稔） 固定資産税の課税につきましては、議員申されるように、１月

１日現在で所有している物件に対しまして翌年度課税ということでなってまいります。

今回、予算編成の時に時点におきましては、異動等のデータ等システムに入れまして、

今、税で使っておるシステムの方から予算編成の時に確実に使い、数字を把握して、翌

年の予算を見込んでおるわけですけれども、今回なぜ補正で増額になってきたかという

ところですが、どうしても家屋については１２月末までに調査が完了せずにどうしても

１２月までに一応建物の方は完成はしても、調査の方についてはどうしても月をまたい
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で１２月末までに完成しておる分については翌年課税しなければいけませんので、その

調査がちょっと年をどうしても越えてしまうケースがあるということがあります。 

それとあと償却資産につきましても、申告書をまとめ上げて計算するわけですが、や

はり申告書の提出の遅い方ですとか、本年も償却資産の修正申告等も出てまいりました

し、そんなことが。 

あと太陽光発電等ちょっとどうしてもこちらで把握が、当然把握しなければいけない

んですが、そこらもちょっと遅いような申告もありまして、今回増額をお願いするもん

であります。 

○議長（森谷岩夫） 小木曽生涯学習課長。 

○生涯学習課長（小木曽雅彦） 先ほどのリース関係等々の件でございますが、実際のところ

ハーフマラソンの事務専用みたいな書きっぷりしてあるんですが、通常の業務にも、通

常の私どもの仕事に関する部分にも使ってまいります。ということで、ここで計上させ

ていただきたいと思いますし、それともう１つが先ほども全協の中でお話申し上げまし

たが、余剰金収入引く支出差し引きで１１０万円ほど残金が出ておりますが、それはあ

くまでも前年度比較をしますと４０万円ほど昨年度よりも収益が多くなっております。 

その部分は、来年度の当初予算の中で減額をして、何しろハーフマラソンの会計は補

助金と事業収益の方で成り立っております。そこの部分をちょっと補助金の方を落とさ

せていただいて予算を立ててまいりたいと思います。 

ですから、必ずしも潤沢にこの予算が回っていくというのは考えておりませんので、

ここでお願いしたいと思います。 

よろしくお願いします。 

○議長（森谷岩夫） こども課長はいいかな。 

そいじゃもうちょっとわかりやすくと言っておったでもういっぺんそいじゃわかりや

すく。 

○こども課長（福島敏美） 申し訳ございません、わかりにくくて。 

先ほどご説明申し上げましたとおり、給食調理員ほかということで、用務員、司書、

それと調理員の皆さんの賃金をこの体系で賄っておりまして、その皆さんが異動等によ

り、また新しく入られた方もおいでになる中で、給与月額が下がってきたということで

今回減額をさせていただくものであります。 

よろしくお願いします。 

○議長（森谷岩夫） ありがとうございました。 
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島田議員。 

○１１番（島田弘美） 今、そういうことで、用務員、その他のこと、調理員のことで申し上

げましたけれども、下がってきたということで、その人たちは喜んでやっておられるか

どうかはわかりませんけれども、この年の中途に出てくるということがちょっと２５０

万円、１５０万円と４００万円ですか、年間。月にすると３０何万円、３５万円になり

ますか。そういうことの減るということが、ちょっといかがなもんかなということを感

じましたので、今後の予算編成に加えては、しっかりとそこら辺は精査していく中で組

んでいただきたいというふうに思います。 

それから税務のことについては、今、ご答弁いただきましたけれども、少ない人数の

中で一生懸命おやりになっておられます。そのことは十分わかります。しかし、こうい

うものは１２月の補正にぽんと出てくること、もっと早い段階であればまだ良かったか

もしれませんけれども、そうしたことがいつまでも続いて１２月に出てくるということ

については、ちょっとそこら辺のところを反省をしてほしいなという思いで申し上げま

した。 

ハーフマラソンについては、次回についての予算のことについては私聞いておりませ

ん。そのことじゃなくて、それを組んだのはどういうわけで組んだかということはお聞

きしました。それでどうしてもこっちでやらなければならないという、その理由がちょ

っとわからなかったもんですからお聞きしたんです。 

以上です。 

○議長（森谷岩夫） ここで認めてほしいということでありますが、それでよろしゅうござい

ますな。 

ほかにはいかがであります。 

黒澤議員。 

○７番（黒澤哲郎） それでは３点質問させていただきますが、今回も補正予算でありますの

で、なぜ補正かという、そういう観点できちんとお答えいただきたいなと思っておりま

すけれども、一般会計でありますけれども、１３ページの徴税費ですね、総務費の中の。

土地評価意見書作成業務１００万円近いわけですけれども、この件についてお聞きした

いということ。なぜかというのとどういうものか。 

それから２点目は１６ページになります、一般会計の。保育所費ですけれども、需用

費の中に名子中央保育園多目的室網戸設置費というふうにありますが、これ説明いただ

きたい。これから網戸を使う時期なのかなというふうに思うわけで、なぜ補正、当初予
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算でも網戸使う時期には間に合うのかなという素朴な疑問でございますけれども。もう

既についているということはないと思いますが、それが２点目。 

それからその上の賃金ですけれども、臨時パート職員賃金減というのが非常に大きな

額でありますね、９００万円というような。 

保育所費の賃金、パート職員、臨時等の賃金減ですから、これ保育士さん関係かなと

思うわけですが、非常に足りないというような話を聞いておる中で、賃金減というのは

職員がいなくなったのかどうなのかなというちょっと疑問を持ちました。 

聞くところによると、１１月１日付けで職員のその組織図というか、配置も改正され

ているようなことを聞きますけれど、人事について全協も２度ほどありましたけれど、

まだそういうことについては議会にいつものとおり全く報告がありません。 

そういう中でこういう賃金減ということであります。ここのところは、しっかり説明

をいただきたいなと思います。 

○議長（森谷岩夫） それでは北村住民税務課長。 

○住民税務課長（北村 稔） ご質問いただきました徴税費の中のこの委託料の関係ですが、

これにつきましては土地の雑種地という土地の中の一部今ちょっと話題になっておる部

分でありますが、担当課といたしましてその部分の土地評価の取り扱いの要領を担当課

として今どうするかということで、先日来検討しながら原案を考えておるところであり

ますが、やはりどうしても法的な部分と担当課だけでは進めきれない部分がありまして、

専門的な知識を持っておる方の支援を受けながら進めてまいりたいという思いの中で、

今回お願いするものであります。 

そんなことで、ちょっと日数的には厳しいところあるんですが、相談する中では年度

内にはできあがるという中で、今回お願いするものであります。 

よろしくお願いします。 

○議長（森谷岩夫） それでは福島こども課長。 

○こども課長（福島敏美） ２点お願いいたしたいと思います。 

まず、名子中央保育園の網戸の設置ということでございますけれども、保育園の保護

者会からのご要望を受けまして設置をしてまいりたいと思います。 

名子中央保育園の多目的交流室におきましては、一番南西側の角にありまして大変開

口が広いというようなことであります。 

それと給食室に近く、また配膳のところにも近いというようなことがございまして、

夏場閉めておくと大変暑いということ。また、虫等が入ってくるというようなこともご
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ざいます。 

そのような中で、保護者会の皆さんからご要望をいただいておるということで、なる

べく早めに設置をしていきたいということで今回補正をさせていただいたところでござ

います。 

その次の賃金につきましては、大変大きな金額が減額となっております。当初予算に

おきまして保育士、栄養士、調理員、事務の職員等７８名の職員の賃金をここで一括計

上させていただいております。 

今年度スタートするにあたりまして、保育士ほかの職員数が７８名から２名減でスタ

ートさせていただきました。それにつきましては、予算上はそういうことで希望として

計上させていただいたんですが、保育園の子どもの状況等見る中でそれだけで足りると

いうことで２名減でスタートさせていただき、その後、産休に入られた職員の方もいら

っしゃいます。２名ほどいらっしゃいます。また、結婚等でご退職された方もいらっし

ゃいまして、当初予算から９名減というようなことでございます。 

また、その不足する職員数につきましては、４名新たに採用させていただいて、不足

の部分については対応しておるというような状況がございます。 

それともう１つ、この退職いろんなご事情があって退職された方、また新規の皆さん

等入る時期の差もございますし、代替え職員の賃金もこちらで見ておりますので、その

あたりの確定した時期ということで、今回一応３月までの見込みが立ったということで

補正をさせていただいたということでございます。 

よろしくお願いします。 

○議長（森谷岩夫） 黒澤議員。 

○７番（黒澤哲郎） じゃあ最初の方ですけれども、委託料の関係ですね。 

計上した理由はわかりました。何分にも金額が大きいもんですから、どういうところ

に委託するんですかね、この１００万円近くというその意見書を作成する業務というこ

となんですけれど、そこら辺こういうのを作る専門業者がいるのかどうか、個人に任せ

るのか、そういうこともわかりませんけれども、必要に迫られてということで理解する

わけでありますけれども、金額等が大きいので、どういうところにお願いをするのかと

いうことくらいはきちんと答弁をいただきたいと思います。 

それから２点目でありますけれども、２点目は答弁ちょっと不十分かなというふうに

感じますが、保護者の方から要望があったり、給食室の横、理解はできますけれども、

なぜこの時期にということを聞きたいと言ったわけですので、これから網戸で開けて作



 －43－

業をするんですか。だからこういうのは当初予算じゃないんですかというふうに質問し

たわけなんで、それにきちんと答弁してもらいそこを聞きたいわけです。 

それでこの部屋の外の作りは、非常にサッシじゃなくて風がスースー入るような作り

になっているわけで、理解もするところはできるところもありますし、逆に冬は寒いん

じゃないかなとか、暖房効率の悪い作りになっているなというふうに思っておるわけで

すけれども。 

元々この部屋はどういうふうに使っているのか。この部屋は、地域住民との交流の目

的で作るんだということで作られているわけですね。そういう実績があって、どういう

利用の仕方をしておって網戸が必要だということもほしいかなとも思います。しっかり

説明として。 

以前、この地域住民との交流のためにということで部屋を作ったわけですが、「できて

いますか」と言ったら、「まだ開園したばかりでまだそこまで手が回っていません。でき

ていません」という答弁をいただいております。私が質問をして。それから既に経過し

ておるわけです、だいぶ。きちんとそういうふうに使われているのかどうか。そういう

目的で作られた部屋なんで、そうでなければなくてもできる設計になっている保育園な

わけですね。そこら辺のとこ含めてきちんと答弁をいただきたいということです。 

それから賃金の件です。今、細かく説明をしていただきましたけれども、そういうも

う１つ総務課とも答弁いただきたかったわけですけれども、そのいろいろな人事のこと

は一切説明がなくて、補正予算で賃金のとこだけ改正するということ自体が問題ありじ

ゃないかなというふうに私はずっと思っているわけで、辞められた職員もいる、産休に

入った職員もいる、いろいろあってこうでこうでこうでということでしたけれども、そ

ういうのはきちんと前段で説明があってこういう補正予算じゃないかなと思うわけです

けれども、先ほど１１月１日付けの人事配置改正のやつも知らされてないよということ

を申し上げたんで、その部分は総務課でも答えていただきたいと思いますけれど、そこ

ら辺のところはきちんとやっていただきたいということを申し上げたいと思います。 

○議長（森谷岩夫） そいじゃ北村住民税務課長。 

○住民税務課長（北村 稔） 今回お願いする委託の内容でございますが、現行持っておりま

す町の取り扱いの要領がありますけれど、昨年末といいますか、今年の春頃から県の方

とかご意見聞いたりとか、担当課ではそれぞれ調べられる範囲でいろいろ調べてはまい

りました。 

そういった情報等を提供する中で、現状を踏まえる中で新しい取り扱い要領を作って
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まいらなきゃいけませんので、そんなことでお願いしていく形を考えております。 

それでお願いを今、考えている事業者といいますかにつきましては、こちらで調べる

中で、税の税法に詳しい不動産鑑定士だとか、あと公認会計士等が１つの傘下に入って

いる、そういった法人が全国組織でありましたので、そちらにお願いをするのが一番よ

ろしいのかなと今考えております。 

やはり税のことでありますので、税の知識がある、そういった専門家の方が妥当では

ないかと考えております。 

そんなところいろいろ情報を聞く中で、いくつかの候補として盛っておるところでご

ざいます。 

よろしくお願いします。 

○議長（森谷岩夫） それではこれから網戸だというそのことを。 

こども課長。 

○こども課長（福島敏美） 保育園におきましては、子どもたちの活動もございまして、あそ

この多目的交流室におきましては大変開口が広いというような形で、春先からオープン

にするような形で子どもたち生活しておるところでございます。したがいまして、春先

からも対応できるような形でやっていきたいなということでございます。 

また、その多目的室の利用におきましては、保育園の様々な行事、参観日もございま

すし、保護者の参観日もございますし、祖父母参観日、また行事といたしまして餅つき

ですとか、五平餅を作ってというようなことで、地域の皆さんや城山にお越しのの皆さ

ん、お年寄りの皆さんにも保育園へ来ていただいて交流等も行いながら五平餅を食べた

りと、作ったり食べたりというような活動もさせていただいてきておるところでござい

ます。 

そのようなことで、あそこを開口にして、その軒下といいますか、テラスの部分で五

平餅を焼いたり餅をついたりというような活動もさせていただいておるところでござい

ます。 

また、保育園の職員の賃金におきましては、異動につきましては、子どもたちの状況

によりまして代替えの職員の異動、また、新たに年度途中で入園されるお子さんの対応

等によりまして、保育園、職員の異動は随時かけさせていただく中で、対応をさせてい

ただいてきておるところでございます。 

また、そのような形の中で先ほどご説明申し上げましたように、退職された方、また

採用した方についても対応させていただいてきておるところでございます。 
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そのような形で、随時職員の異動はかけさせていただきながらやっておるのが現状で

ございます。 

よろしくお願いします。 

○議長（森谷岩夫） そいじゃ総務課長。 

○総務課長（塩倉智文） 平成２９年１１月１日付けで、地域おこし協力隊の方２名を採用と

いうか任命いたしております。 

そちらの報告がなされていないというご指摘ごもっともでございまして、産業観光課

に観光局準備室に１名、それから生涯学習課のコスタリカ対応で１名という方を採用し

ております。 

ご報告遅くなりまして申し訳ございませんでした。 

○議長（森谷岩夫） その保育士の方は関係ない。 

○総務課長（塩倉智文） ここには一部載っておりますけれども、保育士につきましては１０

月１日付けで育児休暇の職員が育児休暇の３年間を切り上げて復帰がありました。です

から、正規職員が１名増になりまして、退職者の補充の部分とその異動というのがあり

ました。 

そこの部分につきましてもご報告が漏れているというご指摘でございますので、現在

保育園でどういう人事になっているかをもう一度確認した上で、職員の部分、それから

保育園の職員の部分の両面を議員の皆様に委員会までの間にご提示させていただきたい

と思います。 

申し訳ございませんでした。 

○議長（森谷岩夫） 黒澤議員。 

○７番（黒澤哲郎） ３回目ですので、徴税費の委託料については本来的には計上しなくても

いいものなのかなと思うわけです。それでそういう状況の中で、でもこの役場、税務課

の皆さんプロなんじゃないかなと、我々は理解しておるんですけれど、町民の皆さんか

ら税金集めるんですから。その上にさらに相談するという感じのように今、答弁を聞い

てて受け止めたんですけれど、その自分たちがやってもいいものをお願いをアドバイス

を受けるというような感じのものなのかなと思うんですけれど、なにしろそれに１００

万円近くのものをかけるということなんで、なるべくかからないように実際に、予算に

計上してもそんなにかからなくてできるといいなと思いますし、どこにというのは今、

候補を挙げて検討中ということの答弁でしたので、しっかりとしたところできちんとや

っていただきたいなと思うわけであります。 
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続いて中央保育園の網戸の件は、春先から開けて網戸を閉めてやるというそういう説

明でありますけれど、網戸をつけることは悪いことじゃありませんのでいいんですけれ

ども、みんなに理解できるような形できちんと提案していただくのがいいかなとそうい

うふうに思います。 

それから住民との交流の意味での多目的室ということですけれど、あんまり聞こえて

こないんですよね。保護者だけとやっているじゃないでしょうね。名子からはじめて地

域住民いっぱいいるわけなんですけれど、聞こえてこないですね、そういう活動があん

まり。 

また、保育園建設から始まってきちっとそういうのを評価していただいて、検証して

いただいて、またしっかりやっていただければ、網戸の設置はよろしいかなと思います。 

あと賃金の関係のところの部分ですけれど、総務課長またお詫びとあれで答弁があり

ましたけれど、毎回ですよね、これ。「漏れまして」とかと言っていましたけれど、私に

は議会に伝える意思がないんじゃないかなって感じるぐらいですね。そこら辺のところ

は、町長に答弁いただきたいと思いますけれどね、毎回のことなんで、この部分につい

ては。 

○議長（森谷岩夫） それでは町長、答弁をお願いいたします。 

○町長（深津 徹） 今、総務課長のみならず、答弁の中、すべてではありませんけれども、

やはり今日のような本議会に臨むについて、今少しやはり緊張感を持って臨まなくては

いかないなということを今も若干感じております。 

それから今、総務課長の方の答弁につきましては、総務課長の方から今、お詫びがあ

ったわけで、毎回お詫びじゃないかということでございますので、私の方からもしっか

りとまた指導してまいりたいというふうに思っています。 

○議長（森谷岩夫） そいじゃほかにございますか。 

中平議員。 

○５番（中平文夫） それではお願いします。 

一般会計の１８ページの６款の農業費の１９の耕作放棄地等の活用促進交付金の件と

もう１つ、２２ページ、消防費の６の防災対策費の１１の需用費の生東地区防災マップ

作成支援消耗品の件、２つについてご説明をお願いしたいと思います。 

○議長（森谷岩夫） それでは先に田中産業観光課長、お願いいたします。 

○産業観光課長（田中 学） それではお願いします。 

耕作放棄地の利活用の補助金の増でございます。 
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この関係につきましては、当初予算で５件の耕作放棄地の解消について県の方に申請

しておりまして、６４５万円の予算につきまして半額の補助をもらうというような事業

で当初予算組んでおります。 

年度の途中でありましたけれど、新規で就農してくれた農業者が、今回南方の方で梨

棚を解嘱しまして、取り壊しまして、新たにりんご、桃等を植えるということで、その

関係が申請したところ、年度の途中で採択になってきたということで、その関係の事業

の１／２が交付決定されたということで、今回計上させていただいたものであります。 

よろしくお願いします。 

○議長（森谷岩夫） そいじゃ続きまして防災マップ。 

塩倉総務課長。 

○総務課長（塩倉智文） それでは２２ページをご覧いただきたいと思います。 

防災対策費でございます。こちらでございますけれども、昨年から採用しております

支援員としての職員が危機管理係におりますけれども、この支援員の活動の中で活動と

して取り組む業務といたしまして、各地区の防災マップの支援という活動をしていくと

いうことでなってまいりました。 

今回は、生東地区の防災マップを作るということで、地区に入りまして、それぞれの

地区に見合った避難経路等を地図に落としていくという作業をしようというふうに思っ

ておりますけれども、今回この支援の消耗品につきましては、これに使う地図のコピー

用紙のコピー代、それから各地区に回ってお話をさせていくための防災グッズとか、耐

震グッズを購入しまして、見本品だとか、そういうものを実際に手に取ってご覧いただ

きながら、皆さんに防災知識を高めていただくための経費として購入したいというふう

に考えております。 

例えば転倒防止の用品の使い方だとか、壁を作ってこの壁にはこういう転倒防止を釘

の付け方だとか、そういうことを皆さんにお話しできるような道具をすべてそろえたい

ということで３０万円にはなりますけれども、この費用として計上させていただいてお

ります。 

なお、１２役務費と１４節の使用料と需用費の中に燃料費がございましたけれども、

当初予算で車を借りてこの費用の一部に、支援員の費用として使おうと思っていたこと

は、車を買うことをやめましたので、その費用を全部合わせて需用費にもっていったと

いうのが３０万円の内訳でございます。 

すいません、よろしくお願いいたします。 
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○議長（森谷岩夫） 中平議員。 

○５番（中平文夫） 先ほどの耕作地の放棄なんですけれど、この制度を実際問題として耕作

地が荒れておるということで、非常に問題になっております。議会と語る会の中でもい

ろいろ話が出ております。もう少しここら辺を宣伝するというか、町の住民の方にもう

ちょっと告知して、これをもうちょっと皆さんが使えるようにしてもらうようなことを

ぜひ考えてもらいたいと思っております。 

それと今の防災マップの方は、マップを作るんじゃなくて使い方を皆さんに伝授する

ということなんですか。そういうことなんですね、のための用具を買うということなん

ですね。防災マップを作るということじゃないんですか、どちら。そこのとこをちょっ

ともう１回。 

○議長（森谷岩夫） そいじゃ先、耕作放棄地の利活用だけれど、これは売買がなけにゃ駄目

なんだな。 

田中課長お願いします。 

○産業観光課長（田中 学） 今、中平議員さんおっしゃられるとおり、非常に有効な事業か

と思います。 

今まで使われてなくて荒れていたり、あるいは棚があるためにその後利用ができない

ようなものをきれいに造成して、それに対して半分のお金が補助されるというような事

業であります。 

ぜひ、このことについてはやる気のあるこれから規模拡大したい、また別のものに変

えていきたいというようなそのような方々にみらいを中心にしまして多くの皆さんに紹

介して、またそういうところを少しでも減らしていけるような努力していきたいと思い

ますのでお願いします。 

○議長（森谷岩夫） そいじゃ塩倉課長。 

○総務課長（塩倉智文） 支援員の活動は、各地区に入ってマップを作成するという大目標が

ございます。それは、それぞれの地域に見合った危ない箇所がこちらであるということ

を地図に落としていくという作業もやりますので、まずはマップはそれを行うというこ

とです。 

需用費といたしましては、そこに入って説明するのにあたってグッズだとか、パンフ

レットだとか、そういうものを購入したいということで経費でございます。 

以上です。 

○議長（森谷岩夫） ほかにはございますか。 
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米山議員。 

○１０番（米山俊孝） ２点お願いします。 

歳入の１１ページの１款１項１目の延滞金ですけれど、１１５万円ということでこれ

のちょっと状況の説明をお願いしたいと思います。 

それとあと歳出の方ですが、１５ページの３目と５目の高齢者と障がい者の方の関係

の予算ですけれど、こちらの方の２０節の扶助費が約４００万円なんかとそれから１，

０００万円の余という形で両方で１，５００万円近い金額になっておるんですけれど、

ここら辺のちょっと説明をお願いしたいと思います。 

○議長（森谷岩夫） それでは先に北村住民税務課長。 

○住民税務課長（北村 稔） ご質問いただきました歳入の延滞金の今回の１１５万円の増額

補正の内容ですが、これにつきましては滞納者の一部ですけれど、ご承知のように県の

滞納整理機構という組織がございます。そちらの方に２９年度お願いした中で、滞納整

理機構の方でご努力いただいたことがありまして、その２件完納になってこの前半とい

いますか、この時点までに完納になった中で、延滞金につきましても法で決められた計

算に基づいて延滞金の方も徴収いただきまして、その分が町の方に納付になってきたと

いうことであります。 

参考までに本税につきましては、約本税の方は本税の方はもろもろの税を含めまして、

２６０万円ほど本税の方は入ってきて、それにともなう延滞金ということで、今回の補

正を若干上回る金額が入ってきたということでの今回の増額ということであります。 

あと参考までに、町の方も延滞金につきましては該当になってくれば延滞金の方は徴

収をさせていただいております。 

そんなことでよろしくお願いします。 

○議長（森谷岩夫） それでは米山保健福祉課長。 

○保健福祉課長（米山政則） ２点ご質問いただいております。 

まず、高齢者福祉費の扶助費、養護老人ホーム保護措置費の増で１４２万円でござい

ます。こちらにつきましては、心身上の障がいのために日常生活を送ることが困難であ

ると判断をされた高齢者の方を、入所判定を経まして、入所措置というような形をとる

わけなんでございますけれども、今年度に入りまして新たに３名の方がそういった形で

入所の措置が必要と判断いたしたので、増員ということで措置費の方を増額をさせてい

ただきたいというものでございます。 

それから障がい者福祉費の扶助費、３つ給付費等の増をさせていただいております。 
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主なものを申し上げさせていただきたいと思います。 

まず、１番目の自立支援給付費の増でございますけれども、こちらにおきましては居

宅介護の増ということでございまして、利用されている方につきましては微増というよ

うな状況なんですけれども、介護処遇改善加算という単価の改定がございまして、その

関係で増えてきているというものが１点でございます。 

それからもう１点の要素といたしましては、生活介護とグループホームの費用でござ

います。地域生活移行というようなことを進めているわけなんですけれども、そういっ

た中で親の高齢化ですとか、生活上の支援が必要だというような中で、こういったとこ

ろの費用が徐々に増えてきているというのが現状でございます。 

それから２つ目の自立支援医療費１１０万円ほどでございますけれども、これは更生

医療とか育成医療というような分野になりますけれども、障がいを除去したりですとか、

軽減したりする手術等の治療による医療費といったようなものがこちらの方に入ってく

るわけなんですけれども、こちらの方につきましては人数としては当初の人数、見込み

の人数だったんですけれども、そういった手術の費用等が増えてきたというようなこと

で増額をさせていただいたところでございます。 

それから３点目の地域生活支援事業の増でございますけれども、これは主に訪問入浴

の事業の増になっております。自宅の浴槽では、なかなか入浴が困難な方に対しまして、

移動の入浴車等のサービスを行っていくということでございまして、こちらにつきまし

ては人数当初１名と考えておりましたが、現在３名の方がご利用されているということ

で、その人数増によるところのこの増でございます。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（森谷岩夫） 米山議員。 

○１０番（米山俊孝） それぞれ答弁いただきました。 

今まで延滞金というか、町税に対して非常に苦労しておるということで、県の整備機

構でやっていきたいというようなお話があって、こんなような状況になってきたんじゃ

ないかと思います。 

２件の町税ができたということで、誠に結構なことじゃないかと思います。 

また、これからもこんな形でもって当初予算が５万円のもので１１５万円という形で

きるわけですから、また予算のときもちょっといろいろ考えていっていただければと、

こう予定の方、事業計画といったらおかしいかな、予定の方はまた考えていっていただ

ければと思います。 
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それから福祉の関係の方ですけれど、当初よりも人が増えたり、いわゆる受益者が増

えたわけですよね。それからまた内容的にも費用が医療費がかかったというようなお話

ございました。 

やっぱりこういうものというのは、その定めの中で要件が満たされれば皆さんそうい

うような事業を作っている以上、ぜひお世話になりたいというのが人の常だと思うんで

す。ですから、的確に今後も補正を組みながらそういうことについては進めていってい

ただければ結構じゃないかとこんなふうに思います。 

以上です。 

○議長（森谷岩夫） ほかにはいかがでありますか。 

坂本議員。 

○８番（坂本勇治） ３点ほど質問させていただきたいと思います。 

まず、２０ページです。林業振興費の委託料の松林健全化推進事業の減ということで

す。このことについて減ということなんですが、事業自体が減になったのかちょっと説

明をお願いしたいと思います。 

同じく２０ページの先ほど米山郁子議員もお聞きしましたが、商工業の振興費の中の

松川インター企業団地。松川町が予定を計画してというような答弁だったかと思います

が、あの土地をＪＲが借りたいといってきたのか、松川町が借りてほしいと思っていっ

たのかによってここら辺の予算がちょっと、本当に町でこれ出していいのか。 

私が考えるのにＪＲが借りたいと言ってきたとすれば、そちらで計画して、その計画

の図面に対して町の要望を入れてくれということの方が本来じゃないかなという気がす

るんで、その辺を含めた説明をもう一度お願いしたいと思います。 

２１ページと２２ページにかけてですけれども、道路橋梁維持費の中で道路維持の作

業員の賃金と応急補修増、また道路補修の重機使用料ほか道路補修側溝整備等のもうち

ょっと詳細な説明をお聞きしたいと思います。 

○議長（森谷岩夫） それでは田中産業観光課長かな、お願いします。 

○産業観光課長（田中 学） ２点ご質問をいただきました。 

最初の１点目でありますけれど、松林健全化推進事業の減ということであります。こ

ちらにつきましては、事業費が確定したことによります減額であります。 

内容的には、これは松食い虫の伐倒燻蒸の処理でございますけれど、当初町の方で県

の方に要望をした額があるわけですけれど、そこから内示額がそれぞれの市町村に配分

されまして内示額が来るわけであります。その内示額に従いまして、町とすると森林組
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合の方発注し、処理をお願いをしていったというところでありまして、その事業費等が

県からの内示額が要望額より下回るということがありますし、そのあと入札等によりま

して事業費が確定してきたということからこの金額になりまして、確定額に至ったもの

であります。 

２つ目の松川インターの企業団地の造成の関係でございます。 

こちらにつきましては、まずＪＲが下伊那の各市町村にガイドウェイヤードとして用

地を探しておるということで、そのような該当するところがあれば手を挙げてほしいと

いうような中で、松川町があの土地をその該当地として手を挙げたわけであります。 

それでＪＲとしましては、その土地のうちの３ｈａを借地として借りたいという申し

出でありました。 

たまたまあそこの土地が当初から松川町の企業団地ということで計画をずっとしてき

ておりますので、そこに造成にあたってはちょうどＪＲさんの残土ですね、そちらの方

を有効活用することで、造成の方も金額が抑えられていくということで、町とそのよう

な方向で進めていきたいということで話がスタートをしたわけであります。 

ですので、この件につきましては、まずは町のあそこを企業団地にしていきたい、企

業団地として将来的に活用したいという、それがあって、それに伴う造成に必要な残土

をＪＲの発生土を使うというようなふうに考えておりまして、まずは町が主体的に理想

的な造成地としての形を描きまして、それを元に必要な土量等をまたＪＲと打ち合わせ

ながら決めて、住民の皆様にも理解を得ながら進めていきたいというものであります。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（森谷岩夫） 小沢建設課長。 

○建設課長（小沢雅和） ２１ページの道路橋梁維持費の関係のご説明をさせていただきます。 

賃金の関係ですけれども、道路作業員が年当初は２名で行っておりました。草が生え

る時期が非常に２名だと大変ということでありましたので、６月に補正をかけさせてい

ただきまして、７月から１２月までの６か月間を３名ということで補正を認めていただ

いた状況でございます。 

今回、側溝のＵ字溝の清掃をちょっとお願いしたいということでありまして、１月か

ら３月までを延長ということで３カ月分を１名ですけれども、再雇用というか、お願い

をしていきたいというような形で計上させていただいております。 

それから次の需用費でございますが、これに関しましては、今年は秋雨前線が長雨だ

ったもんですからかなり路肩の方が崩れてしまいました。それで道路応急補修の関係の
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予算がだいぶなくなってきましたので、路肩補修ということで１０万円かけるおよそ１

５カ所ぐらいを計上させてもらって１５０万円というような数字になっております。 

それから次のページの使用料及び賃借料ですけれども、これに関しましても長雨の関

係で倒木がかなり今年はひどかった状況です。 

それで、重機の使用料ということで倒木処理ということで、１０万円かける１０回分

ということで１００万円を計上させていただいております。 

それから最後に工事請負費なんですけれども、これは９月の終わりから１０月の初め

にかけまして、秋雨前線の長雨ということがありました。崩落に関しましては、１０月

の初めにかなり崩落をしてしまいました。 

災害雨量がなかったもんですから、町単でやるしかないということで、路肩の修理が

ほとんどになります。道路補修で５５０万円計上しておりますが、全部で４カ所になり

ます。側溝整備は５０万円で１カ所ということで合計５カ所の緊急の工事ということで

よろしくお願いしたいと思います。 

以上です。 

○議長（森谷岩夫） 坂本議員。 

○８番（坂本勇治） まず、林業振興費の関係ですが、松くいだと思いますけれども、県が査

定が下がったと。やはり松くいもいまだにどんどん進んでいるような状態かなと思いま

すし、それを食い止めるための減額されたから結局その金額だけやりたい分ができてな

いということなんですかね。入札差金で減額になったということだと、予定どおりでき

たのかなという気もしますし、そこら辺の説明も再度お願いしたいと思います。 

あと次の工業団地、松川インターの工業団地の関係ですが、やはりちょっとスタンス

というのが見えてこないというか、松川町としてどうしていくのか。手を挙げたという

ことで、松川町が主体としていかなきゃいけないのかというのと、まだあそこをじゃあ

工業団地、当然誘致するのにどういう企業が入るかという想定も多分できてないんじゃ

ないかと思うんですけれども。 

計画をするということ自体、ある程度想定ができてないとできないんじゃないかと思

うんです。 

ＪＲが使いたい範囲３ｈａ、じゃあ全部の７ｈａを造成するのにこんな絵でどうです

かということで町に持ってきたときに、いやこれじゃ駄目だからもうちょっとこういう

構想にした方が道路をどこにやって、どこに入り口をこういうふうに作った方がいいと

かというのが協議の対象になってくるような気がするんですけれども、町で想定すると
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いうこと自体が既に何か我々が議員も知らないところで何か進んでいるのかどうか。 

だんだん話が進んでいって、もう工業団地にもう造成が始まるというふうに、そこま

でまだ我々も感じてないような気がするんですけれども、それで状況を提示してもらっ

て我々が判断する中で、町が造成の形までこれで認めていっちゃうと、もう明らかに既

存事実で進んでいっちゃうということがないのかどうか、もう一回お聞きしたいと思い

ます。 

あと道路橋梁維持費の方は、今年長雨だったりとか、雨の量が多かったりして補修が

予算が少なくなってきたというのは理解しました。ぜひ、安全に道路作業、側溝ばっか

でなくて今日も事故があったりしているんで、そこら辺の調査費用というのもぜひ加味

していただいて、安全に町民の安全と町内の方がたまたま３件ですか、ありましたけれ

ど、旅行者だとか、他町村の方がこういうことになったらもっと問題になるかなと思い

ますので、そこら辺も事故のないようにぜひお願いしたいと思います。 

再度質問をお願いします。 

○議長（森谷岩夫） そいじゃ田中産業観光課長の方からお願いいたします。 

○産業観光課長（田中 学） 初めに松林健全化の松くい虫の関係であります。 

予定どおりかどうかということでありますけれど、おおむね予定どおりに進んでおり

ます。 

この松くい虫の駆除につきましては、ここの補正で挙げてあります松林健全化という、

これは県単の事業であります。そのほかに国の方の本対策という事業も入れて、そちら

の方でも同じく３００㎥というような数量をこなしております。 

また、県の森林税を使いました危険木の伐採につきましても、これもやはり７０㎥等

を今始めておるようなところでありまして、おおむね当初の数字に近いような形で３つ

の事業を使いながらやっておりますし、追加の事業もありますのでそこら辺を入れなが

ら現在やっておるところであります。 

それから２つ目の松川インター企業団地の関係であります。 

こちらにつきまして、先ほど説明の方も不十分でありましたけれど、今回はやはりま

ず概略のイメージ図みたいなものを町としましてやはり作っていきたいということであ

ります。町があそこを企業団地にして、地元に受け入れてもらえる、また地元の雇用が

生まれる場所にしていくためにどのような造成をしていくのが一番いいのかどうかとい

うようなそんな概略図を作ってもらって、それを地元に示して理解を得ていきたいなと

いうことであります。 
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それでそこにどれだけのそれじゃ土量が必要になってくるのか、どんないろんなパタ

ーンが考えられるのか、そんなようなイメージを作っていきたいということであります。 

これにはかなりまだ時間を要しまして、具体的には実際に現地を測量ですね、地形測

量をはじめ地質の調査、またいろんな面でもろもろの調査が入らなければいけません。

それには来年度の当初予算等で測量設計等のお金を大きく盛らせていただく形になろう

かと思います。 

その点につきましては、当然ＪＲと費用負担については、そのあとしっかり詰めて協

議していくつもりでありまして、ＪＲの方は３ｈａをガイドウェイとして使うんだとい

うことでありますので、その部分につきましてはきちんと費用負担を求めながら、必要

とされた測量設計等の費用も協議しながら決めていきたいというものであります。 

知らないところで進むようなことはないように、必ずないようにしていきます。また、

むしろ早くもっと進めなければいけないなと思っておるところでありますが、きちんと

説明してから示していきたいと思いますのでよろしくお願いします。 

○議長（森谷岩夫） 坂本議員。 

○８番（坂本勇治） 松くい関係は、個人の山というかもあるんで、なかなか難しい部分もあ

るかと思いますし、なかなか山の手入れができるという若い人もいないわけで、ぜひ予

定どおりということなんで、続けていっていただきたいと思います。 

松川インターの企業団地のことですが、この１５０万円という金額は当然これ外注に

なるのかなと思うんですけれども、平面図は当然もう町の地形でわかっていますし、土

地の広さ、概略の土量を出すのはそれこそ職員でも何日か測量してきて絵を描くぐらい

できそうな気もするんですが、明らかに外注できちんとした図面にしてもらうというこ

となんですかね。 

土量を計算したり、構造物を作ったりというのは、逆に言ったらこの金額じゃできな

い。それも来年度の新年度の予算で入れるということですけれども、ちょっとＪＲと町

との関係というのがどうしてもはっきり見えてこないので、最後にその点だけちょっと

説明を。できれば町長も含めて説明いただければと思います。 

○議長（森谷岩夫） 田中課長。 

○産業観光課長（田中 学） 図面に基づいて、職員でも図面の方、概略の図面できるんじゃ

ないかというようなご質問いただきましたけれど、やはり住民の皆様等にきちんと理由

だって、このような形で造成するのが一番いいというようなものというのは、やっぱり

専門的な方にやっぱりその図面からきちんと測りだしてもらって、納得していただける
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ような図面を作っていく必要があろうかと思います。 

我々の力で、それだけのやはり説得力の図面というものは、なかなか作成が難しいの

かなというのが現状でございます。 

それからＪＲとのスタンスというか、関わり方でありますけれど、ガイドウェイ、こ

れは両者がお互いに良くなればということでありますけれど、町は基本的にはその企業

団地を造成していくんだよという目標がありますので、これにＪＲの力を一緒に借りて、

しかも住民の皆様に納得していただけたり、周りの環境に配慮して調和できるようなそ

んなようなことができるようにお互い協力関係、あくまでもこちらは主体的にきちんと

言うことは言う立場でありますけれど、お互いに協力していきたいというのが関係かと

思います。 

お願いします。 

○議長（森谷岩夫） 町長、お願いいたします。 

○町長（深津 徹） この上片桐の企業団地についてでございます。 

おおむね９年あまり前から企業団地ということで地権者の皆さんに了承を得、それか

ら地権者の皆さんからは企業誘致、それから雇用の促進を図ってほしい。それから土地

を売るということで、貸し借りじゃなくて売るということで町と話があって進んできた

わけでございます。 

なかなか企業誘致、ここ数年、ここ１～２年につきましてはまた全国の経済動向もや

や変わってきておりますので、今申し上げますけれども、以前と比べては非常に動きが

あるということでございます。 

町といたしましても、県の東京、名古屋、大阪、それぞれの中で企業誘致を進めてま

いりました。そうした中で、大きな出来事といたしましては、県の東京事務所を通じま

して、大手ゼネコンの方からおおむね１０万㎡、非常に大きな土地を探しているという

情報が入りまして、私も何回も本社へも行きました。担当課の方もつないでいたわけで

ありますけれども、なかなか立ち消えに今、なってきた、なったわけでございます。 

それで今から考えますと、それがＪＲ東海であったということは、その後また本社へ

も行ったりいろんな話をする中でおおむね推測ができます。ですから、おおむね６年５

年前からＪＲ東海は、そうしたガイドウェイを探していたんだなというふうに思う次第

でございます。 

その間、地元からの業者、あるいは話はちょくちょくありましたけれども、その長野

県の事務所を通じた形のものを重点にしてきたところでございます。 
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地権者の皆さんには、非常に長い間にわたってお待たせしたわけでありまして、本当

に申し訳ないなというふうに思っております。地権者の皆さんとの懇談会にも私も出席

をし、そういった点についてはお詫びをしてまいりました。 

今の土地の形状の中で話はあります。地元の大手企業からも１社ありましたし、先日

も大阪からまいりまして、現地を見ております。 

しかしながら、現地を見ていただいた中で言われるのは、どうしても今は耕作してい

る箇所、耕作していない箇所、あるいは荒れ放題の場所、そんなような中でここがそう

ですということで現地に行きましてもなかなか話が進まないのが現状でございます。 

そうした中で、今、課長の説明があったような動きをしてまいりました。地権者の皆

さんにもそういうことで話を進めていきたいということでございます。 

これは相手があることでありますので、すべてもちろん相手任せというわけにはまい

りません。町が主体となって地権者の皆さん、あるいはいざ実際に始まるということに

なればこれは沿線の方やいろんな形の方にお話をしていかなくてはならないことであり

ますけれども、とりあえずは町としてどういう形がとれるかということを進めていかな

くてはならないということでございます。 

その進めている最中にも、今現在２社からの打診がございます。 

ただ、これが完成する時期と相手があることでございますので、厳しいなということ

も考えながらおりますけれども、明確に２社から打診があったこともお話をしておきま

す。 

どちらにしても町が主体となり、ＪＲ東海の力を借りて、大きなお金がかかってまい

りますので、これは相手との交渉にもなってこようかなというふうにも思っております。 

○議長（森谷岩夫） それではほかにございますか。 

佐藤議員。 

○２番（佐藤史人） ３件ございます。 

１つ目は副町長に伺いたいんですが、今期１２月の補正予算の概要を見ますと、歳出

のところでいろいろございますが、当初予算で盛り込まれなかった４億円近いののどれ

が採択されなくて今回補正に上がっているかというのをお聞きしたいと思います。１つ

目はそれです。 

それから２つ目、オレンジカフェのいろいろなご説明がございますが、こどもカフェ

がいろいろな立ち上がって、いろいろな課題を抱えていると思うんですが、それについ

ての補助事業というのはないんですかというのが２つ目。 
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それから３つ目、先ほどハーフマラソンのことで質問、島田議員の方からあったんで

すが、それに関連してハーフマラソンの電話機は今、公民館２つの回線があるんで、親

機を１台増設するだけで解決されると思います。もう１つの複合機のリースですが、１，

０００部以上を超える印刷物でしたら、業者委託の方が安くできると思いますので必要

がないと思います。 

その３つについてお答えいただきたいと思います。 

○議長（森谷岩夫） 今回の補正についてということでありますので、そのあたりも踏まえて

じゃあ答弁を。 

そいじゃ副町長、お願いいたします。 

○副町長（吉澤澄久） ご質問のとおり、当初予算でいわゆる査定落ちしたものが復活したか

どうかということだと思うんですけれど、今、私の今リストたまたま持っているんです

けれど、今言われてみる中では今回は上がっておりません。 

９月補正で拾い出したとこもありましたもんですから、今回はございませんので、そ

んなことでお願いしたいと思っております。 

○議長（森谷岩夫） それではもう１つは、こどもカフェの補助事業はないかということ。 

ちょっとこれ予算とはあれだけれども、こども課長わかるかな。そいじゃ教育長お願

いします。 

○教育長（高坂敏昭） 現在、ＮＰＯ法人が町内で運営しておりますこどもカフェにつきまし

ては、町の施設を借りるというその時に、教育委員会後援という形で関わらさせていた

だきました。 

それからまちづくり政策課の方でも、県の元気づくりの支援金をいただくためにいろ

いろと力を尽くしております。 

今は場所を変わりましたので、教育委員会の後援というものは意味がなくなっており

ますけれども、以前一般質問の中でも私もちょっとお話をさせていただきましたが、行

政がこれに関わっていくことについて、やっぱり民がやっていることの良さというか、

そういったものもありますので、あまり私どもの方でそれに乗り込んでいくことでかえ

って動きを縛ることのないようにしたいというふうに思っております。 

こちらの方でも、県の施策の中で貧困家庭の支援等について補助金あたらせていただ

きました。やはりいくつか補助金ありますけれども、特定の人たちを対象にするものが

多いということで、現在運営されておりますこどもカフェというのが、非常に幅広い形

で人々の集う場所として運営されているということもありますので、なかなか補助金を
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得るのは難しいなというふうに見ております。 

また、何かそういう具体的な国や県の提案等がありましたら、それを利用して紹介し

ていくということはこれから努めていきたい、そんなふうに思っております。 

以上でございます。 

○議長（森谷岩夫） それでは小木曽生涯学習課長。 

○生涯学習課長（小木曽雅彦） ハーフマラソンの件でございます。 

今現在、公民館にある電話ですが、回線は２回線でございます。要は外から２人が公

民館にかけてくるとそれでいっぱいになってしまうという状況なんです。 

やはりそういった部分で満杯になってしまうケースが多いので、それで新しく回線を

設置したいというものでございます。 

今一転、輪転機の活用なんですが、実際のところ実行委員会２５名かける原本数が結

構多いということで、それが複数回、何回も何回もあるという状況。それとあとそれぞ

れの皆様方、説明会に使う資料ですとか、そういった部分は５０部とか１００部とかそ

ういった単位でございます。 

原稿数が１，０００枚以上になるというケースはありません。ですから輪転機を入れ

させていただいて、有効活用させていただければと思うところでございます。 

よろしくお願いします。 

○議長（森谷岩夫） 佐藤議員。 

○２番（佐藤史人） 副町長の方からご説明のあった１２月は必要ないということでございま

すでしょうか。これが３月になって上がってくるようにないようにしていただきたいと

思います。 

というのは、平成３０年度のこれから予算編成に入っていくわけですよね。その中で、

３月までになんとかそれにそれで補えるものだったらそれで補っていただくということ

が大切だと思います。 

それから２番目のこどもカフェの問題ですけれども、やはりどういう形であれ、支援

していく方法を教育委員会の中で考える必要はあると思います。 

それから３つ目のハーフマラソン関係ですけれども、私は１回線増やすんであればフ

リーダイヤルのイベント用を１つ回線を入れれば、町のイベントのその時期に合わせて

フリーダイヤルで参加者が問い合わせをできる、そういう形をとっていった方がいいと

思います。 

印刷機については、今あるえみりあにある印刷機で十分間に合うと思いますがいかが
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でしょうか。 

○議長（森谷岩夫） 副町長、そいじゃ答弁を。 

○副町長（吉澤澄久） 私の方では必要ないとは答弁してございませんので、その点をよろし

くお願いしたいと思っております。 

繰越金が出るのはやっぱり決算打った時なんで、９月議会の時にできるだけ拾い上げ

ているということかと思っております。 

今回予備費等、それから特別交付税等を鑑みながら予算を作って、繰上償還に５，０

００万円やっておるわけでございまして、そういったことで予算の方をやりくりをして

いるということを見ていただきたいと思っております。 

○議長（森谷岩夫） そいじゃ教育長が答弁していただいたけれども、もう一言。 

○教育長（高坂敏昭） 今のご質問でありますけれども、教育委員会として例えば１人親家庭

への支援とか、困窮家庭への支援とかという、そういう内容で私どもは施策を考えてい

きたいというふうに思っております。 

したがって、例えばここにこういうＮＰＯ法人があるので、そのＮＰＯ法人のために

私たちが補助していくということではなくて、こういう一定の教育委員会の施策の中に

合致してくるような事業展開がされるということであれば、そこへの補助ということを

考えていくということになると思いますけれども、いずれにしましても困窮家庭への支

援ということにつきましては課題となっておりますので、検討していきたいとそんなふ

うに思っております。 

以上でございます。 

○議長（森谷岩夫） 小木曽生涯学習課長。 

○生涯学習課長（小木曽雅彦） 電話機の関係、ハーフマラソン関係の電話機の関係なんです

が、非常に混雑しておるというのはお伝えしてとおりでございます。 

ということで、１回線増やしてまいりたいという、電話を設置してまいりたいという、

そういう話でございます。 

フリーダイヤルイベント用というものがあるというの私初めて教えていただきまして、

ちょっと研究させていただきたいと思いますが、すいませんちょっとこれで予算計上を

お認めいただければ助かると思っております。 

輪転機に関しては当えみりあの輪転機に関しましては、社会教育関係団体の皆様とも

多く活用されております。夜となく昼となく学習資料を使っておるというようなことで、

単独で設置させていただければと思います。 
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よろしくお願いします。 

○議長（森谷岩夫） 佐藤議員、最後のそいじゃ。 

○２番（佐藤史人） すいません、先ほどその２９年度に採択されなくて落ちてしまったそれ

ぞれの思いが、各課長さんの中にあると思うんです。 

それで２９年度の四半期の進行状況をいただいた中でやはりそういう面も何件かを各

補正で取り上げていくことも大事だと思いますので、要望として挙げておきます。 

以上です。 

○議長（森谷岩夫） この辺で総括質疑を打ち切りたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」との声あり） 

○議長（森谷岩夫） それでは以上で総括質疑を終了いたします。 

ここでお諮りいたします。 

ただいま提案のありました平成２９年度各会計の補正予算につきまして、審議を各常

任委員会に付託したいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」との声あり） 

○議長（森谷岩夫） 異議なしと認めます。 

それでは平成２９年度各会計補正予算につきまして、担当の常任委員会において審査

をいただき、最終日に報告をお願いをいたします。 

 

◇ 議案第１２号 松川町固定資産評価審査委員会の委員の選任について 

○議長（森谷岩夫） それでは日程第１７、議案第１２号、松川町固定資産評価審査委員会の

委員の選任についてを議題といたします。 

説明を求めます。深津町長。 

○町長（深津 徹） 議案第１２号を提案いたします。 

松川町固定資産評価審査委員会の委員の選任について。 

地方税法昭和２５年法律第２２６号第４２３条に規定する固定資産評価審査委員会の

委員に次の者を選任したいので、同条第３項の規定に基づき議会の同意を求める。 

記、住所、松川町元大島４９５１番地３。 

氏名、細江良彦。 

生年月日、昭和２３年２月２５日生まれでございます。 

選任理由でございます。 

１期目の任期満了により再任をお願いするものでございます。 
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長年の行政経験の中で、税業務に精通しており、また責任感も強く、固定資産の評価

審査に適切な助言が得られ、適任と考えております。 

以上、選任理由を申し上げまして、ご認定をお願いをいたします。 

平成２９年１２月５日提出。 

松川町長深津徹。 

よろしくお願いをいたします。 

○議長（森谷岩夫） 説明を終わります。 

これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」との声あり） 

○議長（森谷岩夫） 質疑なしと認めます。 

質疑なしと認めます。 

質疑を終結し、討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」との声あり） 

○議長（森谷岩夫） 討論なしと認めます。 

それでは採決を行います。 

議案第１２号につきまして、原案に同意することに賛成の方の起立を求めます。 

（起立１３名） 

○議長（森谷岩夫） 全員賛成であります。 

よって、議案第１２号、松川町固定資産評価審査委員会の委員の選任については、原

案のとおり同意することに決定いたしました。 

 

散  会 

○議長（森谷岩夫） それでは以上をもって本日の会議は終了いたしました。 

これにて散会といたします。 

なお、一般質問は２０日午前９時半から行います。ご出席をお願いをいたします。 

 

午後４時２５分  散  会 



 

 

 

 

 

 

平成２９年 松川町議会 第４回定例会 

（第 １６ 日 目） 
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平成２９年第４回松川町議会定例会会議録 

（ 第 １６ 日 目 ） 

 

 

平成２９年１２月２０日（水曜日）    午前９時３０分 開議 

 

 

開議宣告 

議事日程の報告 

日  程 

第 １ 一 般 質 問 

１．坂 本 勇 治        ２．熊 谷 宗 明 

３．米 山 俊 孝        ４．米 山 郁 子 

５．松 井 悦 子        ６．中 平 文 夫 

７．川 瀬 八十治        ８．大 蔵   洋 

９. 佐 藤 史 人       １０．黒 澤 哲 郎 

散  会 

 

 

出席議員  １４名 

（別表のとおり） 

欠席議員   ０名 

（別表のとおり） 

地方自治法第１２１条の規定により説明のため会議に出席した者の職・氏名 

（別表のとおり） 

本会議に職務のため出席した者の職・氏名 

（別表のとおり） 
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一 般 質 問 の 質 問 事 項 

平成２９年１２月２０日 

順 序 発言通告者 質   問   事   項 頁 

１ 坂 本 勇 治 
１．行政の仕事は 

２．所有者不在の土地問題について 
67 

２ 熊 谷 宗 明 
１．住民をつなぐ公民館とは 

２．コスタリカとの交流は町民に何をもたらすのか 
78 

３ 米 山 俊 孝 １．小学校、中学校全体を通してお尋ねします。 93 

４ 米 山 郁 子 
１．町民にやさしい町であるために地域公共交通の取組に

ついて 
104 

５ 松 井 悦 子 １．太陽光発電施設用地の固定資産税大幅減免について 116 

６ 中 平 文 夫 
１．これでよいのか働き方改革 人材育成と自己啓発 職

場改善委員会 
128 

７ 川 瀬 八十治 
１．今年度から始まった入学祝い金制度について 

２．固定資産税について（見直しについて） 
142 

８ 大 蔵   洋 
１．残された課題の取り組みについて 

２．松川インター企業団地について（ガイドウェイヤード） 
157 

９ 佐 藤 史 人 

１．町民の「今の松川町はだいじょうぶ？」にどう答える

のか 

２．町民の声「今の松川町だいじょうぶ？」にどう応える

のか 

166 

10 黒 澤 哲 朗 
１．教育環境の変化と学力向上について 

２．もっと機能する行政にするためにすべき事は 
176 
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午前９時３０分 開 議 

開議宣告 

○議長（森谷岩夫） 出席議員が定足数に達しておりますので、ただいまから平成２９年第４

回松川町議会定例会を再開いたします。 

 

議事日程の報告 

○議長（森谷岩夫） 本日の議事日程につきましては、お手元に配布のとおり一般質問であり

ます。 

本日の会議に説明者として理事者、各課長、局長、職員の出席を求めてあります。 

株式会社チャンネル・ユーの有線テレビ生中継の許可をしてあります。 

 

＝＝＝ 日程第１ 一般質問 ＝＝＝ 

○議長（森谷岩夫） 日程第１、一般質問であります。 

一般質問は、１０名の議員より通告をされております。通告の受け付け順序により順

次発言をお願いします。 

なお、発言者、答弁者ともに簡潔にお願いします。 

ただいまから一般質問を行います。 

 

◇ 坂 本 勇 治 ◇ 

○議長（森谷岩夫） ８番、坂本勇治議員。 

○８番（坂本勇治） いよいよ冬も本番となり、寒い日が続いておりますが、今年も残り１０

日あまりということで、１年が過ぎるのが早いなと、年のせいか感じておるところであ

ります。 

それでは、通告に従いまして、質問を始めさせていただきます。 

まず、行政の仕事とは、また町長の仕事とはについて質問させていただきます。 

今、町といいますか、町長の政策と言った方が良いのかもわかりませんが、長期的な

将来ビジョンというものがないまま日々が過ぎているような気がしております。 

私も議員になって１０年目になりますが、議員になった時から一貫して省エネ、経費

の削減を進めるように提案もしてきております。新たに造る公共施設や外灯、防犯灯を

ＬＥＤ化していくように提案し、また中央公民館の照明や防犯灯もＬＥＤ化が進んでお
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ります。 

自然エネルギーの活用として、太陽光発電を推進するように、また松川地の地形を活

かした水力発電や果樹園の剪定士や里山の間伐材といった木質系の資源を利用した自然

エネルギーの推進も提案してきています。 

役場や小中学校等公共施設の屋根への太陽光発電は進んできていますが、水力発電や

木質を使った循環型のエネルギーの確保等ほとんど進んでいないのが現状だと思います。 

国は、一般家庭に地球温暖化対策の１つとして、太陽光発電の設置には補助金を出し

てきましたし、松川町は独自の補助金を今も出しております。 

太陽光は、１９９３年から普及し始めました。当時、１ｋｗあたりのシステム価格は

３７０万円だったそうです。２００６年にはもう７０万円を切るほど安くなってきてお

りますが、２００９年１１月１日付けで、それまで買い取りの電力価格は同じ価格でい

ましたが、電力会社への買い取り価格を高くすることができるようになりました。 

また、２０１１年３月１１日の地震による福島第一原発に事故のため、国内の原発が

すべて停止したことによって、２０１２年７月１日付けで、対象を太陽光発電以外の再

生可能エネルギーにも広げる。 

それともう１つ重要なことは、余剰電力買い取り制を全量買い取り制。発電した電力

のすべてを電力会社が買い取る制度もできるように改正がされました。しかも、全国一

律で、買い取り価格を２０年間継続できるということです。 

この時、何が始まったか、借金をしてでも太陽光発電を設置すれば借金は数年で返せ、

農作物を作らなくても安定した収入が２０年は確保できるということです。 

私たち数人の議員は、このことにすぐ理解しました。ここですぐに今、問題になって

いる太陽光発電の設置場所について、市街地や優良農地等自然環境と景観に配慮した最

小限の規制を設けるように、一般質問や全員協議会、委員会において、また個人として

も要望や意見を言ってきましたし、言い続けてきたつもりです。 

もう１つ、今、問題になっているリニア新幹線のトンネル工事の残土についてです。

これについても、議決案件でないことから、報告事項ということで説明のみになってい

ましたが、そこでも「地元生田地区の同意の確認をきちんと行ってから県に挙げていく

ように」とも言ってきましたし、安全で埋めたあとの利用価値がある残土の埋め立て地

も提案してきたつもりです。 

しかしながら、我々議員の忠告や意見、提言を一切聞き入れず、無視し続けてきた結

果が、今の課題につながっていると私は思います。 
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町民からも議会報告会で「議会は何をやっているんだ」「きちんと意見を言っているの

か」と言われています。 

そこで質問ですが、町長のやるべき仕事や町のトップとしての立場をどのように考え

ておられるか。議会からの意見や要望について、なぜ対応してこなかったかをまずお聞

きしたいと思います。 

○議長（森谷岩夫） 深津町長。 

○町長（深津 徹） おはようございます。 

１２月も半ばを過ぎまして、大変お忙しい時期かというふうに思っております。 

本日は、一般質問ということでお答えをしてまいりますので、よろしくお願いいたし

ます。 

また、今朝は、東北大震災への７回目でありますけれども、町として支援物資を今、

ちょうど集めているところでありまして、町民の皆さん方から温かいご支援が届いてい

るような状況下でございます。感謝を申し上げます。 

まず、坂本勇治議員の質問にお答えをしてまいります。 

通告によれば、行政の本来あるべき仕事とは何か、町長の立場とはというようなこと

で質問をいただいております。 

地方自治体の一番大切なことは、住民の福祉増進につながっていくということがまず

第一だというふうに思っておりますし、また地方自治法にもそう記されているわけでご

ざいます。 

また、行政の仕事とはということでございますけれども、法定受託事務、国・県がや

るべき仕事を委託を受けてやっているのが行政ではないかというふうに思っております。 

松川町の町長として、私は多くの皆さん方の信託に応え、そして公正かつ誠実に行政

を進めていくことがまず第一だというふうに認識をいたしております。 

また、今、課題について、坂本議員の方からも質問がございました。議会からの提案

について無視という言葉をいただきましたけれども、私自身は、無視をしてきたという

認識はございません。ただ、それぞれの課題について、担当課を中心に精査をしながら

やってきているのが現状でございます。 

ただ、スピード感だとか、いろいろその対応の仕方、報告の仕方等には、いろいろ課

題があろうかと思いますけれども、無視してきたという認識は持っておりません。 

○議長（森谷岩夫） 坂本議員。 

○８番（坂本勇治） 無視してつもりが認識がないと。本来だったら、その精査した結果を議
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会に報告して、その結果によって進んでいったのなら良いかと思いますが、先ほども言

ったように、議決案件でないものは報告して、そこで意見が出てもそのあとの答弁がな

いわけで、それを議会が認めたということで進めていかれることは、無視と変わらない

んではないかなと思うわけであります。 

自然エネルギーを推進する上で様々な問題を想定して、町民から意見を聞きながら議

会は提案しているつもりです。リニア新幹線工事の残土に対しても、議会側からの意見

や要望を多面的に見た上で検討して意見を言ってきたつもりです。 

もう一度お聞きしますが、議会からの質問や意見、要望等、太陽光とリニアの残土に

ついて、もう一度具体的にこんな検討をしてこういうふうに進んだ。どっちが良いか悪

いか、良いか悪いかということをきちんと精査しての結論だと思うわけでありますが、

その辺の答弁というのがきちんと議会に伝わっていなかったということがあるかと思い

ます。その辺もう少し詳しく答弁をお願いします。 

○議長（森谷岩夫） 町長。 

○町長（深津 徹） 議会の皆さんからご意見をいただきます。本会議、あるいは全協等。そ

の後でありますけれども、担当課を呼んだり、あるいは課長会議がございます。 

そうした中で、議員の皆さんからいただいたことについて精査をしているかどうかチ

ェックをしながら進めているのが現状でございます。 

○議長（森谷岩夫） 坂本議員。 

○８番（坂本勇治） その成果というか、実際に行った精査というものの流れという記録とい

うのは、我々見れないですかね。 

○議長（森谷岩夫） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 見られないことはないというふうに認識しております。 

ただ、すべてを皆さん方に報告してない部分、１つずつチェックして、このことにつ

いてはどうだったかというところまで私自身も今、認識しておりませんけれども、議会

に報告すべきこと。再生可能エネルギーについては、議員からも木質バイオについて進

めたらどうだという１つの例でありますけれども、提言をいただき、私自身もその会社、

町内にある会社も今ちょっといろいろありますけれども、見に行ってきたり、あるいは

他町村の木質バイオに対する望み。原材料がどのくらいあれば足りていくとか、いろん

なことをしてきたところでございます。 

○議長（森谷岩夫） 坂本議員。 

○８番（坂本勇治） 精査した結果、見れるだろうという言い方ですけれども、やはり精査を



 －71－

した結果、良いか悪いかという必ずあって進んでいるはずなんで、そこら辺のチェック

を町長自身どの程度やっているんです。 

○議長（森谷岩夫） 深津町長。 

○町長（深津 徹） それは全部報告を受けております。 

○議長（森谷岩夫） 坂本議員。 

○８番（坂本勇治） 報告を受けてもこういう結果になるということは、深津町長になって６

年半がもう過ぎていますが、町長という立場で知ったかぶりで進んでいるということま

で言っていいのかどうかあれですけれども、町の将来ビジョン、夢を語るとすればそれ

はなんでしょう。 

○議長（森谷岩夫） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 知ったかぶりという言葉も使われましたけれども、そんなつもりは全く

ございません。 

それから将来像、私は先日の予算編成会議でも申し上げました。やはり総合計画がご

ざいます。この総合計画というのは、町民の皆様、それから議会、それから行政一体と

なって作ったものであり、これは松川町の目指す町の将来像の根幹をなすものだという

ふうに考えております。 

また、私自身、町長としての方針、これは公約で申し上げてきまして、私も三種の神

器という言葉を使って前にも申し上げましたけれども、私は常に実は持ち歩いておりま

す。私がこういうことを言った、こういうことを言った。それに対してどういうことを

やったか、チェックをしながら将来に向けているところでございます。 

やはり総合計画というのは、じっくり時間をかけて作ってきたものであり、町民の皆

さんたちのご意見もしっかりと聞く中で作ってきているものでありますので、これは大

きな町の将来像というふうに認識をいたしております。 

○議長（森谷岩夫） 坂本議員。 

○８番（坂本勇治） 今、総合計画の話が出ましたが、ちょっとこのあともちょっと質問の方

で話したいと思いますけれども。 

町長失礼ですが、勉強本当にしてます。法政大学卒業して４０年あまり経っているか

と思うんですけれども、４０年間で世の中がどのくらい変わったか。なんていうか、時

代に乗り遅れているんじゃないかなと気がしているんです。 

松川町の将来を語るトップが何を知っていなければいけないか。何ができなきゃいけ

ないかということに対してどうお考えでしょう。 
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○議長（森谷岩夫） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 私は、坂本議員ほど立派な人間じゃありませんので、大変に申し訳ござ

いません。 

○議長（森谷岩夫） 坂本議員。 

○８番（坂本勇治） 私が立派かどうかは別として、町長自身が町長トップという立場でどう

いう勉強をしてきてビジョンを持っているかということです。 

先ほども第４次総合計画、総合計画の進めているということですけれども、総合計画

を作るのが目的になっていたんじゃないです。細かいとこでいって、それをじゃあ本当

にチェックして進めているかというのが見えてこないんですよ。 

確かに全体としては、毎日のことで行政は動いていますけれども、それが悪いところ

を見つけながら改善していくというのは本当にできていくのかというのが、非常に心配

されるところで、無知の知という言葉があります。「真の知に至るには、出発点は無知か

ら自覚することである」と。ソクラテスが言っていたらしいですが、この無知を自覚す

るということ、あまりにも世の中の進歩についていってないような気がしてならないん

ですけれども、その辺また機会があったら答弁いただきたいと思います。 

質問を変えますが、安心安全のまちづくり。 

町の活性化対策の１つに、町の信用づくりというのがあるのではないかと私は考えて

おります。町長はいかがでしょう。町の信用を作っていくには、どのようにしていくの

がいいか。また、これからどのように行動、政策をしていくのか、その辺をお聞きした

いと思います。 

○議長（森谷岩夫） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 「町長は、大学出て４０年も過ぎておるのに何を勉強してきたのか」と

いうお言葉でございますけれども、なんともお答えのしようがございません。勉強不足

のところもあれば勉強してきたところもあろうかと思いますけれども、「あなたは学校を

出て４０年間何をしてきたんだ」とこう言われてもお答えのしようがございません。 

それから後半のご質問でございますけれども、信用というお言葉をされました。私は、

自分が商売の出でございます。商売で何が一番大事かと言ったら信用なんです。 

私は、中日新聞が町長になりましてから今年１年間を一文字で表してほしい。正月の

新聞に載せることが３年ばかり続きました。今、やっておりません。 

一番最初に書いた一文字が信なんです。信用なんです。いかに信頼、信用。信という

言葉は、私は自分の一番大切な言葉だというふうに思っておりますし、朝礼において全
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職員を前にそういう言葉を書いた。自分の思いをしました。 

行政としてもやはり町民の皆さんに信用、信頼される行政にならなければいけないと

いうふうに話をしました。 

やはり人の話を聞く、それから信という言葉は、人がにんべんに言うという言葉です。

朝礼でも私職員に言いました。人が言う言葉の大切さ、相手に与える言葉の大切さ。特

に行政は、多くの皆さんにいろんな要望やきつい言葉やいろんなことを言われる。だけ

れども、人が言うという言葉。それで信用が得られる。やはりそこには言葉の大切さと

いうものを私は職員の皆さんにもお願いをしてきたつもりでございます。 

信用、これは大切だというふうに思っております。 

○議長（森谷岩夫） 坂本議員。 

○８番（坂本勇治） 質問がちょっと戻っちゃうんだけれども、４０年経って何を勉強してき

たか、してないじゃないかということじゃないんです。４０年の時代の流れというのが、

かなり変わっていると思うんですよね。それをどう見ているかというつもりで質問した

んでお願いしたいと思いますが。 

信用をどういうふうにとるか。今も職員にこういうふうに伝えているとか、信の字は

にんべんで言葉だというようなことで、なんかごまかしていません。はっきり言って多

分テレビ見て聞いている人は、ああ、町長良いこと言っているなと思っちゃうんですよ。

そうじゃなくて、信用をとるためにこういう行動をする。自分はこういうふうにした方

が良い。人にはこういうふうにしてもらいたい。もうちょっと具体的に話をしてほしい

んですがいかがでしょう。 

○議長（森谷岩夫） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 私はやはり自分の与えられた仕事に対して、誠実に愚直なやはり行動が

大切だというふうに思っております。 

私は、こうした場でしゃべることではないですけれども、自分の仕事、商売、過去で

ありますけれども、先祖が残してくれたのはやはりお店としての信用だというふうに思

っております。お金を先祖の皆さんが残してくれたわけでもないし、ただ、やはりお客

様に対してしっかりと真摯にいろんなご意見や商売ですので買っていただくということ

でございますけれども、そうした対応。 

それからミスもございます。ミスがあった時のその時の対応だとか、そうしたものが

信用を生んでいくというふうにも思っております。 

まずはやはり、町民の皆さん方の意見を聞くということが大切だというふうに思って
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おります。 

私がものを申し上げると、議員はいろんな厳しい言葉で指摘をくれます。人それぞれ

考えがあるんで、それは受け取り方人それぞれだというふうに思っておりますし、当然

私も至らぬところもありますけれども、やはり人をだましているようなものの言い方は

避けていただきたいなというふうに思っております。 

○議長（森谷岩夫） 坂本議員。 

○８番（坂本勇治） 言葉でいくと誠実だとか実直だとか、非常に良い言葉だと思いますし、

それを日頃の行いというのが一番大事で、それが信用につながっていくと思うんですけ

れども、私は町長に期待をして今まで応援してきたつもりです。これからも是是非非で

良いとこ、悪いところ指摘をしながら要望もしながらいくつもりであります。ぜひ、議

員からの意見も聞く耳を持っていただいて、聞いたことをこういうふうに自分で検討し

てこういう結果だというのを報告してようやく聞いてもらった気がしますので、一方通

行にならないようにぜひまた返答をお返しいただきたいと思います。 

次の質問に移りますが、町民の安全、安心を守るためにあらゆる災害を想定した減災、

防災、これ非常に大事なことだと思っておりますが、いつ起こるかわからない災害を想

定して、減災、防災のマニュアル作りというのがあったかと思いますが、その進捗状況

というか、今どのようになっているかまずお聞きします。 

○議長（森谷岩夫） 塩倉総務課長。 

○総務課長（塩倉智文） 現在、今年度の予算を認めていただきまして、地域防災計画の改定

に取り組んでおります。 

現在は、防災計画の素案と防災時の組織図の改定案が委託業者から示されまして、各

課局へ協議と確認をお願いしております。 

３月には防災会議を開催する予定で進めております。 

また、減災マニュアルでございますけれども、こちらは町で作っておるものではあり

ませんで、現在防災アドバイザーにお願いしております飯田ボランティアセンターから

購入したものを使用しておりまして、これが随時改訂になっておりますので、それを毎

年７月に行う自主防災会リーダー会で説明をしているというような形でございます。 

各区会、それから自治会の皆さんには、一冊は備えていただくようにということで、

もうずいぶん前からお渡して引き継いでいただくというような扱いにしていただいてお

ります。 

○議長（森谷岩夫） 坂本議員。 
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○８番（坂本勇治） 今、３月に向けて進んでいるということでありますが、バイクを買った

のはいつでしったけ。なんか地下の駐車場で埃をかぶっているような気がしております

が。その辺活用というか、マニュアルがきちんとできてないうちにこういったバイクと

かなんか購入して、ドローンも検討されているというようなことも聞いたことがあるん

ですけれど、その辺バイクの状況といいますか、やっぱり職員が誰か乗らなきゃいけな

い。練習をしたりとかしながらいろいろ想定というのがあると思うんですけれども、マ

ニュアルにどういうふうに組み込むかというのと、マニュアルができる前になぜバイク

の購入だったのかなというのもあの当時、結果的には賛成多数で通っていったと思うん

ですけれども、予算が。その辺ちょっと今の答弁絡めてまたお願いします。 

○議長（森谷岩夫） 塩倉総務課長。 

○総務課長（塩倉智文） 危機管理係でバイク隊を結成して、災害時に役に立てたいという計

画を立てております。 

バイク隊には、職員に呼びかけまして、バイク隊の趣旨に賛同した職員１５名で８月

に準備会を始めております。 

現在は、先進地の伊那市などの例を参考に、松川町災害バイク隊要綱というような形

で、マニュアルではないんですが、要綱を作るということで進めておりまして、組織図

の案とかも作成しております。 

冬になりましたので、バイク隊の結成式を３月といたしまして、準備会のメンバーを

中心に、これからはどういう訓練をしていくだとか、そういう計画を立てているところ

です。 

結成後の活動につきましては、訓練計画に基づく訓練を行ってまいりますし、発足時

については役場の職員を中心に結成しますけれども、職員は災害対策本部の役目もある

ので、将来的にはこの趣旨に賛同していただいた町民の皆さんにも隊員になっていただ

きたいというふうに思っております。 

バイクにつきましては、現在３台ございまして、通常時には１台は配達の職員が常に

使うバイク、カブがあるんですけれども、そのバイク等を想定して結成を考えておりま

す。 

毎日使用しているものが１台、それからそのほかのバイクではバイク免許を所有して

いる職員が公用車として利用しているのが現状でございます。 

また、防災計画との絡みというのにつきましては、今後入ってくるか、要綱だけでや

るかというのは、また今後を見据えていきたいというふうに思っています。 
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○議長（森谷岩夫） 坂本議員。 

○８番（坂本勇治） 松川町の防災会議条例かな、松川町の地域防災計画を作成して、その実

施を推進するというのがあったかと思うんですけれども、それと同じものマニュアル作

りというのがそれと同じなのか、別のものかよくわかりませんが、地域防災の防災計画

の見直しというのも総合計画にもあったかと思うんですけれども、その辺が今、進めら

れておるということなんですかね。 

委託ということだったんですけれども、松川町いま気象観測サイトだとか、あと防災

無線も更新があったりとかしている中で、そこら辺含めた防災計画になっていっている

んです。 

○議長（森谷岩夫） 塩倉総務課長。 

○総務課長（塩倉智文） すべての災害について対応できるように計画を策定しておりますの

で、おっしゃっているとおりに、この防災条例に規定されたものが今回策定する大本の

地域防災計画になりまして、その枝葉としていろいろなマニュアルというのが出てきま

す。 

マニュアルにつきましては、２５年の時にいったん地域防災計画の見直しをかけてい

るんですが、その時に一緒に作りました松川町避難勧告等の基準の伝達マニュアルとか、

避難所の情報、概要だとか、そういうものもあるんですけれども、そういうものを枝葉

になりますので、今年度の大本の計画ができて、その計画を元にマニュアルを見直して

いくというようなそういう手順になってまいります。 

防災計画については、３月にいったん見ていただいて、それを県に上げて、県の審査

を受けます。その審査を経て、もう一度防災会議にかけて決定になって発表していくと

いう、少し時間がかかる計画なんですけれども、今やっていることはその大本の地域防

災計画の計画になります。 

○議長（森谷岩夫） 坂本議員。 

○８番（坂本勇治） 計画は大きなものがあると思うんですけれども、たまたま町のホームペ

ージを見て、松川の防災対策本部条例というのがあったりとか、この災害対策本部条例

というのが昭和３９年に施行されてから見直しがされてない。 

こういったのも多分細かく文書読むと、部長が本部長が何々をする。本部長は誰なの

というようなことも書いてなかったりとか、結構細かい点で今の実情に合ってないよう

な気がするんで、そこら辺もホームページに載っているのは条例までと細分までしかな

いんで、今言われたもうちょっと細かい部分というのはわからないんですけれども、そ
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こら辺も全部関連しあってきちんと。 

総合計画もそうですけれども、作るのが目的じゃない。実際に動けるようにする。減

災する、防災する、じゃあどういうふうに動けるの。これ町民がみんな知ってないと当

然わからないことで、あんまり長い文章で大きな本になったり冊子になったりしていく

と、逆に誰もわかってもらえない。そこら辺も含めた中で、ぜひ良い計画にしていって

いただきたいと思います。 

時間もないので次の質問に移りたいと思います。 

いま全国的に問題になっている所有者不明の土地問題について、町内の現状をまずお

聞きしたいと思います。 

○議長（森谷岩夫） 北村住民税務課長。 

○住民税務課長（北村 稔） ご質問がありました所有者不明の町内の状況ということであり

ますが、質問の土地の所有者がわからないといういま問題が顕著になってきたのは、東

日本の震災の復興事業においてからかと考えます。 

この時に集団移転に伴う用地取得等進める際に、移転先に所有者不明の土地が含まれ

ていたことで、計画の変更だとか、事業の延期を余儀なくされたケースが出てきたこと

からかなとは思っておりますが、当町でも所有者が死亡した際に、相続人がすべて相続

を放棄をしてしまって、所有者が存在しなくなってしまったケースですとか、所有者の

現住所や生存が確認できない土地があるという認識ではおります。 

それとあと固定資産税につきましては、地方税法に免税点の規定というのがありまし

て、同一人の方が所有する土地で課税標準となる額が３０万円未満のものにつきまして、

固定資産税を課すことができないということになっております。この規定に該当します

固定資産が課税されない土地の中にも、そういった所有者不明のものがあるとは考えて

はおります。 

ただ、ちょっと件数につきましては、ちょっとまだ調査等ができておらない状況であ

ります。 

○議長（森谷岩夫） 坂本議員。 

○８番（坂本勇治） 松川町は、そんなにないということで良いのかな。 

３０万円以下のものには課税しないということなんで、滞納者のリストに載ってこな

いかと思うんですけれども、逆に大きな土地３０万円以上の価値のある土地はないとい

う認識でいいんです。 

○議長（森谷岩夫） 北村住民税務課長。 
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○住民税務課長（北村 稔） 固定資産税を課税しておる中での状況でありますけれど、固定

資産税の納税通知を発送したあとに住所が所在不明で返ってきて、こちらでも送付先が

ない方につきましては、公示送達という事務的な処理を行うんですけれども、その方に

つきましては本年度でありますが、公示送達の手続きを行った方は６名おりまして、固

定資産税額の合計額で５５万６００円というのが本年度の状況であります。 

○議長（森谷岩夫） 坂本議員。 

○８番（坂本勇治） わかりました。 

そういうとこが増えていく可能性というのが、これから特に山間部なんかは多いのか

なという気がしております。 

また、それなりに対応を考えて、きちんとやっていっていただければと思います。 

国も国土審議会で検討を始めているようですので、そういった土地についてどういう

ふうに行っていくか。国に準じるしかない部分もあるかとは思いますが、防災対策も含

めて対応の遅れがないようにお願いしたいと思います。 

先ほども言いましたように、総合計画とか、条例とか、目的にならないように。やは

り作ったものをいかに進めていくかというのがＰＤＣＡ、これも毎回誰かが言っている

ような状態でありますが、プランを作ってもそれが実行されてて、それをチェックして

また直していくということが、どうしてもまだまだできていないような気がしますので、

ぜひチェックをする。職員に任せるだけじゃなくて、ぜひ町長もチェックをして、おい、

いつだったかのやつどこまで進んでおる。まだあれができてないんじゃないか、あるい

はこういうことでこういう良いことがあるからこういうふうに進めていく。それだけれ

ど、見方を変えるとこういう問題もあるんじゃないか、それをチェックするというのが

町長の役目でもあるのかなと思いますので、ぜひその点を踏まえて、残りの任期、ぜひ

頑張っていただきたいと思いますのでよろしくお願いします。 

以上で質問を終わります。 

 

◇ 熊 谷 宗 明 ◇ 

○議長（森谷岩夫） それでは続きまして９番、熊谷宗明議員。 

○９番（熊谷宗明） それでは通告に従いまして、最初に住民をつなぐ公民館とはと題しまし

て質問をさせていただきます。 

松川町公民館は、２１世紀のスタートの年に公民館としては最高の栄誉である文部科

学大臣表彰を受賞いたしました。全国約１，８００の公民館のうち、特に地域住民の学



 －79－

習活動に大きく貢献している優良公民館として広く認知されました。 

松川町の社会教育は、公民館を中心として地域の住民の人たちが築き上げてきた地域

づくりの歩みであり、その過程で自分たちの生き方、考え方を仲間とともに身につける

学習の歩みではないかと思っております。 

昨夜、公民館運営審議会が開かれました。その中で、昭和４７年から長年にわたり河

川調査をし、水質学習に取り組んでいる青年学級の方から、「公民館との出会いで私は目

が覚めた。公民館の学習が生涯にわたり役立っている。生きるエネルギーとなっている。

だからこそいつも素晴らしくあってほしい」ということを熱く語っておりました。 

公民館の重要な役割は、こうした意欲ある人たちを作ることではないか、そういう人

づくりではないかと私は思っております。 

さて、えみりあがオープンして１年、町内２４０人の皆さんに生涯学習に関するアン

ケート調査を行った結果が広報にも出されております。１７８人、２４０人のうち１７

８人の約７５％の皆さんから回答をいただいた大事な資料になっているかと思います。 

議長のお許しを得て、資料をお手元に置かさせていただきました。資料の左上の表を

見ていただくとわかりますように、生涯学習をしていない方が全体の２／５。そしてそ

の下、生涯学習の方法については、自宅で学習するがトップという結果でありました。 

インターネットなどの広がりによって、多様に学ぶ機会がありまして、それに伴って

ともに語り合う必要がなくなってきている状況が、これを見て明らかになってまいりま

した。 

こうしたことを踏まえ、今後の公民館は何をしたらいいのか、どう向き合っていった

らいいのか、大きな難しい課題だと思っております。 

この点について町長、そして教育長にまずお尋ねをしてまいりたいと思います。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（森谷岩夫） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 熊谷宗明議員のご質問にお答えをしてまいります。 

昨年度は、町制施行６０周年でございましたし、また第５次総合計画をスタートする

年でございました。 

そうした中で、松川町の歴史を振り返る中で、松川町は人とのつながりを大切にして、

それで住民の皆さんの自主的活動を育ててきたという中で、今日の松川町があるという

ことを再認識をしたところでございます。 

そうした中で、中心になっているのが公民館活動ではなかろうかというふうに思って
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おります。 

今、これから、将来に向けて人口減少時代、少子高齢化時代の中にあって、何が一番

問題になってくるかという中の大きな１つに、やはり地域コミュニティーだというふう

に認識をいたしております。そうしたものを今後どういうふうに維持、また育てていく

か。時代の変遷の大きな流れの中でございます。 

先ほど坂本議員の質問にもございましたけれども、今までのこの６０年間とこれから

の時代の中では変わっていくというふうに思っております。そうしたものをしっかりと

捉えながら、公民館活動を支えていかなければならないというふうに思っております。 

細かいことは、担当の方からお答えをしてまいります。 

○議長（森谷岩夫） 高坂教育長。 

○教育長（高坂敏昭） 公民館活動についてでございます。 

先ほどの熊谷議員のお話の中で、松川町の公民館が輝いていた時代があったと。過去

形にしてはいけないと思いますが、その時代と比べると、やっぱり実際今の公民館活動

というのはなかなか難しい問題に直面しているなというふうに思います。 

先ほどのアンケート調査の結果の中で、グループで集って学習しなくても、インター

ネットの普及の中で自分が調べたいことはインターネットで学ぶことができるというこ

と。それから河川の浄化のお話もありましたが、地域の課題を自分たちが捉えて、それ

と向き合っていくということ。生活課題とか、地域課題というのがなかなか見えにくく

なっているという、そういう現実があります。 

それから健康だとか、福祉とか、そういう問題につきましても、行政とか、ＮＰＯ法

人がそれを担うという中で、じゃあ公民館はどこに自分たちの居場所を求めればいいの

かという、そういう大きな課題があって、実際に人々が集ったり、話し合ったりとする

という、そういう必要感が薄くなっているというのが現実だと思います。 

私は、この間の教育懇談会に出席をさせていただいて、いろんな団体の方々がそこに

集まってきてくださっていたわけですが、「いや、心配することはないよ」というような

思いを一面ではいたしました。というのは、子どもたちの子育ての支援ということで読

み聞かせを始めましょうというふうに動き出したグループがある。その人たちは子育て

支援という形で、学校に、保育園に関わることで、自分たちが子どもたちの育ちをサポ

ートしているという、そういう自負心を持ってやっていただいております。 

それから音楽のグループの皆さんは、やはり松川町の中にそういう文化的な土壌を耕

したいという、そういう思いを強くもって活動をしていただいて、町民に潤いを与えて
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いただいております。 

それから自然保護といった面では、社会教育委員の皆さんが自主的に筒咲きやまじの

ぎくの保護活動を担っていただいております。これは自分たちが立ち上げて、そして自

分たちが周りに呼びかけて、天竜川の河川敷に集まっていただけるようなそういう機会

を設けているということで、我々がちょっと視点を変えてみると様々なグループが実は

町のために活動しているという、そういうことに出くわすわけでありまして、そうした

ところに私たちはもっと目を向けていかなければいけないのかなということを思ってお

ります。 

ともすると、公民館で主催するイベントや講座というものが、非常に固定化された皆

さんが集まるだけで行われているという、そういう側面もあります。やはり同じメンバ

ーでは同じ答えしか出ない。やっぱりいろんな人たちが関わることで様々なアイデアが

出たり、様々な集いが生まれる中で新しいものが想像できるという、そういった仕掛け

を公民館主事が積極的にやっていくべきだなとそんなふうに思います。 

以上でございます。 

○議長（森谷岩夫） 熊谷議員。 

○９番（熊谷宗明） ご答弁いただきました。 

町長からは、地域コミュニティーを今後作っていくということ。それから教育長から

は、読み聞かせ、のんたんの会の皆さんの地域貢献、それから筒咲きやまじのぎくが自

然観察の学習から自然保護運動というのに展開をされて、非常に突破口となっていると

いうようなことで、新しいそれも公民館の思いかなと思っておりますが、アンケートか

ら見るように、それを突破口としてやっていくという、住民主体のとこまでは、なかな

かまだ全体として動いていかないのではないかなというふうに思っております。 

そういった点で、これを中心的にやられた生涯学習課長にお聞きをしてまいりたいと

思います。 

まず、教室、講座などの事業の持ち方でございますが、今、教育長からお話があった

ように固定化、同じ人が集まっているのではないか。アンケートの事由記載の中でも「マ

ンネリ化、本当にやらなくてはいけないものは何か、再検討すべき」「行事をこなすだけ

で精いっぱい」「新たな取り組みを企画、立案する余裕がないように見受けられる」など

厳しい声が挙がってきております。 

教室や講座が、どこか住民の皆さんにとってやらされ感があるのではないか。いかに

してその学習を住民主体に誘導していくか、結びつけていくかというのが問われている
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のではないかと思いますが、それについてのご見解と取り組み等お考えがありましたら

お聞きをしたいと思います。 

○議長（森谷岩夫） 小木曽生涯学習課長。 

○生涯学習課長（小木曽雅彦） それではよろしくお願いいたします。 

今現在の公民館活動、公民館の事業というのはかなり多岐にわたって多数ございます。

それこそ今、ご質問いただいたやはり根底にあるのは、住民の皆さんが主体となる学習

を展開していくという必要性を感じます。ともすると、やはり私どもがこれは必要では

ないのかなといって一方的に立ち上げてきた学習、教室、講座もあるというふうに感じ

ております。 

そこで今現在の学習、事業に対して、先ほども申されましたけれど、このもう精いっ

ぱいである、ゆとりのないような状況下の中から、あくまでも中央公民館は町民の生涯

学習を進める支援者である、こういった部分を重要視してまいりたいと思っております。 

そこで、今現在の事業を分類し、整理をすることから始めてまいりたいというふうに

考えております。 

その整理方法は、楽しむ学習。そして自分の日常の実生活に役立つ学習。一言で言う

と刺激的な学習というようですが、それとあと社会活動に役立つ学習。これは公益的な

学習というようでありますが、こういう形に整理をしながら、そして本当に住民の皆さ

んの主体となった学習となっているかどうか、それを見極めてそういう形に切り替えて

いくというような営みをしてまいりたいと思っております。もちろんそこには、公民館

主事をはじめとする公民館に関わる職員のスキルも大事な部分となってこようかと思い

ます。そういうものも重ね合わせて、まずは今言いましたとおり、整理、分類をして語

り合い、職員の中での語り合いから進めてまいりたい、そういうふうに考えております。 

よろしくお願いします。 

○議長（森谷岩夫） 熊谷議員。 

○９番（熊谷宗明） ご答弁いただきました。 

整理をして、住民主体となっていないものについてスクラップ・アンド・ビルドとい

うようなことかなと思います。 

職員の皆さんは、両手で抱えきれないくらいの行事をこなしておることもよくわかり

ます。そういった中で、新しいものを展開していくという力がなかなか出てこないとい

うことも理解をするとこでありますけれど、やはりマンネリ化した、固定化した講座や

教室についてはより精査をして、住民主体に持っていくという、そういうことがこれか
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らは大事かなというふうに思っております。 

次に、子ども、親子対象の事業のあり方の検討ということでお尋ねをいたします。 

アンケート結果からも、子どもが地域活動に参画する機会の充実に期待する声が第２

位でありまして、大変期待感が多いということがわかってまいりました。 

今年度本館社会部のテーマは、ふるさと愛を育てようということで、事業展開をして

きたところであります。将来を担う子どもたちを地域の公民館活動で育てていってほし

いという大きな声が挙がってきたというふうに理解をするとこでございますが、大事な

ことだと思います。この点についてどのように取り組んでいくか、お聞きをしてまいり

たいと思います。 

○議長（森谷岩夫） 小木曽生涯学習課長。 

○生涯学習課長（小木曽雅彦） アンケートの中では、確かに今、おっしゃられるとおりの結

果が出ております。 

例えばもう１つ気がかりなのは、「スマホの普及等でコミュニケーションがとれない子

どもが増えていると思います」というようなこと、ここら辺も気がかりなところだと思

いますし、「生涯学習は子どものうちから意識付けを行うと良い」というような意見もい

ただいております。 

よって、子どもの皆さん、これは親子も含めてですが、そういった皆さんが地域に参

加する、あるいは参画していくのは非常に重要な視点だと思います。その中で、子ども

や親子を対象としている、展開している場所というのは結構多いと思います。例えば就

学前の子どもには子育て支援センターお日さまが、小中学校に対してはＰＴＡが、また

そうしての子どもたちに対しては育成会、あるいは地区公民館の皆さんが活動をされて

おられということがございます。 

先ほど議員申されたとおり、私たちが目指すのは、ふるさと愛を育てたいといったと

ころであります。 

私どもは、公民館以外にも情報の宝庫である図書館や資料館がございます。また、地

域の身近な地区公民館それぞれの活動がやっぱりキーを握ってくるのではないかと思い

ます。そういう枠を取り払った各団体、あるいは組織との連携、そこが切り口だと思い

ます。 

そういったことで、それぞれの機関がつながっていき、検討する機会を設けていく、

それぞれの役割を再認識し、共通認識を持ちながら進めていくことが大事と考えており

ますので、そういう展開に持っていければというふうに現在考えております。 
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よろしくお願いします。 

○議長（森谷岩夫） 熊谷議員。 

○９番（熊谷宗明） 枠を取り払って垣根を越えて連携していくということは、公民館がじゃ

あそのためのキーになってくるという、そういうことであろうかなと思います。 

旧青年の家で松川外遊びプロジェクトを教育委員会中心にやっており、参加者も多く

なってきております。 

そういった中で、観光局の事業展開として自然体験、自然保育と子育ての町というの

が案として提案をされてきております。現在行われているこの外遊びプロジェクト、あ

るいは福与保育園の山保育というようなことも、教育の分野として非常に大事なネイチ

ャー、文化かなとは思っております。 

こういったことを公民が軸となって相乗効果をもたらしていくということが、次世代

育成に結びつく大事なことだと思っておりますが、そういう子どもたちの小さい頃から

の教育について、教育長のお考えをお聞きをしたいと思います。 

○議長（森谷岩夫） 高坂教育長。 

○教育長（高坂敏昭） 次世代の育成ということで、公民館がどのように関わるかという、そ

ういうご質問だと思います。 

実は公民館が、地域の子どもを育てるという、そういう立場で様々に事業展開をして

いる例はたくさんあります。それに比べると松川町の公民館の子どもたちの関わりは少

ないなというふうに思います。 

生涯学習という視点から見ていったときに、幼児期から高齢者までやっぱりそれぞれ

の世代に対してのメニューがあって、そのメニューを通して生涯学習に関わっていただ

く機会をしっかり作っていく、系統立てて作っていくということが大事かなというふう

に思いますけれども、特に子どもたちの自然体験につきましては、松川町は自然豊かな

ところだというふうにみんな言います。自然豊かだけれども、その豊かな自然を活かし

た体験活動をあまりしていないという、そういう現実があります。 

山保育につきましても、県の生活部の担当の方ともお話をする中で、非常に子どもた

ちに自己肯定感を育むという、そういう視点で見たときに、有効な手段だというお話も

お聞きしております。 

また、育成会の方からもネイチャーキッズの講座に参加した５～６年生の子どもたち

の育ち、ジュニアリーダーの研修会で子どもたちはしっかりと成長しているという、そ

の成長している子どもたちがまた異年齢、下の子どもたちにリーダーとして集団遊びの
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場を与えていったらどうかという、そんなご提案もいただいております。 

また、準備室の方でもその自然体験に堪能な者もおりますので、うまく連携をとりな

がら、新しいプログラムを立案して考えていく。そしてその担っていくのは、やっぱり

行政だけではなくてそういう地域の皆さん、そして場合によっては小学生の高学年、中

学生がそれを担っていけるような、そんな組織ができればいいなというふうに思ってお

ります。 

以上です。 

○議長（森谷岩夫） 熊谷議員。 

○９番（熊谷宗明） そういった土壌は、確実に松川町にあるというふうに考えておりますの

で、それをいかに組み立てて、切り口を多く持っていくかということについて、さらに

検討をし、実践をしていただきたいと思っております。 

次に、健康と運動を結びつけた事業の拡大ということでお聞きをいたします。 

健康に関することと運動については、アンケート調査でも上位を占めて、大変関心の

高い事業であることが明らかになっております。「いきいきウォーキングに参加しており

ましたができなくなって、健康でいられる楽な体操を考えてほしい」「公民館だけでなく、

町全体の健康教室を」というような意見が出てきております。 

日常的に生涯スポーツが楽しめる環境づくりが大事かなと思っております。この点に

ついてお聞きをしてまいりたいと思います。 

○議長（森谷岩夫） 小木曽生涯学習課長。 

○生涯学習課長（小木曽雅彦） 今、凡例に出されましたとおり、これはスポーツ推進委員会

活動の一環として、いきいきウォーキングというものをやってございます。これは元々

やはり歩くという行為、その行動というのは誰しもできるということで、気軽にできる

運動ということで取り組んで、６年目くらいになりますでしょうか。それ以外にも運動

関係、運動拡大に関しては出前講座も仕掛けておるところでございます。 

本年度に入りまして４件の出前講座を行っておるという、そんな実績もございます。 

また、チャンピオンスポーツの関係では、体育協会、あるいは少年少女スポーツクラ

ブの皆さんが頑張っておいでになるということ。 

そして社会教育関係団体の中でも、７８団体のうち３２団体が運動ですとかスポーツ

ですとかの団体であるといったところで、かなりその運動に関する自発的に運動をして

いただいておられる皆さんというのは結構多いのかなと感じておりますが、問題は運動

の実施していない皆さん方への底辺拡大、ここがやっぱり一番のところだと思います。 
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先ほど申されましたとおり、町全体の運動への転換というのかな、公民館自身は職員

も万能ではないので、先ほど申し上げました先ほどの子どもの時にも申し上げましたけ

れど、やはりそれぞれやっているところのつなぎ、つながりが必要かと思っております。 

例えばそれは保健福祉課の関係でやっておられる活動、コミュカフェの活動。そして

それこそ昨夜、公民館運営審議会の後でお話しいただいて気づいたんですが、清流苑ス

ポーツ施設ですか、そちらの皆さんも活動を展開されておられる。そういった皆さんと

やはりネットワークをつなぎながら、それぞれの役割を確認しあいながら、向かってい

く方向は同じだと思うんです。 

ですから、そういった連携をとりながらやはり進めていく必要性を今、お話ししなが

ら、また夕べの会話の中から感じておるところであります。 

そんな形でやっていければと思っております。 

よろしくお願いします。 

○議長（森谷岩夫） 熊谷議員。 

○９番（熊谷宗明） マッチングやネットワークをつなぐということは、毎回私は発言をして

おりますので、ぜひとも関係の課と一緒になって前へ進めていただきたい。 

それから今、話されましたリフレッシュタウン松川の屋内スポーツの施設の運営に対

して課題があるので、総合型地域スポーツクラブについて検討していくというようなこ

とがこれからの方針として打ち出されておりました。 

これは前回私が喬木の例や長野県の例をとって、総合型スポーツクラブというのは自

分たちがお金を払って自主運営をして、住民主体でスポーツ活動を盛り上げていくとい

うような活動であります。 

うまくいっているとこ、うまくいってないとこあるようですけれども、そういうよう

なことも今回のテーマである行政主導的ではなくて、住民主体の活動に切り替えていく。

主事の役割も軽減されるという、そういうことではないかなと思っておりますので、そ

の点についてお願いいたします。 

○議長（森谷岩夫） 小木曽生涯学習課長。 

○生涯学習課長（小木曽雅彦） 前回の一般質問でも、その地域層型スポーツクラブに関して

の質問をいただいております。 

喬木さんでも始められておって、５年目くらいになるんですかね。ちょうど立ち上げ

の時に私どももその様子を見させていただきに行きました。なかなかやはり主事さんが

ご苦労されて立ち上げ、当時かなり不安をお持ちだったんですが、今のお話のとおり順
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風満帆でいっておられるのかなというふうに感じたところでございます。 

私どもは先ほど連携を中心にというお話を申し上げました。前回も同じような話をさ

せていただいたんですが、今のところ具体的な行動をまだ移せるという段階までいって

ございません。この連携を通じて、その地域総合型スポーツクラブというものの必要性、

そういうものが見えてくれば、その延長線上に検討を重ねていくという格好になろうか

と思います。 

よろしくお願いします。 

○議長（森谷岩夫） 熊谷議員。 

○９番（熊谷宗明） ぜひ、延長線上に乗せていただきたい、そう思っております。 

次に、情報発信のあり方についてお尋ねをいたします。 

これは教育懇談会でもテーマとして挙げられて、いかに公民館の事業展開について住

民に届くようにというようなことで話し合われました。ネットやＳＮＳ、多くの改善点

が出された中において、アンケートの事由掲載の中に公民館報のことが書かれておりま

して、公民館報というのは公民による公民のための公民館報であってほしいということ

で、行政サイドの広報と住民サイドの官報とは視点が違うということが、話し合いの議

題に上って、私たちのグループでは「町の広報に官報が一緒になっているのはおかしい」

「元来、性格の違うものであるので切り離すべきではないか」「その方が官報として読ん

でもらえるんではないか」という、大方の人が異を唱えておりまして、またこのことに

ついては、昨夜の公民館運営審議会でも話題に上り、同様な意見が出されました。 

この点についてお聞きをしたいと思います。 

○議長（森谷岩夫） 小木曽生涯学習課長。 

○生涯学習課長（小木曽雅彦） 今現在、それこそ平成１０年代中頃までは別冊、で公民館報

と広報は別冊でございました。それが中頃から合冊になったということなんですけれど、

その理由としては自治会長さんがやはり配られるときにかなり煩雑になる、その軽減。

あともちろん経費節減ということもございます。大きくは、その２つの理由で進めてこ

られたということを聞いてございます。 

私も昨晩の懇親の中での意見は、かなり痛く感じておるところでございます。 

やはり広報は、行政の機関誌であり、公民館報は住民の機関誌であるというふうな捉

え、その性格の違いというものはやはりあろうかと思います。検討してまいりたいと思

います。 

よろしくお願いします。 
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○議長（森谷岩夫） 熊谷議員。 

○９番（熊谷宗明） 公運審の中でも改善した方がいいんじゃないかというようなことが出て

おりましたので、ぜひとも検討してもらいたいんですが、現在の公民館の編集委員の人

たちの気持ちも大事かなと思いますし、自治会長さんたちが大変だということもわかり

ますので、じっくりと考えていただければいいと思いますが、昨夜の意見の中では「や

はり表紙を見て中を見たいということにつながるので、公民館報が中に表紙があるとい

うことが全然読む気にならない」というような意見もありましたので、参考にしていた

だければと思います。 

次に、本館と地区館の連携について、お尋ねをしてまいりたいと思います。 

アンケートにおいても地区公民館でのイベントや活動への参加が上位を示しておりま

す。地区館の活動は出やすいけれど、中央公民館への足が向きにくいという課題が浮き

彫りになってきたと思います。 

こうした声のもと、両者の連携、また連携ですけれど、やはり地区公民館があっての

本館、本館あっての地区公民館ということは非常に大事かなと思います。このことは非

常に大事かなと思います。 

今後の方向について、お考えをお聞きをいたします。 

○議長（森谷岩夫） 小木曽生涯学習課長。 

○生涯学習課長（小木曽雅彦） 地区公民館との連携のお話でございます。 

地区公民館は、それぞれの事業を展開されておられます。それこそ熊谷議員言われた

とおり、公民館の一番土台の部分だと私どもも認識をしておるところでございます。 

その中で、様々な工夫を凝らして事業を展開をされておる。ある公民館では、育成会

と共催をして、親子等を対象としたファミリーデーキャンプ。また、ある地区公民館で

は、ジビエ料理を楽しむなど、地域にちなんだ計画を立てておるというようなことがご

ざいます。 

様々なすべての地区公民館の皆さんが、様々な展開をされておられます。 

２月の２５日、公民館研究集会がございますが、本館の役割として地区公民館事業を

クローズアップして、発表の場を設け、地区公民館相互に良いところの吸収するシーン、

こういうような企画をしてまいりたいと思います。 

こういった場で公民館研究会集会という場でつながりを持ちながら、さらに地域の実

態を知るために地区公民館の事業や会議へ参加をさせていただくことで、地域から学ぶ

ことがそういった部分が基本になってこようかと思います。それがひいては強い連携を
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生むということで、私ども本館も部員も含めて、やはり地域へ出向くこと、そこからや

っていく必要性があるのではないかと思います。 

公民館研究集会の落としどころをちょっと触れちゃいましたけれど、そんな流れでや

っていければと考えております。 

よろしくお願いします。 

○議長（森谷岩夫） 熊谷議員。 

○９番（熊谷宗明） 本館３部の正副部長会の中で、公民館研究集会がどうやって今度テーマ

を決めていくかということを何回も開いた中で、今、課長の言われたように、原点に戻

って地区館の悩みをつまびらかにし、その悩みを本館の人たちが聞いていくという、そ

の中で新しい流れを作っていくという、そういう点を見いだしたというのは非常に良い

ことだなと私は思いました。 

やはり町長よく「現場、現場」と言いますけれど、机に座っておるだけじゃなくてそ

こへ行って悩みを聞く、状況を調べる、そういったことからいろいろもの後が動いてい

くんじゃないかと思いますので、主事さんたちは手いっぱいの仕事があろうかと思いま

すが、各地区館へ出向くということを一生懸命やってもらいたいと思いますし、また行

政の方としても各担当、自治会の担当者がおりますので、そういった人たちは地区の総

会であるとか、いろんな行事にも参加しながら、地区の状況を判断して行政につなげて

いくという、そこら辺が基本ではないかなと思っておりますので、ぜひとも良い公民館

研究集会になりますよう期待をしております。 

続きまして、社会教育施設、特にトレーニングルームの維持管理についてお聞きをい

たします。 

去る１１月３日に田楽座講演が実行委員のもとで開かれました。私も実行委員の１人

として携わりました。その時に講演者からこんなことを言われました。「照明で大切なシ

ーリングライト３灯のうち２灯、またサスペンションライト９灯のうち７灯が電源切れ

しており、こんなことはあり得ない」憤慨されておりました。 

さらにスピーカーにガリが出ており、マイクも４本のうち３本が駄目だったというこ

とで、ちょっと講演には支障を来しているというようなことで、プロの照明の衆を急遽

頼んで講演が開かれたという経緯があります。 

トレーニングルームは、体育館のサブ的なこともありますが、２５３席の移動観覧席

もありまして、文化ホールとしての位置づけ、松川町吹奏楽団の演奏会や松川町の音楽

祭など多くの町民が使って親しんでおります。 
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夕べも太鼓一芸楽人の皆さんがステージで太鼓の練習をしておりましたが、非常に暗

い中で練習しており、残念でありました。 

この管理体制がどうなっているのか。本年度予算では、公民館施設費に５８３万５千

円計上されておりましたが、その中で施設消耗品としてのチェックはどんなふうにされ

ていたのか、その点についてお聞きをいたします。 

○議長（森谷岩夫） 小木曽生涯学習課長。 

○生涯学習課長（小木曽雅彦） トレーニングルーム、町民体育館のトレーニングルームの照

明の件でございます。 

それこそ事あるごとに点検をするような形をとっておりますが、やはりこの間の田楽

座の皆さんの講演の時には、大変ご不便をおかけしたということをお詫び申し上げたい

と思います。 

相談しながら球切れ、要は管理の状況の中でできる球切れというのは、都度交換をす

るというようなことはできるんですが、あまりにも高いスポットライトの部分ですとか、

そういった部分というのは、なかなか早速に交換ができない状況であります。高額なお

金もかかるということ。 

そして、今後計画の中で、平成３１年、度町体の耐震補強のところも考えております。 

そんな中で、照明のこと、ＬＥＤ化を考えておりまして、それが実現できるように向

けてまいりたい。それに合わせて住民の皆さん、利用者の皆さんの要望にできるだけ聞

いていくような形をとれたら良いかなと思っております。 

それとあと音響の関係でございますが、音響の関係も大変失礼をいたしました。ちょ

っとチェックミスでございましたので、チェックを心がけてまいりたいと思います。 

よろしくお願いします。 

○議長（森谷岩夫） 熊谷議員。 

○９番（熊谷宗明） 体育館の耐震補強に伴って、ぜひとも予算化して改善をしていただくこ

とが、文化の発展につながるということだと思いますし、合わせてトイレの洋式化も考

えていただければというふうにお願いをしたいと思います。 

それでは２番目の質問に入りたいと思います。 

コスタリカとの交流は町民に何をもたらすのかということで、題を作らせてもらいま

したが、コスタリカ交流事業については、東京オリ・パラリンピックホストタウン準備

を重ねているところだと認識しておりますが、まだまだ行政主導という感は否めないと

いうことで、地域を挙げておもてなししていくような活動に到達するということには至
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っていないのではないかなと思っております。 

先だって、伊藤嘉章コスタリカ日本大使が来町され、どんな交流ができるか話し合わ

れたこととお聞きしておりますが、これからの交流について、町民にとってどうあるべ

きかという点について町長にまずお聞きをしたいと思います。 

○議長（森谷岩夫） 深津町長。 

○町長（深津 徹） コスタリカ共和国との交流事業は、議員もご承知のようにＪＩＣＡ、あ

るいはイフパットの事業を通じて今日に至っております。 

そうした中で、コスタリカの皆さんの生活改善事業が大きな柱であると同時に、また

そうしたつながりを通じて松川町の住民の皆さん、それから子どもたちのこれからの将

来に向けての国際化の中で様々な海外の人たちと交流することは大きなメリットがある

というふうに考えております。 

そうした中で担当、あるいは公民館活動の中でスペイン語教室があったり、あるいは

コスタリカの食事をみんなで食べたり、大使を呼んでそれぞれの話を聞いたりそれから

学校での交流。小中学校の交流等は、非常に大きな意義を持っているというふうに思っ

ております。 

学校の給食でコスタリカの食事を食べたりしているようなそうしたことを通じて、子

どもたちが将来に向けてやはり海外、こんな国があるんだ、こういう国があるんだとい

うことを知っていくことは非常に意義深いというふうに考えております。 

○議長（森谷岩夫） 熊谷議員。 

○９番（熊谷宗明） 子どもたちのために非常に意義深いというお話でありました。 

次に、教育長にお尋ねをいたします。 

教育長は、コスタリカへ行ってまいりました。その中で、オルティナ市の生活改善の

アプローチの進め方で、職員がファシリテーターとなって農村部へ入っていくわけです

が、その職員の人が最初にその地域の人たちにかけた言葉が「私たちはお金が入ったか

ばんではなく、アイデアが詰まったかばんを持ってきました。私たちの仕事は住民が考

え、住民が議論し、住民が決めることを支援することです」と語ったと言われておりま

す。 

住民が考え、議論し、決定するということの支援は、今まで述べてきた公民館の活動、

公民館の主事の役割と重なるものがありますが、そういう人々の心を動かすということ

について、一番それが課題ではないかなと思っておりますが、この経験を踏まえて教育

長のお考えをお聞きをして終わりたいと思います。 
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○議長（森谷岩夫） 高坂教育長。 

○教育長（高坂敏昭） 私が以前ちょっとお話をさせていただいた、向こうのファシリテータ

ーの言葉だと思います。 

実は、１２月の１３日に伊藤大使がお見えになって、新星ましのの方に足を運ばせて

いただいて、私も一緒に行きました。 

やっぱり女性のグループの皆さんが、非常に自分たちのその活動にやりがい、生きが

いを感じておられて、その皆さんに話を聞くと、「コスタリカの人たちを民泊で受け入れ

て良かった」とか、「コスタリカと交流できて良かった」という、そんなお話を聞くこと

ができました。 

彼女たちは、コスタリカとの交流を通して、自分たちが立っているこの場所、立って

いるこの場所の歴史と物語を再確認しているのかなというふうに思いました。私もコス

タリカに行った時に、増野と堤原の皆さんが、果樹地帯を作り上げたその先人の努力を

つづった文集の話をさせていただきました。自分たちがここに今立っているという、そ

こをコスタリカと交流することで、よくより掘り下げていくという、そんなことが大事

なのかなというふうに思います。 

よくグローバル、グローバルと言うんですが、グローバリティーというのはやはりそ

の裏にローカリティーがなければ駄目だろうというふうに思いますので、自分たちの立

ち位置を確認する。あえてまた自分たちが今立っている場所を掘り下げてみる。自分の

アイデンティティーを確認してみるという意味では、海外との交流というのが非常に大

きな意味があるなというふうに思います。 

それで、コスタリカとの交流も先ほどのお話の中に、やっぱりまだまだ行政主導なん

です。私たちが旗を振って交流を進めているという、そういう現実の中で、いかに住民

主体の交流ができるか、これは非常に大きな課題。しかし、その芽はあります。先ほど

町長から話がありましたスペイン語会話教室ですね。「これこんなものを開いて本当に公

民館長集まるんですか」って言ったんですが、３３人の受講生がいた。非常にバラエテ

ィーに富んだ方々が、次の機会にまたつなげっていけるという、そういうところの耕し

ができたように思っています。 

やはり仕掛けることで、公民館の担当者が住民のところへも降りていく。そして次の

活動をどうするかという、その転がしの支援ができるというふうに思うんです。 

したがって、そのお金だとか物だとかではなくて、やっぱり公民館の主事が自分自身

が持っているアイデアだとか知恵だとか、そういうようなものを持ち込みながら、住民
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主体でじゃあ次の活動を起こしていきましょうよという、そんなきっかけ作りができれ

ば良いなというふうに思っております。 

以上でございます。 

○議長（森谷岩夫） ここでお諮らいをいたします。 

休息をとりたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」との声あり） 

○議長（森谷岩夫） それでは１１時１０分まで休憩といたします。 

 

休  憩  午前１０時５５分 

再  開  午前１１時１０分 

 

○議長（森谷岩夫） それでは再開をいたします。 

 

◇ 米 山 俊 孝 ◇ 

○議長（森谷岩夫） 続きまして１０番、米山俊孝議員。 

○１０番（米山俊孝） それでは通告に従いまして、質問をさせていただきます。 

今回の質問は、小学校、中学校全般についてということで質問を出しておりますけれ

ど、主に学力、学校給食の自校化、それから教育の中でのふるさと回帰の郷土に根ざし

た学習というような内容の中で質問をさせていただきたいと思います。 

私は昨年、同僚議員と政務活動ということで、秋田市教育委員会への調査に行ってま

いりました。 

当日は、高坂教育長さんもご一緒だったもんですから、あまり細かいことまではお話

をいたしませんけれど、秋田県は全国でも学力ではトップクラスをいっております教育

県でございます。ただ、この内容につきましても、やはり努力があっての結果というこ

とで、秋田県の教育改革がスタートしたのが５０年ほど前の１９６０年代からというこ

とでありました。 

まず、教育改革なぜやったかということでございますけれど、５０年ほど前の秋田県

の実力というのは、全国の４０番台を右往左往していたというような状況だったようで

ございます。 

当時の学力調査というのがあったわけですけれど、学力検査というのがあったわけで

すけれど、そんな中で県の教育関係者はこの結果に危機感を覚え、保護者をはじめ多く
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の県民の協力を得て、現在に至ったというような状況であるようでございます。 

そのためには、大胆で積極的な教育改革を始めたそうで、その主な事業や特徴を研修

に行ってまいったわけでございます。 

少人数学習の推進事業、県独自の学習状況調査、数学力向上推進事業、家庭での学習

時間の確保等でありました。 

研修で訪ねた秋田市では、学力の底上げのために市内の１６校すべてに教育主事を指

導主事を張り付けて、きめ細かな学習指導ができる体制をとっておりました。 

私は、この時の研修の報告ということで、レポートの中で最後に、「松川町でも学力向

上のために底上げの事業などを実施して取り組んでおり、継続による成果を期待したい」

というようなまとめ方をさせていただきました。 

比較してお聞きするわけではございませんけれど、現在の松川町の学校の学力はどう

かなということと、それから私日頃感じておるんですけれど、役場の行き来の中で、子

どもたちからあいさつをしていただくわけでございますけれど、本当に気持ちの良いあ

いさつ、それからまたそのことですがすがしい気持ちになれるようなそんなような子ど

もたちに接しております。 

このことも生活教育というか、日頃のこの取り組みというか、そんな部分でも合わせ

てお尋ねをしたいと思います。 

○議長（森谷岩夫） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 米山俊孝議員のご質問にお答えをしてまいります。 

小学校、中学校、教育全般についてのご質問というふうに思います。 

私は、総合教育会議がスタートいたしましたけれども、それ以前の教育委員会の会議

にも出席を毎回するわけではありませんけれども、させていただいた折に、私自身の考

えとして２点お願いをいたしました。１つは基礎学力の向上です。やはり学校でありま

す。学力をしっかりつけてほしい。 

もう１つが社会性でございます。これは今、議員の方からも話がありました。あいさ

つの話がありましたけれども、やはりそうした社会性を身につける。地域のイベントや

いろんな行事に親と一緒に参加をしたりして、そして郷土愛の醸成につながっていくも

のというふうに考えております。 

町長としては、教育委員会の方にお願いしたのは、その２点でございます。 

○議長（森谷岩夫） 続いて高坂教育長。 

○教育長（高坂敏昭） 松川町の子どもたちの学力についてのご質問でございます。 
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昨年、私も秋田市の方へ行かせていただいて、秋田市教育委員会の方々からお話を聞

く中で、いろいろと参考になることがありました。 

大きくいうと、家庭学習が家庭の協力を得ながら、非常に習慣化して取り組みが行わ

れていることと、それから学校の授業が若い先生でもベテランの先生でも、それぞれの

授業が目当てを持って行われ、授業の終わりには子どもたちが自分に身についたものは

何かということを振り返るという、そういう場があるという、そんな点でありました。 

これについては、戻ってから学校長にも話をし、また改善をしていかなければいけな

い部分についてはお話をさせていただいたところでございます。 

町の方では、平成２６年から広報松川を使って平均正答率の全国との比較、それを示

しております。それから学力学習状況調査ですので、子どもたちの学力と子どもたちの

生活状況に相関関係もありますので、その関連のこういう生活環境をしていくことが学

力を高めていくという、そういう要素もありますので、それについての分析もさせてい

ただいております。 

それから全国の平均正答率と松川町と比べて差が大きい問題についても取り上げて、

こういう問題についてつまずきがありますよという、そんなお話。 

それから学校、町としての改善策についても提案をさせていただいております。 

それぞれの学校におきましても、保護者に対して全国学力テストの結果を説明をする

ようにという指示をしておりまして、一応教育委員会、学校とも説明責任を果たさせて

いただいております。 

それで、ここ数年間の結果の傾向でございますが、母集団によって年度によって差が

ありますけれども、おおむね中学校の正答率が全国平均。それから小学校につきまして

は、国語の正答率、平均正答率が全国平均ですが、小学校においては算数の正答率が全

国平均を若干下回っているという、そういう傾向があります。 

それから特に算数の活用力を見る問題については、課題があるなというふうに思って

おります。基礎的な、算数の基礎的な問題に対しては比較的いいわけですが、活用力を

見る問題については全国平均より劣っているという、そういう状況であります。 

そんな点につきまして、細かい分析をしながら改善を進めていこうということで、各

学校と連携をしながら働きかけをしております。 

それからもう１点ですが、あいさつの話が出ました。私もついこの間、中学校の方を

訪問しましたら、ちょうど個人懇談会中でありまして、廊下で生徒が１人懇談会待って

座っていたんですが、私たちが行ったらその座っている椅子から立ち上がって私たちの
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方を向いてきちっとあいさつをしてくれました。 

すごいなと思ったんですが、そのあいさつができる原因って一体何なのかなというふ

うに思って、今、お話をさせていただいた全国学力学習状況調査の中に、中学校３年生

の生徒に対して質問をするいくつかの項目があるんです。その項目を見させていただき

ますと、例えば県や全国と比べてその高い割合を占めているのが家族との会話。例えば

家の人と学校での出来事を話していますかというこの設問に対して、県や全国に比べて

松川町の子どもたちは高いんですね。同じく将来のことについて、家族の人と話します

かというこれも高いんです。 

それから学校生活についてですが、学校に行くことは楽しいですかってこの質問に対

しましても、県や全国に比べて松川町の子どもたちは高い。それから学校で好きな授業

がありますかという、この問いについても高いんです。 

それから地域との関わりなんですが、いま住んでいる地域の行事に参加していますか

という、この設問もあります。これも高いです。 

それから地域や社会を良くするためになにをすべきか考えることがありますかという

この設問に対しても高いという、そういう比率がありまして、ああ、なるほど、家族、

そして学校、そして地域という、こういう中で、子どもたちが非常によく関わっている

なというふうに思いました。 

あいさつというのは、結局心を開いて相手に近づくという意味だと思いますので、そ

ういう意味では中学生の子どもたちが家の人たちに、そして学校の先生方に、そして地

域の方々に心を開いていつも関わっていてくれるその証ではないかなと、そんなふうに

思っております。 

以上でございます。 

○議長（森谷岩夫） 米山議員。 

○１０番（米山俊孝） ありがとうございました。 

本当に最後の方のことでございますけれど、今、あいさつにつながる学習というか、

教育の内容ということでお話をいただきまして、これからの質問にもつながることでご

ざいますけれども、それからまた町長の２つの方針という形。それがあってそういった

形につながってきておるんじゃないかなと私は思うわけでございますが。 

次の質問をさせていただきますけれど、秋田市の教育への取り組みの現在の状況を、

今回の一般質問するためにもう少し詳しく、また今回ホームページという形を使って秋

田市の内容をちょっと調べてみました。 
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そんな中で、こんなのがありました。秋田市の学校の今が見えてくるとしまして、学

校経営に関する調査のダイジェスト版でございますけれど、そんなようなものが載って

おりました。 

その中で、教育課程のことについて、内容がいろいろと精査されておりまして、教育

課程の小学校、中学校と分け、充実が図られた幼保、小学校、それから小中連携体制の

取り組みの状況とか、学校と地域の教育で絆づくりとか、郷土を根ざした学習項目では、

特産品とか郷土料理、産業を考える活動、体験を通して秋田の郷土、それから伝統芸能

や祭を学ぶ。まだ、これも比じゃなくたくさんの内容のことがいろいろ報告されており

ました。 

こういうのが、先ほど教育長さんのお話ございましたけれど、広報もさることながら、

おそらくこれは広報は当然秋田やっておると思いますけれど、市のホームページにやっ

てきた成果というか、そういうことがわかりやすく報告されているんです。 

やはりそういうことをただ数字だけ並べるんじゃなくて、プロセスまで含めた経過を

やはり誇るべきものはぜひ誇ってほしいなというのが私の考え方でございます。 

そんなことで、先ほどお話しの中でいくつもありましたよね、全国平均を上回ってい

ること。これはもう完全に誇れることで、ぜひそんなことをホームページにも掲載をお

願いしたいなというところでございます。 

そんな中で続きまして、この今の秋田県のデータでございますけれど、そんなお話を

させていただきましたけれど、続きまして学校給食の自校化ということでまずお尋ねを

したいと思います。 

松川町では、給食の完全自校化を実施されております。これは私が申すまでもなく当

然のことで、この取り組みにつきましては、ここに至るまでの経過の中では賛否両論、

いくつもいろいろのお話あったと思います。「経費的な面で考えれば、自校化は効率が悪

い」などというような意見もあったかと思いますけれど、反面、自校化のメリットも得

られ、現在においては自校化の実施している学校は、近隣町村の中では珍しい方ではな

いかなというふうに思うわけでございます。 

ただ、他県においては、この自校化をせずに、給食提供を民間企業に委託したことに

よって、マスコミでも大変取り上げられておりましたけれど、いろいろな事故があった

県もあるわけでございます。 

そんなことで、先日のテレビ放送をたまたま見ておりましたら、学校の自校化という

中で、小諸市がテレビの番組で取り上げられておりました。松川町も現在、自校化等で
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実施しておりましたけれど、興味があったもんですから小諸市の例を、これもやはりイ

ンターネットで検索して見たら、小諸がアツ・イー！第３弾、狙われた給食篇という動

画が配信されておりました。 

小諸市も全校給食自校化で学校給食を実施しており、番組の中で食は子育ての原点で

あるとか、全校残食ゼロ６１日とか、そういったことが紹介されておりました。そのほ

か、小諸市の学校給食の特徴として、自校方式で全校に調理場を設置ということで、手

際の良い調理により温かいもの、冷たいもの、そのまま食べることができる子どもたち

への給食のおいしさが伝わるとか、作り手と子どもたちの間で調理に込めた思いや感謝

の気持ちなどが伝わり、食育が推進される。 

そのほか特徴の２番目としては、各校に１人ずつ栄養士を配置し、地域特性など各校

の特色を入れた献立作成ができるとか、地元の食材、無農薬とか減農薬野菜などを使っ

たメニューの提供とか、生産者登録制により新鮮な地元食材を多く取り入れられるとか、

子どもたちに食材の様子を伝えるため、生産者との交流や収穫体験に取り組む給食だよ

りで紹介したりとか、そういうことを、そのほか特徴としてはいろいろ載っております。 

県も触れておりました給食費が、県内他市と比べても低い基準で、平成２９年度で小

学校が２６１円、中学校が３０８円ということで、後ほどまた松川町の給食費のことも

お聞きしたいと思いますけれど、そのほか残食量が年々減少傾向とあるということで、

いろいろな取り組みの中で平成２８年度、小諸市で平均で０.８ｋｇ、全国平均が２７年

度ですけれど、７.１ｋｇということで、大幅に低い状況になっているということで、こ

の松川町の残食量もどういうような状況かまたお知らせいただきたいと思いますけれど、

なぜ残食が減ってきているんでしょうかということで、自校給食のため毎日の給食がお

いしいとか、栄養士が常に献立を工夫している。また、生産者より良い食材が提供され

る等々つづられております。 

こんなことで、子どもたちの笑顔あふれる安全でおいしい給食を提供していますよと

いうことを小諸市としてはホームページで紹介しておるわけでございます。 

おそらく松川町も小諸市と遜色のない取り組みがされていると思います。今、申し上

げましたその自校化の評価と合わせて、そこら辺の前段の質問とかぶる部分もございま

すけれど、どのような形でもって自分たちを外に向かって情報発信しているかという部

分含めて、もう一度お願いしたいと思います。 

○議長（森谷岩夫） 高坂教育長。 

○教育長（高坂敏昭） 小諸市の学校給食の話ですが、実はＰＲ動画の話は、松川町の栄養士
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から聞きました。「教育長、こんな放送やっていますよ。自校給食の宣伝していますよ」

という話を聞いて、「松川町でもやっているからなんとかできませんかね」という、そう

いう思いが多分あったと思います。 

先ほど数字のことがいくつかありましたが、松川町の給食費のことですが、小諸が先

ほど小学校２６１円で中学校が３８０円ということなんですが、北小学校の給食費が低

学年が２７３円、高学年が２７８円というそういう設定です。それから中央小学校は低

学年、高学年とも２６８円。さらに中学校では３２０円という、こういう給食費の設定

でありますので、小諸に比べると若干高めということです。 

それからもう１点ですが、残食についてのお尋ねがございました。私もこのＰＲ動画

に関連した新聞記事を見た時に、１人あたりの１年間の残食量が、全国平均では７.１ｋ

ｇで小諸が０.８ｋｇというんですよね。さあさあどうかなと思って聞いたところ、小学

校が０.９ｋｇ、ですから小諸より０.１ｋｇ多いと。 

それから中学校が０.８３ｋｇという報告を聞いております。 

したがって、ほぼ小諸市に近い残食量かな。全国平均と比べると圧倒的に少ない残滓

の量だということだと思います。 

これは、やっぱり私もセンター方式の学校にもいたことがありますが、やっぱり自校

給食の良さがこの残食の少なさと関連があるなというふうに思います。 

一番私も学校を訪問させていただいて一番気がつくんですが、３校の栄養士の先生方、

本当によくやっていただいております。当然栄養のバランスの取れた給食の提供という

ことは当たり前なんですけれども、各学校の栄養士、栄養教諭の努力が子どもたちや先

生方に伝わっているという、それが実感できました。 

それから学校の自分の学校に栄養士さんがいるということは、その学校のその食育と

いうものも学校のカリキュラムの中に当然入っていくわけで、自校で調理をし、自校に

１人栄養士がいるという、その存在は非常に大きいなというふうに思います。 

また、毎日毎日今日の献立ということで、献立のメニュー、それから材料、それから

栄養素、それから生産者、これを子どもたちに知らせて、今日食べる食事の意味という

ものをしっかり考えさせているということ。 

それから一番すごいなと思ったのは、地産地消の取り組みです。毎月１９日を食育の

日ということで決めて、実際に栄養士が例えば野菜を提供してくれる農家さんの圃場へ

行って写真を撮ったり、その野菜を育てるまでの苦労を聞いたり、子どもたちへのメッ

セージを聞いて、それをまた子どもたちにお便りや掲示板に書いて伝えるという、そう
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いう作業をやっていただいております。 

そういう中で、食材を提供してくださる生産者への感謝の気持ち、そして給食を用意

してくれる調理員、栄養士への感謝の気持ちが育まれて、自然と残食が少なくなってい

るのではないかな、そんなふうに思っております。 

以上でございます。 

○議長（森谷岩夫） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 今、教育長の方から、自校給食での自校方式での素晴らしさ等をお話を

いただきました。 

私は先日、飯田の飲食店へ夜入った折に、同世代の女性の顔見知りの人がおりまして、

しました。そうしたら私に何を言ったかというと「町長、松川町は素晴らしい」と言わ

れたんで「何が」と言ったら「自校給食を続けている」と。「自分の町村はセンター方式

だ」と。「今、自校方式でやっていることが素晴らしい」ということで、非常にお褒めの

言葉をいただいて、その方が「孫もそういったところの学校へ入れたいよ」なんて笑っ

ておられましたけれども、そうした自校給食方式をとっている素晴らしさ、今、教育長

の方からが話があったので省きたいと思います。そんな出来事がございました。 

それからもう１点、今、議員の方から言われました。いわゆる子育ての一環の中で、

「松川町は自校方式でやっているんだよということも大きくアピールすべきではない

か」という言葉もございました。その辺のところは、しっかりと受け止めてまいりたい

というふうに思っております。 

○議長（森谷岩夫） 米山議員。 

○１０番（米山俊孝） 答弁いただきました。 

本当に良かったなという結果ではないかと思います。 

自校給食に関しましては。コストの件に関しましては、あちらは市でありますし、学

校の数もトータル数も違いますし、いろんな効率のこともあろうかと思いますので、比

較にはならないと思いますけれど、残食量がほぼ近い数字であるということで、例えば

また教育の中で、そういった残食のこととかいろんなことを取り上げていって、残食量

何日だとか、ゼロ何日とか、そういうようなことを目標を立ててやっていけば、またも

っと良い結果につながっていくんじゃないかなというようなこともするわけでございま

す。 

それでここで子どもの回帰ということについて、またちょっとお尋ねしたいと思いま

す。 
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町長が、今回の議会の冒頭に回帰支援センターのことについてお話ございました。８

年前は、５０代、６０代、７０代が７０％あったと。それが現在今度はこの間行ったら

３０代、４０代が５０％で、２０代を入れるとそこら辺のとこが７０％だったというよ

うなお話がございました。 

そんな中でやっぱり３０代、４０代の人たちが回帰する時のターゲット、ポイントっ

てなにかなと選ぶ時のやはり私は子どもの教育とか、それから子育てのとか、いろんな

支援が多いんじゃないかなと思います。確かに職業とか住むということもあろうかと思

うけれど、そこの部分がやはり一番大きいんじゃないかなと。 

そういった意味でも今、全体にお話お伺いしましたことは、やはり良いことは一生懸

命やっていることは外にしっかりＰＲをしていただきたいということでございます。 

実は先日、豊丘に松川から嫁いだ人にちょっとお話聞いたんです。「どっちが子育てと

かそういうことについてどっちが上」って聞いたら「豊丘の方が上かもしれん」と言う

んです。 

私そうしたら早速資料を持ってきてくれまして、資料を比較してみたんです。ただ、

本当に職員の皆さんもいろいろ事業展開していく中で、よそとデータ比べていますかね。

やはり選ばれる町になるためには、よそより良くないと駄目だと思うんです。住みたい

町と、やはりこれは情報をしっかり発信していただかないと人には伝わらないと、外に

向かって伝わらないと。広報は結構でございますけれど、そういった努力も先ほど町長

さんやっていきたいというようなお話ございました。ただ、それだけじゃなくて、ほか

のことについてもぜひそんなことを広げて、しっかり伝えていっていただきたいと思い

ます。 

人が集まらなければ、やはり企業も成り立たないわけでございまして、平成２７年度

のちょっと古いですけれど、統計で見てみますと、松川町の就労人口は２，２６０人と

いうような結果もらいました。それからこの２，２６０人が維持していかないと企業も

成り立たないわけでございます。また、企業がなければ人も寄ってこないというわけで

ございますので、この間たまたま議会と語る会の中で、住民の方からこんな指摘ござい

ました。「あと何年かすりゃ高森に人口が逆転してしまう」というような話でございます

けれど、このことについては皆さん承知していることだと思います。 

そんなことで、ぜひ、そういった取り組み、本当に松川町の良さということをしっか

りアピールして、選んでもらえる町にしていただきたいなと、こんなふうに切に思うわ

けでございます。 
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それにしても、３０代、４０代をターゲットにするとしたら、第５次でも人口のこと

を目標が決まっておりますけれど、その人口を目標として設定して、人口増プロジェク

トみたいな形で各課が住むこと、それから仕事もそうですけれど、全部が持ち寄って、

データ持ち寄って、しっかり取り組んでいただいて、目標達成するまで今、どんな数字

であるかと。また、目標に達してないよとなったら、それに対してどういう形でどの部

分が足りないかということを調査させて、しっかりそのことをフォローしていってほし

いなと。その繰り返しがよく言われておりますＰＤＣＡということでございまして、わ

ざわざ言わなくてもいいんですけれど、そんなことの繰り返しで目標を持って進めてい

っていただきたいなと思います。 

そういった情報が、人口の問題と教育の問題、それから住むこと、みんなそれぞれの

課で情報が共有化されないとやはり大きな成果、築くことができないんじゃないかなと。

ということは、自分の足りないとこはどこかということが見える化しないと対応ができ

ないということだと思いますので、ぜひお願いしたいと思います。 

現在、観光局でも取り組んでおりますＤＭＯのこと等につながると思いますけれど、

やはりＤＭＯでも各種データの継続的な収集と分析とか、明確なコンセプトに基づいた

戦略の策定とか、ＫＰＩの設定、それからまたＰＤＣＡサイクルの確立ということを、

これらのことは何ら普通の事業を伸展していく、目標と手法と何ら変わるところはない

と思うわけでございます。ぜひ、こんなことも留意して取り組んでいただきたいと思い

ますけれど、こんなことで質問は終わらさせていただきたいと思いますけれど、最後に

町長の方、また教育長さんの方からなんかありましたらお願いしたいと思います。 

○議長（森谷岩夫） それじゃ高坂教育長。 

○教育長（高坂敏昭） 教育委員会でも、子どもたちが地元へ帰ってこれるような取り組みと

いうことでいくつか具体的な施策を進めておりますけれども、この間、県民生活部の方

が、山保育の話をしてくださいまして、その中で例えばお母さんが「その松川町の保育

園で自然体験をしっかり体験させてもらった」という。「それがその人の原点になるとい

うことで、原体験になるということで、自分の子どもにも田舎へ行ってそういう体験を

させたいなというふうに思う人だって出てくるだろう」という、そんなお話もお聞きし

ました。 

それから小学生は、この間１２月３日の日にふるさとＣＭ大賞がありまして、最終選

考に中央小の６年生の子どもたちが残って、長野県町村会会長賞を受賞したんですが、

その子どもたちってやっぱりその松川町のことが大好きで、松川町のことを組み体操で
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表現したいという、そういう気持ちがしっかりと見てとれました。 

それから私自身は一番うれしかったのは、そういう子どもたちを支えてくれる先生方

が、先生方は県からお金もらっている先生方で、３年４年すればどこかへ転勤しちゃう

んですが、その先生方は指導してくださる先生方が非常に松川町のことが大好きで、子

どもたちの活動をサポートしてくれた。これもとってもうれしかったです。 

それからもう少し高校生のところまでいきますと、実は飯伊の市町村教員連絡協議会

の研修会がありまして、松川町ちょうど発表の当番に当たっているということで、松川

町の方からは子ども、若者の参加による持続可能な地域づくりという、こういうテーマ

でレポートの発表をさせていただきました。 

地元に高校生がいる間に、その高校生に地元の良さを伝えよう。そして高校生に地元

の人たちとつながる機会を設けようという、そういうテーマで中学生のボランティア、

それから松川高校生のボランティア、こんな活動の紹介をさせていただきました。 

それぞれの発達段階に応じて、地域とつながる体験をたくさん持たさせていくという

ことで、なんとか地元に生きる、地元と生きるという、そういった選択肢を若者が選ん

でくれればありがたいな、そんなふうに思っております。 

以上でございます。 

○議長（森谷岩夫） 米山議員。 

○１０番（米山俊孝） 終わる予定だったんですけれど、ちょっと今、教育長さんの方からお

話いただいたもんですから、ちょっと若干時間ありますので発言させていただきますけ

れど。 

やはり愛郷心というか、そのことについて本文の方にあったもんですから省きました

けれど、そういったような取り組みが最終的に子どもがここに帰ってきてくれる、選ん

でくれるふるさとになるんじゃないかなというような大きな期待をしたいと思います。 

これで質問を終わらさせていただきます。 

以上でございます。 

○議長（森谷岩夫） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 今、松川町出身者のＵターンの話が出ました。 

ふるさと回帰支援センターの話、あるいは観光局についての話が今、質問の中で出て

きたわけでありますけれども、長々と答弁するのも何かと思いますけれども、今、専門

誌あたりでは関係人口という言葉が出てまいります。いわゆる交流人口だとかいろいろ

する中で関係人口。 
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これが議会冒頭でも申し上げましたけれども、何らかの形でふるさとであるというこ

とは関係するわけでありますけれども、親が健在である。田舎で育った。あるいは知り

合い、友人もそうでしょう。関係人口、そうした関係人口の皆さんたちが移住をすると

いう傾向がじりっじりっとこういうふうに増えているというか、何にも関係ないところ

へ来る方もおいでになりますけれども、そういったこと。 

それで様々な分析をしていく中で、そうしたものを分析した中で、次のどういうこと

を目指して、どういうふうに戦略的に物事を進めていくかということは、観光局の大き

な１つの任務だというふうに思っております。 

また、当然のことながら、町の中でも、そうした情報を共有してやっていくことをし

なければというふうに思っております。 

○１０番（米山俊孝） ありがとうございました。 

 

◇ 米 山 郁 子 ◇ 

○議長（森谷岩夫） 続きまして１番、米山郁子議員。 

○１番（米山郁子） それでは通告によりまして、質問させていただきます。 

質問議題は、町民にやさしい町であるために地域公共交通の取り組みについてでござ

います。 

前回の９月定例会におきまして、同じくコミュニティーバスのことについて質問をさ

せていただきました。その中で、年間の利用者数についてお伺いしたところ、２８年度

は３４，０００人。その中で学生さん、生徒さんの利用が６割、一般の方が４割という

お話でございました。そしてクレーム対応についても、個別の苦情については速やかに

運行会社へ文書、または口頭により事業を伝え、指導を求めていらっしゃいまして、ま

たクレームをいただいた方にはお詫びと改善に努めるというお話でございました。 

私が最後に質問させていただいたコミュニティーバスの車椅子対応についての質問で

は、１１人以上の大型のワンボックスについては、「車椅子での乗車についての対応がで

きていないという状況である」という回答でございました。 

まず、初めに、私は障がい者に優しい町であってほしいと願っております。そこで今、

国の方からも出されております障がい者差別解消法をご存じかと思います。２８年４月

１日から施行されております。 

その中でやはりこの法律は、障がいのある人、ない人も、互いにその人らしさを認め

合いながら、共に生きる社会をつく」ことを目指しております。 
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そこで、行政として、この問題は保健福祉課だけの問題ではなく、行政全体として、

また住民全体として考えるべきであることと思っております。 

その中で、まだコミュニティーバスについて、障がい者、車椅子の対応はされており

ませんので、その点についてどのように取り組まれていくのかをお聞かせいただきたい

と思います。 

まず、初めの質問とさせていただきます。 

○議長（森谷岩夫） 町長。 

○町長（深津 徹） 米山郁子議員のご質問にお答えをしてまいります。 

地域公共交通全般にわたるご質問だというふうに思っております。それでまた特に障

がい者に優しい公共交通をというご質問でございます。 

地域公共交通につきましては、平成２１年度から３年間の実証運行、それから平成２

４年度から本格運行ということでスタートをして、昨年度は３４，８００人あまりの皆

さんのご利用をいただいているというのが現状というふうに認識をしております。 

そうした中で、この公共交通の現状の今のやり方が果たして地域の皆さんにしっかり

と浸透をしているか、あるいは人によって空気を運んで大きなバスが空気を運んでいる

というようなご意見をいただいたり、いろんなことご意見をいただいております。 

今年度予算をいただいて、この地域公共交通のあり方についてアンケートをとってい

るというのが現状かというふうに思っております。 

細部につきましては、担当課の方からお答えをしてまいります。 

○議長（森谷岩夫） そいじゃ下沢まちづくり政策課長。 

○まちづくり政策課長（下沢克裕） ご質問のありました障がい者の皆さんに対する公共交通

というところですが、現在松川町が町内で運行しております公共交通につきましては、

生田線で大型バス。そして部奈線と上片桐循環線ではいわゆるマイクロバス。そして大

島循環線と生田循環線ですが、いわゆるワンボックスの車両を使っております。そして

唯一上片桐大島通学便ですが、ご存じだと思いますが、水色の車ですが、朝晩の中学生、

小学生の乗車を想定をしておりますが、これにつきましては中型ではありますけれども、

いわゆるノンステップバスを採用しております。 

この採用につきましては、当時大島地区の小学生が利用開始になる時に定員増、これ

までワンボックスであったものを定員増ということになりましたので、これを運行して

おります、委託をしております伊那バスと調整する中で、ちょうど伊那バスの所有のバ

スがありましたので、これは小学生にもちょうどいいぞということで採用した経過があ
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ります。 

バスの状態としましては、そのような一般的な大型バス、ワンボックス、マイクロバ

スでございますので、車椅子の方が車椅子の状態で乗っていただいて、そしてそのまま

車椅子を固定できるという状態、形、形状になっておりません。 

最後に申し上げた１台のワンステップバスにつきましては、乗り降りについては当然

この３０ｃｍ程度段差がありますが、車椅子を床が車内に床が平らでありますので、車

椅子を固定することはできる構造になっておりますが、その１台ということになってお

ります。 

ただし、スロープ板につきましては、現在装備はしておりません。 

そんな状況の中、今現在いわゆる車椅子をご利用いただいております、使用される障

がい者の皆さんがお一人なりで公共交通を使って移動に使っていただくという状態には

なっておりませんが、これはあと運用の中でいったん降りていただいて、通常の椅子に

座っていただくということにつきまして、乗員が介助をするという状況に、取り決めに

なっておりますので、そのような形でご利用いただく、それのみになっている状況です。 

○議長（森谷岩夫） 米山議員。 

○１番（米山郁子） まだノンステップが１台だけということで、障がい者の方は乗務員が介

助するということなんですけれども、やはり松川町はどうしても段丘でありまして、坂

道が多い中で、障がい者の方も本来でしたらご家族の介助なく食料品や生活必需品、ま

たは病院等やお勤めもましてや行きたいというふうに願っていると思います。 

その中で、やはり少ない、車椅子の方は少ないかもしれませんけれども、また高齢に

なれば、高齢者になればそういう必要になってくると思います。 

それでそんな中で、まだ１台としかないし、その障がい者の車椅子の方が利用できま

すという通知というかその広報も、あまりしていらっしゃらないので、なかなか利用し

ていただけないのではないかというふうに思っておりますが、今後せめてノンステップ

バスを平行展開して、ほかの地区でも購入するという方法は考えていられるのか、ちょ

っとお聞きしたいんですけれど。 

○議長（森谷岩夫） お諮らいをいたします。 

もうすぐ正午になりますが、この質問にお答えいただいて休息にしたいと思いますが、

よろしゅうございますか。 

（「異議なし」との声あり） 

○議長（森谷岩夫） そいじゃ下沢まちづくり政策課長、お願いします。 
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○まちづくり政策課長（下沢克裕） 車椅子のご利用の皆さんへのこの公共交通導入を松川町

で運行を始めた段階では、介助という部分以外につきまして、構造的ハードウェアのと

ころにつきましては、サービスとして福祉の範疇の中で依存しておりまして、そういう

設備になってないということをお話しさせていただきました。 

今後、今ご承知のように、現在松川町の公共交通につきましては、広く今、アンケー

トをとらさせていただいております。現在の公共交通のシステムは、定時定路線といい

まして、同じ決まった路線を決められた時間でバスが走るという形をとっておりますが、

今後もこのアンケートをとり、そして今、職員が乗り込んで利用者の直接お話を聞く乗

り込み調査もしております。 

これは今後のこのシステム、この体系を検証して、新しいシステムの可能性があるか

どうか、これも模索するための調査になっております。 

今後、このシステムの検討の際には、当然障がい者の皆さんへのこのやさしいいいま

ちづくりの中で検討していくべき内容だというふうに考えております。 

そんなわけで、ちょっと今現在のバスの更新ということにつきましては、このシステ

ムのこともあります。そしてノンステップバスといいますのは低床、町低床バスという

ことの中で、価格の問題、それと運行するルート、道幅の問題もありますので、このこ

とについては、今の現行のシステムの中で近々に変えるということはちょっと困難かな

というふうに考えておりますが、これからのシステム検討の中で考慮してまいりたいと

いうふうに思っております。 

○議長（森谷岩夫） それではこれから休息に入りたいと思います。 

１時から再開をいたしますのでお願いをいたします。 

 

休  憩  午前１１時５８分 

再  開  午後 １時００分 

 

○議長（森谷岩夫） それでは再開をいたします。 

米山郁子議員。 

○１番（米山郁子） 障がい者の車椅子の件でございますけれども、今、アンケートを調査中

で、新しいシステムが可能であるかどうか、障がい者の方も検討していきたいというご

回答であったかと思われます。 

ぜひとも新しいシステムの中で、検討をしていっていただければと要望をいたします。 
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次の質問ですけれども、やはり高齢者どんどん高齢化していく中で、高齢者のドライ

バー免許自主返納でございますけれども、２０１５年では２８万５千件の返納がござい

ます。その中で７０歳以上が２３万人、７５歳以上が１２万人、８０歳以上だと７万５

千人の返納になっておりまして、平成１８年から１０年間で１０倍に上る人たちが返納

をしているというのが今の状況でございます。 

どうしても松川町では、車がないと移動できない。生活に不便なところもございます

けれども、家族からしてみれば大変心配なことでございますので、そんな中でぜひとも

松川町としてどのようにその自主返納に対して取り組みをされているのか少しお尋ねし

たいと思います。 

その中で、運転経歴証明書というのがございまして、免許を取り消し申請した日から

さかのぼって５年間の運転経歴を証明した証明書が発行されます。それを掲示すること

によりまして、２４年の４月１日からバスやタクシー、鉄道、各種施設などの割引によ

る特典等がございます。 

そんな中、高森町や下條村、中川村はそのような特典を出しておりますけれども、ち

ょっとネットの方で調べさせていただきましたが、松川町が載っていなかったものです

から、その点もお聞きしたいと思いますので、まず自主返納についての取り組みとそれ

からその運転経歴証明書の特典みたいなものについてお伺いしたいと思います。 

○議長（森谷岩夫） 下沢まちづくり政策課長。 

○まちづくり政策課長（下沢克裕） 松川町では、運転免許の自主返納を直接的に誘導する施

策につきましては現在のところとっておりません。 

しかしながら今、お話がありましたようなことにつきましては、以前から私どもの町

６５歳以上の方には、コミュニティーバスの無料パスをお送りさせていただいておりま

す。 

また、一定の条件はありますが、高齢者世帯につきましても、ひまわりタクシー券等

の施策をこのような自主返納ということが取り沙汰される以前から進めております。 

そんなところで、この自主返納を誘導するような施策につきましては、新たな施策に

ついては今、取り組んでないところでございます。 

いずれにしましても、町の方としましては、この自主返納が増えるのは返納者、高齢

者が増えるのは当然今の人口構造上当然のことでありますので、先ほど来申しますよう

に、受け皿となります公共交通、この便利な公共交通の整備というのは、このことも含

めまして重要な課題というふうに捉えておりますので、これからの公共交通の検討の中
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に当然高齢者対策というものを盛り込んでまいりたいというふうに考えております。 

○議長（森谷岩夫） 米山議員。 

○１番（米山郁子） 高齢化が進む中で、自主返納の施策に取り組まれていないということな

んですけれども、やはり今の世の中で松川町遅れているんではないかというふうに思っ

ております。近隣ではどんどんやはり進んでおりますし、コミュニティーバスの利用度

を高めるためにも、やはり自主返納に向けての取り組みが必要ではないかというふうに

思っておりますが、そういう議論はされたことがあるのかどうかをちょっとお伺いした

いと思います。 

○議長（森谷岩夫） そいじゃ米山保健福祉課長。 

○保健福祉課長（米山政則） 免許証の自主返納の関係でありますけれども、返納を推進する

ということになりますと、別の移動手段を確保する必要が出てくるというふうに考えて

おります。 

そうした中で、運転免許証の自主返納によって生じる問題として２点ほど考えられる

と思いますけれども、１点目といたしましては、例えば刺激や緊張感がなくなって認知

機能の低下などによる健康寿命の短縮。それから２点目といたしまして、移動手段がな

くなることによる買い物、病院等への移動手段のなくなることによる、それに起因した

引きこもりといったようなものが考えられるかなというふうに思っております。 

そうした中で、２９年の３月にも道路交通法の改正が行われまして、認知機能の低下

によりましての場合は、医師の診断書がないと免許が更新されないというような制度が

変わってきたわけでございます。 

そうした中で、免許証の返納というのが、昨年の飯田署管内で３７５件、それから今

年に入りましてその制度改正を受けてということになろうかと思いますけれども、２９

年の１１月までで既に４２２件の返納があったということを聞いております。 

こうした中で、ひまわりタクシー券、先ほど出ましたが、そういった問い合わせをい

ただいておりまして、今年度に入りまして１０件ほど問い合わせをいただいておる中で、

このひまわり乗車券の中でその６５歳以上の方で免許返納されたり、外出を支援してく

れる方がいらっしゃらない。それからコミュニティーバスのバス停が遠くか、近くにあ

ってもバスの利用が難しいという方には、そういった条件が整っているといいますか、

条件が満たされている方に関しては、ひまわり乗車券の方を交付しているというような

状況で、４件ほどがそれが今年度になって交付をさせていただいているところでござい

ます。 
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ですので、そういった事例も出てきているという中では、２９年度の当初予算の時に

もそのことについては検討しておりまして、これについてはひまわり乗車券、あるいは

コミュニティーバスの６５歳以上の無料化の中で対応していけるということで検討はし

てきたという経過がございます。 

以上です。 

○議長（森谷岩夫） 米山議員。 

○１番（米山郁子） ２９年度の時に検討されたというお話でございますけれども、交通事故

の死亡事故、７５歳以上がもう１０年前から２倍となっているのが現状でございます。 

私も町の中、運転しておりますけれども、高齢者の本当に危険な運転、ウインカーを

出さなかったりとか、急に飛び出してきたりとか、そういうことがたびたび目にしてい

るのが状況でございます。 

また、返納した場合のデメリットということで、病院などに行けない。気力がないた

めに外出しなくなるので、そういう気力がなくなるということでございましたけれども、

やはりコミュニティーバスの利用をしていただければ病院には行けますし、また外出し

なくなるのは、保健福祉課で取り組んでいただいているオレンジカフェやコミュカフェ

の利用をしていただければ、そういうこともなくなるんではないかというふうに思って

おります。 

ですので、またぜひともそれぞれの事情がございますけれども、お亡くなりになって

しまってはもともこうもございませんので、また家族も非常に心配しているところもご

ざいますので、ぜひともコミュニティーバス等を充実させていただいて、返納に向けた

取り組みをしていただきたいと思います。 

それでは次の質問に移らさせていただきます。 

先日の議会報告会、議会と語る会でも出されておりましたけれども、上大島の通学バ

スの無料化を要望されておりましたが、以前は１，５００円ということで、今年の１０

月から１，０００円に減額になっておりますが、その上大島だけ有料といういきさつが

ちょっと私はわからなかった点と、それから今後どんどん減額されているわけですが、

今後要望があればさらに無料化になるのかどうかというところをお聞かせいただきたい

と思います。 

○議長（森谷岩夫） 下沢まちづくり政策課長。 

○まちづくり政策課長（下沢克裕） 今、無料化ということにつきましては、上片桐の大沢南

部の中学生。それと生田地区の皆さんにつきましては、通学方法をバスということで無
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料という形でバスをお願いしておると。コミュニティーバスを利用していただく。以前

はスクールバスとかありましたが、今、コミュニティー、公共交通の中で無料のバスを

使っていただくというふうに形にしております。 

上片桐でも学校から許可を得たもの。それから大島地区につきましては、やはり上大

島、西山、増野地区で学校から許可を得たお子さんについては、この公共交通を使って

いいよという許可を得た中で乗っていただいておりますが、この皆さんについては有料。

今、お話ありました今年の１０月からなんですが、１カ月あたり１，０００円というこ

とで定期パスですね、これをお売りしている状況ですね。 

以上です。 

○議長（森谷岩夫） 米山議員。 

○１番（米山郁子） 今、私が質問したのは、１，５００円から１，０００円に減額されてと

いうのは承知しておりますが、今後要望があれば無料にしていくのかどうかを今、お尋

ねしたと思うんですが、いかがでしょうか。 

○議長（森谷岩夫） 下沢課長。 

○まちづくり政策課長（下沢克裕） 結論から申しますと、今現在のところ、今後これ以上の

無料化ということは考えておりません。 

そもそもこのことにつきましては、毎年ですが、直近では今年の大島地区の町政懇談

会でも無料化というご要望をちょうだいしております。 

そもそもこの大島地区のお子さん方が、このコミュニティーバスの利用ということに

つきましては、平成２４年の年にその地域のＰＴＡの代表の方が、「有害鳥獣等の心配、

遠距離であるということで、通学の手段として有料でもいいからせっかく通っている公

共交通に乗れるようにしてくれないか」ということが、教育委員会の方にご相談があり

ました。 

これにつきましては、教育委員会、学校で検討していただきまして、今の形態になっ

てきたわけです。 

その当時は規定の料金、子どもは一回１００円ということで往復では２００円という

ことでしたが、現金を持って子どもが行くのもいかがなもんかということ。それと少し

でも安くということで、過去３回最初に規定の料金でお安くして、３回の改訂をしてお

ります。 

ただ、今度無料ということになりますと先ほど申しましたように、以前から公共交通、

路線が近くに通っていて、それを遠方の生徒さん、一定の生徒さんがご家族の考えの中
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で利用と、使えるということでやっておりますので、これがほかのところ、地域のバラ

ンス等もありますので、これが単純に即無料というふうにはいかないというふうに考え

ております。 

○議長（森谷岩夫） 高坂教育長。 

○教育長（高坂敏昭） 教育委員会の方から少しお話をさせていただきます。 

通学用バスの運行の経緯ですが、昭和４０年に松川東中学校と松川中学校が統合いた

しました。そして翌年の昭和４１年に松川中部小と松川南小学校が統合するということ

で、児童生徒の通学用ということで、通学バスを運行し始めました。 

この理由は、義務教育小学校等の施設費の国庫負担等に関する法律施行令第４条、こ

れに適正な学校規模の条件というのがありまして、ここに通学の距離が示されておりま

す。通学距離が小学校にあってはおおむね４ｋｍ以内。中学校にあってはおおむね６ｋ

ｍ以内であることというこの基準に基づいて、合併に伴う遠距離通学が生じる生田地区

の子どもたち、それから上片桐の一部の生徒につきましては、通学バスを利用する、無

料で利用するという形で進めてまいりました。 

先ほどまちづくり政策課長から話がありましたが、平成２４年になりまして、有害鳥

獣の関係でなんとか公共交通を使うことができないかという、そんなお話もありまして、

検討いたしましたが、実は子どもたちを保護者が自家用車で送迎するという例も大変多

くなってきておりまして、それならば登下校の方法の１つとして、通学用のバス、コミ

ュニティーバスの利用も保護者の選択肢の１つとしましょうと。もし使いたければ使っ

てくださいよということでご提案をいたしまして、なるべくなら保護者の負担を軽減し

ようということで、定期券を発行したり、それからその定期券の料金を下げるというこ

とを進めてきたわけであります。 

しかしながら、無料ということにつきましては、あくまでもその公共交通を使いたい

保護者の、使わせたい保護者の方が料金負担をしていただいて、乗っていただくのがい

いだろうということで、無料については今のところは考えておりません。 

以上でございます。 

○議長（森谷岩夫） 米山議員。 

○１番（米山郁子） 無料と有料という経緯につきましては、詳しく説明していただきました

ので理解いたしました。 

平等という点では、多少問題はあるかと思いますけれども、いかにしろやはりコミュ

ニティーバスの費用も、町から出している費用も毎年４，６００万円という費用を使っ
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ております。国の補助が５６０万円あるというふうに承っておりますけれども、こうし

た中でどんどん広げていくにも経費はかかりますし、といって無料にしてしまうとます

ます経費がかかってしまう。その運営自体が大変問題になってくるかというふうに思い

ます。 

それで今後、この毎年４，６００万円という経費を使ってどのように皆さんが満足し

ていただけるかという点で、これから町としてどのように検討されていくべきなのか、

お考えがありましたらお答え願いたいと思います。 

○議長（森谷岩夫） 下沢まちづくり政策課長。 

○まちづくり政策課長（下沢克裕） まず、バスの経費のこと、負担のことをちょっと数字で

申し上げます。 

平成２８年度の実績では、この公共交通、コミュニティーバスですね、この協議会で

運営をしている形をとっておりますが、町からこの協議会への負担金が４，６００万円

余というふうになっておりますが、これに対しまして特別交付税、特交ですね、これが

２，３００万円、約半分になっております。 

残りが２，３００万円が町負担となっておりますが、このうち１，８００万円が普通

交付税の算定基準、基準財政需要額というふうになっている状況です。ですから、町負

担５００万円余というところは、おっしゃるとおりかと思います。 

先ほど冒頭このお答えの中で町長申しましたように、便利で効率性、これは当然のこ

とであります。先ほど申し上げましたように、今現在採用しているのが定時定路線、こ

のような方式です。松川町の地形とか、道路の道路網の関係、そのような関係からこの

ような方式を現在採用しておりますが、これからのバスが通らない、便利だというよう

なことにつきましては、このこれからの公共交通前提になってくるかと思いますので、

先ほどから申しますように、これから今行っています調査を元に、効率よく便利な公共

交通、これを検討してまいりたいというふうに考えております。 

○議長（森谷岩夫） 米山議員。 

○１番（米山郁子） ぜひとも便利で効率のよいコミュニティーバスということなんですけれ

ども、お願いしたいんですけれども、新しい取り組みとして先日、政府は１０月２０日

の日に国家戦略特区諮問会議で、自家用車をタクシー代わりに提供するライドシェアを

認める規制改革方針を決めました。 

その中で安倍首相は、過疎地等での観光の交通手段としてですが、自家用車、自動車

の活用、拡大するというふうに語っております。 
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ほかに北海道でも手塩町なんかもライドシェアサービスということで、相乗りの交通

事業を今、試験中でございます。 

ぜひとも過疎地でございますので、住民を巻き込んだ取り組みも重要かと思います。 

アンケートの中に、その１８問の１の中にやはり住民が協力できることはどのような

ことだと思いますかというようなアンケートもされておりますので、ぜひとも行政だけ

ではなく、やはり私たち一人ひとりも協力できるような体制も大事かと思いますし、新

しい取り組みも失敗したら困るじゃなくて、挑戦してみていただきたいと思いますし、

ほか成功事例がない、ほかに成功したどのぐらいの効果があるかを見てからじゃあやろ

うかではなく、松川町から挑戦するというようなことも大切なことであると思いますの

で、ぜひそういうことも取り組んでいただきたいというふうに要望いたします。 

次の質問をさせていただきます。 

今、松川町は来年から観光局を立ち上げる、一般社団法人になるわけですけれども、

そんな中、交通手段としてコミュニティーバスをぜひ利用していただくべきだと思うん

ですが、そういう点について全く町としての取り組みをされていないという現状だと思

います。それで本当に観光局を立ち上げてやっていこうとしているのか、私にとっては

ちょっとおかしな点だなというふうに思っておりますので、コミュニティーバスを観光

としてどのように使っていこうかというお考えをお聞かせいただきたいと思います。 

○議長（森谷岩夫） 下沢まちづくり政策課長。 

○まちづくり政策課長（下沢克裕） ちょっとご質問のちょっと前半の方がちょっとどういう

ふうに理解していいかちょっとわからないところなんですけれど、決して松川町がこれ

から観光振興、交流人口を獲得していくために体験交流プログラム、これから開発して

いく、今現在も執行もしておりますし、今後これが大きく展開されていくということを

計画しておりますが、公共交通、コミュニティーバスを使わないというようなことは申

し上げていることはありません。 

地域を巡る、地財を使うこの今後展開されるプログラムですね、今現在の状況であっ

てももし使えることであればぜひ使って、公共交通の立場としては使っていただきたい

と思いますし、プログラムに組み込まれていくものだというふうに考えております。 

今後、このプログラム、体験プログラム、広がりを見せていく場合に、また新たな路

線、さっき定時定路線というふうで、今現在のとこで形態でいえば新しい路線の開発と

いうことも十分考えられることだと思います。 

それとあとちょっとつけ加えさせていただきますと、町内のタクシー業者も、駅や清
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流苑とりんご農家とか、シードルのワイナリーを巡る路線、これ定額賃金といいまして、

メーターじゃなくても定額賃金ということで、許可を取って運行を今、始めております。

それと地域限定の旅行業の資格も取って、観光に取り組んでおります。 

このタクシー業者も、公共交通の１つとしてこのような取り組みもしているところで

ございます。 

○議長（森谷岩夫） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 今、米山議員の質問の中に、このコミュニティーバスを観光という中に

繰り入れていくことを提案というか、それも１つの方法論ということで提案をいただい

ております。 

観光地域づくりの中で、これからリニア時代を迎える中で、広域的にも公共交通とい

うものが大きな課題になってきております。その研究を今、スタートしているところで

ありますけれども、このコミュニティーバスの性格は、今までは町内の子どもからお年

寄りまでの足という形で考えてきたのがコミュニティーバスでございます。 

今、議員の１つの提案として、今度は町へリニアの駅、あるいは遠方から町へ来た中

で、町の中で滞在型ということを目指しております。着地型観光を観光局としても目指

しているわけで、そうした意味ではこのコミュニティーバスを今、課長が言いましたよ

うに、利用ができるのか、新たな方向性を考えるのか、そこも総合的に考えていかなけ

ればならない課題だというふうに認識はいたしております。 

○議長（森谷岩夫） 米山議員。 

○１番（米山郁子） ぜひともせっかくあります町のバスでございますので、やはり観光局の

移動手段としてのぜひサービスに使っていただきたいと思います。 

コミュニティーバスを使うことによって、地元松川の観光資源の掘り起こしにもなり

ますし、また新たな利用者の確保という点でも大いに貢献できるんではないかなという

ふうに思っておりますので、ぜひ進めていただきたいというふうに思っております。 

では最後ですが、町長にぜひ要望したいと思っておりますのは高速バスなんですけれ

ども、やはり先ほどコミュニティーバスでも要望いたしましたが、障がい者の方が使え

る高速バスに利用できるように、ぜひとも広域の方で進言していただければなというふ

うに思っておりますので、ぜひともよろしくお願いしたいと思います。 

要望としてもしお答えがありましたらお願いいたします。 

○議長（森谷岩夫） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 高速バスにノンステップバスをというのは、これは以前にも米山議員個
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人的な話の中でお聞きをして、私の方でも広域の機関、広域には政務調査会が３つござ

います。総務、それから経済、それから福祉関係３つありますけれども、その担当の委

員会の方へ要望をいたしております。 

２日前に広域の連合会議がございました。それでその時にもそれぞれの政務会の話し

合いが前段でありましたので、町として福祉の特養に対する地元町村の割り当て、今３

０％でありますけれども、これについても要望を今までしてきておりましたので、この

２つについて政務調査会の方に確認をいたしました。話をしました。 

ノンステップバスについては、相手があるということで、慎重に精査しながらという

ことでございました。 

特養の比率につきましては、来年必ず上げていただくように今、話が進んでおります。 

以上です。 

○議長（森谷岩夫） 米山議員。 

○１番（米山郁子） では、ぜひとも途切れることなく実現に向けて要望していっていただき

たいと思います。 

これで私の質問を終了させていただきます。 

 

◇ 松 井 悦 子 ◇ 

○議長（森谷岩夫） それでは続きまして１３番、松井悦子議員。 

○１３番（松井悦子） それでは私は、太陽光発電施設の固定資産税の大幅軽減策について、

５年間行われてきております大幅な軽減策について質問をいたします。 

まず、平成２５年から５年間、太陽光発電施設の固定資産税のほとんどが、農地並み

課税として課税されてきたわけですけれども、私はこれは町民に多大な損害を与えてき

たものとそういうふうに考えております。 

９月議会におきまして町長は、「これは不適切だった」と「監査委員や県などから言わ

れたので見直す」というお話でした。そういうお話でしたが、この５年間のこの課税方

法について、この施策について、自らが検証をするという内容はなかったように思いま

す。この点についてお伺いします。 

○議長（森谷岩夫） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 松井悦子議員の質問にお答えをしてまいります。 

太陽光発電に対する課税についてでございます。 

９月の２８年度決算監査の中で、不適切であるという指摘をいただきました。その後
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でありますけれども、不適切という部分がどういう部分にあたるということで担当課、

鋭意県、あるいは関係機関との協議、指導を仰ぎながら、今、鋭意精査いたしていると

ころでございます。 

そうした中で、太陽光発電に対する再生可能エネルギーの推進については、進めてい

きたい。そういう中で、ある一定のルール作り、それから課税についても指摘をされた

部分についてどういうことなのか、鋭意精査をしていきますということで現在に至って

いるところでございます。 

太陽光発電の土地に対する固定資産税の課税について、これを算出するために大事な

ことは、固定資産の価格をどう決めるかという点になります。これに対しては、国が示

す固定資産評価基準を基礎としながら、許容する範囲内で各自治体の地域事情に適合す

る土地評価事務取り扱い要領を定めて、土地評価を行うことが望ましいということにな

っており、これまで平成２４年７月に町で決定いたしました評価基準を元に課税を行っ

てきております。 

県の方に土地の評価に対する意見、あるいは関係機関と精査する中で、太陽光発電設

備の土地評価について、宅地価格、または農地や山林価格とのどちらを利用することも

妥当なものと考えており、町の課税そのものが間違っていたというまでには至っておら

ないのが現状でございます。 

細かいことにつきましては、担当課の方からお答えをしてまいります。 

○議長（森谷岩夫） 松井議員。 

○１３番（松井悦子） 平成２４年７月の２６日に、役場庁内の起案用紙というものがありま

すが、これに「町としては近隣市町村の整合性をとりつつ、適正な価格を確定したいと

思う」と。それから「町の評価として、駐車場、資材置き場並みの宅地の８０％、北部

の田の町村の見解と同様だ」と。「そして雑種地とするが、県の言われたことは雑種地と

するが、周囲の状況に応じた評価をしてほしい」と。「具体的な批准等は示せないと県の

方では言った」ということですね。 

ここに今、町長の説明にありましたが、その周囲の状況ってここが違うと思うんです

ね。周囲とは、周囲の雑種地という意味であって、周囲の宅地であったり、周囲が農地

であったり、山林であったりという、県がおそらく言ったのはそういうことではないと

思います。まず、そこのところが間違っておったと私は思いますね。 

それからもう１つですね、ここに庁舎内で検討事項というところに「固定価格買い取

り制度における買い取り価格は、住民は電気料に上乗せをし、負担をしており、住民の
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理解が得られるかどうかということが重要だ」というふうに書かれております。 

ここのところ、住民の理解が得られたのかどうなのか。まず、ここのところ。この国

が進めているヒット法では、太陽光発電などの電気を電力会社が買い取るシステムなん

ですね。しかし、その原資は、一般家庭の電気代に上乗せをされているわけです。つま

りは、発電業者のもうけを一般の家庭が負担をするというシステムになっています。 

それで今、消費者の方からも当然反発が出て、国も買い取り価格を徐々に下げてきた

という、そういうことですね。 

ですから自然エネルギーの電気が増えれば増えるほど、私たちの一般家庭の電気料が

上がるという仕組みなわけです。当然町民負担も増えておる。 

ここのところ、まずこの２４年の７月２６日に庁内でもここのところ、町民の理解が

得られるかどうかということを問題視しておりますけれども、それはどういうふうに検

討されたのでしょうか。 

○議長（森谷岩夫） 北村住民税務課長。 

○住民税務課長（北村 稔） 固定資産税の太陽光発電施設用地の課税につきましては、先ほ

ど町長申されたように、平成２４年の７月の時に評価基準を定めまして、これで課税を

行ってきておるわけですけれども、この基準につきましてはさっき町長申されたように、

議員さんも言われた周辺の状況に応じたという中で、農地の価格であっても、宅地とか

の価格であっても、その価格を使って評価することは適当ということで考える中で、町

がそういう基準を設けてきたと思いますし、これは１つにはあとその当時、東日本の大

規模な震災の災害がありました。 

それでいろんな電力といいますかにつきましても、再生可能エネルギーの利用を進め

ていこうという理事者の考えもありまして、支援を行っていこうという考えのもと、こ

うした基準をとってきたと考えております。 

○議長（森谷岩夫） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 評価基準について、県の指導等を仰ぐ中で、農地の価格を元に評価を行

うことは間違いではないけれども、評価額が据え置かれていることが不適切ではないか

という指摘をいただいております。 

そうした面で、今、そのそうした部分について、見直し等を検討しているというのが

現状でございます。 

○議長（森谷岩夫） じゃあもう一度松井議員。 

○１３番（松井悦子） 住民の理解が得られたかという、そこのところをお伺いしました。 
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○議長（森谷岩夫） 住民税務課長。 

○住民税務課長（北村 稔） そこにつきましては、住民の理解は得られておると考えており

ます。 

○議長（森谷岩夫） 松井議員。 

○１３番（松井悦子） どのような方法で住民の理解を得られるように行動を起こされたので

しょうか。 

○議長（森谷岩夫） 北村住民税務課長。 

○住民税務課長（北村 稔） その当時、ちょっと広報まではしたかどうかというところがち

ょっと確認をしてありませんけれど、いろいろ太陽光発電施設を設置する予定の方につ

きましては、それぞれにその当時ご案内をしてあると思っております。 

それによって、こういう施設をやっていこうという皆さんには、周知ができておると

考えております。 

○議長（森谷岩夫） 松井議員。 

○１３番（松井悦子） 施設を設置する方の理解は得られたと思いますけれども、一般の町民

の皆さんに周知をしたという状況はなかったと思いますね。全く町民不在で進められた、

この方針が進められたというふうに思いますが、その点はどうでしょうかね。 

○議長（森谷岩夫） 北村住民税務課長。 

○住民税務課長（北村 稔） 議員申されるように、全体に対するちょっと周知はなかったか

と考えております。 

○議長（森谷岩夫） 松井議員。 

○１３番（松井悦子） わかりました。 

それでは次のことですが、太陽光発電施設のこの用地を低く評価するということは、

国保税の資産割にも影響をするわけですね。無収入の資産にも相応の資産割が課せられ

るにも関わらず、収益の上がる土地を持つ方が優遇をされるということです。いってみ

れば富めるものはさらに有利になるという、非常に不公平な課税方法だというふうに思

います。 

それからまた業者は、償却資産税を払っているというふうに盛んに言われますけれど

も、これはどの事業者も当然皆さん同じように、同じというか払うというのは当然なわ

けですよね。一般の事業者さんは、構築物だとか、それから建物、附属設備から大型特

殊自動車に至るまで償却資産税を普通に納税をされておる。そしてまたそのいろいろな

資材置き場であるとか、駐車場であるとか、そういった土地にも農地並み課税などとい
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うことは当然あり得ないわけで、これが本当に不公平な税制だというふうに思います。 

そこで聞きますけれども、国税の方ですね、相続税です。固定資産税の低評価により

まして、本来課税対象となる資産に対して、課税がされないということになると思いま

す。評価額を意図的に低くしていることが、言ってみれば町を挙げての脱税行為をして

おったとそういうふうに思いますが、これについての見解はいかがでしょうか。 

税務署なりに相談がしてあったことでしょうか。お聞きします。 

○議長（森谷岩夫） 北村住民税務課長。 

○住民税務課長（北村 稔） 今の国税の特に相続税についてのご質問でありますけれど、こ

れにつきましては、この太陽光発電施設の用地を含みます雑種地に対します算出方法に

つきまして、税務署の方には紹介はしてあるところです。税務署の方に紹介をしたとこ

ろ、雑種地につきましては議員ご承知のように、いろいろな土地利用がされておるとい

うことで、税務署の方でもう独自で宅地批准方式というのをとっておるという説明を受

けております。 

具体的には、税務署の方で該当する雑種地に対しまして、近傍宅地の価格を利用して

評価額を算出し直しまして、そこから造成費分を控除して税額を算出しておるというこ

とを確認しておりますので、町の固定資産税評価額を直に利用しておるということでは

ありませんので、問題は生じてこないかと考えております。 

○議長（森谷岩夫） 松井議員。 

○１３番（松井悦子） 造成費が見てなかったというふうにお聞きしておりますが、その関係

をもうちょっと説明してください。 

○議長（森谷岩夫） 北村住民税務課長。 

○住民税務課長（北村 稔） これにつきましては、国税の相続税の関係で説明させていただ

きましたが、これにつきましては宅地の価格を持って算出して、そこから造成費相当分。

すいません、ちょっとここは詳しく税務署に確認してないんで詳細につきましてはちょ

っと申し訳ないんですけれど、造成費分を控除したのに税率をかけて算出をしておると

いうことを税務署の方とは確認はさせていただいておりますので、よろしくお願いした

いと思います。 

○議長（森谷岩夫） 松井議員。 

○１３番（松井悦子） よくわかりませんけれど、時間がありませんので次にまいります。 

この今の方法ですね。これ地方交付税にも関係してくると思うんですよね。交付税の

基礎数値としての基準財政収入額が過小に申告されるという、報告されると、そういっ



 －121－ 

たことではないかと思いますね。 

この意図的な税の減収は、交付税をどの程度の金額かわかりませんけれども、言って

みれば不正に交付税を受け取るという、そういう結果になるような気がしますが、どう

でしょうかね。 

○議長（森谷岩夫） 北村住民税務課長。 

○住民税務課長（北村 稔） 町の普通交付税の関係でご質問いただきました。 

普通交付税の基準財政収入額の算出方法につきましては、固定資産税の土地の税額を

個々の税額を積み上げて、それをもとに収入額としておるのではなくて、土地の固定資

産税の土地につきまして、田んぼ、畑、宅地、山林、それと雑種地を含めますその他と

いうことで５つの地目に分けまして、それぞれの地目の平均価格に該当する面積をかけ

た数字を合計して、交付税の収入額は算出をしておりますので、影響が全くないとは申

しませんけれど、影響はわずかな金額だと思っております。 

以上です。 

○議長（森谷岩夫） 松井議員。 

○１３番（松井悦子） 影響はわずかというお話ですけれども、やはり行政の行うことですか

ら、正確に当然するべきだったなというふうに思います。 

疑念を抱かれるような方法はやはりまずい、そういうふうに思いますね。 

こういう課税方法が５年間にわたって行われてきたわけですけれども、町民がほとん

どこういった状況を知らないままに進んできたわけですけれども、このような状況を町

民にも説明をしてわかっていただくという、そういったことは行政に義務があるような

気がいたしますが、いかがですか。 

○議長（森谷岩夫） 北村住民税務課長。 

○住民税務課長（北村 稔） これまでの課税につきましては、先ほども申しましたが、ちょ

っと周知が足りなかった点は反省しておる点でございます。 

○議長（森谷岩夫） 松井議員。 

○１３番（松井悦子） 反省をしておるということであれば、やはり今後にも当然通じてまい

りますので、どこかの時点できちんと説明をするという気持ちはございませんか。 

○議長（森谷岩夫） 北村住民税務課長。 

○住民税務課長（北村 稔） 全体を通じてということは、ちょっと考えておりませんが、そ

ういった気持ちは反省の気持ちはもっておるというところでございます。 

○議長（森谷岩夫） 松井議員。 
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○１３番（松井悦子） 検証や町民への説明もなくて、聞くところによりますと来年度の定期

的な固定資産税の見直し時期に合わせて変更をするというお話ですけれども、これちょ

っと無責任ではないかなというふうに思いますが、ぜひきちんとした町民への説明をし

ていただきたいと思います。 

再度お伺いします。 

○議長（森谷岩夫） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 今も反省すべき点、あるいはいま少し精査するべき点があったというこ

とについては、お詫びしたいというふうに思っております。 

今、現在は、しっかりと精査をしながら、自然エネルギーの推進と課税が決して相反

するわけではないような形をとってまいりたいというふうに思っております。 

その検証結果やそういったものは、また議会の皆さんにもお話をしてまいりますし、

どういう形で周知をしていくかということについては、しっかりと考えながらやってま

いりたいというふうに思っております。 

○議長（森谷岩夫） 松井議員。 

○１３番（松井悦子） 国保税についてもだいぶ不公平が生じたような気がしますが、そうい

うことについて追加徴収をするとか、そういったことのお考えはどうでしょうか。 

○議長（森谷岩夫） 北村住民税務課長。 

○住民税務課長（北村 稔） 過去にさかのぼって課税するというような部分かと思いますけ

れど、この分につきましては県とのご意見も聞きながら、先ほど町長申されたように、

間違いではなくて不適切な部分があったということでの県の説明もありましたので、町

では不適切という理解の中で、過去にさかのぼっての不足金につきましては、ちょっと

考えてはおらない状況であります。 

○議長（森谷岩夫） 松井議員。 

○１３番（松井悦子） 間違いと不適切のそこの部分ですけれども、やはり行政がどういう立

場だったということではなくて、町民の皆さんの公平感、不公平感ですよね。そこのと

ころが一番問題だろうなというふうに思うんです。 

やはりこの課税によって、一方の方が不公平な立場に置かれたということであります

ので、その方たちの立場を思いやるという、行政が間違っておるとか、それから不適切

だったとかそういう言葉の問題ではないと思うんですね。やはり町民に対して、税とい

うのは本当に公平なものでなければならないという大原則の中で、少し町民の皆さんの

立場というか、思いを思いやっていただきたいなとそんなふうに思います。 
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時間もありませんので次にいきますが、変更する固定資産税、どのような課税にする

おつもりかお伺いをしたいと思います。 

○議長（森谷岩夫） 北村住民税務課長。 

○住民税務課長（北村 稔） これからのというか、来年度以降の課税に向けてでありますが、

先ほど町長申されたように、県から指摘されました一部の評価額が据え置かれている点

が不適切であると言われておりますので、これを考慮しました事務取り扱い要領の作成

に向けて現在検討をしております。 

周辺市町村状況等参考にいたしまして、この要領と言いますか、基準の作成をしてい

きたいと思いますし、この要領に沿いましては、来年度からの課税は行っていきたいと

考えております。 

○議長（森谷岩夫） 松井議員。 

○１３番（松井悦子） 来年度の課税と言いますけれど、もう１月１日の現況で課税されるわ

けですので、どんなふうな方法なのかお聞きをしたいと思います。 

○議長（森谷岩夫） 北村住民税務課長。 

○住民税務課長（北村 稔） 周辺の市町村の状況につきましては、多くの市町村が宅地の価

格を基準に考えておりますので、町としてもそれを基準に考えていきたいとは考えて、

そこらを中心に検討を進めていきたいと思います。 

○議長（森谷岩夫） 松井議員。 

○１３番（松井悦子） そうすると近隣では、宅地の１００％、それから８０％というような

ところが非常に多いわけですけれども、そういう近隣にほぼ合わせる方法でやっていく

ということでしょうか。 

○議長（森谷岩夫） 北村住民税務課長。 

○住民税務課長（北村 稔） 県からも宅地相当分をの考慮がなかったというところを言われ

ておりますので、そこらのパーセントにつきましてはちょっと今後の検討かと思います。 

周辺の状況とは、８０ですとか７０ですとか、いろいろなそこの造成費相当分の捉え

方はあろうかと思いますので、周辺の市町村の状況をまた考慮しながら、また理事者と

も相談する中でそこら辺は考えたいと思っております。 

○議長（森谷岩夫） 松井議員。 

○１３番（松井悦子） ぜひ、今度は不透明にならないように、町民の皆様がしっかり納得が

いくように周知ももちろんですけれども、方法そのものも町民の皆様が納得のいくよう

なそういう方法としての改正にしていただきたいとそんなふうに思います。 
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それに関連しますが、そうしますと町民への対応はどうしますかね、非常に混乱が生

じるような気がいたしますが。 

○議長（森谷岩夫） 北村住民税務課長。 

○住民税務課長（北村 稔） その点につきましては、先ほども町長申されたように、今後ち

ょっとそこらも含めて検討させていただきたいと思います。 

どういう方法がいいのか、ちょっと今すぐにはちょっと案といいますか、考えを持ち

合わせておりませんので、検討させていただきたいと思います。 

○議長（森谷岩夫） 松井議員。 

○１３番（松井悦子） ぜひ、滞りなく進めていただきたいと、そんなふうに思います。 

それでちょっと１つお聞きをしますけれども、先ほど町長、自然エネルギー、再生可

能エネルギーの推進を進めるんだと、これからも進めるというようなお話でしたけれど

も、自然エネルギーといいますと、今の現状ではイコール太陽光発電というふうに誰も

が考えることと思います。 

それについて聞きたいんですが、一体なぜ推進なのか、なにが目的なのか、そのあた

り町長お願いします。 

○議長（森谷岩夫） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 再生可能エネルギーへの取り組みについてでありますけれども、松川町

は平成２６年の９月に自然エネルギーに対する利用推進方針というのを決めて、様々な

今、太陽光がこの地域ではややもすると突出をしておりますけれども、バイオや水力や

様々な形の中で、再生可能エネルギーに取り組んでいくことが大切ではないかという思

いの中で決定をし、皆さんにもお諮らいをし、進めてきたところでございます。 

これにつきましては、やはり進めてまいりたいというふうにも、進めるというか、継

続してまいりたいというふうに思っているところでございます。 

○議長（森谷岩夫） 松井議員。 

○１３番（松井悦子） 目的をお聞きをしたいと思いますが。 

○議長（森谷岩夫） 深津町長。 

○町長（深津 徹） これは、国がエネルギー政策の政策基本法によって基本方針が示されて

おります。それからエネルギーの基本計画が策定をされてきております。 

そうした中で、やはり東北大震災のあとでございました。原子力発電に対する不安、

それから国が自然エネルギーを広めていこうという方針を見た中で進めていきたいとい

うふうに思っております。 
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それからエネルギーの地産地消。それでこの地方にも地域の財産として様々なエネル

ギー源があるわけでございまして、そうしたものを進めていきたいというふうに考えて

おります。 

○議長（森谷岩夫） 松井議員。 

○１３番（松井悦子） 国がエネルギー政策を進める。エネルギー計画の中に自然エネルギー

があったというお話です。 

国の方はそれでいいと思いますが、ここは田舎の町でありまして、自然しか売るもの

がない。本体に果樹園地帯のような果樹園だけがあるようなそういった田舎の町ですが、

太陽光発電が今、一番目立っておりますので、当然そのことをお聞きをするわけですけ

れども、太陽光発電と景観保全、これが両立できるとお考えでしょうか。そのあたりお

伺いします。 

○議長（森谷岩夫） 深津町長。 

○町長（深津 徹） ここに持ってあります目的について申し上げます。 

目的については、町は第４次松川町総合計画及び第２次松川町環境基本計画に基づき、

豊かな自然環境の保全と環境への負荷の少ない持続的発展が可能な社会の構築に努めて

きました。 

人の輝く緑と水と太陽の町、松川町は、果樹や里山の緑、清らかな清流に象徴される

豊かな自然に恵まれた地域で、その豊かな自然をもたらす自然エネルギーは地域固有の

資源です。 

町、町民等自然エネルギー事業者が共同して、国及び県の計画の推進とともに、人の

和のある地域協働のまち、まつかわの実現に向けて、省エネルギーと地域の資源である

自然エネルギーを一層有効に利用していくことが重要となりますというようなもろもろ

前段でそんなようなことが書かれておりますけれども、そういうふうに思っております。 

この推進と環境の保全というのは、できるというふうに両立できる。どちらかが駄目

でどちらがいいということはないというふうに考えております。 

○議長（森谷岩夫） 松井議員。 

○１３番（松井悦子） ではその両立をしていくという、ベストな方法をお聞かせいただきま

す。 

○議長（森谷岩夫） 深津町長。 

○町長（深津 徹） そのためにも今、ルール作りをしているところでございます。 

○議長（森谷岩夫） 松井議員。 
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○１３番（松井悦子） 遅ればせながらルール作りがされるということで期待をしておるわけ

ですけれども、しっかり実効性のあるものにしていただきたいと、そのように思います。 

国が進めているということですが、松川町でも自然エネルギーを進めるという、それ

に習って進めるんだという、先ほどしかしながら申しましたけれども、自然エネルギー

の電気が増えれば増えるほど消費者、消費者といってもこの松川町だけを考えますと、

一般家庭に電気代が上乗せをされておるわけですね。そのことを考えたときに、推進と

いうことを唱えるのであれば、その上乗せ分についても町が責任をもつべきではないか

とそのように思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（森谷岩夫） 深津町長。 

○町長（深津 徹） そのシステム等については、また国の方が考えていく。町がその責任を

負うということは、ちょっと難しいかなというふうに思っております。 

○議長（森谷岩夫） 松井議員。 

○１３番（松井悦子） 直接的に責任を負うことは、難しいかもしれませんけれども、そうい

うシステムの中で町民が多大な犠牲を払っておるという、そこの認識はぜひしていただ

きたいとそういうふうに思いますが、どうでしょうかね。 

○議長（森谷岩夫） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 承っておきます。 

○議長（森谷岩夫） 松井議員。 

○１３番（松井悦子） 多くの町民が、非常に懸念を抱いて、それからところ構わず太陽光発

電所が作られて、非常に悲しい思いをしている町民がいるわけです。 

それにも関わらず、町民を守るべき町が、町長が、ここで一層のさらに推進をすると

いうこと。これはもうどういうことなんでしょうかね。町民の悲しみを受け止めること

ができないという、そういうことでしょうか。あまりにも無神経ではないかと思います

が、その点いかがでしょうか。 

○議長（森谷岩夫） 深津町長。 

○町長（深津 徹） いや、今、議員の方から、なお一層推進をするというお言葉で、もしも

そういう受け取られ方をされたらお詫びを申し上げたいというふうに思っております。 

この推進方針を継続していくということでございます。 

今、なお一層推進をしていくという言葉を言われましたんで、そういうふうにもし受

け取られたとしたら、私の言い方がまずかったかなというふうに思っております。 

○議長（森谷岩夫） 松井議員。 
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○１３番（松井悦子） 一層という言葉は違っておったかもしれません。撤回いたしますが、

それにしても推進という言葉が出てくるという、そこのところにこの町民の皆様の悲し

みが受け止められていないというふうに私は思います。そういう行政ってそんなもので

はないと思いますよね。やはり町民の皆様の気持ちに忠実に添った行政がされるべきだ

というふうに思いますが、そのあたりいかがでしょうかね。 

○議長（森谷岩夫） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 決して町民の皆さんのそうした声を受け入れないとか、そういったこと

で今、やりとりをしているんではないというふうに私は思っております。 

そうした中で今、ルール、あるいは税等についてしっかり精査をしているわけでござ

いまして、自然エネルギーに対する利用推進方針というのをここでやめますとか、そう

いう思いではなくて、やはり当初立てたように様々な自然エネルギーについてこうして

決めて、これを継続していきたいという思いでございます。 

決して住民の皆さんのそうした思いを、聞き入れていかないという気持ちではござい

ません。 

○議長（森谷岩夫） 松井議員。 

○１３番（松井悦子） ぜひ、これから行政を運営していく上で、一方の一方の方の思いだけ

を取り入れるのではなくて、やはり町全体の町民の皆さんの声が反映されるようなそう

いった施策を講じていただくということが肝要ではないかというふうに思うんですね。 

それは１００％というわけにはいかないかもしれませんけれども、やはり隅々までお

声を収集するといいますか、お聞きをするという中で進めていっていただかないと、や

はり町民同士が無用な対立をする、そういった事態にもなるというふうに、やはり町の

運営ですから、行政が間違いなくきちっと抑えるところを抑えていただければ、町民も

また迷うこともないというふうに思いますので、ぜひ今までのことは今までのこととし

て、これから進める進め方について、誰もが納得ができるようなそんな方法で、この特

に税制の問題もそうですし、それからこの自然エネルギーに対する進め方も、国が良い

からと言っているので、松川町にそのまま良いということばっかりではないと思います。

全く国は、日本の国を大きな大枠で言っているわけでありまして、それが松川町にその

まま当てはまるかどうかという、そこのところは安易に取り入れて良いものばっかりで

はないと思いますので、ぜひそのあたり今後とも熟慮されて進めていただきたいと、そ

んなふうな要望をいたしまして終わりにいたします。 

○議長（森谷岩夫） 深津町長。 
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○町長（深津 徹） 今までの中で、決して行政が業者の肩を持ってとか、そういったことを

したつもりは全くございません。公平の中でやってきたつもりでありますけれども、や

はり問題点もなかったわけではないというふうに思っております。 

町の方でも太陽光が進んでくる中で、住民の皆さんの声があり、そして間に入ってや

ってきた部分もありますし、またこれは太陽光発電事業の実施にあたり事業計画及び地

域へのご配慮のお願いということで文書を作って配布をしたりしてきたわけであります

けれども、それも不備なあるいは周知等あったのかなとも思いながら反省をしていると

ころでございます。 

しかしながら、この自然エネルギーへの取り組みがすべて悪い。太陽光イコール悪で

あるというような風潮がややもすると出てきてしまうのがちょっと残念だなというふう

にも思っております。 

決してどちらの肩を持つということではなくて、公正にしっかりと考えてまいりたい

というふうに思っております。 

○議長（森谷岩夫） 松井議員。 

○１３番（松井悦子） ちょっと言い忘れました。 

役場窓口へこの太陽光発電についてですけれども、相談に何人もの方が見えられたと

思います。その時に一番情けなかったのは、方法がないんだと、どうしようもないんだ

だと。個人の土地の問題からどうしようもないんだということで、全く町民の皆さん、

なすすべがなかったという、そのことが一番残念だというふうに思います。例え現状そ

うだとしても、最大限の努力をするとか、例えば理事者と相談をするとか、それからそ

れなりの温かみのある窓口での対応というものがやはり求められるだろうというふうに

思います。 

そういったことのその対応の問題でも、また新たな行政への不満というものも当然生

じてくるでしょうから、ぜひそのあたり今後このことばっかりではないかもしれません

けれども、心していただきたいなと、そんなふうに思います。 

これで終わりにいたします。 

 

◇ 中 平 文 夫 ◇ 

○議長（森谷岩夫） 続きまして５番、中平文夫議員。 

○５番（中平文夫） それでは質問に入らせていただきます。 

私の方では、これでよいのか働き方改革という題であります。 
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この件に関しては、私が議員になってからも毎回一般質問のたび、あるいは総括質問

のたびごとに各議員の方々から質問されて、ああでもない、こうでもないという答弁を

いただいております。しかし、なかなか進んでないのが実情ではないかなと、そんなふ

うに思っております。 

それで今日は、人材育成の中で新人の研修、あるいは評価者訓練、自己啓発、それに

続いて最後に職場環境改善委員会について質問させていただきたいと思います。 

今年は、新人の方が多く、松川の役場にも入られました。 

非常に大切な人材かと思っております。その方々を今、どのようなカリキュラムで教

育、あるいは研修をしているかを最初にお伺いしたいと思います。 

○議長（森谷岩夫） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 中平文夫議員のご質問にお答えをしてまいります。 

大きくくくれば働き改革だということだというふうに思っております。 

これは今、全国的にも大きな課題になっており、話題になっていることであり、また

松川町におきましても、今までも議員の皆さんからいろいろご指摘をいただいて、職場

環境の改善というようなことで提案、あるいはご意見をいただいてきております。 

今、取り組んでおる状況等について、担当課の方からお答えをしてまいります。 

○議長（森谷岩夫） 塩倉総務課長。 

○総務課長（塩倉智文） 今年新卒で採用されました職員は１０名でございます。 

今年の採用試験の採用の研修計画に基づき研修を行ってまいりました。３月１６日か

ら９月２７日までの間に、７回の講座と延べ日数で１３日を数えております。 

そのほか、それぞれの専門研修ですね、それぞれ自分が配属された業務の専門研修を

行いまして、すべての中で公務員としての心構え、社会人としての責任、松川町役場職

員としての基礎知識や業務のスキルアップ研修を行っております。 

また、業務の遂行につきましては、先ほどの専門研修も含めて、ＯＪＴということで、

所属の係長、先輩が育成にあたっております。 

今年度４月に新人職員の基礎研修ということを行いました。この中では、町長の訓示

やそれぞれのもの、例年にはなく充実したものになっておりまして、こういうところで

皆さんからのご意見をちょうだいしながら、育成計画に基づいた育成をしております。 

○議長（森谷岩夫） 中平議員。 

○５番（中平文夫） お答えをいただきました。 

今、お伺いしますと、３月から９月まで７回の研修、延べ１３日等々、基礎知識から
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社会性の分まで含めて研修、講習をやっているというようにお伺いしました。 

ではその中で、一番大事に研修していることはなんなんでしょうか。それをお伺いし

たいと思います。 

○議長（森谷岩夫） 塩倉総務課長。 

○総務課長（塩倉智文） やはり仕事への責任を持って仕事に当たっていただくということか

と思っています。 

○議長（森谷岩夫） 中平議員。 

○５番（中平文夫） そうしますと、責任感のある新人教育がなされているというように解釈

されます。 

新人の教育というのは、今日やって今日結果が出るものではありません。これから１

０年先、２０年先にその新人の方々がいかに町政の中で、行政の中で、自分の力を発揮

できるかという基礎知識、あるいは社会性を研修するというのが大きな役目だろうと思

っております。と同時に、預かった、せっかく松川の役場を選んで入社された方々が、

失望のすることのないような教育をぜひやっていっていただきたいと思います。 

企業は人なりということわざもあります。今、ＮＨＫでやっている朝の連続ドラマの

わろてんかの中でも、「人は財なり」ということで言っております。どうしても人という

のは財産、企業も人なり、役場も職員の人たちの質が上がれば、それだけ良い仕事がで

きるということであります。 

今年入られた方々が、５年１０年経ったときに非常に仕事ができるかどうかというこ

とは今、教育している部分が大きくかかろうかと思いますので、ぜひしっかりやってい

ってもらいたいと思います。 

余談でありますけれど、今年の新人はＳＴＬという言葉で言い表されるというように

言われております。Ｓは新人、Ｔは新人なのに態度が。ＬはＬサイズということで、今

年の新人はそういうふうに表されております。多分その中には、松川に来られた方々も、

この言葉に当てはまる方々もいらっしゃると思いますけれど、そういう方々がぜひ今後、

松川の中で力を発揮できるようにぜひしていってもらいたいと思っております。 

続いて評価者訓練ということでお伺いしたいと思います。 

今、これをどのようにやっているかをお答えいただければと思います。 

○議長（森谷岩夫） 塩倉総務課長。 

○総務課長（塩倉智文） 評価者訓練ということのご質問でございます。 

評価者ですので、係長以上の研修という捉え方でございますが、今年度につきまして
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は、係長以上研修ということで、重要なスキルとして傾聴のスキルがあるのですけれど

も、近年行っている様々な研修で、傾聴の大切さというのを確認して実技を行っており

ます。 

また、今年度は、心理相談役による課長の個人面談を行ってまいりました。面談の中

で出てきた問題点を理事者にご提案する予定でございます。 

また、今後管理監督者として、マネージメントの講習を行う予定にしております。 

また、ストレスチェックの結果を受けまして、衛生委員会が主催する係長以上のメン

タルのマネージメント研修を１月に行う予定でおりまして、総じまして評価者としての

研修は年に２から３回という程度になるかと思います。 

○議長（森谷岩夫） 中平議員。 

○５番（中平文夫） 評価者訓練というのは、新人の研修よりももっと重要になろうかと思い

ます。 

と申しますのも、評価者というのは今後、町の中で人を評価するという部分が大きく

なってこようと思います。その時に評価する人の知識、力量、人間性、そういったもの

まで含まれてくると思います。 

今言われたマネージメントの件、傾聴の件、いろいろあろうかと思いますけれど、９

月の一般質問の中で課長は、「評価者訓練の中で人事評価の一番の目的は人材育成」とい

う話をされておりましたけれど、この人材育成というのは何を指しているんだろうとい

うような気がします。評価する人は、評価される側の人間のこの人がこの職種で良いの

かどうかとか、あるいは何が得意でどんな性格かと。あるいは評価したときに評価され

る人から見て評価する人が信頼できるかどうかというところが、大きな部分になってく

るんじゃないかなと思います。 

だからそういうことまで含めて、身をつけていかないと評価者訓練にはなっていかな

いんじゃないかなと思っております。 

そこら辺も含めて、もう少し評価者訓練の中で一番力を入れているところはどこかを

もう一回お伺いしたいと思います。 

○議長（森谷岩夫） 塩倉総務課長。 

○総務課長（塩倉智文） 評価者研修という形で話し合いを行っていることがよく自前でやる

というか、私たちの中でこういうことで壁にぶつかり合っているよということを出し合

うようなそういう研修会が主にやっておりました。 

この頃、それが行き詰まっていることが確かでございまして、皆さんからのご指摘も



 －132－ 

あることかと思います。 

そこで、現在係長の中で企画を考えておりますが、民間の力をお借りして、費用はか

かりますけれども、評価者の研修を行いたいということで考えておりまして、今年度の

費用があるうちに今年度に行うか、来年度になるかということはちょっと費用を見なが

ら行っていく予定でございます。 

おっしゃっているように、人物を見て、それからその方を褒め、伸ばし、またつまづ

きについては手を差し伸べられるような管理者、評価者にならないといけないというこ

とで、そういうことができるような研修にしたいというふうに思っております。 

○議長（森谷岩夫） 中平議員。 

○５番（中平文夫） そうしますと今のお話ですと、外部への訓練、そういう研修というのは

今後始めるということでそういうふうに理解してよろしいんですか。今まではやってな

いということで、あるいは回数が少なかったかどうか。 

○議長（森谷岩夫） 塩倉総務課長。 

○総務課長（塩倉智文） 評価者訓練という形で、人事評価に対しての評価者の研修について

は、民間の力をお借りするのは今回が初めてでございます。 

ただ、人事評価を作るときには、アドバイスというような形で行ってまいりましたけ

れども、１０年経過して近頃やっていないということが現状でございますので、民間の

力をお借りするという計画でおります。 

○議長（森谷岩夫） 中平議員。 

○５番（中平文夫） 我々議員もいろいろのところに外に向かって研修に行っております。ぜ

ひ、中ばっかじゃなくて、外の研修を受けて、外の意見も聞いて、ぜひ今後は進めてい

っていただきたいと思います。 

それに関連して、自己啓発という形で、今、役場の中ではなんか自己啓発に関するこ

とをやっているのかどうか、あるいはやっていたらどんなようなことをやっているかを

お伺いしたいと思います。 

○議長（森谷岩夫） 塩倉総務課長。 

○総務課長（塩倉智文） 数年前なんですけれども、若手の職員が中心になって、夜の勉強会

というのをやっていただいた。自習なんですけれども、会がございます。 

今、その会が地域を考える会というような会だったんですけれども、それから派生し

まして、現在生田の遊休農地でお米を作るという活動をしています。 

新しく入った職員も何人かそこに参加して、延べ７～８人のメンバーなんですけれど



 －133－ 

も、やっております。 

この活動も３０代以下の職員が発案した活動でありまして、やっぱりこういうような

自主的に発生した活動が、将来まちづくりやこの地域づくりにつながっていくことを期

待しております。 

○議長（森谷岩夫） 中平議員。 

○５番（中平文夫） そうしますと、役場の中では今、例えば自己啓発をこういうふうにしま

しょうとか、ああいうふうにしましょうとか、そういうことを一切やっていないという

ように解釈してよろしいんですか。 

○議長（森谷岩夫） 塩倉総務課長。 

○総務課長（塩倉智文） そうですね、自主性を求めておりますので、おっしゃる意味で言う

とやってないということになります。 

○議長（森谷岩夫） 中平議員。 

○５番（中平文夫） 聞いてびっくりしているんですけれど、大体の会社というのは自己啓発

というのは自分でいろいろなことを、例えば趣味の部分でも良いし、何でも良いですか

ら、何か１つの仕事以外のことで自分で何かを見つけて、それによってスキルアップし

ていくということをどこの会社でもやっております。 

これはそれだけじゃなくて、それをやることによって職場環境とか、人間環境に大き

な影響を及ぼしますので、ぜひ役場の中でも１つ２つテーマを設けてやるようなことを

ぜひ今後考えていってもらえればと思っておりますのでよろしくお願いします。 

それでは本題の方に入ります。 

職場環境改善委員会ということで、９月の時点で「職場改善環境委員会の方向性が見

えていなかった」という答弁をされました。その後、方向性とか目的とか、今どのよう

になっているかをちょっとお答えいただきたいと思います。 

○議長（森谷岩夫） 塩倉総務課長。 

○総務課長（塩倉智文） 職場環境改善委員会につきましては、現在３回の会議を終了してお

ります。 

今年の職場環境改善委員会のメンバーなんですけれども、事務局を含めて１４名でご

ざいます。 

多くのメンバーが係長以上で占めておりまして、３名の課長も含まれております。 

委員の中の課長３名と事務局が方針を決めまして、委員会の方向を確認しながら行っ

ております。 
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方向性なんですけれども、第１回の委員会から私が考える理想の職場はなんだろうと

いうことをテーマに、ワークショップ形式で話し合いを進めております。 

○議長（森谷岩夫） 中平議員。 

○５番（中平文夫） 今、理想の職場なんだろうということでワークショップでやっておると

いうことですけれど、職場環境改善委員会の最終的な目的なんなんでしょうか。 

○議長（森谷岩夫） 塩倉総務課長。 

○総務課長（塩倉智文） これは職場環境改善委員会の準備会として、課長たちの作る委員会

があるんですけれども、その中で出された最終目的としましては、役場内の問題をえり

出して、その問題に対して対処する課をより分ける、選り分けるという目的がございま

す。それが最終目的になります。 

○議長（森谷岩夫） 中平議員。 

○５番（中平文夫） 今の話ですと、目的を選ぶだけが環境改善委員会の目的なんでしょうか。 

○議長（森谷岩夫） 塩倉総務課長。 

○総務課長（塩倉智文） 今、その選り分けて、この問題解決はこの課がやりますよ、この問

題解決はこの委員会がやりますとの選り分けた先で、その問題提起をして、その問題提

起をされた課の機関がまた問題解決について取り組んでいくということで考えています。 

○議長（森谷岩夫） 中平議員。 

○５番（中平文夫） 今の話を聞いてちょっとびっくりしているんですけれど、今のは手段で

あって目的じゃないと思います。 

改めて聞きますけれども、目的はなんでしょう。 

○議長（森谷岩夫） 塩倉総務課長。 

○総務課長（塩倉智文） 理想の職場を作っていくというか、働きやすい場所を作っていくと

いうのが目的かと思います。 

○議長（森谷岩夫） 中平議員。 

○５番（中平文夫） 理想の職場とはなんでしょうか。 

○議長（森谷岩夫） 塩倉総務課長。 

○総務課長（塩倉智文） それを今、みんなで考えていくということかと思っています。 

○議長（森谷岩夫） 中平議員。 

○５番（中平文夫） ちょっとあんまりちょっと質問ができないんだけれど、それだと進んで

いかない。 

ちょっとほかの視点を変えます。 
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３月に職場環境委員会で、おもてなし講座をやって、去年の１１月から３月で終結し

たという話をされて、おもてなし講座をやったということが書かれておりました。これ

で何がどのように変わったかを教えていただきたい。 

○議長（森谷岩夫） 塩倉総務課長。 

○総務課長（塩倉智文） おもてなし講座につきましては、平成２８年度の職場環境改善委員

会の発案で行った事業であります。 

町長、副町長をはじめ、関係係長と改善委員の合計３５名の職員が受講いたしました。 

この講座のポイントは、ポジティブシンキング、前向きに考えることだったというふ

うに思います。 

また、当たり前のことが当たり前にできること。相対している目の前の人が自分に対

してその人がどのような期待をしているかを推し量り、その期待に応える行動ができる

かというような講座でございます。 

それまでなかった視点で、コミュニケーションをどういうふうにとっていくという、

新しい一石を投じられたかなというふうに思っております。 

このおもてなし講座を複数回行っている清流苑の総支配人からは、「一回だけではなか

なか成果が出なかった。何回かお呼びしているうちに清流苑の職員が変わってきたよ」

というふうに言われたというアドバイスがありますので、今年度も若手を対象にして継

続したいと思っておりまして、２月に開催を予定しております。 

○議長（森谷岩夫） 中平議員。 

○５番（中平文夫） やっぱり先ほどのところに返っちゃうんですけれど、やっぱり職場環境

改善委員会の最終的な目的が明確になってないから、こういう一つ一つのものがうまく

いってないんじゃないかなというような気がしております。 

それでは１つお伺いしますけれど、総務課長はこうした委員会立ち上げるにどこかで

研修を受けてきているか、あるいは誰かの講義か何か受けているかどうかをお伺いした

いと思います。 

○議長（森谷岩夫） 塩倉総務課長。 

○総務課長（塩倉智文） 相談は心理相談役にしております。 

心理の相談役を２年前からお願いしておりますので、その方に民間の手法はどういう

やり方なのかということをアドバイスは受けております。 

ワークショップにつきましては、私もリーダー塾に通わせていただいておりましたの

で、ファシリテーション研修は受けております。 
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○議長（森谷岩夫） 中平議員。 

○５番（中平文夫） それでは外での講習というものは受けていないと。 

○議長（森谷岩夫） はい。 

○総務課長（塩倉智文） 議員のおっしゃるとおり、まだ受けてはおりません。 

○議長（森谷岩夫） 中平議員。 

○５番（中平文夫） わかりました。 

それ大体職場環境改善委員会のやり方がだんだんわかってきました。 

それで２９年度の上期の組織目標、進捗状況、この中にはいろいろ例えば第１回目の

５Ｓ推進委員会を９月に設置したとか、あるいは窓口接客クレーム対応を７月にやった

とか、役場の窓口アンケートの回収率を上げるとか等々いろいろのことが出ております。 

これはいろいろ考えますと、やっぱりその職場環境改善委員会の中にどういうふうに

持ち込むかというのが非常に重要じゃないかなと思っております。 

これ見てみますと、私が感じるには、どうしてもこれが外科的の治療であって、根本

的な治療ではないというように思っております。 

例えば職員の在庁時間を把握して、昨年比４５時間以上の残業職員の延べ人員は減少

しているというような結果報告が出ておりますけれど、じゃあこれがなぜ減ったのか。

減った原因は何かということまで考えているかどうかが非常に疑問であります。 

これについては質問をしますということで言っておりませんので、私の意見だけでそ

ういうふうに思っておってください。 

それと５Ｓ運動。これについても、よくよく見ていきますと、２７年度に５Ｓ運動を

やると。それで２８年度は５Ｓ運動を推進するという形で出ておりますけれど、目標、

進捗状況を見ますと、上期ではできなかったから下期で計画すると。ところが下期はで

きなかったというように書いてある。こういうのを見て理事者側はどういうふうに思う

んだろうと。それについて何にも言わないのかなという気がしております。１つはね。 

それで５Ｓ運動というのは、誰かにもちょっとお話ししましたけれど、これは製造業

で非常に有効な手段でありますけれど、行政職では多分向かないと思う。そういうこと

を研究しているかどうか。５Ｓに対してどっか行って研修してきてやっているのかどう

か。非常にそういう点で曖昧さが残っております。 

それで９月の定例会、総括質問の中で私が言ったり、あるいは黒澤議員が言ったりい

ろいろした中で、総務課長は「この職場環境改善委員会が遅れていることは、私の怠慢

である」というお話をしました。 



 －137－ 

また、取り上げるテーマがまだ何を求めるかというところが問題かと。先ほどから聞

いておりますけれども、やっぱりそこの目的が全然わかってないから何して良いのかわ

からないんじゃないかなという点。 

それと「この問題を実際どこの担当が誰が手をつけてやっていくか、あるいはまちづ

くり政策課がやれば良いのかな」というふうに答弁されております。こういうふうに答

弁されておりまして、黒澤議員が質問した中で町長は、「発破をかけている。一生懸命や

っている。なお一層進むように努力を」というように答弁されておりますけれど、その

点についてどういうふうに発破をかけて進捗状況どうなったかをちょっと教えていただ

きたいと思います。 

○議長（森谷岩夫） 塩倉総務課長。 

○総務課長（塩倉智文） まず、５Ｓ推進会議のことのご意見いただきました。 

おっしゃっているとおり、公共の場でうまく使えないというの確かに製造業の方々に

はパシッと出るんだろうと思いますけれども、公共の部分で確かに反映するのが難しい

というのは感じながらやっているのも確かでございます。 

こちらにつきましても、心理相談役も労務の相談もお願いしておりますので、町で取

り入れられる部分をやっていかなければということで相談しながら進めているところで

ございます。 

今、現在、５Ｓ会議につきましては、今まで持っている５Ｓに関連するような町の服

務規程だとか、それからいいむすに取り組んでいるのでいいむすの状況だとか、そうい

うものをすべて整理して、今、私たちのところで持っているすべてのものを確認しあっ

て、これをどう発展していくかという話し合いを重ねております。 

その中で、いいむすつについては、環境マネージメントシステムなんですけれども、

当初の目的が見えてこないというか、新しい職員に浸透していないんじゃないかという

意見が出ましたので、先日いいむすについての研修会を終えたところでございます。 

それから９月の私の発言である「この問題はどこがやれば良いのかな」と言ったのは、

スクラップアンドビルドの件だというふうに私の中では記憶しておりますので、ここに

手をつけるかどうかというのは、今行っている職場環境改善委員会の中で、やはりこう

いうところができていないんじゃないかというところの中には、今出ているのが「業務

量の見直しだとか、業務量を見直しするために事務事業評価を復活させた方が良いんじ

ゃないか」とか、そういう意見が出ておりますので、ここのあたりの問題点を最終的に

は具体的な手法として、それぞれの担当課に投げかけて復活させましょうとか、そうい
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うようなところに持っていきたいというふうに思っております。 

○議長（森谷岩夫） 吉澤副町長。 

○副町長（吉澤澄久） 今、出ました５Ｓについて、理事者は何も言わないのかということか

と思っておりますけれども、実は町長は常々「役場はサービス業だ」ということを職員

に対して言っております。「お見えになる町民の皆様はお客様である」ということをもう

本当に口が酸っぱくなるほど言っていらっしゃるという状況でございます。 

そんな中で私常々役場の中、ちょっと汚いんじゃないかなということを思っていまし

た。いわゆる整理、整頓ができていないということかと思っております。 

そんな中、たまたま私、民間企業さんへ行く機会がございまして、今おっしゃったと

おり、民間企業では５Ｓをやっていらっしゃったということでございまして、そのお話

を聞かさせていただいて、じゃあこれが良いなということを思いまして、役場に戻り、

ぜひそういうのをやろうじゃないかという話をさせていただきました。 

たまたま近隣の町村の商工会さんそんなようなことをやっているということがちょう

ど良いタイミングで報道に出ましたので、そのノウハウをぜひ貸していただきたいとい

うことで、たまたまお知り合いの方いらっしゃったもんですから、お話をさせていただ

いて、講師の先生までご紹介いただいて、やらさせていただいているとこでございます。 

ところが今、おっしゃったとおり、なかなか進んでいないのが現状でございまして、

黙って見ていたわけではございませんけれども、尻をたたきながらやっているのが現状

でございます。 

ただ、今、担当の方からお話あったとおり、新たな会議を作った中でそこで研究をし

ながら進めているということを報告をいただいておりますので、理事者というか私とし

ても期待をしているとこでございます。 

○議長（森谷岩夫） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 今、副町長が答えたとおりでございます。 

これらについては、幾度となくご質問、ご意見をいただき、そのたびにお答えをして

きているんですけれども、今、庁舎内でもやはりそうしたマニュアル、あるいはシステ

ム等もやはり取りかかっていかなければいけないんじゃないかなという思いは持ってい

るところでございます。 

○議長（森谷岩夫） 中平議員。 

○５番（中平文夫） 町長さんのサービス業であるというようなもっともだと思いますけれど、

サービス業の中には５Ｓが使える部分と使えない部分があります。５Ｓの部分、今お答
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えいただいたので、もう少し突っ込んで話聞きたいんですけれど。 

それでは５Ｓに関して研修、あるいはどこかへ行って見聞きして誰かが行ってきて、

それを伝えかどうかをお知らせください。 

○議長（森谷岩夫） 塩倉総務課長。 

○総務課長（塩倉智文） 今年度行っている５Ｓ推進会議では、まだ研修はしておりません。 

ただ、先ほど副町長も申しましたけれども、一度その商工会の方をお願いして、研修

は平成２６年度に行っているということです。 

ただ、それが立ち消えておりまして、昨年ですけれども、心理相談役、労務管理の相

談もお願いしておりますので、その会社を訪ねまして、その会社の研修、中の様子を見

させていただくのを総務課の職員が行っているところでございます。 

○議長（森谷岩夫） 中平議員。 

○５番（中平文夫） ５Ｓの件に関しては、今のお答えでは全然駄目であります。 

あとでもし時間があればお話ししますけれども、時間がありませんので進んでいって、

あればお話ししますけれど。 

先ほどからも町長もそのように話しておるというんですけれど、じゃ町長さんでも副

町長さんでも結構でありますけれど、職場環境改善委員会をどのように考えているか。

必要なのか、必要じゃないのか、優先順位はどうなんだろう。重要度はの見解をちょっ

とお伺いしたい。 

○議長（森谷岩夫） 町長。 

○町長（深津 徹） やはり職場の中で会話が弾み、笑顔が出て、話ができる環境を整えてい

くということは、大変に重要じゃないかというふうに思っております。 

もちろん仕事面でのことは当然、それはまたちょっと別でありますけれども、そうし

たことがですから働き方改革の中で非常に重要なところに位置するというふう認識をい

たしております。 

それから先日も、来年度に向けてのヒアリングがスタートしたわけでありますけれど

も、大きな課題としてその件について取り組んでいこうということで話をしたところで

ございます。 

○議長（森谷岩夫） そいじゃ吉澤副町長。 

○副町長（吉澤澄久） 前にほかの議員さんから、働き方改革の委員はどうするんだというよ

うな一般質問の席がございました。その時私、お答えしたのは、職場改善委員会がこれ

を兼ねてやるということを確か言った覚えがございますので、私としてもすごく期待し
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ている委員会でございます。 

以上でございます。 

○議長（森谷岩夫） 中平議員。 

○５番（中平文夫） 期待しているとか、取り組むとかいう言葉は何回も聞いております。も

う耳にたこができるほど聞いておりますので、それをどうやって進めていくかというこ

とが大切じゃないかなと思っております。 

今まで聞いておりますと、できない部分にどういうものがあるかというと、１つはオ

ーバーワークか、担当しているところがオーバーワークか、あるいはやろうと思ってい

てもやり方がわからないのか、先ほどの５Ｓもそうです。やり方がわからないのか。 

庁舎内で課長の皆さん方に理解されているかどうかと必要性を感じているかどうか、

このぐらいが挙がるんじゃないかなと思います。 

職場改善の環境改善の最終目標は、さっきから何にも出てないんですけれど、私が考

えるには、やっぱり庁舎内の体質改善じゃないかなと。体質改善するにはどうするか。

やっぱり今の業務がどういうふうになっているかをまず知ってからでないと、５Ｓにし

ても全然動かないんです。４０時間残業減らしました。なんで減ったんですか。そうい

うもろもろのことを分析してからでないとものが始まっていかないと。そういうことを

せずにこれやっていても何にも意味もないと思っております。 

であるから、今の通常業務がどうなっておるか。縦割り、横割りの割合、あるいは有

給休暇がきちっと取れているかどうか。有給休暇の取得率、平均残業はどうなっておる

か、あるいは長期休業しておる人はどうなっておるかと、こういうものを徹底的に分析

してからでないと、職場改善の委員会というものはもてないと思うんです。ワークショ

ップで何しようが、もうそれは外科的な治療であって、根本的にはできないと思ってお

ります。 

この間の議員との語る会の中でも、町民の皆さんも非常に心配しております。役場の

若い職員の意見を潰さないよう、意見を採り上げれるような仕組み、あるいは職員のや

る気、アイデアを活かせる働きやすい環境づくりとか、昨年新聞で報じられた役場内の

問題、あるいは改革の進まない労務管理、マンパワーの不足といろいろ出ておりますけ

れど、こういうものを非常に町民の皆さんも心配して見ております。 

１年かかっても何にも進んでいないというのが現状ではないかなと思っております。 

私はもうこれは待ったなしのことをやっていかなきゃいけないんじゃないか。 

今の総務課長も９月の定例会でもお話ししておりますけれど、やはりこれを兼任でこ
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のままやっていてもああだこうだ言ってて、来年の３月になりゃまたできませんでした

と、何にも進んでいかない。目標もわからずに今までやっていたの何でやっていたかと

いうの。職場改善の目標はなんなのかも全然決めずにやっておっても、それは前に進ま

ない。 

私は１つ提案しておきます。今までのやり方ではまず進んでいかないと思いますので、

これは兼任というのを外して、１人専任の特任課長を設けるか、あるいは副町長がトッ

プでこれを推し進めていくというようにしていかないと進んでいかないというように思

っております。 

山本五十六も言っておりました。「やってみて、言って、聞かせて、させてみて、褒め

てやらねば人は動かん」といろいろ言っております。 

ですからぜひそういうようなことも含めて、ぜひ庁舎内で検討していただいて、また

同じような質問が出なくても良いような体制を、ぜひほかの課長さんも含めて協力して

いただいて、職場環境改善委員会が前へ進むようにぜひ進めていっていただきたいと思

っております。 

以上であります。 

○議長（森谷岩夫） そいじゃ塩倉総務課長。 

○総務課長（塩倉智文） 貴重なご意見どうもありがとうございます。 

目標がないということをご指摘いただきました。 

目的としては書いてはあるんですけれども、皆さんで話し合った上で出していこうと

いう、ちょっと遠回りなやり方をやっているというのが現状かと思います。 

皆さんの中から職員の中から出てきた意見だったら揺るがないだろうというのが私の

思いだったのですけれども、それで歯がゆく見ていただいているかと思います。 

また、参考にいたしまして、考えてまいりたいと思います。 

ありがとうございました。 

○議長（森谷岩夫） お諮らいをいたします。 

休息をとりたいと思いますが、よろしゅうございますか。 

（「異議なし」との声あり） 

○議長（森谷岩夫） それではちょっと時間も押しておりますので、３時１０分まで休息にい

たします。 
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休  憩  午後２時５５分 

再  開  午後３時１０分 

 

○議長（森谷岩夫） それでは再開をいたします。 

 

◇ 川 瀬 八十治 ◇ 

○議長（森谷岩夫） 引き続きまして３番、川瀬八十治議員。 

○３番（川瀬八十治） それでは通告に従いまして、質問をいたします。 

今回は、入学祝い金と固定資産税についての質問となります。 

初めに、入学祝い金についての質問であります。 

今年度から町施設の屋根へ設置された太陽光発電の売電益で、小学校、中学校、新し

く入学される家庭に対しまして祝い金が支給をされました。 

入学につきましては、大変に費用がかかると聞いておりますので、その意味では非常

に大きな意味を持つ制度だと思います。 

９月の定例会で、太陽光発電の売電益で来年度も支給をされるようにお祝い金の補正

予算も組まれました。この祝い金制度につきましては、太陽光の売電益ということであ

りますので、これは長期的に継続をしていくのかをお聞きしたいと思います。 

○議長（森谷岩夫） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 川瀬八十治議員のご質問にお答えをしてまいります。 

松川町で行っております太陽光発電によります小中学生の入学祝い金についてでござ

います。 

このことにつきましては、議会の皆様方にお諮らいをし、会計、特別会計を設けまし

て、それから基金からいったんお金をお借りして８，０００万円あまりだというふうに

思っておりますけれども、お借りをし、２０年間にわたって基金へ戻していく。そして

その売電益については、子育て支援に使っていきたいということを全協で皆さん方にお

話をしたところでございます。 

その後、事業化が進みまして、そして２８年度からいよいよ予算に組めるということ

で、その売電益、おおむね５００万円前後でありますけれども、様々な返済、あるいは

基金としてとっておかなくてはならない部分を除いた５００万円。今年度はおおむね予

想では６００万円ぐらいになるんではなかろうかというふうに聞いておりますけれども、

それをどうやって使っていく。子育て支援ということで方針を決めておりました。 
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その後、担当課の方に「今、子育て支援の中で子どもたちを育てていく中で経済的支

援、様々な形があるが、どんなどれが良いか精査をしてほしい」ということで、いろん

な形で精査をいたしました。 

そうした中で、まちづくり懇談会等で、住民の皆さんから子どもが、孫が、お年寄り

から「孫が実は３人学校へ上がる」と。「いろんな娘さんの子ども、自分のとこの孫とラ

ンドセルだけで非常に大金がかかる」それがずっと心のどこかにありました。「子どもた

ちが保育園に上がるとき、それから小学校に上がるとき、中学校に上がるとき、どのく

らいかかるんだか精査をしてほしい」ということでデータを出してもらいました。 

そしてまた学年費、給食費、様々な形でデータを見る中で、入学祝い金ということを

決定して、スタートしたところでございます。 

それが今日ここに持ってきておりますのは、８月１４日の朝日新聞の全国版でありま

すけれども、自治体の電力小売り拡大というようなこと。それから電力でどんなような

形で自治体が取り組んでいるかということが載っておりまして、地域貢献ということで、

松川町のこの例が載っております。東京から朝日新聞の記者が取材に来まして、名子中

央保育園等を見て、町としてこういうふうに取り組んで地域貢献をしているということ

で、新聞に載った次第でございます。 

なかなか地方自治体の中でも太陽光に取り組んでいるところもあるのですけれども、

なかなか地域貢献という形で明確な形でやっているところがまだ少ないというようなこ

とでございました。 

地域の資源を地域を豊かにするために使われるべきであるというようなことや、それ

から細かいことでありますけれども、やはり再生エネルギーを増やしていかなくてはな

らない。 

それから最後のところには、「自治体が知らぬ間に誰が立てたかわからないような設備

がトラブルの火種になりやすいことがもう多く事例として伺われる」と、そんな問題点

も含めた記事でございました。 

この記事を見た静岡県の八重津の人たちが、これ８月でしたか９月だったかな、視察

にまいりました。その方たちは、浜岡原発を考える会という会の皆さんでございました。

話をし、現場を見ていただいて帰られた。そんな事例でございます。 

この事業を来年も継続していくのかということでありますけれども、継続してまいり

たいというふうに思っております。 

これがそいじゃ２０年先がどうなんだということになりますと、いろんな時代背景。



 －144－ 

今、ちょうど国を挙げての子育て支援、様々な経済的支援も進めようということで国は

考えております。そうした意味では、合致する事業ではないかなというふうに思ってい

る次第でございます。 

細かい数字等、もしご質問があれば担当の方からお答えをしてまいります。 

○議長（森谷岩夫） 川瀬議員。 

○３番（川瀬八十治） 今、子育て支援に充てるというようなことで、本当に素晴らしいこと

かと思います。 

今、売電益、２８年度は約５００万円前後、また２９年度につきましては６００万円

くらいを予想しておるということであります。そうしますと２０年今、町長言われまし

たように、１億円余のお金が売電益として毎年加算されればそういうふうになるかなと

いうふうに思っております。 

２万円のお金以外にこの余ったというか、残りのお金をどういうふうに使うかのお考

えがあればお聞かせ願いたいと思います。 

○議長（森谷岩夫） そいじゃ福島こども課長。 

○こども課長（福島敏美） お願いをいたしたいと思います。 

ただいま議員申されますとおり、昨年が５００万円、２８年度が５００万円程度、ま

た２９年度については６００万円程度ということで、担当課の方からデータをいただい

ておるところでございます。 

本年度２年分の２学年分の児童生徒の皆さんの入学祝い金を予算計上させていただき

まして、そのトータルが９４４万円というようなことでございます。 

若干の基金への残金を残っていくわけでありますけれども、これから先ほど町長申さ

れましたとおり、将来も継続していくというようなことの中で、日照時間の問題ですと

か、これから設備の老朽化によります発電量の低下等もございます。 

ただいまの入学祝い金制度、また将来を見込む中で安定した税源とするのがまず第一

ではないかなというふうに考えております。 

以上です。 

○議長（森谷岩夫） 川瀬議員。 

○３番（川瀬八十治） ただいま答弁いただきましたけれども、また２８年度でありますが、

小学校、中学校別に何件の家庭が該当にあったか。 

また、それぞれの申請がどのくらいあったかの数字があればお聞かせ願いたいと思い

ます。 
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○議長（森谷岩夫） 福島こども課長。 

○こども課長（福島敏美） 初年度でございました。小学生が１１３名、中学生が１２９名、

計２４２名が対象でございました。 

支給につきましては、その全員２４２名全員の方に入学祝い金をお渡しさせていただ

くことができました。 

支払いにつきましては、できるだけ新年度早くというようなことの中で、４月中にお

支払いできた方については９６％、２３２人の方にお支払いをさせていただくことがで

きました。 

若干書類を提出いただけなかったりするような方もいらっしゃいましたが、最終的に

全員の方に入学祝い金をお渡しさせていただくということになりました。 

以上です。 

○議長（森谷岩夫） 川瀬議員。 

○３番（川瀬八十治） 該当される家、家庭が全員の方が支給できたということは、これもま

た素晴らしいことだと思います。 

来年度は２３０人くらいですかね、来年度につきましては、ここら辺の数字はよく私

の方も把握はしておりませんけれども、ぜひ素晴らしい制度にしていただきたいと思い

ます。 

また、中学校だけにここで絞ってみますと、入学金以外にかなりお金がかかるという

ふうに聞いております。 

そこら辺についてどのくらいかかるかわかっていたら教えていただきたいなというふ

うに思っております。 

○議長（森谷岩夫） 福島こども課長。 

○こども課長（福島敏美） その件につきましては、学校の方にも紹介をさせていただいてお

りますけれども、中学校入学後に必要なものについては、デザインセットでありますと

か辞書、柔道着、これにつきましては、学校のものを使用することもできますが、１年

生のときに購入をいただいておるということでございます。 

しかし、兄弟、姉妹等いらっしゃる方については、そのものを使えるということで、

必要な方のみ購入をしていただいておるというふうにお聞きしております。 

また、部活に必要な経費ですとか、そういうものはそれぞれ部活によって異なってく

るかなというふうに思います。 

それ以外に、全員が対象として学校で購入をお願いしておる学用品等についてはない
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というふうにお聞きしております。 

以上です。 

○議長（森谷岩夫） 川瀬議員。 

○３番（川瀬八十治） 例えばの例でありますけれども、トレーニングシャツ上下だとか、シ

ューズであります運動靴、これはやはり子どもさんの成長が著しいということはありま

して、特に靴なんかは毎年いるというようなことを聞いております。使い方によっては

長持ちする場合もありますけれども、靴の場合はどうしても足が大きくなっていって履

けないとかということもありまして、非常に今言ったもの以外がお金がかかるなという

ふうに聞いております。 

次の質問でありますが、リユース用ということで、上片桐の改善センターに設置して

ありました。その状況、また中学校では聞くところによりますと、県下でもリユースの

率が非常に多いというふうに聞いております。これについては、兄弟がおったりいろい

ろする関係もあるかと思いますけれども、実際今の現状はどんな状態なのかをお聞かせ

願いたいと思います。 

○議長（森谷岩夫） リユースについて。 

福島こども課長。 

○こども課長（福島敏美） 先ほどの経費ですけれども、それぞれお子さんの成長の度合いと

いいますか、それぞれ異なりますので、それについてはちょっと先ほどご説明の方は申

し上げなかったところでございます。 

リユースにつきましては、平成２２年から中学校のＰＴＡの皆さんが対応していただ

いておるんですけれども、制服ですとか体操着、バッグなどについてリユースを行って

いただいております。 

これは、リユースを通じて物を大切にする精神を育むともに、保護者の費用負担の軽

減を図ることを目的に行われているというふうにお聞きしております。 

この取り組みにつきましても、年を重ねてまいりまして、定着した事業として多くの

方に利用されております。 

利用された方からは、「状態を良いものを捨てるにはもったいなかったというふうに思

っていたけれども、リユースの仕組みがあって良かったです」とか、「経済的に助かる」

というような声を聞いております。 

平成２９年度におきましては、約２００点がリユースされているというふうにお聞き

しておりまして、大変効果を上げていただいておるところでございます。 
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また、今月に入りまして、県の教育委員会の方から連絡がございまして、県で作成し

ます保護者負担軽減ガイドラインというのがあるんですが、松川中学校のリユース事業

について優れた取り組みの事例として掲載し、県内にも紹介されるというようなことに

なっております。 

よろしくお願いします。 

○議長（森谷岩夫） 川瀬議員。 

○３番（川瀬八十治） 今、リユースにつきましては、理解をいたしました。 

私も自分の兄弟男ばっか３人でありましたので、下へ下へといったような形でお古と

いう言い方になると思いますが、弟の方へ回ってなるべくお金を使わないようにしたん

ではないかというふうに思っております。 

また、平成２８年、国民生活基礎調査によりますと、６人に１人が貧困であるという

ような数字も出ております。 

先ほども申し上げましたように、入学金祝い以外にやはりお金がいるということであ

りますので、先ほどから申し上げておるように、売電益プラスになっておりますので、

ぜひそこら辺のところを何か補助的にできるような制度を検討していただけないかとい

うことでありますが、その点につきましてはいかがでしょうか。 

○議長（森谷岩夫） 町長、そいじゃ。 

○町長（深津 徹） この入学祝い金制度をスタートするにつきまして、先ほど申し上げまし

たように、保育園に上がるときに保護者の皆さんはどのくらいいるんだろうな。小学校

へ上がるときに着るもの、入学のするときのいろんな服や靴、いろんなのどのくらいか

かるんだろう。中学に入るのにどのくらいかかるんだろう。 

これはデータでピシャッとしたものがありません。だけれども、いわゆるヒアリング

の中でおおむねわかってくることですので、それを出していただき、そして学年費、入

ってからどのくらい北小、中央小、中学校、それぞれもすべて出しました。給食費がい

くら、それからあるいは旅行へ行くための修学旅行のためのそのデータ、おそらく担当

課持っているというふうに思っておりますけれども、おおむね十数年前に実は私が議員

の時にそのデータ、東小いくら、全部出してもらいました。そうした中で支援をという

ようなことを申し上げましたんですが、その書類がちょうどありましたので担当課の方

に話をしまして、こういう形で出してほしい。 

そこで教育委員会としっかりと精査をする中で、この事業について決め、それから教

育長の方からも今は学年費でいただいているものを公費でこの部分については公費にし
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ていきたいというようなことで、今年度そういう形をとっているところでございます。 

それから今、川瀬議員の質問は、まだ余剰金があるんで何か使えないかというご質問

だというふうに思っておりますけれども、これはまたしっかりと精査して考えてまいり

たいというふうに思っております。 

○議長（森谷岩夫） 川瀬議員。 

○３番（川瀬八十治） 今、町長の方からしっかりと精査していただけるということでありま

すので、その点につきましてはよろしくお願いを申し上げます。 

１番目の質問の最後になりますが、教育長にお聞きします。 

１０月の１７日の日に松川中学校開校して６０周年記念で記念事業を行いました。 

リオ五輪のシンクロナイズドスイミングの銅メダリスト箱山愛香さんであります。こ

の方をお招きして後援会をやったわけであります。 

私もたまたま同窓会の役員をしておりまして、何か同窓会の方で発表するものはない

かということで、私の方で女子制服の変遷という題目で、スライド形式で発表をさせて

いただきました。 

その時でありますけれども、先ほど教育長申されたように、昭和４０年から生田と統

合した時の女子の制服がマイナーチェンジぐらいはされているかと思いますが、ほとん

ど変わっていないというように思っております。 

ここら辺で思い切った変えるモデルチェンジ等するようなお考えがあるかどうか、お

聞きしたいと思います。 

○議長（森谷岩夫） 教育長お願いします。 

○教育長（高坂敏昭） 先ほどのリユースの話とはちょっと逆行するかもしれませんが、私も

数年前から中学生の女子の制服についてぼつぼつ変えたらどうでしょうかとか、変えて

ほしいとかというそんな要望も聞いております。 

制服を一新していくということは、やはり新しい学校のイメージというか、カラーと

いうか、そういったものを打ち出していく１つの良い機会だというふうに思いますので、

ある意味制服の改正改定、モデルチェンジというものは、言ってみれば学校の経営戦略

の１つかなというふうにも思います。 

前向きに取り組みながら考えていきながら、女子の制服が松川中学校を選ぶ、子ども

たちが松川中学校を選ぶ選択材料の１つになれば良いなとそんなふうに思っております。 

以上でございます。 

○議長（森谷岩夫） 川瀬議員。 
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○３番（川瀬八十治） ありがとうございました。 

ぜひお願いをいたしたいと思います。 

それでは２番目の質問の方に移らさせていただきます。 

固定資産税の見直しという題目で質問の項目挙げてあります。 

昨年の１２月定例会の町長の発言からは、太陽光発電に対しての固定資産税の話は一

切ありませんでした。ところが、今年の９月の定例会になってから固定資産税の話題が

出てきました。 

このことについては、松川町の緑を守る会から出た要望書が影響しているかというこ

とはあるかどうかをお聞きしたいと思います。 

○議長（森谷岩夫） 深津町長。 

○町長（深津 徹） その太陽光発電のことについてでありますけれども、スタートしていろ

んなご意見もいただきながらきておりますけれども、住民税務課長と相談する中で、松

川町が間違った税のやり方をとっているという認識はなくてきておりました。 

しかしながら、その後、いろんなご意見をいただく中で、９月に見直していくという

ことを申し上げたんですけれども、それ１２月以降、様々なご意見をいただきました。 

そうした中で、私はそれぞれの担当部署、１カ所ではなくて集まっていただいて、そ

して行政としてどういうことがとれるんだ。今までやってきたことをもう一回振り返る

中で精査をしてほしいということで、それは税だけではなくてルールだとかいろんな形

の中、条例もありますし、いろんな規則もあるでしょうし、いろんなやり方がある。だ

けれども、それをどういうやり方をとっていくことがいいかということで精査をしてい

こうということで進み始めたところへちょうど緑を守る会の皆さんからの署名があり、

そして何よりもやはり監査の意見書、これは私は重く感じたところでございます。それ

で今日に至っているということでございます。 

○議長（森谷岩夫） 川瀬議員。 

○３番（川瀬八十治） 当初の考え方と、また住民の方の意見によって変わっていくというこ

とは、お聞きしてわかりました。 

それではその要望書について少しお聞きしたいと思いますが。 

まず、内容でありますが、条例等を作成するような要望内容があったか。１，７６５

名の署名による要望書によって動きが変わってきたような気がいたします。 

まず、１点目はガイドラインの作成、策定でありますね。 

これは４月からフィット法が改正され、国のガイドラインが制定され、それによって
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の実行というふうに思っております。しかしながら、その話はもっと前にあったかと思

いますが、半年以上も経ってからガイドラインの動きということ。 

そして２つ目は、太陽光発電の土地評価の見直しというようなことになっております。 

これは２４年の時に推進するというように始まって、５年も経過してやっと見直しが

始まるということはちょっと遅いんではないかというふうに思っておりますので、この

２点についてお聞きいたします。 

○議長（森谷岩夫） そいじゃ米山環境水道課長。 

○環境水道課長（米山清博） それではガイドラインの方につきまして、私の方から答弁をさ

せていただきたいと思います。 

先ほど再三町長の答弁にもありましたが、松川町は自然エネルギー利用推進方針に沿

いまして普及、推進を継続しています。これは現時点でも変わりませんし、今後も継続

していくということが基本でございます。 

しかしながら一方で、周辺住民の方々から不満や戸惑いの声が挙がっている現実があ

りまして、この解消を図るために平成２８年度当初に太陽光発電事業の実施にあたり、

事業計画及び地域への配慮のお願いと称する小冊子を作成し、事業をやる事業者の方へ

配布をし、地域への事前説明のお願いですとか、景観に関しての配慮事項について説明

をお願いをしてきたところでございます。 

この小冊子もお願いという形はとっておりますが、発電事業者の方に対しまして、行

政の指導方針を示したものであり、ガイドラインの１つの形ということでこちらでは考

えております。 

その後、本年４月にフィット法の改正、それからそれに伴いまして、国のガイドライ

ンが施行されたということであります。 

今般、議会の皆様方にもご説明申し上げた国のガイドラインの原案も一連の制度改正

を受けてのものであります。 

要望書の提出ということは、ガイドライン作成のきっかけの１つということはありま

すけれども、先ほど議員も申されたようにフィット法の改正ということであります。半

年以上かかってというご指摘もいただきましたが、やはり新しいことを始めるにはなか

なか職員もエネルギーがいります。職員間、あるいは詳しい方に聞いたりとか、そうい

った協議も当然必要となってまいります。慎重に検討を進めた結果ということで、こう

いった期間がかかってしまったということでご理解をいただければと思います。 

以上です。 
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○議長（森谷岩夫） 北村税務課長。 

○住民税務課長（北村 稔） ご質問いただきました固定資産税の関係でありますけれど、今

年の５月に要望書の提出がされた時には、要望書の提出があった方々に対しましては、

平成２４年当時担当課としていろいろ調査を行いまして、また県への紹介もして決めた

の適正な評価方法であるということで、説明はさせていただいておりまして、適切な課

税としてこれまでも事務を行ってきておったわけです。しかし、その後、住民の方の声

ですとか、監査委員のご指摘もありまして、再度県の担当課の方へ照会した結果、先ほ

ども申しましたが、不適切と言われた箇所がありまして、そこの変更を考えていかなく

てはいけないと感じ、理事者と相談する中で時間の経過はありましたが、今、税につい

ては変更の方の取り組みを行っておるところであります。そんなことであります。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（森谷岩夫） 川瀬議員。 

○３番（川瀬八十治） ガイドラインにつきましては、先ほど申されましたように、議会への

説明、案の説明がありました。 

国とまた違う細かいとこって言っておりましたけれども、国とは違っても十分であり

ますけれども、私も意見を言わさせてもらったのは、がんじがらめでないような町独自

のものを作っていただきたいなというふうに思っております。 

土地評価の件につきましては、もう先ほどからもいろいろ話題に乗っておりますので、

あえては言いませんけれども、いずれにしましても住民税務課長が９月の時は土地評価

により今まで徴収してきた中、現状では問題がないということが言われておりましたの

で、そこら辺を参考にしていただきたいと思います。 

次にいきます。 

署名の内容でございますが、署名の中ダブりや町外の方、また先ほど条例の件も聞き

ましたけれども、そこら辺が入っているのかどうなのかということを確認したいのと、

会議の中、職員の方１，７６５名の署名の内容ということで、その人数を確実に申し上

げておりますけれども、中身を確認した上での発言なのか、そこら辺につきましてどう

いうふうに受け取ったかをお聞きしたいと思います。 

○議長（森谷岩夫） 米山課長、お願いします。 

○環境水道課長（米山清博） まず、１，７６５名という数字のことでございますけれども、

今議員申されましたように、署名の方には同じ方が２回出てくるいわゆるダブりという

こと。それから町外者の方の記載は、こちらでは確認をしております。確認をした上で
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の会議の中での発言ということであります。 

それから条例の要望ということなんですけれども、これは地方自治法に規定される条

例制定の直接請求のことを言われているかと思いますけれども、このことには当てはま

るものではないというふうに認識をしております。 

以上でございます。 

○議長（森谷岩夫） 川瀬議員。 

○３番（川瀬八十治） 今、米山課長の方からはお答えありましたけれど、ほかにというか、

ほかでも職員の方言われておりますので、言われた方がいましたらその内容を確認した

かどうかをお答えしていただきたいなというふうに思っております。 

いかがでしょうか。 

○議長（森谷岩夫） もうちょっとわかりやすく。 

○３番（川瀬八十治） 会議の中で先ほど申し上げましたように、１，７６５名の署名の方が

あるということを言って、会議の中で説明している課長の方がいらっしゃいましたので、

そういうふうに発言された方について、この中身を確認したかどうか。また、内容はど

うだったかということをお聞きしたいと思っております。 

いなければ結構であります。 

○議長（森谷岩夫） おりますかな。 

そいじゃ該当者は、ここにはおらんという理解をいたしますので。 

川瀬議員。 

○３番（川瀬八十治） わかりました。 

そいじゃその件につきましては結構であります。 

町外の方が入っているというふうに今、お聞きしましたけれども、町の固定資産税に

ついてのことに関わると、要望書を使用しては駄目ではないかというふうに思っており

ます。要するに町外の人が町の固定資産税のことに関して要望書へ署名をして、要望書

へ提出するということ自体は、私としたらちょっとこれはいかがなものかというふうに

思っております。 

職員の方が見ても数字的には信憑性がないというようなことも判断しておりますし、

ぜひそこら辺の方を町長の方にお聞きしたいと思います。 

○議長（森谷岩夫） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 私は、そういう報告、町外の人がおる。ダブりの人がいるということは

聞いておりますけれども、それが何人でどういう方かというところまでは把握はいたし
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ておりません。 

○議長（森谷岩夫） 川瀬議員、ちょっとわかるように。 

○３番（川瀬八十治） その要望書ですけれども、受け取ったのは町長ですよね。それでその

受け取った中身の署名に書かれたものは全然見てなかったということですか。 

○議長（森谷岩夫） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 全部は見てないです。 

ただ、住民の皆さんがそういった行動に出られたということは、やはり重要なことか

なというふうに受け止めておりますけれども、中身を精査はいたしておりません。 

○議長（森谷岩夫） 川瀬議員。 

○３番（川瀬八十治） 中身を確認してないということでありますので、きっと中身はわから

ないかなというふうに思っておりますし、それをほかの担当の部署のとこ行っておりま

すので、ぜひ見ていただいて、町長自体も判断というか、内容を確認をしていただきた

いなというふうに思っております。 

あと署名と主旨の要望内容に大きな相互はあるということでございます。 

町への要望を目的とした記載がない。固定資産税のことは全くない。しかも代表者の

名前もなく、連絡先もないというようなことでありますが、松川町の緑を守る会の代表

の方、松川インター企業団地の誘致、これに対して７ｈａ、これの優良土地と緑がなく

なるにも関わらず、そこにたまたま土地を所有していて、「売れると非常にうれしい」と

いうような発言もされております。 

これについては、全く見慣れた果樹園の景観を守るためや緑と果樹園を守るためとい

う趣旨からは、かなり矛盾をしているのではないかと思っております。 

このように松川町の緑を守る会から出た要望書、町はどういうふうに考えて取り扱っ

ていくのかということをお聞きしたいと思います。 

○議長（森谷岩夫） そいじゃ吉澤副町長。 

○副町長（吉澤澄久） 今の前段のその企業団地との話については、私どもちょっとコメント

控えたいと思っております。個人のことにも関わりますので控えさせていただきたいと

思います。 

それからやはり私も内容見させていただきました。そのご署名を集めた文面とそれか

ら私どもに来た要望書の内容が若干違っておりますけれど、私どもとしては１，７６５

人という大勢の方がこれに参加されたということを重んじておりまして、確かにダブっ

ていらっしゃる方、それから町外の方がいらっしゃるということは確認をさせていただ
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いておるとこでございます。 

こういった行為があった中で、要望が出たということを重要視をさせていただいて、

その後の検討をさせていただいたということかと思っております。 

○議長（森谷岩夫） 川瀬議員。 

○３番（川瀬八十治） １つの意見というような形でありますので、ぜひこういうとこはしっ

かりとした精査をして受け取る形。また、その中身が少し違っていたらやっぱり指導し

てやるのもいいんじゃないかなというふうに思っております。 

次に、５月２３日に署名の提出がありましたけれども、事前の連絡はあったかどうな

のか。また、当日は、どなたから連絡があったのか。また、新聞には掲載されておりま

したので、新聞社へは町の方から連絡をとったのかどうか、ここら辺をお聞きしたいと

思います。 

○議長（森谷岩夫） そいじゃ吉澤副町長。 

○副町長（吉澤澄久） 事前には、要望にお見えになるということは、私どもの方に情報は入

っておりました。 

それで町長がたまたまその日は、県の方へ確か出かけるような用事がございまして、

冒頭だけあいさつだけさせていただいて、あとの要望の方は私の方でお聞きしたと記憶

しております。 

ただ、マスコミさんの方は、私どもの方からはその日にあるということは、事前に通

知はしてございません。 

○議長（森谷岩夫） 川瀬議員。 

○３番（川瀬八十治） 今、事前の連絡はあったということであれですけれど、緑の会から出

ているわけですけれども、どなたから出たのかということであります。 

新聞社の方は、町から連絡してないということでありますので、きっとそちらの方の

方がしたのかなというように憶測するわけでございますけれども、その１点はいかがで

しょうか。 

○議長（森谷岩夫） 吉澤副町長。 

○副町長（吉澤澄久） 私の方からしてないということでございますので、あとは新聞社の方

はどちらからか入ったかは確認はしておりません。 

○３番（川瀬八十治） どういうとこからきたか連絡です。行きますよと、要望書を持ってい

きますよということであります。 

○議長（森谷岩夫） 吉澤副町長。 
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○副町長（吉澤澄久） ちょっとどなたから電話を受けたかちょっと私直接受けておりません

ので、確認はしておりません。 

○議長（森谷岩夫） 川瀬議員。 

○３番（川瀬八十治） わかりました。 

きっと詳しいことは言いたくないんだなというふうに思っております。 

○議長（森谷岩夫） 確実な発言を。 

吉澤副町長。 

○副町長（吉澤澄久） 申し訳ございません。今、真実を申し上げたとおりでございまして、

私は確認していないということでございますので、よろしくお願いしたいと思います。 

○議長（森谷岩夫） 川瀬議員。 

○３番（川瀬八十治） 確認してなくてそういうのはちゃんと届くということは、また素晴ら

しい内容かなというふうに思っております。 

いずれにしても、きっと提出する、要するに要望書を提出する緑の会の方から連絡は

あったんじゃないかというふうに思っておりますので、そのお答えを聞きたかったわけ

です。 

誰からということでありますので、別に個人の名前わかれば言っていただいても結構

ですけれども、ですからわからないということなんで、きっと聞いてもお答えはないか

なというふうに思っております。 

○議長（森谷岩夫） 深津町長。 

○町長（深津 徹） そんなこと言われちゃ立場がない。 

○議長（森谷岩夫） なしということで。 

川瀬議員。 

○３番（川瀬八十治） そいじゃぼつぼつ時間の方も入ってきますので。 

松川町の緑を守る会のメンバーの中にちょっと言いにくいとこがありますけれども、

議会のナンバー１、ナンバー３の方が関連をされていると言われております。 

このように今までも私の方から問題を指摘させてもらった要望書について、松川町の

行政に影響しているかどうか。これ影響しているとしたら非常に問題だと思いますが、

その点はいかがでしょうか。 

○議長（森谷岩夫） 吉澤副町長。 

○副町長（吉澤澄久） 先ほども申し上げましたとおり、やはり１，７００人余の方からの要

望があったということはお聞きしておりますので、その時もお答えしましたけれども、



 －156－ 

真摯に受け止めるということでお答えをさせていただいております。 

その後にガイドライン、あるいは固定資産の評価の方法等も検討をさせていただいて

いるとこでございますので、全く無視はしているわけではございません。検討をさせて

いただいているということかと思っております。 

○議長（森谷岩夫） 川瀬議員。 

○３番（川瀬八十治） 今、真摯に受け止めるということであります。 

前からもいろいろ聞く中、重く受け止めるということはたくさん言われております。

それこそ私でしたら華奢な体でありますので、あまり重く受け止めておると潰れちゃう

ような気がしておりますが、ぜひ１つの問題が出たら軽くなるようにしていただいて、

そして次の重く受け止める問題を受け止めてもらえればいいかなというふうに思ってお

ります。 

先ほどの中で、個人の意見として、町民の意見として聞くということでありますので、

要望書を大きく見るんでなくて、一人ひとりの意見が行政に反映できるということを考

えていただきたいなというふうに思っております。 

時間の方も過ぎてまいります。 

最後になりますけれども、町は太陽光の発電についてでございますが、設置、要する

にこれから固定資産税の見直しでありますが、設置を済んでいる方、また今、申請をし

て許可が下りて、作っている最中の人。お金に関係なく、お金というか売電益に関係な

くこれから太陽発電を設置したいなという方、こういう方がいろいろいらっしゃるかと

思います。 

１月にすぐ固定資産税決まったでというと、設置途中の人はどうなるかとか、そこら

辺も考えていただきたいですし、平成２４年に再生エネルギー発電を推進する方針、ま

た町長は２５年に公共の屋根でありますけれども、その屋根を活用して設置率日本一を

目指そうと言っています。本当にいろいろ問題があるかと思います。 

どんな事業をするにも賛成の意見、反対の意見があるかと思います。どうか町長の思

い、ぶれないように当初の思いを進めていただきたいと思います。 

その件につきましてお願いいたします。 

○議長（森谷岩夫） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 先ほども申し上げてきております自然エネルギーへの推進方針を継続し

ていきたいというふうに思っております。 

○議長（森谷岩夫） 川瀬議員。 
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○３番（川瀬八十治） ありがとうございました。 

最後になりますが、固定資産税の見直しにつきましては、本当に慎重な対処をしてい

ただきたいということをお願いしまして、私の質問を終わりにします。 

 

◇ 大 蔵   洋 ◇ 

○議長（森谷岩夫） 続きまして４番、大蔵洋議員。 

○４番（大蔵 洋） 今年は、近年にない大きな台風、それから秋の長雨によりまして、果樹

農家の皆さんが大変大きな被害を受けました。 

私は、果樹栽培の手伝いをして９年となりますが、こんな大きな被害を受けた１年は

なかったかと思われます。 

年々温暖化による異常気象等により、来年度以降も被害の発生が懸念されております。 

それでは通告に従い、２点質問させていただきます。 

最初に、残された課題の取り組みについてお伺いいたします。 

深津町政２期目の余すところ１５カ月となりました。平成２７年６月の定例会で示さ

れた所信表明において、住みたい町、住んで良かった町、最幸の町をつくりましょう。

最幸の幸は幸せと書く、町をつくりましょうという大きな公約を掲げて、その実現を図

るために６つの公約を表明して、方向性を示し、計画させ、今日に至っていると思われ

ますが、今、その達成度、進捗状況についてどのように感じておられるかお伺いしたい

と思います。 

○議長（森谷岩夫） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 大蔵洋議員のご質問にお答えをしてまいります。 

町長として２期目の最終段階を迎えるにあたっての進捗状況等はいかがだったという

ことでございます。 

私は２期お世話になっておるわけでありますけれども、１期目の目標が松川町に住ん

で良かったと実感のできるまちづくりをという大きな項目を掲げ、そして５つの大きな

公約。そしてそれに対して２９項目にわたります細部にわたっての細目をやってまいり

ました。 

やはり行政というのは継続でございます。やはり１期目のやはり自分がどういう気持

ちで町長になったのかという思いというのは、１期で終わるものでもありませんし、完

結するものでもありません。それで２期目に臨むについて、今度は松川町に住んで良か

った、そして住みたい町をプラスしてやったわけでございます。 
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それから情報の共有、コミュニケーション、現場、この３つを基本方針にしたいとい

うのは、もう当初からの自分の強い思いでございまして、これも踏襲をいたしておりま

す。 

継続と変革ということでストップ人口急減社会を目指し、総合的な対応政策を進めま

す。これ１番目に書いてある。これはどういうこと、出会い、結婚、出産、そうした細

かい事業、あるいは未来を見据えたまちづくりを推進します。総合計画、あるいは公共

施設のあり方。それから総合戦略、それぞれ将来に向けているというふうに思っており

ます。 

また、安心して暮らせる安全なまちづくり、これ全部しゃべっておりますと非常に長

くなりますので、いくつかの項目を掲げ、愚直にそれを実行しているところでございま

す。 

私は、ずっと町長になった時から手元から離したことがございません。それで赤ペン

で、実は何を細かいことはこれに対してどういうふうにやったかということを走り書き

を若干しています。しょっちゅうじゃないんですけれども、走り書きをして、そして自

分の目指しているところ。 

それからその総合計画、先ほど来申しております総合計画と整合性を図る中で事業は

進めるべきだというふうに考えているところでございます。 

点数につきましては、以前にも言われたことがありますけれども、残された１年と数

か月ぜひとも１００点満点を目指して、１００点はないかな、目指してまいりたいとい

う思いでございます。 

そいじゃ今の町長の点数はってこれ何回も聞かれておりますけれども、現時点では点

数をつけることは避けてまいりたいというふうに思っております。 

○議長（森谷岩夫） 大蔵議員。 

○４番（大蔵 洋） 今、申されましたように、なかなか１期では自分の思いは達成できない。

２期３期、私は３期ぐらいが一番理想じゃないかと考えておるんですけれども、ここへ

きて松川町もいろいろな問題が新聞に取り沙汰されております。 

その中で、私いろいろこの感じていることはあるんですけれども、どうも町長の目が

外へ向きすぎているんではないか。もう少し庁舎内を見て、人心を把握する必要がある

んじゃないかと感じているところですが、そこら辺どうですかね、お聞きしたいと思い

ますが。 

○議長（森谷岩夫） 深津町長。 
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○町長（深津 徹） そうですね、確かに私は外交的な、あるいは営業マン的な動きはしっか

りとやっておるというふうに思っております。 

また、今のうち、いわゆる庁舎内への気配り、目配りし等についても、やっているつ

もりではありますけれども、そういうふうにその辺のところはやはり副町長、教育長と

相談をいろんなする中でやっているつもりでございます。 

○議長（森谷岩夫） 大蔵議員。 

○４番（大蔵 洋） ぜひ、今後ともより以上のその目配りをお願いしたいと思います。気配

り。 

次に、所信表明の中で懸案事項何点か取り上げられておりましたが、その多くが完了、

また方向性が出され、実行されている中で、唯一東小学校の方向性だけが出されずに今

日まで至っております。 

残された１年５カ月の中で、どのような方向性を示し、計画されているか、その点に

ついてお聞きしたいと思いますが。 

○議長（森谷岩夫） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 東小については、後利用の検討委員会からも答申をいただきまして、６

項目ぐらいの提案をいただき、複合的な施設としていくように。 

それから将来を見据えた中で、ほかの施設との整合性やいろんなことを図る中で進め

ていくべきという答申をいただいております。 

その後でありますけれども、今、東小学校の利用、年間１，４００人か、１１月まで

で今年度東小学校の利用を１，４００人だいぶ増えているようでありますけれども、細

かいことは担当課がまたお話あろうかと思いますけれども、利用をしながらやっている

こと。 

それから管理につきましては、森の会ＮＰＯ法人にお願いをしてやっているというよ

うな状況下でございます。 

それから地域のまちづくり懇談会、あるいは町政懇談会等で地元の皆様方には、私の

思い。１つにはやはり福祉、高齢者のよりどころ的なもの。シェアハウスという言葉も

私は申し上げましたけれど、そういったものに使えないか。また、サロンだとかいろん

な形。それから子どもたち、これらは大きな柱だというふうに思っております。 

来年度に向けてでありますけれども、また新たな取り組みをそうした利用を少しでも

深めていきたいということで今、担当課とも相談をしているところでございます。 

また、様々な団体に対しましても、こんなような考えを町長として持っている、その
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辺についてご意見をいただきたいというような投げかけをしているのが現状でございま

す。 

○議長（森谷岩夫） 大蔵議員。 

○４番（大蔵 洋） 今、町長がおっしゃられましたけれども、後利用検討委員会の方から６

つの答申が出されて、その中に６つの基本方針がうたわれておりますが、その中に今言

われたような複合的な施設と地域住民のよりどころとして施設の活用をしてもらいたい

とうたわれております。 

実はあそこの校舎を木造から鉄筋コンクリートの校舎改築を進めたのは、当時の私の

叔父である大蔵町長ですが、「将来的にはあそこは人口減少により小学校の統合等も考え

られ、廃校となる可能性もある」と。「そのときには、福祉等の施設を含め、複合的に使

っていく必要がある」というような話を地域に先輩たちに話していたというお話も聞い

ております。 

町長の話にもありましたが、生東森の会の定款にも、地域サロンの拡充ということで、

あそこを拠点にして、地域住民の憩いの場所にしたいと。 

それから青年の家も次年度から観光局の管理となり、営利を目的とした宿泊施設とし

て活用するということになりますと、なかなか育成会とか、青少年があそこを活用する

にしても料金的な面で非常に厳しくなるんじゃないかと。そこら辺の補助をしながらあ

そこを活用するのか、それとも東小学校もっと活用するのか、そこら辺の計画とか考え

があったら教えてもらいたいなと思うんですけれども。 

○議長（森谷岩夫） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 今、青年の家、観光局でどういう活用方法をとろうということで研究し

ておりますけれども、やはり滞在型、体験型ということ。いわゆる交流人口、こういう

ふうに人を呼ぶという形になっております。 

今、大蔵議員の言われた子どもたちの育成会、ＰＴＡ、いろんな行事に使っていった

らという棲み分けという提案だというふうに今お聞きをいたしましたけれども、そうい

うことは大事じゃないかなというふうに思っております。 

先日、今年も昨年も山梨からサッカーの合宿の子どもたちが使ったりしているようで

ありますし、その辺のところはしっかりと明確なある程度ポイントを絞った形でやって

いくことが大事じゃないかなというふうに思っております。 

担当課の方、何かもし考えているようだったら。 

○議長（森谷岩夫） 大蔵議員。 
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○４番（大蔵 洋） ぜひ、一刻も早いあそこの活用を示されて、施設もそこそこ大きいので

福祉、それから２階は学習なり合宿なりそういうような形で、一刻も早いその予算づけ

等も考えていってもらいたいと思います。 

地域の住民の皆さん、非常に期待して待っておりますのでよろしくお願いいたします。 

次に、２つ目の質問ですけれども、松川インター企業団地についてをお伺いいたしま

す。 

平成２０年に労働力確保、雇用の場の創出を目的に、企業団地化構想が持ち上がりま

したが、その後、経済情勢等により今日まで休止状態となっておりました。その土地に

町は、リニア新幹線のガイドウェイ候補地として手を挙げました。ほかの市町村が既に

手を挙げている中、松川町がリニアで発生する残土の埋め立て受け入れをして、あそこ

を造成を図るという思惑はどこにあるのか。 

今、生東地区の残土受け入れに対しても非常に下流記の福与地区が反対しており、暗

礁に乗り上げたような状態になっております。 

計画では、造成はＪＲがやり、道路もつけると。９億円の事業に対して約４億円をＪ

Ｒが持つという、棚からぼた餅みたいな非常においしい話なんですけれども、ただそれ

だけであそこを受け入れ候補地としたのか。それの先まで考えてと私はちょっと勘ぐっ

てはいるんですけれど、そこら辺どうなんでしょうか。忌憚のないご意見をお伺いした

いと思います。 

○議長（森谷岩夫） そいじゃ町長。 

○町長（深津 徹） 先に私の方から、細部については課長の方からお答えしますけれども、

あの団地についてどういう流れできたかということだけお話をしますけれども。 

おおむね９年ぐらい前にオーダーメード方式で地権者の皆さんのはんこをいただいて

話をして、オーダーメードで人口増、それから雇用ということで、企業誘致をするとい

うことで決まってずっときているのが現状です。 

毎年企業誘致ということで、私も自ら動いたし、担当課も一緒になって動いてきまし

たけれども、なかなか実のならなかったのが現状でございます。 

また、１年の経過については、地権者の皆さんにも毎年一回報告をして理解を求めて

きたところでございます。 

地権者の皆さんの中には、早くしてくれという意見もございますし、また逆にいろん

な時代背景を見ると、急がなくてもいいよという、様々な意見がございました。 

もちろん現場へ私も業者と一緒に行って見たことも何回もあります。しかし、どうし
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てもあのままでは説得力に欠けてしまい、道路、あるいはどういう形に給排水の問題、

すべての問題につきまして何もできていない状況下の中で、企業誘致、企業誘致と言っ

ても駄目だということで、ずっと考えて、なんか良い方法がないかということで考えて

きたのが現状でございます。 

課長の方からお答えをしてまいります。 

○議長（森谷岩夫） 田中産業観光課長。 

○産業観光課長（田中 学） 大蔵議員の方からは、今回のＪＲからの提案等町はどんなふう

に考えておるのかということかと思います。 

当然多くの課題や大きな財政負担が伴うわけなんですけれども、それでもこの前進さ

せることが町にとって利益になる。また、町の発展につながると考えまして、町とすれ

ばこの提案を受け入れて前に進めたいというような思いでございます。 

そもそもこの松川インター企業団地は、町長からもありましたけれど、平成２０年の

時に人口減少対策の一環としまして、企業誘致を進めて若い労働力の確保、あるいは雇

用の場を創出して定住、人口増、活性化につなげたいという目的でありまして、地元の

方にそのことを下ろしまして、平成２２年の時には計画図を作成して、地権者や地元の

皆様に賛同をいただきながら、オーダーメード方式で企業誘致を進めるということにな

りました。 

しかし、ご承知のとおり、誘致の話が上がっても農地のままの状態だと、やはりスピ

ード感を求められている企業立地には至ってこなかったというのが現実でございます。 

そんな中、昨年の７月に県の方から照会がありまして、またそれを受けまして１０月

にはこのリニアのガイドウェイヤードのことにつきまして、地権者、関係者と相談する

中で、地権者からは今の状況のままよりは土地の買い取りを条件に手を挙げていこうと

いうことで賛同をいただいたところであります。 

それに対してＪＲ側からは、先ほどからもありますように、結局７ｈａのうちの３ｈ

ａを借地で使用したい。その場合には、造成に必要な土は、リニアの発生土を活用して

くれれば７ｈａ全体の団地造成と道路の新設工事をＪＲ側で実施するというもの、そん

な提案でございます。 

町としましては、議会の皆様に相談をかけ、また地元の方に説明会を開く中で、やは

り初期の目的を達成するため、また地元の要望や期待に応えるためにも、この機をチャ

ンスと捉えまして、進めていきたいというような旨を伝えたところでございます。 

団地の造成がＪＲの費用によってできるということは、町にとって有効であり、企業
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誘致への分譲価格がやはり安価になるということで、誘致には有利に働くものと思いま

す。 

また、２０２７年のリニアの開業、それから三遠南信道路、また上片桐バイパス等々

将来を見据えながら、この企業立地をできる受け皿を作っておくことは、やはり町にと

って必要なことであるという思いで進めていきたいということでございます。 

お願いします。 

○議長（森谷岩夫） 大蔵議員。 

○４番（大蔵 洋） 地元説明会、８月と１０月と２回ありまして、私もちょっとお伺いさせ

て聴講させていただいておりますけれども、全協等で企業誘致活動のお話は何回か聞い

ておりますけれども、具体的にこういうような企業が可能性がありそうだとか、７ｈａ

といたしますと、セットメーカー、ユニットメーカーではちょっと狭いかなと思う。あ

とそうなるとパーツメーカーぐらいの２～３００人、多くてもそのぐらいの企業でしか

ちょっと無理じゃないかなと思うんですけれども。 

あそこに巨額の投資をするわけですよね。ＪＲがその負担する金額を除いても。そう

した場合、もしそれがその可能性がどの程度あるかによって、あそこの土地が塩漬けに

なるという危険性が非常に考えられるわけですよ。そうすると町民の血税を使って行う

事業に対して、我々非常に心配を思っておるわけです。 

常に議員という立場としては、それに対して説明責任というのはありますので、その

可能性。今、その今月の全協でも、町長の方から２社程度そのような可能性のあるよう

なお話をされたんですけれども、話せる範囲でそこら辺をちょっと話していただければ

と思うんですけれども、可能性について。 

○議長（森谷岩夫） 話せる範囲でそいじゃ町長。 

○町長（深津 徹） 企業誘致につきましては、松川町にある企業の東京方面に本社のある企

業もありまして、そういったところを尋ねていろんな話をし、また企業誘致の話もして

きたところでございます。 

また、長野県の東京事務所、それから名古屋事務所、大阪事務所、それぞれ企業誘致

の担当がおりますので、そんなとこへ出向き話をしてきたりしているのが現状でござい

ます。 

また、何よりもやはり地元の金融機関、非常に情報が早いわけでございます。そうい

ったところからの情報等もございます。 

今、２社ほど問い合わせがあるということでありますけれども、単価がまだ土地の単
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価も決まってないし、それから実際にあそこが今議会に先日委員会でお認めいただきま

したけれども、設計上どういうふうになっているか、どういうふうにしていくんだとい

うところも決まらない段階でありますので、なんともここいくら単価でどういう平米数

でかなり大きな平米数のところのようでありますけれども、現段階ではそれを推し進め

ていくにはもうちょっと待たないとこちらも進められないというのが現状です。 

○議長（森谷岩夫） 大蔵議員。 

○４番（大蔵 洋） じゃあ次に田中課長にお伺いいたしますけれども、１０月の地元説明会

の時に住民の皆さんから「資料がなくて判断できない。緑地帯の予定図を一刻も早く出

してもらわないと困る」と影響を受ける住民がおります。それから「施工図、盛り土等

の図面がないと賛成するも反対するも判断ができない」というようなご意見が出されて、

その後「次回の説明会ではお示しをいたします」というお話をされております。 

その点、どの程度今進んでいるのか、それともその前に地元住民に対して説明をし、

承諾をもらうという話。それから土地の売買価格について評価見直しをするとそのステ

ップの次にじゃあ施工図、完成予定図みたいなものを出していくのか、そこら辺。 

１０月の話では、来年早々にもそういう話はできるような回答をされておりましたけ

れど、その進捗状況いかがなんでしょうか。 

○議長（森谷岩夫） 田中産業観光課長。 

○産業観光課長（田中 学） 言われますように、説明会の折に今、言っていただいたような

ご意見が多数出まして、無理もない話かなという。実際一番皆様が気にかかるのは、土

量がどのくらい盛られて高くなるのかとか、実際緑地がどうなるのかとか、やっぱり具

体的に目で見えるようなイメージ、そんな図面をやっぱり求められて、それがないと具

体的にはやっぱり意思表示の判断はできないよという、ごもっともな意見だったかと思

います。 

それに対して町としましては、「やはり早急にそのような図面を作成して、次回の説明

会の折には必ず提案していく」というような説明をさせていただきました。 

それでやはり内部でもそのあとしっかり検討したんですけれど、やはりそれにはいい

加減な図面というものはやはり出せない。これはやっぱり担当の職員のレベルで作った

ような絵ではやはり説得力に欠ける。やはり専門の方々に委託なりをして、それなりの

きちんとした明確な理由に基づいて、企業が誘致してもらうにはどのような区画が良い

か、どのような面積が良いか、どのような高さが理想的か、周辺への影響は、あるいは

また景観は、もろもろ排水は、道路は、それぞれいろんな複合的に考えて、やっぱり一
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番良いというもので説明にもっていきたいという思いがありますので、当初は本当に年

明けぐらいにできればとは思っておったんですけれど、今回のこの１２月の議会に予算

の方に計上させていただきましたとおり、不動産鑑定の方をまずは住民の方の方々に説

明できるようなそのような概略設計のイメージ図を作成をまず急いでさせていただきま

して、それと並行して、やはり地権者も土地の単価、土地が実際どのくらいで買収して

もらえるのかと、そこら辺がわかってこないと賛同なり、判断できないということにな

りますので、その方も合わせて今回の１２月に計上させていただきまして、不動産鑑定

等もやっていきながら示していきたい、次回に示していきたいという思いです。 

目標とすると３月には、そのような説明会を開きまして、示していければというよう

な今、考えでおるところでございます。 

以上です。 

○議長（森谷岩夫） 大蔵議員。 

○４番（大蔵 洋） ガイドウェイヤードとして、ＪＲがあそこを使用開始したい、年月とか

いつ頃から使用したいというようなあれは出てきておるんでしょうか。 

それに合わせて用地買収なり、設計図なり出していかないと間に合ってこないと思う

んですけれど、そんねん遠い話じゃないと思うんですよ。 

喬木村とか飯田の方の飛び地にも行く可能性が非常にあるというようなお話も聞いて

おりますので、あまり悠長な話ではないと思うんですけれど、そこら辺どのように考え

ているか。 

○議長（森谷岩夫） 田中産業観光課長。 

○産業観光課長（田中 学） そのとおりでございます。ＪＲの方からは、一応平成３２年か

ら平成３８年度頃まで、これは順調にいってという話でありますけれど、この期間をガ

イドウェイヤードとして使用したいというような説明でございます。 

それにはやはりやっぱりスピード感が大事かなということでございます。 

まだまだそのような図面で皆様に賛同を得て初めて用地の方の話しにもいけますし、

行政手続きとしましても農申除外ですとか、あるいは開発行為ですとか、あるいは農地

転用ですとか、もろもろ排水の計画ですとか、もろもろ出てくるわけでありますので、

やはりおっしゃられますとおり、急いで取り組まなければいけないと思っております。 

ただ、やっぱり大きなお金がかかる事業でございますので、予算として１つあそこを

測量するにも、あれだけの面積を地形測量、あるいは地質測量、もろもろするには大き

なお金もかかりますし、それに伴う基本設計ですとか自主設計、あるいは排水計画です
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とか道路計画、もろもろを考えますと相当大きなまた委託のお金が伴うわけで、それを

いきなりやっぱり今の段階で計上していくようなことはできませんので、きちんとやっ

ぱりイメージなりそれなりの同意経過、皆さんの了解や納得をいただいた上でやっぱり

そこに進んでいくということになるんで、ここのところは急ぎながらも慎重にきちんと

説明をしながら、また地元の皆様に納得してもらえるように急ぎながらやっていきたい

と思います。 

○議長（森谷岩夫） 大蔵議員。 

○４番（大蔵 洋） その計画を進めるにあたっては、土地を売っていただけると、同意して

いただかないと話は前に進んでいかないと思うんですよ。 

前、２人ぐらい地権者の中で反対されているというようなお話もありましたけれども、

その方を先に価格を決めて、買収を価格を。それでこの値段でやっていただけるかどう

か、それを早急に進めていっていただけないと、そこで駄目ですよというようなお話が

出た場合、その方々にはどこかの代替え地を与えるなりしなければならないと思います

し、その環境的な問題については、あそこの地権者じゃなくてその地域住民の方が非常

に心配しておられるわけです。景観ですね。 

だもんで、一刻も早く補正を組むなりしてやっていただかないと、まごまごすると松

川町ＪＲお断りの話もくる可能性もありますので、そこら辺十分検討、しっかり検討し

ていってもらいたいと思います。 

私は以上で質問終わりますけれども、最後にちょっと時間がありますので、質問の内

容とは違うんですけれど、１点要望して終わらせていただきたいと思いますけれども。 

９月の定例会において、町の代表監査委員の方から、実質収支比率の改善をしてくだ

さいよという意見書が出されております。それに対して町長は、３０年度福祉の向上に

積極的という言葉使われてないんですけれど、「福祉の向上に目指してまいりたい」とい

うようなお話をいただいているわけなんですが、今、３０年度の予算編成をやられてお

ると思うんですけれども、３０年度の予算に対して目で見えるような形で示していただ

けることをお願いして質問を終わらさせていただきます。 

ありがとうございました。 

 

◇ 佐 藤 史 人 ◇ 

○議長（森谷岩夫） それでは続いて２番、佐藤史人議員。 

○２番（佐藤史人） 質問に入ります前に少し述べさせていただきます。 
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ここに昨年の松川町議会議員一般選挙の広報誌があります。議員になって１年が経っ

たわけです。私も含め、一人ひとりが昨年の選挙の時の気持ちになって、１月からの議

員活動に邁進してまいりたいと思います。 

今回の私の１つ目の質問は、町民の「今の松川町はだいじょうぶ？」にどう答えるの

か。 

皆さんのお手元にある質問事項のナンバー１は、町民の声はありません。２番のとこ

ろは、町民の声が入っております。どう答えるかは、１番の質問は答え、２番の質問は

応じるになっています。そこの意味をよく考えていただいて、お答えいただきたいと思

います。 

本日の一般質問の中で、いろいろな問題が提起されております。 

リニア残土問題や太陽光発電の問題解決について、行政だけではなくて議会も一緒に

なって取り組んでいる多くの問題があると思います。その中で、通常の町の職員の皆さ

んの業務がそのことによって多大な時間が取られているんじゃないかということを町民

のある方は心配されております。 

そこで、通常の事務事業ではなくて、こういった問題が発生した時に、議会も含めて

対応、考える体制が必要ではないかと思うんですが、そこのところを町長はどういうお

考えかお聞きしたいと思います。 

○議長（森谷岩夫） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 佐藤史人議員のご質問にお答えをしてまいります。 

大きな課題ができたときに、行政のみでなくて議会も一緒になってというようなこと

だというふうに思っておりますけれども、いわゆる行政執行と議会が一緒になってとい

うのがどういうこういうふうに捉えられるかで違ってくるんじゃないかというふうに思

っておりますけれども、議会の皆さん方に諮らったり、あるいは委員会等に出席いただ

いたり、あるいは委員会を設けていただくこともあるのでしょうし、そうした中でご意

見を伺いながら進めていくことは、大事なことではないかなというふうにも思っており

ます。 

○議長（森谷岩夫） 佐藤議員。 

○２番（佐藤史人） 私が言いたいのは、例えば太陽光の問題で、環境の問題とそれから税の

問題が出てきております。これはこっち、これはこっちの課というのではなくて、１つ

のきちんとした対策委員会が必要ではないかと思うわけです。 

先ほど大蔵議員の方から「りんご栽培の果樹農家は大変だった」というお話がありま
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した。姉妹都市の蓮田市と牧之原市で格外を売ったという話をお聞きしました。その時

に私の知人は、「どうして松川町は格外のりんごを売るの」と言われました。リニアや太

陽光で、産業観光課の仕事がそれによって人員を奪われているとしたら残念だと思いま

す。 

それでは次の質問にまいります。 

町民の方は、松川町の出来事をなんで知るんでしょうか。チャンネル・ユーの放送で

しょうか、有線のお知らせでしょうか。全戸にチャンネル・ユーついているわけではあ

りません。 

コスタリカに町長が行かれました。教育長も行かれました。町民の多くの皆さんはチ

ャンネル・ユーではなくて新聞でそれを知りました。教育長のコスタリカ報告は、南信

州に連載されました。 

そこでお伺いしたいと思います。 

町の出来事を一番最初に知らせるのは町民だと思います。そこで、とりあえず町長の

定例の会見が必要ではないかと思うんですが、その点についてお考えをお聞きしたいと

思います。 

○議長（森谷岩夫） 深津町長。 

○町長（深津 徹） お答えの前に、友好姉妹都市で被害果を売ったことは残念だということ

でございましたけれども、これは担当課長、今、出席しておりますけれども、農業政策

の一環、それから災害に遭ったそうした被害果をどうしていくかということで、これは

こういう事情の中のものですよということで知った上で、販促につなげた。少しでも農

家の皆さんの手取りを増やしたいという政策的な一面もあったこともご理解をいただき

たいというふうに思っております。 

それから今、定例の記者会見は行っておりません。新聞社等には、全国紙も含めます

と９社になるようでありますけれども、すべて電子メールで情報等を提供をいたしてお

ります。会議のこと、あるいはイベントのこと、行事等プレスリリースを今、その９社

にやっているということでございます。 

近隣町村には、こうした実施がないということで、新聞社からは非常に喜ばれている

というふうに聞いております。 

定例記者会見では市レベルでは行っていることは承知いたしておりますけれども、私

もまちづくり懇談会、町政懇談会等出席、あるいは町長の定例の月曜日は私が朝礼をし

ておりますけれども、その内容についてはホームページ掲載というようなことを行って
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おりまして、今、現在、定例の記者会見というのは考えておりません。 

○議長（森谷岩夫） 佐藤議員。 

○２番（佐藤史人） 今、ホームページだとかのお話がありました。 

公民館のアンケートにもあるように、若い人たちはホームページで十分でしょうが、

私も含め町民の多くは新聞とかそういったもので情報を得ます。ぜひ、町長の定例の会

見をしていただいて、議会だけではない町長の思いを毎月きちんとした形で語っていた

だきたいと思います。 

それからもう１つ提案でございますが、松川町が新聞やテレビ等のパブリシティに取

り上げられることがほとんどございません。この間、白尾彰さんのフルートのリサイタ

ルがございました。町内外から多くのお客様が見えました。そういったこういった普段

聞くことのできないコンサートが松川町であったという情報がやっぱり流れることが、

松川町がそういった文化にも力を入れているんだなという宣伝にもなるのではないかと

思います。 

今までは、町民の声ではありません。これからの町民の声としての質問をいたします。 

第５次総合計画の初年度、一昨年ですけれども、２８年度の事業評価、ＰＤＣＡ報告

はどう活かされたのでしょうか。副町長にお聞きします。 

○議長（森谷岩夫） 町長そいじゃ。 

○町長（深津 徹） その前段でのご質問でありますけれども、要するにイベントや事業、良

い内容のことをやっているんだけれども、どうしてもっと広報していかないのかという

ことだというふうに思っておりますけれども、これ非常に重要な問題なんです。私もそ

れはＰＲ、私の公約の１つの中に松川町の発信力を高め、交流人口の増加を図りますと

いうのは、これ私の一貫したところでございます。ＰＲ、発信していかなきゃならない。

これは、非常に私も商業的な発想でありますけれども、そんな思いをしております。 

それで、いろんなイベントがあったときに、私もあれ、マスコミの皆さんが見えない

ときに、あれ、連絡したかというと、中には連絡をしなかったという落ちていたところ

もあります。それだし、逆に今度はＰＲを、よく宣伝、チャンネル・ユーをはじめみん

なが来てくれてＰＲをしてくれる。これは大事なことであります。 

それで、大変に今、チラシを見せながら佐藤議員は言われた。「このことが残念だった」

と言われた。そうすると全部がそうなのかというとそうでもない。じゃあ１年間通じて

いろんな発信をしているわけでありますけれども、その発信というのが非常に難しいな

と思うのは、一生懸命やってもたまたま見てなければ何にも知らされてないということ
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になってしまうので、非常にその難しいことですけれども、しっかりとＰＲ等には努め

てまいりたいというふうに思っております。 

また、今、新聞折り込みでありますまつかわら版という刷りの１カ月ごとの。あれは

私が町長になってからなんです。 

私が町長になった時に、松川町のカレンダーを作ってほしいという指示をしました。

そしてカレンダーの中に松川町のいろんな神社のお祭りから様々なイベントが書かれて

いるカレンダーを作って無料配布を全戸にしたらどうだと。松川町はうんとこんなこと

をしているんだということ、大切なことだという思いでございました。 

だけれども、「町長、１年間の行事をすべて織り込んだカレンダーは非常に難しい」と

いうことで、現在のやり方になったのがまつかわら版、今、新聞に折り込みになってお

りますけれども、あれも１つの広報の仕方かなというふうに思っております。 

○議長（森谷岩夫） 吉澤副町長。 

○副町長（吉澤澄久） ご質問ありました２８年度の総合計画のＰＤＣＡということでござい

ます。 

前にこのような質問をちょうだいして、その評価を総合計画の推進会議の皆さんにや

っていただくような答弁を私どなたかのお答えをさせていただいたかと思っております。 

今、担当課の方と今、話をしましたところ、まだその外部によるその評価はまだ至っ

ていないのが現状でございます。 

ただ、事務担当者レベルで各課においては、その成果や実施状況については検証は終

了しているところでございます。 

それで今、たまたま３０年度に向けての予算のヒアリングを町長交えてやっておりま

す。各担当課長、あるいは係長とやっておりまして、その際に総合計画を持ち出しまし

て、その内容をチェックした中で予算を作ってきなさいという指示をしているとこでご

ざいます。 

というのも、総合計画は４年スパンで今、できておりますので、４年間というのはあ

っという間に過ぎていってしまうということかと思っております。 

それでまた町長の任期もあと１年と数か月というとこでございますので、積み残しの

ないようにもう一回精査をしていただいて、町長にしては来年度が１つの最後の締めの

年になるかと思っておりますので、そんなことを頭に入れながら予算編成をするように

今、指示をしているとこでございます。 

○議長（森谷岩夫） 佐藤議員。 



 －171－ 

○２番（佐藤史人） そこら辺の問題については、私の最後の質問とも関連しますので。 

私が３月決算の議会の時に質問したのは、事業評価がきちんとできているかできてい

ないかによって次年度の予算を立てるときに非常に役立つんですよという質問をしたと

思うんです。その時には、「もうできているんで、５カ年計画の策定員会の皆さんにお出

しして、意見を伺った上で議会の方に提案します」ということだったんですけれども、

残念ながら６月も９月も出てきませんでした。 

それで１１月２４日の全協の時に、平成２９年度の組織目標の進捗状況についてとい

う協議事項ではなくて、報告事項で出てきました。「時間の関係で説明する時間がなかっ

たんで、読んでみて質問のある方は各課に聞いてください」ということだったと思うん

ですが、議員のどなたかが質問にまいりましたか。多分何人かほどしか行ってなかった

と思うんです。 

その中に生涯学習課の中の社会教育施設の整備及び維持管理という項目があって、第

２第４四半期に記入のところの点検評価、現在のところ問題なく推移。改善、第２第４

四半期に記入。現段階での改善点はないというふうに断言しておりました。 

その点について、この２９年度組織目標の進捗についてというのが、課長会議か何か

に出されたと思いますが、その中で町長、それから教育長、どういうふうに指導、助言

をされたか、その点についてお聞きしたいと思います。 

○議長（森谷岩夫） そいじゃ高坂教育長。 

○教育長（高坂敏昭） 今の佐藤議員の組織目標の進捗状況の評価欄の件でございます。 

今、お話のとおり、点検評価の欄のところ、改善の欄のところ、問題なく推移、また

は改善点はないという、こういう表記をさせていただきました。 

私の方では、あまりこの部分については、詳しいチェックはしておりませんで、大き

な課題としてありましたトレーニングルームの移動観覧席の修理のこと、このことがメ

インだというふうに考えておりましたので、特段気にもとめておりませんでしたけれど

も、えみりあの業者の方の点検もございまして、不十分な部分の指摘もありますので、

やっぱり細かく精査しながら、ここの欄に挙げていくべきだったなというふうに思って

おります。 

先ほど佐藤議員の方からフルートリサイタルのチラシを見せていただきましたが、質

問事項の町民の声にどう応えるのかという、その観点でいいますと、実はコンサートの

あと、お聞きになった方何名かからこの感想をいただくことができました。 

それで、えみりあのホールをああいう形で本格的な音楽演奏として使ったのは改修に
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なってから初めてです。なおかつピアノ、置いてあったピアノも本格的に伴奏、演奏す

るのが初めてでした。 

その反応というか、具体的にえみりあのホールがどのような音響効果があるのかとい

うことを実際に聞いてくださった町民の方が声を届けていただきました。そのことを思

いながら、今の佐藤議員の質問と重ね合わせてみますと、えみりあの管理、点検という

のがやっぱり管理の視点からの点検になっているなというふうに思いました。例えばえ

みりあの玄関のところのポールですか、赤いポールが置いてあって、利用者の方々から

なんか工事をしているんじゃないかというふうなご指摘もいただいておりますが、それ

はここに入られると困るという、そういう管理の視点でああいうポールを置いてあった

と思います。しかし、実際は、そこを使ってくださる利用者の皆さんが、どういう視点

で公民館を捉えてくださっているか。公民館の部屋一つ一つに対してどんな思いをもっ

てどんなふうに使っているかという、そういった町民の目線に立って施設の評価をして

いかなければいけないなと、そんなふうに反省しております。 

以上でございます。 

○議長（森谷岩夫） そいじゃ佐藤議員。 

○２番（佐藤史人） 時間がないので、町長のお答えは結構ですけれども。 

今の関連で一方でえみりあ１年の問題点、課題というのが出ているわけです。 

それでその中で、例えば私が前々回の一般質問でしましたように、子どもの受動喫煙

で、喫煙室をどうしていくかという問題も提起しているわけです。そういった問題がこ

こに載ってくるんじゃないですか。 

それから私が聞いているのは、調理室の流しからはじめ、以前は食器が全部見られる

状況だったのに、今は扉にガラスがついてないんで全部開けてみないとわからない。 

それから例えば、そのほかの管理の問題で、ここには載っておりませんけれども、運

動公園を含めたテニスコートの料金ですとか、そういった見直しはどうかとか、そうい

ったいろいろな問題があると思うんです。そういった問題が課題と挙がらなければ、２

８年度の庁内は挙がっているけれども、どちらにもご意見を聞いてないとかというと、

また同じようなことが繰り返されると思うんです。 

ですから、ぜそのわからないところは聞きにこいじゃなくて、やっぱり庁内でここと

ここは問題だから今期のうちに直していくとか、そういったのは補正で挙がってくるべ

きだと思います。 

時間がありませんので、次の質問にまいります。 
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通告を出した時点では、平成３０年度予算編成について、指針はいつ示されるかとい

うことですが、もう出ております。 

町長にお尋ねします。去年の２９年度予算編成方針とどこがどう変わっておりますで

しょうか、それについてお聞きしたいと思います。 

○議長（森谷岩夫） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 比べて並べて２９年度のを持っていませんのでちょっとあれなんですけ

れども、財政担当からのレクを受けた中で方針を決めております。 

○議長（森谷岩夫） 佐藤議員。 

○２番（佐藤史人） ５カ年計画の中には、ホストタウン事業も、ＤＭＯも、一言一句なかっ

たと記憶しておりますが、平成３０年度の予算を計上するには、５カ年計画の再検討が

必要になってくるんじゃないでしょうか。それはございませんでしょうか。 

○議長（森谷岩夫） 深津町長。 

○町長（深津 徹） ３０年度の予算編成会議の折には、この示した国、県、町の動向、それ

から予算編成するにあたって気をつける注意事項、それから私自身の考えているまちづ

くりを添えて、配った中でスタートをしたところでございます。 

今、その総合計画にのっとっていくというのが１つの基本であります。今、言われた

ように、途中で新規事業として挙がってくるような事業も確かにあります。 

そうした場合に、総合計画の見直し等については、ちょっと今のところ考えておりま

せんけれども、ご意見として承ってしっかり考えてみたいというふうに思っております。 

○議長（森谷岩夫） 下沢まちづくり政策課長。 

○まちづくり政策課長（下沢克裕） 今のご質問ですが、総合計画につきましては、現在の第

５次総合計画、４年のスパンで計画をされております。 

今、町長申し上げましたとおり、交流人口の増加、大綱ですね、事務事業の一番末端

なところでは事務事業があります。そうした手前に主な施策というとこがありますけれ

ど、その施策の中で新しい事業、これ出てくるのはやはり４年間の中でも当然でありま

す。入っていなければやらないということではありません。 

そしてこの計画につきまして、では入ったたんびに計画を全部毎年見直すかといいま

すと、製本されたこういう形ですので、これはそれでやっていく。製本まではしていか

ないけれど、取り入れていくというふうな形でとっております。 

平成３０年度につきましては、まだこれから３月議会に向けて積み上げをしていくと

ころですが、現在の総合計画の改定、これも来年度から事業評価、そして再来年度は最
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終年度になります。計画の見直しということは、進めて計画をしております。来年度か

ら計画の改定の作業に入ってまいりたいと、そんなふうに考えています。 

○議長（森谷岩夫） お諮らいをいたします。 

時間がもう少しで５時になります。 

まだもう一方質問がございますし、５時が過ぎておりますが、明日の計画も予定して

おりませんので、このまま続けさせていただきたいと思いますが、よろしゅうございま

すか。 

（「異議なし」との声あり） 

○議長（森谷岩夫） そいじゃすいませんでした。 

佐藤議員。 

○２番（佐藤史人） そのことはよくわかっております。 

その総合計画を見ますと、全部４年間の計画が入ってないものが多くございます。別

途検討するとか、これから考えるとかというのがあります。 

やっぱり先ほどから町長がおっしゃっているように、ずっと総合計画をバイブルのよ

うに抱えていらっしゃるんでしたら、やはりここはこうした方が良いとか、ああした方

が良いとかというのをやっぱり役場の中で議論する場がやっぱりいるんじゃないでしょ

うか。 

時間もございませんので、次の質問に。 

そういうわけで、その第５次総合計画は、平成３１年で終わります。平成３１年の５

月からは、新しい年号に変わるそうです。そうしますと、今度の第６次総合計画の策定

準備は、もう来年度から始めないと多分間に合わないと思います。 

そこで、深津町長にお尋ねします。 

次期続投されるのかどうか、お伺いしたいと思います。 

○議長（森谷岩夫） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 第５次この総合計画でございますけれども、町長が作る、町が作るとい

うものではございません。 

住民の皆さんの本当にこの第５次を作る時にもヒアリング１００人ヒアリング、ある

いはアンケート調査、それからまちづくりの委員会設けて、様々な経過を経て作ってき

ておりますので、これは本当に大切なものだというふうに思っておりますし、４年で内

容がコロッと変わるとか、あるいは例えば今、将来のまちづくりにしていくもの、それ

をまた皆さんがまだまだこれを続けてやっていく必要があるということになれば、そう
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したまちづくりの目標も変わらずにいく、変われば両方あるんではないかというふうに

思っております。 

町が作るものでもないし、町長個人が作るものではないというふうに思っております。 

それから私の続投云々につきましては、まだまだいまの時点でどうこう言うことは差

し控えたいというふうに思っております。一生懸命やってまいりたいというふうに思っ

ております。 

○議長（森谷岩夫） 佐藤議員。 

○２番（佐藤史人） 私がなぜ今日お聞きしたかというと、深津町長の２期目から総合計画が

４年になったわけじゃないですか。前回の議会でお聞きしたら、「町長のマニフェストも

ございます」と言われました。それじゃ深津町長の松川町をこうしたいというのは、何

を見ればわかるんでしょうか。 

○議長（森谷岩夫） 深津町長。 

○町長（深津 徹） ここにも持ってきておりますけれども、私が町長になる時、それから２

期目の時の目標を掲げたものだというふうにマニフェストというふうに思っております。 

○議長（森谷岩夫） 佐藤議員。 

○２番（佐藤史人） 本日の一般質問の中で、信用というのがありました。 

やはり人が言葉を用いて、きちんと説明をして、納得していただければ町は進んでい

かないと思います。 

南信州新聞で、１２月６日に高森町が生活意識調査をしました。愛着を感じるという

町民が８割を超えております。松川町はいかがでしょうか。 

ふるさと納税に関わる、松川町民がほかの市町村に納税をしているのを６３名。これ

２８年度ですけれども、６３名の約３００万円がほかの市町村に納税されております。

この金額から見ると、多分松川町は関係人口が非常に少ない。５，０００万円近い納税

はもらっているけれども、松川町と関係、一概にそうは言えないかもしれませんけれど

も、関係人口は少ないと思います。 

私はやっぱり松川町は、関係人口をしっかり増やして、愛着を感じる町民が増えて、

自分の息子や娘がいったんは結婚して遠くに行くけれども、戻ってくる松川町であって

ほしいと思います。 

今日の一般質問の中で、固定資産税の税金の問題が出ましたが、私は納税も問題です

けれども、皆さんから預かった税金をどう使うかということをもう少し町も、議会も、

真剣に考えていかなければならないと思っております。 
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最後に、私お葬式に１１月に出ました。中の坂上に成願寺という、成る、願う、お寺

です。 

そこは昔の江戸時代の中の長者さんが造ったお寺だそうです。なぜ造ったか、お金も

名声もできて、中の長者って呼ばれたけれども、娘さんが病気で亡くなってしまいまし

た。 

松川町もそうだと思います。何かで一番の松川町であっても、やっぱり町民が健康で、

健やかに暮らせる町が一番だと思います。 

これで、私の一般質問を終わります。 

○議長（森谷岩夫） 最後に深津町長。 

○町長（深津 徹） 今、最後に佐藤議員、関係人口、ふるさと納税、お葬式、お寺の話され

て、ちょっと何をというふうに受け取るのに難しかったんですけれども。 

関係人口は松川町少ないと言われますけれども、松川町は今、おおむね清流苑延べ人

数で２４万人、３万人の果物狩り、２７万人から２８万人の皆さんがその統計上では訪

れるというの。これは飯田下伊那はそれも関係人口なんです。 

松川町に何か一回行ったことがある。これ関係する人です。そういった人たちを松川

町のファンにして、戦略的にどうやっていくのかということが、これからの課題であり

まして、松川町が決して少ないということはないというふう認識をいたしております。

それらをどう活かしていくかということだというふうに思っております。 

○議長（森谷岩夫） 佐藤議員。 

○２番（佐藤史人） すいません、誤解のないようにお願いします。 

交流人口よりも関係人口が大事だということを言いたかったです。 

以上終わります。 

 

◇ 黒 澤 哲 郎 ◇ 

○議長（森谷岩夫） それではお疲れではありますけれども、７番、黒澤哲郎議員。 

○７番（黒澤哲郎） ５時も経過しておりまして、皆さんお疲れかと思いますけれども、最大

でも２０分しか質問できませんので、よろしくお付き合いのほどお願いしたいと思いま

すが。 

今回、最初の質問、通告で、教育環境の変化と学力向上についてというふうにそうい

うテーマで通告をさせていただいております。 

学力については、今日の一般質問でも米山俊孝議員等から詳しく質問が出ておりまし
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た。 

教育環境の変化というのは、当然社会の変化等によって起こってくる問題でありまし

て、学力のみならず、そういった意味で教育のあり方とか、方向性をお伺いしたいなと

思ってテーマとして挙げたわけですが。 

本当に今年も１年間のおしまいというか、暮れも押し迫っているんですけれども、質

問の項目いくつか挙げている細かい中に書いてありますけれど、本当に例を見ないよう

な悲惨な事件等が起こっていたり、自殺やなんかも多発したり、そういう１年でありま

したし、そういう状況に今の社会がなってきているのかなと思います。 

そうしたときに、このそういう事件を起こす人たちというのも、みんな親が必ずいて、

育てられ、そして教育制度も日本は整っていますから、みんな学校にも行って大人にも

なっているわけです。 

そういう中で、私も教育現場にもいたせいもありまして、この携わった子とか、そう

いう子たちがどういうふうになっていっているかなというの、いつも心配しているわけ

ですけれども、この最近を見ていますと、ぜひそういう悲しいこういう事件とか問題が

起こらないようにしていきたいなと、そういう思いが強いわけです。 

そういった意味で、この我が町の教育というのも、やっぱりそういう観点でそういう

ことが起こらないようなことを考えながら、できる限りのことをやっていくべきだろう

という、そんな思いで今回質問をさせていただいておるわけですので、いくつか項目も

ありますが、よろしくご答弁をお願いしたいと思います。お願いいたします。 

○議長（森谷岩夫） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 黒澤哲朗議員のご質問にお答えをしてまいります。 

やはり今議会にも前任者が教育について質問をされましたけれども、教育ということ

だというふうに思っております。 

教育観、先ほど私申し上げました。教育委員会に２つのことを２つだけお願いをする

と。その基礎学力の向上、それから社会性ということでお願いした。これは先ほども申

し上げました。 

そのあとの今の様々な事件やいろんなこと、悲惨な事案が起こっているということに

対してでありますけれども、松川町は地域の皆さん、それからＰＴＡの皆さんが学校を

応援してくれたりし、それから子どもたちと接してくれているということ。他の地区と

比べたことは私もちょっとないんですけれども、松川町そういったことを今までもやっ

てきて、子どもたちがそうした中で育っていくということは大変にありがたいなと思い
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ますし、地域が子どもたちを育てていくということは大切なことだというふうに思って

おります。 

教育長の方からまたお答えをいたしてまいります。 

○議長（森谷岩夫） それでは続いて高坂教育長。 

○教育長（高坂敏昭） 何をお話ししようかと思って今考えていたんですが、環境の変化とい

う意味で言いますと、ＡＩが使われるようになって、１０年後２０年後の社会で、今の

職業の４９％しか残らないという、そんな報告がなされております。 

非常に激しい変化の中で、子どもたちにどういう力をつけるのかという、そこが一番

ポイントだと思うんですけれども、先ほど町長の方から基礎学力と社会性というお話が

ございました。 

私どもの教育委員会の中では、確かな学力、それから豊かな社会力という、そういう

スローガンを使っております。学力と社会力。これは基礎学力と社会性という、町長の

言葉を受けたものではありますけれども、その確かな学力というものにつきましては、

やっぱりベースには基礎的な知識や技能が必要であろうと。それだけだと駄目なんだろ

うということですね。自分に身についている知識や技能を使って、いかに創造的な思考

ができるかという、その体験をさせていかなければいけないということと、それから社

会力というものはこれは子どもたちが生活しているのが今、学校と家庭。将来その土台

の上に職業に就くんですが、学校、家庭、そしてもう１つは地域という、その大事な要

素があります。 

地域の中で生活していくというのは、自分がどんな職業に就いてどんな職業人として

生活するという以上に、地域の中で自分がどれだけ地域に貢献できるかという、そこも

大事なポイントだと思いますので、やはり中学生の段階、小学生の段階でなるべく地域

の活動に参加して、地域の人たちと関わる人とつながる力、そんなものをつけていきた

いなとそんなふうに思っております。 

あと悲惨な事件という話がありました。実は先ほど今日の一般質問の中であいさつの

話が出たんですが、中学校３年生の生徒質問者の中でやっぱり長野県や全国と比べて高

い水準にあるものが、自分には良いところがあると思いますかというこの問いかけに松

川町の中三の子どもたちは非常に高い率であると思うと答えているんです。 

それからもう１つは、将来の夢や目標を持っていますかという、この問いかけに対し

ても非常に高いんですね。 

ですから子どもたちの中に自己肯定感が育まれているなというふうに思います。 
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これは自己肯定感というのは、単なるその独りよがりではなくて、そのベースには自

己有用感といいますか、友達の役に立った、親の役に立った、社会の役に立ったという。

そして役に立つことで周りから認められたという、それが自己有用感の支えだと思いま

すので、そうした経験がこの町の中ではたっぷりできるのかなとそんなふうに思ってお

ります。 

以上でございます。 

○議長（森谷岩夫） 黒澤議員。 

○７番（黒澤哲郎） 先ほどもありましたように、今、教育長の答弁にもありましたアンケー

ト調査からも非常に良い回答が出ていて、うれしいことだなというふうに思うわけであ

りますが、できるだけさらにやっぱり良くなるようにという取り組みをお願いしたいな

と思うわけです。 

先日、あるテレビ放送の話題の中で、親御さんたちの会話の中で、子どもから「なぜ

勉強するの」という問いになかなか答えられないう親御さんがいるということで、ここ

で町長や教育長に聞いても良いんですけれど、そういうことよりもやっぱり親も含めて、

地域も含めて、おじいちゃんおばあちゃんも含めて、やっぱりそういうことをみんなで

やっぱり考えていくということは必要じゃないかなというふうに思っています。 

私が良いなと思っている言葉に、その子育て４句というのがあって、乳児はしっかり

肌を離すな。幼児は肌を離せ。手を離せ。少年は手を離せ。目を離すな。青年は目を離

せ、心を離すなという、そういうような言葉もあって良いなと思って覚えているんです

けれど。 

そういったことを先ほどもちょっと公民館とかってあったんですけれど、生涯学習課

というか公民館とか中心になって、みんなで話ができるような場ができたら良いなって

思っているわけです。 

前も言いましたけれど、幼児、小さい生まれたばっかの子どもたちの指導は、保健福

祉課とかの方で面倒を見てくれたりするんですけれど、結局子どもたちの接し方という

ようなことは、なかなか保育園にしても、小学校にしても、中学校にしても、高校生に

しても、大学生にしても誰も教えてくれるわけじゃなくて、みんな親がそれなりに考え

ていかなきゃいけないし、地域おじいちゃんおばあちゃんも誰にも教わるわけじゃなく

て、考えて接していかなきゃいけないわけですけれども、どう接していけば良いのかな

と。今、いろんな問題が起きている社会のような子にならないようにいけるのかなとい

う、そういう議論ができるような場とか、研修できるような場がまたできたら良いなと
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思っているんですがいかがですかね。 

○議長（森谷岩夫） 高坂教育長。 

○教育長（高坂敏昭） 子育て４句の話をしていただきました。 

実は親御さんやっぱり一番迷っていますね。まつかわ大学で明橋大二先生の講演があ

りまして、これまでのまつかわ大学の参加者とはガラッと違った皆さんが、子育て真っ

最中の方々が来ていただいて、お話をお聞きしたあとの質問でもいろんな質問が出され

ていたんですが、ああこれだけ子育てに対していろんな悩みや不安を抱えているのかと

いうことを改めて思いました。 

やっぱりそういう機会が以前に比べると非常に少なくなってきております。学校のＰ

ＴＡの講演会、それから保育園の子育てに関する講演会のような催し物、これが極めて

少なくなっておりますので、やっぱり何かそういう仕掛けをして、お父さんお母さんの

今の子育ての悩みに応えていけるようなそんな場を作っていきたいというふうに思って

おります。 

○議長（森谷岩夫） 黒澤議員。 

○７番（黒澤哲郎） ぜひお願いをしたいかと思います。 

あとの質問にも出てきますけれど、やっぱり学校の先生やＰＴＡに任せる範疇を超え

ていると言いますか、それ難しいと思うんですね。ぜひ、生涯学習課なりで取り組んで

もらえればと思っておりますのでお願いをしたいかと思います。 

そいじゃ具体的質問もしておりますのでちょっと移っていきたいと思いますが。 

先ほども小学校の算数はちょっと平均よりというのはありましたが、その質問通告し

ておりますてらこやのその現状と成果、それから小学校の取り組みはということで通告

しておりますのでお答えをお願いしたいと思います。 

○議長（森谷岩夫） これもそいじゃ高坂教育長。 

○教育長（高坂敏昭） 中学校のてらこやの事業ですが、平成２５年度から始まりまして、今

年が５年目を迎えました。 

現在では、水曜寺子屋ということで、毎週一回水曜日の放課後２～３年生を対象に、

英語と数学の補習事業をやっております。年間の計画で言いますと、１年間に３４回、

そして各会６０名ほどの生徒が参加しております。 

それからそれとは別に、夏休み中の寺子屋が５回、そして今のちょうど個人懇談会が

ありまして、その裏で寺子屋やっておりまして、これが５回ということで、都合４４回

の寺子屋を実施しております。 
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導入のきっかけは、その学力向上というよりもどちらかというと開かれた学校づくり

といいますか、学校運営に地域の方を参加させたいという、こういうことで始まったん

ですが、実際に講師にあたってくださる地域の方々が、やっぱり学力が身についていな

い子が３年生にいると、もっともっと早くから手を入れてあげたかった。それもわずか

５日間では身につかないよと。できたら年間通してやりたいという、そういう講師の先

生方の熱意でもって、今は国の地域未来塾の事業で補助金をいただきながら運営をして

おります。 

やっぱり子どもたちによりましては、授業中はなかなか質問ができないけれども、人

数が少ないと気楽に講師の先生に質問ができるとか、自分のわからないところをとこと

んわかるまで教えてくれるという、そういう良い評価をいただいております。 

それから学校との連携がなかなかこれ実は難しかったんですけれども、昨年からよう

やく数学と英語の教科の先生方が、一緒にそのてらこやの学習内容について考えていこ

うという、そういう連携が生まれてきました。 

ある程度この成果が、具体的にはっきりしたものでつかんでないんですけれども、全

国学力学習状況調査、小学校６年生の結果と、その子たちが中３になったときの結果を

比べてみると、その全国との差が縮まる、または上回るという。つまり小学校６年生は

小学校５年までの学力を確かめているんですが、そのあとの６年生、中１、中２の段階

で底上げが図られているという、その数字が出ておりますので、そういう面では下位層

の底上げということで、このてらこやは役に立っているのかなと、そんなふうに思って

おります。 

それから小学校ですが、小学校は先ほどお話しをさせていただきましたが、やっぱり

国語と比べると算数課題があります。 

３年生までは良いんです。３年生までは全国上回っているんですが、それから４、５、

６、ここが全国と比べると差が出てきてしまうということで、どういう手を打つかとい

うこといろいろ考えたんですが、算数指導教員を昨年度から配置しておりまして、５年

生と６年生のクラスを２つに分けて、少人数指導をしております。したがって、１クラ

スが１１人から１２人ぐらいのクラスにしながら、そこで子どもたちにわかる指導とい

う形で、算数指導を進めておりますが、これについては子どもたちのアンケート調査、

昨年もとりまして、非常に前よりわかるようになったとか、発言する回数が増えたとか、

先生の教え方が丁寧だとか、そういう評価をいただいておりますので、継続して取り組

んでいきたい、そんなふうに思っております。 
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以上でございます。 

○議長（森谷岩夫） 黒澤議員。 

○７番（黒澤哲郎） 発足てらこやも非常に注目されているところでありますけれど、発足当

時からだんだんに進化をして良い方向に動いているかと思います。 

その大学入試制度が、だいぶ変わってきて、やっぱり高校もそうですけれど、中学校

も、やっぱりそうすると小学校もと、やっぱり連携して考えていかなきゃいけない部分

もあるかと思います。そこら辺のところもやっぱり教育委員会としても、どういうふう

な形で持っていくかというようなそういう大きな観点も含めて、やっぱり義務教育も考

えていっていただけるとありがたいなと思っています。 

それについての回答は、今結構ですけれど、そういうのをまた報告しっかり議論して、

報告いただければありがたいなとか思っております。 

関連して、やっぱりＩＣＴを活用した部分も取り入れてやっていただいておるわけで

すけれど、やっぱりソフトウェアの部分の充実というのも非常に大事かと思います。た

だ、機器だけじゃなくて。そういう部分、良い先生の話を聞くということもすごく大事

だし、ここの先生が良くないとかということじゃなくて、いろんな手法を考えていって

いただければなと思っております。またよろしくお願いしたいと思いますが。 

さて、３番目になりますけれど、これは町長にも考えてもらいたいことですけれど、

やっぱり教職員の長時間労働も非常に問題になっているわけです。部活動、それから事

務処理、教材研究などそこら辺のところを町の教育委員会なりはどんなふうに現状はど

うかということも含めてお答えいただきたいと思います。 

○議長（森谷岩夫） 高坂教育長。 

○教育長（高坂敏昭） 働き方改革のご質問だと思います。 

県の教育委員会は、今年度になりましてこの働き方改革の提案を市町村に下ろしてき

ております。 

昨年度もそうだったんですが、時間外勤務の勤務時間についての調査をしておりまし

て、長野県の１カ月１人あたりの時間外勤務時間が平均で６４時間という、こういう数

字が示されております。松川町は、小学校が５７時間、中学校５８時間という、そうい

う数字です。県の平均に比べると少ないわけでありますけれども、超過勤務がそこに現

実としてあるという、そういう実態があります。 

現場にいますと、教育という仕事は際限がないんですね。ここまででいうのがないん

です。したがって、もっとやりたいもっとやりたいと思えば、それは学校にいる時間が
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１０時１１時に平気になってしまうという、そういう部分がありまして、一番は先生方

の意識を変えていかなければいけないかなということで、勤務時間を意識した働き方を

していきましょうよと。これはワーク・ライフバランスのこともありますし、この先考

えていったときに、先生という仕事やっぱりなり手がいないと困りますので、やっぱり

先生という仕事に憧れてなる人たちもいてほしいという、そういう思いもありますので、

そんな観点から自分の勤務時間を意識して働いてほしいということで、各学校では先生

方一人ひとりの勤務時間をしっかり把握できるように、中学校あたりはＩＣＴを使って

先生方の勤務時間を把握しております。 

それからもう１つは、時間外勤務が非常に多いという、その時間外勤務を校長が命じ

た場合には、必ずその回復の時間をとりなさいという、こういう指示を町の教育委員会

はしておりまして、勤務の割り振りについての規則を作りまして、７月に各学校に指示

をしております。 

それから部活動がやっぱり先生方にとっては負担。特に自分が得てっていない種目の

部活動は大変だという、非常にやらされ感が強いので、そこに手を入れるために部活動

の時間自体ももう少し縮小していきましょうよということで、これは平成２７年度から

松川町スポーツ活動運営員会を開きまして、休養日の設定。一週間に１日は部活動のな

い日を作りましょう。それから土日２日間のうち１日は必ず休んでください。そして土

日については、午前中か午後か、どちらかの時間に部活動を行ってくださいという、こ

ういうことで運用をしております。 

それからもう１点は、部活動の指導員ですね。これは国の方もようやく乗り出してき

まして、来年度から部活動指導員というものを置くようにと。１／３は国が、１／３は

県が、１／３は市町村が負担した形で指導員を置きましょうということで、希望があれ

ば手を挙げてくださいという話がありましたので、松川町部活指導員を置きますよとい

う、そんな連絡をさせていただいております。 

それからあとは、学校の業務の効率化ということで、先生方の事務的な仕事をいかに

軽減するかということで、これにつきましてはＩＣＴの活用の統合型校務支援システム

というものを入れながら業務の効率化を図っていきたい、そんなふうに考えております。 

そして最後は、やっぱり人的な支援ですね。先ほどお話しをさせていただいた算数の

指導教員、これは本当に小学校の先生方から、自分たちの仕事の連絡調整で本当に助か

っているという、そんなお話しがありました。 

それから特別支援教育の支援員の配置。小中学校で９名。それから事務の補助、養護
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の補助という形で、町費のスタッフを入れながら人的なサポートをしているというのが

現状でございます。 

以上でございます。 

○議長（森谷岩夫） 黒澤議員。 

○７番（黒澤哲郎） 通告内容を網羅するような形でしっかり教育長に答えていただいたわけ

ですけれども、まずは先生方の意識というところから入るということで、そういう環境

がやっぱり大事かと思います。部活、事務処理等、今、答弁いただいたことをしっかり

やっていただいて、先生が本当にそういう形で長時間にならないように。 

教材研究等については、本当やればきりがないわけですけれども、子どもたちのため

にやっていただいているということだと思いますが、健康第一でもありますし、ぜひま

た今、答弁をいただいたことをしっかり実施していっていただきたいなと思っておりま

す。 

で、ちょっと関連して、以前の一般質問で、これ教育というか保育ですけれど、その

学校の先生はそういうことなんですけれど、保育士さんの休憩代替えの話とかってしま

したよね。 

それでそこら辺のとこ初耳だとかと言ってて、そのあとどうなっているのかはちょっ

とお聞きしたいと思いますし、今、話題になっているのが、これもちょっと働き改革に

なりますけれども、要するにお昼寝を見ていただいたり、保育士さんはトイレ掃除だと

か、部屋の掃除とかも保育士さんたちがやっているわけですよね。そういうのは、パー

トの皆さんに入っていただいてやっていただくという、そういう施策をやっているとこ

ろもあるわけで、そういうことも含めてどんなふうに考えられておられるのか、お答え

をお願いしたいと思います。 

○議長（森谷岩夫） そいじゃこども課長、お願いします。 

○こども課長（福島敏美） 保育士の皆さんの休憩がなかなかとりにくいというような面で、

前回もご質問等いただいたところでございますけれども、その点につきましては保育士

の皆さんとも話を十分させていただく中で、交代ではありますけれども、休憩がとれる

ような対応を今現在はしております。 

限られた人数の中ではありますけれども、調整しながら休憩がとれるような体制をと

っておるようなところでございます。 

また、それ掃除ですとかという部分もありますけれども、それについては今、保育士

等職員の方で対応の方はさせていただいておるところでございます。 
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また、子どもたちもお掃除なんかは手伝ってくれておるような状況でありますけれど

も、そこら辺今現在は、掃除等に職員といいますか、臨時の皆様お願いしてというよう

なことは今現在考えておらないわけでございますけれども、また検討の方はさせていた

だきたいと思います。 

○議長（森谷岩夫） 黒澤議員。 

○７番（黒澤哲郎） 保育士さんの超過勤務はどうなっていますか。 

○議長（森谷岩夫） 福島こども課長。 

○こども課長（福島敏美） 保育士の皆さんの超過勤務、これについては一部交代で朝、夜の

延長の対応が若干必要な部分がございますので、それについては超勤対応とさせていた

だいております。 

○議長（森谷岩夫） 黒澤議員。 

○７番（黒澤哲郎） 本当は、時間等も含めて言ってもらえれば良いんですけれど。 

先ほどもありましたけれども、超過勤務って例えば園長なり上司の命令がないと超過

勤務じゃないですよね。だけれど実態は、みんな多くの保育士さんたちも含めて明日の

準備だとか、そういうことも含めて残業しているわけなんですよね。 

だから、表向きのことだけをこういう場で答えていただくんじゃなくて、それで代わ

りに交代でやっているとかって、それでは保育士さんが足りないとか、保育士さんの勤

務条件の改善に全然向かっていかないんですね。 

だから担当課長、そういう答弁じゃなくて、親身に考えた答弁をお願いしたいんです

が、どうですか。 

○議長（森谷岩夫） 福島こども課長、もう一度。 

○こども課長（福島敏美） その今現在対応させていただいております休憩の問題なんですけ

れども、はっきり申し上げまして職員一回保育士の皆さんにどうやったらできるか一回

考えてくれということで投げかけをさせていただきました。 

そんな中でもなかなか難しい状況というのはお聞きしました。でも私ども考えていた

のは、やっぱり休憩取れるような体制をとりたいということで、もう一回検討してもら

った中でやりくりでできるような形をとってきておるところでございます。 

私たち私にとりましても、保育士の皆さんがしっかり子どもたち見てくれる体制をと

っていきたいということは十分考えておりますし、またそのことについては、係、また

保育士の皆さんも同じような考えで子どもに接していただいておると思っておりますの

で、これからも子どもに接するに十分な体制で保育士の皆さんとも話をしながら進めて
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まいりたいというふうに思います。 

○議長（森谷岩夫） 黒澤議員。 

○７番（黒澤哲郎） 課長さんがそういうふうに保育士さんたちに投げかけていくという形だ

けじゃ変わっていかないと思います。上司がそう言っているんですけれど、私が今、具

体的に提案したように、きちんとした休憩代替えの制度作るだとか、お掃除やお昼のと

ころはパートさんにお願いするとか、実質的にきちんととれる体制を上司としてちゃん

と提供していかなきゃ難しいんじゃないですか、現実は。 

そういったことが保育士さんのなり手だとか、足りない、不足の部分だとか、そして

もって町長のさっき言った住民福祉の向上、要するに親御さんのため、住民のためにな

るわけですから、そういった方向で考えていただきたいと思います。 

あえて議会が出向いて聞き取り調査をしたり、実態調査をするとかしませんけれど、

今の課長の答弁というのは非常に時間数も出てこないし、曖昧で、うまくいっていれば

なり手不足だとか、そういうこともなくてうまく回っているはずですよね。だからぜひ

そういうところを改善していってもらいたいなと思います。 

保育士さんが泣いて帰ってくるというような話も聞こえてくる中で、辞めてしまう人

もいるというような中で、なんとなく悲しく思いますので、ぜひそういうことのないよ

うに改善をしてほしいなということであります。 

○議長（森谷岩夫） 高坂教育長。 

○教育長（高坂敏昭） 私も６時過ぎに保育園へ行くとまだ電気がついてて何しているのかな

と思って見ると、明日の教材の準備をみんなで製作しながらやっているんです。 

これやっぱり仕事の一部になっているというところもありますので、具体的にどうい

う勤務の実態なのかというところ、再度私たちしっかり把握をさせていただいて、働き

改革という面で保育園の先生方の勤務のあり方についても検討していきたいと、そんな

ふうに思っております。 

やはり学校の先生方と似たような状況はあると思います。もっともっと保育園に残っ

て明日の準備をしたいという、そういう先生方はいっぱいいらっしゃいます。だけれど

それはきりがないので、じゃあどこでけじめをつけて、そこまではその園長が勤務を命

ずるという形にするかどうか、そんなことも含めて考えていきたいと、そんなふうに思

っております。 

○議長（森谷岩夫） 黒澤議員。 

○７番（黒澤哲郎） 特に学校もそうですけれども、子ども相手のというのは、その事務処理
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みたいなのは、みんな子ども帰ってからやらなきゃいけないんで、本当にもうそういう

実情があるかと思いますので、ぜひよろしくお願いしたいと思います。 

次の質問でありますけれど、こういう社会情勢の変化の中で、もっと機能する行政に

するためにすべきことはということで通告させていただいておるわけですけれど、今日

は働き方改革から始まって厳しい質問がたくさん出ておりますけれど、通告してありま

すのでまず町長にお答えいただきたいと思うんですけれどね、よろしくお願いします。 

○議長（森谷岩夫） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 機能をしっかりと発揮する体制づくりということでございます。 

今も今までのいろんな方からもご意見をいただいております。働き改革、これが１つ

の中心になるんではないかなというふうに思っております。 

それからやはりどうしても、人事異動があって新入職員教育についてもご意見ももら

いました。配属になってそして数年のうちに異動があったりする。そうするとまたゼロ

から覚えていかなくちゃならない。そんなようなことをやはりシステム、あるいはマニ

ュアルというような方で、いつそんな異動があってもスムーズにやはりその仕事に入り

込んでいけるような体制を作っていくこと、これについても今までにも皆さんからご意

見いただいております。そうすべきだと。 

そんなようなことに大きく取り組んでいかなくてはというふうに考えております。 

○議長（森谷岩夫） 黒澤議員。 

○７番（黒澤哲郎） 町長、取り組んでいかなきゃということなんですけれど、先ほども大蔵

議員からもありましたけれども、やっぱり外も大事なんだけれど、中がやっぱり大事だ

ということは、私もずっと言っているわけで、そのやはり町長自身もどういう働き方改

革ができるのか、どうしていくかということをやっぱり戦略的にとか、具体的なものも

町長自身もやっぱり考えていく必要があるんじゃないかなと思うんです。 

先ほど中平議員の質問で、だんだん明確になったんですけれど、その中心になって行

う課長自身も対外的な研修等はなかったりとか、そのスムーズにいかない理由はやっぱ

り皆さんがやっぱりそういうスキルを持ってないというか、どうしていいかわからなん

でいるのが現状かなと思ったりもしています。また、ぜひ町長も一緒に考えていっても

らいたいと思いますけれども。 

ちょっと総務課長にお聞きしたいんですけれど、職員の管理はできていると思うんで

すけれど、その庁外で仕事をされた経験のある職員ってどのくらいいらっしゃるんです

かね。 
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○議長（森谷岩夫） 塩倉総務課長。 

○総務課長（塩倉智文） すいません、質問の意味が、庁外という質問の意味がよくわからな

いんです。 

○議長（森谷岩夫） もう一度そいじゃわかるように。 

○７番（黒澤哲郎） 要するに人事交流やなんかも含めて、民間経験とかも含めて、松川町役

場以外で働いたことのある人。 

○議長（森谷岩夫） 塩倉総務課長。 

○総務課長（塩倉智文） 社会人枠等の経験も採用がしておりますので、あと職員の派遣で長

野県との交流をしたりしておりますが、通告にない質問ですので、数字につきましては

把握できておりません。 

○議長（森谷岩夫） 黒澤議員。 

○７番（黒澤哲郎） そのくらいは把握しておっていただきたいなということでありますね。 

ずっと働き方改革だとか、そのことをやっているわけですから、当然職員どう人材育

成していくかってやっているわけですから、そのくらい当然知ってなきゃ。 

先ほども先輩が後輩を見るとか言っていましたけれど、そういう制度があるとかって

言っていましたけれど、外の経験もない、そういう研修も受けてない、そういう人たち。

例えばずっと課長さんたちも３０年４０年こちらにいらっしゃる、外へ出たことのない

人いらっしゃるかもしれませんけれど、そういう体質改善というのがありましたけれど、

そういう人たちが上から下を面倒見ても変わっていかないですよね。私はそう思います。 

そういった意味で、中平議員も言われていましたけれど、本当にもっと外部の力を借

りないと無理じゃないかなと。自己の力だけでは厳しいんじゃないかなというふうに私

は思っています。 

この話は、本当中平議員も言われましたけれど、もうずっと私も１０年目になりまし

たけれど、今回３７回目の一般質問になりますけれども、それで変わらないわけですか

らちょっと諦めかけているんですけれど、もうこのままじゃ危機的な状況かなという感

じもするので、やっぱり体質改善必要だと思うんですけれど、町長いかがですか。 

○議長（森谷岩夫） 深津町長。 

○町長（深津 徹） 今、外部での経験といって、課長の方は数字通達がないということで、

私も今、考えておりました。大体役場以外で働いた方どうなんだろう、３０％ぐらいか

なといって今、副町長と話したんですけれど、細かい数字まではわかりませんけれども、

途中から役場へ入られた方、あるいは出向なり研修へ行った方等含めるとそのくらいに
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なるかなと思って、今、考えておりました。 

それから今、なかなか黒澤議員の言われた町長どうですか、はい、なんとか頑張って

いきます、いつも町長そういうふうだという繰り返しだというふうに思っておりますけ

れども、なんとも返事言われるとおりだというふうに思っておりますし、しっかりと受

け止めてやっていきますという答弁以外にしようがないというふうに。 

ただ、議員からも言われております「町長前にもそうだった」と言われるのが非常に

心苦しいんでありますけれども、返答答弁としたらなんとか進めていきたいと思ってお

ります。 

○議長（森谷岩夫） 黒澤議員。 

○７番（黒澤哲郎） だからこそ町長に具体的なことを指示してもらいたい。自分も考えてや

ってもらいたいということです。 

そういう坂本議員も言われていましたけれど、我々具体的な提案いっぱいしているわ

けですね、人事評価の見直しも、私なんか管理職の推薦制だとか、民間交流だとか、こ

の地方だけでも市町村の人事交流だとか、職員から改善提案を受け付けるだとか、いろ

いろ言っているわけですけれど、何１つ実施されないというのが事実なんですよ。 

町長の指示でも何でも、きちっと１つでもやってもらえれば変わるんじゃないかなと

思っていることを言いたいということですね。 

それとやる気とかそれから職員の感度が大事だと委員会の時にも話がありました。こ

この部分が非常に大事な部分です。総務課長も含めて感度ってどうやってやっていった

らいいですかね。 

○議長（森谷岩夫） そいじゃ塩倉総務課長。 

○総務課長（塩倉智文） 感性という意味かと思いますけれども、やっぱり持って生まれたも

のと培ってきた経験しかないかと思います。 

○議長（森谷岩夫） 黒澤議員。 

○７番（黒澤哲郎） 職員によって感度が違うということではまずいという話が出たのでお聞

きしたので、そこら辺またお願いしたいわけですが。 

最後に町長、分課をしてその評価。前質問した時には、まだ早いということだったん

で、課を増やしてどうなったかだけは、働き方改革に関連するんで評価をお願いしたい

と思います。 

○議長（森谷岩夫） そいじゃ最後の質問ということで深津町長。 

○町長（深津 徹） まちづくり政策課を設けました。それはいわゆるまちづくりをこれから
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の将来に向けてのまちづくりをある程度専門にしていきたい。それから総務課が膨れ上

がっていく。そこの中で危機管理というものを明確にしていくべきだということで、総

務課に危機管理係を別に設けました。 

そうしますと、それから総務課が人事関係、やはり総務課が１つの握っておりますの

で、やはり総務課が危機管理と会計室もありますけれども、人事管理、そういったもの

に集中ができるという思いでございました。 

それからまちづくりの方は、やはり本来のまちづくり政策課は、いま少し事業推進も

どうしても事業化になっちゃっている部分はあるんですけれども、目指すところはやっ

ぱり事業を推進するとともに、まちづくりという全体の中で横断的に各課に対していろ

いろものが提案やできる横断的なものになるのが１つの理想だというふうに考えており

ます。 

そいじゃその分課したことで、成果がどういうふうに現れているかということについ

ては、やはりリニアの問題であったり、例えば青年の家、あるいはいろんな後利用のも

のも、いわゆるまちづくり政策課が中心になって各課に声をかけて横断的な話し合いが

できるようになってきているのは、１つの進歩かなというふうに思っております。 

○７番（黒澤哲郎） 終わります。 

○議長（森谷岩夫） 通告のありました一般質問は、以上で終わります。 

 

散 会 

○議長（森谷岩夫） 以上をもちまして、本日の日程は全部終了いたしました。 

これにて散会といたします。 

 

午後５時４５分  散  会 
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平成２９年第４回松川町議会定例会会議録 

（ 第 １８ 日 目 ） 

 

 

平成２９年１２月２２日（金曜日）    午後３時００分 開議 

 

 

開議宣告 

議事日程の報告 

日  程 

第 １ 議案第 ６号 平成２９年度松川町一般会計補正予算（第４回）について 

第 ２ 議案第 ７号 平成２９年度松川町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３回）

について 

第 ３ 議案第 ８号 平成２９年度松川町介護保険事業特別会計補正予算（第２回）につ

いて 

第 ４ 議案第 ９号 平成２９年度松川町公共下水道事業特別会計補正予算（第２回）に

ついて 

第 ５ 議案第１０号 平成２９年度松川町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２回）

について 

第 ６ 議案第１１号 平成２９年度松川町保養宿泊施設事業特別会計補正予算（第３回）

について 

第 ７ 議案第１３号 町道の認定について 

第 ８ 発議第 １号 リニア対策委員会の設置について 

第 ９ リニア対策特別委員会の正副委員長の選任について 

第１０ 総務産業建設常任委員会の継続審査の一部再付託について 

第１１ 総務産業建設常任委員会からの継続審査の申し出について 

第１２ 総務産業建設常任委員会からの継続審査の申し出について 

第１３ 継続審査・調査について 

第１４ 町長あいさつ 

閉  会 



 －194－ 

出席議員  １３名 

（別表のとおり） 

欠席議員  １名 

（別表のとおり） 

地方自治法第１２１条の規定により説明のために会議に出席した者の職・氏名 

（別表のとおり） 

本会議に職務のため出席した者の職・氏名 

（別表のとおり） 
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午後３時００分 開 議 

開議宣告 

○議長（森谷岩夫） 出席議員が定足数に達しておりますので、ただいまから平成２９年第４

回松川町議会定例会を再開いたします。 

なお、大蔵洋議員より葬儀のための欠席届が出されております。 

 

議事日程の報告 

○議長（森谷岩夫） 議事日程の報告でありますが、日程につきましてはお手元に配布のとお

りであります。 

本日の会議に説明者として理事者、各課長、局長の出席を求めてあります。 

株式会社チャンネル・ユーの有線テレビ生中継の許可をしてあります。 

 

日  程 

＝＝＝ 日程第１ 議 案 審 議 ＝＝＝ 

◇ 議案第 ６号 平成２９年度松川町一般会計補正予算（第４回）について 

◇ 議案第 ７号 平成２９年度松川町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３回）につい

て 

◇ 議案第 ８号 平成２９年度松川町介護保険事業特別会計補正予算（第２回）について 

◇ 議案第 ９号 平成２９年度松川町公共下水道事業特別会計補正予算（第２回）について 

◇ 議案第１０号 平成２９年度松川町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２回）につい

て 

◇ 議案第１１号 平成２９年度松川町保養宿泊施設事業特別会計補正予算（第３回）につい

て 

○議長（森谷岩夫） 日程第１、議案第６号、平成２９年度松川町一般会計補正予算（第４回）

について、日程第２、議案第７号、平成２９年度松川町国民健康保険事業特別会計補正

予算（第３回）について、日程第３、議案第８号、平成２９年度松川町介護保険事業特

別会計補正予算（第２回）について、日程第４、議案第９号、平成２９年度松川町公共

下水道事業特別会計補正予算（第２回）について、日程第５、議案第１０号、平成２９

年度松川町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２回）について、日程第６、議案第

１１号、平成２９年度松川町保養宿泊施設事業特別会計補正予算（第３回）について、

以上議案第６号から第１１号までにつきましては、審査を各常任委員会に付託をしてあ
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ります。その結果を順次報告をお願いいたします。 

初めに社会文教常任委員会の報告を坂本勇治委員長。 

○社会文教常任委員長（坂本勇治） それでは社会文教常任委員会の報告をいたします。 

本定例会において、社会文教常任委員会に審査を付託されました平成２９年度松川町

一般会計補正予算第４回、平成２９年度松川町国民健康保険事業特別会計補正予算第３

回、平成２９年度松川町介護保険事業特別会計補正予算第２回について、去る１２月７

日に委員会を開催し、理事者、関係課長、係長の出席を求め、慎重に審査をしました。 

それぞれの審査の過程と結果を報告いたします。 

まず、一般会計補正予算であります。 

各課より詳しい説明を受けた後に質問を行いました。 

軽自動車税の現年課税分１４０万円の増について、「課税の変更によるものか」との質

問に「予算編成時に比べて四輪車の新車購入による登録が自家用車、貨物車で５０台、

自家用乗用車で１００台あまり増えたことによるもの」との説明がありました。 

延滞金１１５万円の増についての質問がありました。「滞納整理機構への委託と県税徴

収対策室合わせて９７万円ほどと町が徴収した分の合計で１１５万円です」との答弁で

した。 

「保育所費の賃金の減９０５万円で、保育サービスができているのか」との質問があ

りました。「現在７３名体制で充足されている」との答弁でした。保育サービスの確保は

最優先だが、職員の効率的な配置やスケジュール管理等負担軽減も同時に進めるよう要

望が出されました。 

同じく保育所費、委託料の献立作成管理システムの導入がなぜ今回補正で出てきたか

についての質問がありました。「本年度に入ってからこの職に就いた保育園の栄養士から

の要望で、職員の負担軽減のために導入するものだ」との答弁がありました。 

「職員の負担軽減のためのシステム導入は非常に良いことなので、他の業務の効率化

にも導入を進めるよう」との要望がありました。 

「生ごみ処理機の故障による中古品購入は適切か」との質問がありました。「旧北名子

保育園から使用していたもので、機種が古く、修理ができないということで購入するも

のです。購入価格が新品より１／１０ということと、保育園での使用頻度と必要能力を

考え、今回中古品でも十分対応可能だということで判断です」との答弁でした。 

「ホストタウン事業費の３０万円増について、詳細な説明を」との質問がありました。

「３月時点でわかったため、今年度予算になかった。コスタリカのサッカーチムと日本
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のナショナルチームとの試合が熊本で行われ、応援に４月９日に行ってきた。全体の予

算内で、残りの予算の事業を精査したところ、足りないと判断した結果での増額予算だ」

との答弁でした。 

保健衛生費のめばえ事業補助金３０万円増の実績とこの事業の広報についての質問が

ありました。 

「今年度既に６件の申請があり、当初予算の２００万円では不足が見込まれるため、

増額補正するものです。この制度は、１件あたり５０万円と県負担１５万円で計６５万

円を上限としていますが、平成１４年度の制度発足からこれまでに８５件の方に申請を

いただき、そのうち出生に結びついた方が２５件になっています。また、広報について

は、パンフレット等の医療機関の窓口に置いていますが、ホームページ等でも周知して

いる」との答弁がありました。 

以上で一般会計での質疑を終了し、続いて国民健康保険事業特別会計補正予算と介護

保険事業特別会計補正予算の説明を受け、質疑に入りました。 

「オレンジカフェの利用者が増えている。利用者増に対応した職員の人材育成はどの

ように行っているか」の質問がありました。 

「認知症に特化してはいないが、介護予防サポーター養成講座を３年間行った。また、

認知症サポーター養成講座受講生や介護経験者等探しているのが現状です。また、地域

おこし協力隊の方が介護予防運動指導員の資格を取得中であり、そうした方々の活用が

考えられる」との答弁でした。 

「人材確保は、計画的に対応して行ってほしい」との要望が出されました。 

介護申請から介護認定、介護クーポン券の配布までの必要日数等の流れについての質

問がありました。「介護認定から１カ月以内に認定結果は出ますが、認定結果を受け、介

護クーポン券の配布を行っている」との答弁でした。 

国民健康保険の基金積み立て７，０００万円は、「冬を迎えるこの時期だが、予算的に

大丈夫か」との質問がありました。「予算を立てた時点から例年の実績に基づき、４％の

医療上昇で見込みを立てたが、ここまで前年度を下回る状況で、予備費も７，０００万

円を上回っていることから、冬場のインフルエンザ等にも対応できると判断した」との

答弁でした。 

「介護予防の１，０００万円の減額の理由は」との質問がありました。「デイサービス

について当初予算で１人当たり週２回利用を想定し予算を立てたが、週１回の方が多か

った。利用者の数は予想より増えているものの、利用回数の減による」との答弁でした。 
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以上、特別会計の質疑を終了し、議員間討議に移りました。 

議員間討議では、３点の再質問が出ましたので、社会文教委員会を再開しました。 

再質問の１点目は、名子中央保育園の網戸設置について「多目的ホールは配膳棚にも

つながっている。夏場等の窓開放時の状況で、保健所対応は大丈夫か」と。２点目は、

「ホストタウン計画の目的の中で、松川町にとってのメリットを明確にしてほしい」３

点目は「ハーフマラソン大会に関する補正予算の明確な主要目的の説明を」との質問を

しました。 

まず、配膳棚は、「調理場と多目的ホール両方に扉がついて、必ず両方を開けることが

ないようにしている。また、調理した給食は、配膳棚から各保育室まで蓋のある配膳容

器で移動されますので、衛生上問題ありません」とのことでした。 

次に、「２点目のコスタリカ共和国の言語であるスペイン語教室の開催や松川町柔道の

トップアスリートとの交流を通じて、地域住民の国際化、グローバル化といったところ

を進めていきたいと考えていますし、町費を使っての事業でありますので、派遣した職

員には報告等を通じてホストタウン事業の意味を説明できるようにしてまいります」と

の答弁でした。 

３点目について、「ハーフマラソンは１月から準備が始まり、４月からランナーの募集

にあたり、警察等関係機関との打ち合わせを開始します。その頃から印刷物等大量に発

生し、電話等も多くなってきます。８月９月でピークになり、事業報告、反省会等を経

て、１２月になるといったサイクルで進んでいます。予算については、電話回線、使用

料等はハーフマラソンの予算で、電話機等設置は公民館の費用で対応させていきます」

との答弁でした。 

以上、質疑を終了し、付託案件の採決を行いました。 

採決の結果、平成２９年度松川町一般会計補正予算（第４回）、平成２９年度松川町国

民健康保険事業特別会計補正予算（第３回）、平成２９年度松川町介護保険事業特別会計

補正予算（第２回）について、全員賛成で当委員会では各補正予算とも原案のとおり認

めることが妥当と決しましたのでここに報告いたします。 

以上、よろしく質疑をお願いします。 

○議長（森谷岩夫） 引き続きまして、総務産業建設常任委員会の報告を黒澤哲郎委員長。 

○総務産業建設常任委員長（黒澤哲郎） それでは総務産業建設常任委員会の報告をいたしま

す。 

本定例会において、総務産業建設常任委員会に審査を付託されました平成２９年度松
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川町一般会計補正予算（第４回）、平成２９年度松川町公共下水道事業特別会計補正予算

（第２回）、平成２９年度松川町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２回）、平成２

９年度松川町保養宿泊施設事業特別会計補正予算（第３回）について、去る１２月１１

日委員会を開催し、理事者、関係課長、係長の出席を求め、慎重に審査をいたしました。 

審査の経過を報告いたします。 

初めに一般会計補正予算であります。 

燃やすごみ集積２０カ所増設について、「廃プラが一週間に３回まで出せるようになっ

た状況で、小分けに出せれば特別必要はなかったのではないか」「増設したところの利用

状況を調べてあるか」との質問がありました。 

燃やすごみの増設の場所は、古町、新井で５カ所、名子で８カ所、上大島５カ所、上

片桐と生田がそれぞれ１カ所ということで、やはり人口の多いところの方が多いような

様子であります。「分別にあたりましては、最初言われていたのが、『重量で１割ぐらい、

かさで３割ぐらいは増えているんではないか』ということを言われていました。今回９

月からでしたので、８月末に廃プラの排出が通常の４倍程度あり、稲葉クリーンセンタ

ーからの９月１０月の重量の報告では、大体４～５％の重量増で、８月の駆け込み需要

の分がまだ効いているのかなというふうな印象を受けている」と、そういう答弁でござ

いました。 

次に、商工業振興費委託料で、松川インター企業団地造成概略計画作成ということで

１５０万円。住民の説明ということであるが、説明会について質問がありました。「松川

インター企業団地の概略計画図、この図面ができた上で住民説明会、地元説明会をして

いきたい。それ前には、当然個々の意向調査等は随時行っていく」と。「どの程度の土量

が入ってくるかということがポイントで、一番良いものを作って理解を得ていきたいと

考えている」との答弁でした。 

続いて「観光まちづくりアドバイザーの報償費１００万円がほかの項目に移っている

が、委託期間等協力隊募集の広告費減額について、定期的に広告は打っていないのか。

１月から３月までの募集イベントのようなものには参加する予定がないのか」とのご質

問がありました。 

アドバイザーの委託料の関係については、「年間で２００万円、謝金については９月ま

で、委託料については１０月以降３月までということです」と。「広告費については、当

初１１０万円計上したが、今回そこまでは年度末までに使わないだろうということで４

０万円を減額させていただいておる」ということであります。 
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「協力隊の募集については、随時募集をしているわけにはいきませんので、期限を切

って４月と９月に行った」と。「広告会社とは引き続き連携していく」との答弁でござい

ました。 

次に、「建設課の関係で多面的事業の会計処理２万円増の事務ということで計上してい

る」と。「具体的にどんなことをやるのか。若者定住住宅、取得祝い金の増額１５件の当

初予算より増えたということだが、１５件の皆さんはどういう方たちなのか。Ｉターン

であるのか、Ｕターンであるのか等分析されているのか」それから総務課関係になりま

すが、生東地区防災マップ作成経費が計上されているが、事業の進捗とこれからの進め

方について質問がありました。 

「多面的機能活動推進消耗品ということで、当初事務費で１０万円計上しております」

と。「当初交付決定が５万円だったところが、今回２万円の増の７万円の町への事業費と

いうような結果です」と。「内容的には事務費ということですので、多面的事業の団体に

対して、そのようなものを買うというような名目でございます」と。「若者定住、住宅取

得祝い金は、平成２８年４月１日より施行している」と。「今年度、家屋評価実施済みで、

まだ未申請の方を拾い上げて１５件である」と。現在申請中が３件、２８年度以降まだ

未申請の方もいるので、その分を加味した数字で算出している」と。「申請者の内訳は、

町外から移ってこられて住宅を建てられるというケースが多いが、町内にご縁のある方、

いったん外へ出られて帰って、実家のお隣へ家を建てるとか、そういったケースが多い

ようなのかなと思っております」ということでした。 

「新規就農された方が建てられたケースはあまり見受けられない。内容的に調査をし

ていないので、今後については申請者の情報も少しキャッチをして示していきたい」と

いうことでありました。 

防災マップの作成については、「おおむね生東区は、３月いっぱいぐらいを第１段階と

して、今後は合わせて土砂災害の危険地域を重点的にということの中で、福与の浸水域

に含まれておる皆さんたちの避難、また次の段階につきましては、断層地域であります

大島・上片桐の皆さんの自主的な避難誘導という名目で順次進めていきたいと思ってい

る」ということでした。「来年は主に福与の皆さんと一緒に防災マップ作成を進めていき

たいと思っている」とこういうような答弁でございました。 

以上が一般会計の関係であります。 

続いて３つの特別会計について、一括して審査を行いました。 

農業集落排水事業の歳出の中で、「簡易カメラ調査異常箇所の委託料２００万円、どこ
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の場所なのか。また、補修箇所がどのくらいか」という、その点についての質問があり

ました。 

補修については、全部で１１カ所ということで、「一番古い上片桐下地区が８カ所、大

島地区で３カ所、工法はクリスタルライニング工法」ということで、これは自走式のロ

ボットを入れて、不具合のあるところをガラス樹脂でコーティングするという、そうい

うやり方のようであります。「水回しや管の洗浄なども必要になり、どうしても高額にな

ってしまう」という、そういう答弁でございました。 

以上が、付託案件を審査した主な内容でございます。 

それぞれ最終の意見を求めまして、一括採決を行いました。結果、付託された案件に

ついて、全会一致で当委員会では原案どおり認めることが妥当と決しましたので、ここ

にご報告をさせていただきます。 

以上であります。 

○議長（森谷岩夫） それでは両常任委員会の報告を終わります。 

ただいまの報告につきまして質疑がございませんか。 

佐藤議員。 

○２番（佐藤史人） 社会文教常任委員会の報告に質問をいたします。 

私が１２月５日の本会議の時の総括で質問いたしました２９年度予算の予算審議の中

で、残念ながら採択されなかった事業が５億円近いものがございました。副町長の答弁

で、「そういった採用されなかった事業の補正は、１２月補正予算の主な事業のところに

はなかった」というお答えがありました。それについての議論がなかったかどうかお尋

ねしたいと思います。 

○議長（森谷岩夫） 坂本委員長。 

○社会文教常任委員長（坂本勇治） ただいまの質問ですが、付託案件ではありませんので、

審議はありませんでした。 

○議長（森谷岩夫） ほかにございませんか。 

（「なし」との声あり） 

○議長（森谷岩夫） それでは質疑なしと認めます。 

質疑を終結し、討論を行います。討論はございませんか。 

佐藤議員。 

○２番（佐藤史人） 私は、誠に不本意ながら一般会計補正予算について反対の意見を述べさ

せていただきます。 
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１つは先ほども申し上げましたように、２９年度予算が執行される中で、各課から挙

がっているいろいろな事業の採択されてなかった部分が１２月補正予算において、これ

はぜひやらなくちゃいけないんじゃないかというものが挙がってないこと。それから入

学祝い金、それからふれあい商品券というかについて、私はお金や商品券を配るのでは

なくて、事業で町民の皆さんにいろいろな支援をしていくべきじゃないかということを

申し上げておりました。 

残念ながら１２月に計上されました特に文教についての部分にいささかそういった事

業が見当たりません。 

細かいことを申し上げると、コスタリカのサッカーの応援に町長はじめ教育長と応援

に行かれた予算を使ってしまったので、コスタリカに行く旅費が出ないという補正が挙

がっておりましたが、私たちが聞いているのはあの時、松川高校のボランティアから預

かった熊本震災に対する義援金を持っていかれたと思います。それだとしたら、義援金

を持っていったことがあればそちらの方の予算を使えば良いんじゃないでしょうか。 

それからもう１つはハーフマラソン。どこで誰が来年度第４回をやるって決めたんで

すか、決まったんですか。それのやるかどうかも決まっていない案件について、どうし

て１２月に補正が出るんですか。 

そういったことも含めて、私はもう少し積極的な補正予算があるべきだと思いまして、

今回の１２月の補正予算案に対しては反対でございます。 

以上です。 

○議長（森谷岩夫） ほかに討論はございませんか。 

米山議員。 

○１番（米山郁子） 私も２９年度一般会計補正予算（第４回）を反対でございます。 

理由は、一般会計補正予算の中に観光局法人登録業務３５万円と法人登録税１５万円

が掲載されております。まだ観光局設立に対しまして、住民の理解を得られていないと

考えております。 

また、計画によりますと、まだまだ行政からの委託料に賄う部分が多く、一般社団法

人として本当にやっていけれるのか。形ばかりで計画内容がまだ見えてきておりません。

単なる第２観光課としか思えません。 

このような状態で、どんどん進めていくことには反対いたします。 

ですので、今回の登録費が入っている補正予算については反対いたします。 

○議長（森谷岩夫） ほかに討論はございませんか。 
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（「なし」との声あり） 

○議長（森谷岩夫） 討論なしと認めます。 

続いて採決を行いますが、今、反対の意見がございましたので、一般会計補正予算の

み分けて採決を行います。 

その後、第７号から第１１号まで一括して採決をしたいと思いますが、よろしゅうご

ざいますか。 

（「異議なし」との声あり） 

○議長（森谷岩夫） それでは日程第１、議案第６号、平成２９年度松川町一般会計補正予算

（第４回）について、賛成の方の起立を求めます。 

（起立１１名） 

○議長（森谷岩夫） 賛成多数であります。 

よって、議案第６号、平成２９年度松川町一般会計補正予算（第４回）については、

原案のとおり可決をされました。 

続きまして議案第７号、平成２９年度松川町国民健康保険事業特別会計補正予算（第

３回）について、議案第８号、平成２９年度松川町介護保険事業特別会計補正予算（第

２回）について、議案第９号、平成２９年度松川町公共下水道事業特別会計補正予算（第

２回）について、議案第１０号、平成２９年度松川町農業集落排水事業特別会計補正予

算（第２回）について、議案第１１号、平成２９年度松川町保養宿泊施設事業特別会計

補正予算（第３回）について、賛成の方の起立を求めます。 

（起立１３名） 

○議長（森谷岩夫） 全員賛成であります。 

よって、第７号から第１１号までは、原案のとおり可決をされました。 

 

◇ 議案第１３号 町道の認定について 

○議長（森谷岩夫） 引き続きまして日程第７、議案第１３号、町道の認定についてを議題と

いたします。 

説明を求めます。小沢建設課長。 

○建設課長（小沢雅和） 議案第１３号、町道の認定について。 

＝ 議案第１３号 朗読・説明 ＝ 

○議長（森谷岩夫） 説明を終わりました。 

質疑を行います。質疑はございませんか。 
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（「なし」との声あり） 

○議長（森谷岩夫） 質疑なしと認めます。 

質疑を終結し、討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」との声あり） 

○議長（森谷岩夫） 討論なしと認めます。 

採決を行います。 

議案第１３号について、原案に賛成の方の起立を求めます。 

（起立１３名） 

○議長（森谷岩夫） 全員起立であります。 

よって、議案第１３号、町道の認定については、原案のとおり可決されました。 

 

◇ 発議第１号 リニア対策特別委員会の設置について 

○議長（森谷岩夫） 引き続きまして日程第８、発議第１号、リニア対策特別委員会の設置に

ついてを議題といたします。 

説明を求めます。間瀬重男議員。 

○１２番（間瀬重男） 発議第１号、リニア対策特別委員会設置に関する決議について。 

地方自治法第１０９条の規定及び松川町議会委員会条例第５条により、主題のことに

ついて別紙のとおり特別委員会の設置の議決を求める。 

平成２９年１２月２２日提出。 

提出者松川町議会議員間瀬重男、賛成者松川町議会議員黒澤哲郎、同島田弘美、同米

山俊孝、同熊谷宗明、同川瀬八十治、同佐藤史人。 

１枚おめくりください。 

リニア対策特別委員会の設置に関する決議。 

次のとおり、リニア対策特別委員会を設置するものとする。 

記、１名称、リニア対策特別委員会。 

２設置の根拠、地方自治法第１０９条及び松川町議会委員会条例第５条。 

設置目的、リニア対策に関する調査（対策）。 

４委員会の定数、１４人。 

５調査機関、調査終了まで。 

それではリニア対策特別委員会の設置についての提案理由を述べさせていただきます。 

ＪＲ東海は、２０２７年開業を目指し、各地で既に建設工事を着手しております。 
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東京へ４０分、名古屋に２０分、まさに伊那谷の夜明け、夢のリニア中央新幹線工事

であります。 

平成１９年暮れに建設計画を示して以来、１０年が経過しようとしております。当町

には、直接的な工事に関わる問題はないわけでありますが、南アルプスを貫く長大トン

ネル工事による発生土は３００万㎥と言われております。 

２年後には、搬出関連道路を一日最大約１，７００台あまりの運搬車両が通過すると

言われており、当町においても安全安心やそのほかの様々な課題が懸念されます。 

しかし、この一大大型国家プロジェクトを伊那谷の発展のために最大限活かしていく

ことが私たちの使命であると考えます。 

今後、議会として、行政当局はもとより、町民の皆様とともに情報を共有し、よりよ

いまちづくりができるよう、議会としての役割を果たすべく、調査、研究と対策を目的

としたリニア対策特別委員会の設置を提案するものであります。 

以上、提案の理由を述べさせていただき、ご審議のほどをお願い申し上げます。 

○議長（森谷岩夫） 説明を終わります。 

質疑を行います。質疑はございませんか。 

（「なし」との声あり） 

○議長（森谷岩夫） 質疑を終結し、討論を行います。討論はございませんか。 

佐藤議員。 

○２番（佐藤史人） 特別委員会設置の賛成の立場で意見を述べさせていただきます。 

時期が遅いとも思うんですけれども、松川町の方向性を決めるリニアの開通に伴い、

残土問題から残土やウェイヤード等の話が具体的になりつつあります。 

町と町民の間でいろいろな問題が起きないよう、特別委員会できちんと調査し、やっ

ていくのが当然だと思いますので、設置について賛成でございます。 

以上です。 

○議長（森谷岩夫） ほかに討論はございませんか。 

（「なし」との声あり） 

○議長（森谷岩夫） それでは討論なしと認めます。 

採決を行います。 

発議第１号について、原案に賛成の方の起立を求めます。 

（起立１３名） 

○議長（森谷岩夫） 全員賛成であります。 
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よって、発議第１号、リニア対策特別委員会の設置については、原案のとおり可決を

されました。 

 

＝＝＝ 日程第９ リニア対策特別委員会正副委員長の選任について ＝＝＝ 

○議長（森谷岩夫） 日程第９、リニア対策特別委員会正副委員長の選任を議題といたしま

す。 

委員会条例第７条第２項によりまして、委員会において互選することになっておりま

す。よって、委員会によって選出をお願いをいたします。 

なお、互選に関する職務につきましては、同条例第８条第２項により、年長の議員が

行うことになっております。 

会議室は協議会室でお願いをいたします。 

その間、暫時休息といたします。 

 

休  憩  午後３時４０分 

再  開  午後３時４５分 

 

○議長（森谷岩夫） 再開をいたします。 

選考の結果報告を互選に関する職務に就きました菅沼議員よりお願いをいたします。 

○６番（菅沼一弘） ただいま別室におきまして、リニア対策特別委員長、副委員長を決めさ

せていただきました。ここで報告をさせていただきます。 

リニア対策特別委員長熊谷宗明議員、副に間瀬重男議員両名でございます。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（森谷岩夫） ただいまの報告のとおり、リニア対策特別委員会の委員長に熊谷宗明議

員、副委員長に間瀬重男議員に決定をいたしました。 

 

＝＝＝ 日程第１０ 総務産業建設常任委員会の継続審査の一部再付託について ＝＝＝ 

○議長（森谷岩夫） 総務産業建設常任委員会の継続審査の一部再付託についてを議題といた

します。 

議員協議会におきまして、総務産業建設常任委員会の審査中の太陽光発電所への対策

を講じ、果物の町に相応しい緑豊かなまちづくりを求める陳情における太陽光発電所の

固定資産税を近隣市町村同様、現況課税方式に改めることについて、議会会議規則第４
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８条の規定により、社会文教常任委員会に再付託の申し出があります。 

お諮りいたします。 

議員協議会から申し出のとおり、社会文教常任委員会に再付託し、審査とすることに

ご異議ございませんか。 

（「異議なし」との声あり） 

○議長（森谷岩夫） 異議なしと認めます。 

よって、委員会から申し出のとおり、社会文教常任委員会に再付託し、審査すること

に決定をいたしました。 

 

＝＝＝ 日程第１１ 総務産業建設常任委員会からの継続審査の申し出について ＝＝＝ 

○議長（森谷岩夫） 日程第１１、総務産業建設常任委員会からの継続審査の申し出について

を議題といたします。 

総務産業建設常任委員長から、委員会において審査中の件について、議会会議規則第

７５条の規定により、申出書のとおり、閉会中の継続審査の申し出があります。 

お諮りします。 

委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることにご異議ございませんか。 

（「異議なし」との声あり） 

○議長（森谷岩夫） 異議なしと認めます。 

よって、委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに決定をいたしま

した。 

 

＝＝＝ 日程第１２ 総務産業建設常任委員会からの継続審査の申し出について ＝＝＝ 

○議長（森谷岩夫） 日程第１２、社会文教常任委員会からの継続審査の申し出についてを議

題といたします。 

社会文教常任委員長から、委員会における審査中の件について、議会会議規則第７５

条の規定により、申出書のとおり閉会中の継続審査の申し出があります。 

お諮りをいたします。 

委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることにご異議ございませんか。 

（「異議なし」との声あり） 

○議長（森谷岩夫） 異議なしと認めます。 

よって、委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに決定をいたしま
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した。 

 

＝＝＝ 日程第１３ 継続審査・調査について ＝＝＝ 

○議長（森谷岩夫） 日程第１３、継続審査・調査についてを議題といたします。 

各常任委員長、議会運営委員長、リニア対策特別委員会委員長から目下委員会におい

て、継続審査及び調査の件について、議会会議規則第７３条及び７５条の規定により、

閉会中の審査・調査の申し出があります。 

お諮りをいたします。 

各委員長からの申し出のとおり、閉会中の審査及び調査することについてご異議はご

ざいませんか。 

（「異議なし」との声あり） 

○議長（森谷岩夫） 異議なしと認めます。 

よって、各委員長から申し出のとおり、閉会中の審査及び調査することに決定をいた

しました。 

 

（閉会決議） 

○議長（森谷岩夫） 以上をもちまして、本定例会に付議された議案はすべて終了いたしまし

た。 

これにて閉会することに異議ございませんか。 

（「異議なし」との声あり） 

○議長（森谷岩夫） 異議なしと認めます。 

 

＝＝＝ 日程第１４ 町長あいさつ ＝＝＝ 

○議長（森谷岩夫） 日程第１４、町長あいさつであります。 

深津町長、あいさつをお願いをいたします。 

○町長（深津 徹） １２月６日に開会をいたしました平成２９年第４回松川町議会定例会最

終日を迎えました。 

長期間にわたりまして付託いたしました上程いたしました案件につきましてご審議を

いただきましたこと、心より感謝を申し上げる次第でございます。 

また、上程いたしました案件につきまして、全議案ともご認定をいただきましたこと

も重ねてお礼を申し上げる次第でございます。 
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平成２９年度大きな事案を抱えて、また事業等も抱えております。また、懸案になっ

ている事項等もあるわけでございます。 

本日お認めいただきました一般会計補正予算案の中には、上片桐企業団地の概略設計

の費用をお認めいただいたところでございます。上片桐の企業団地につきましては、１

０年あまり前からオーダーメード方式ということで、地権者の皆さんに了承を得る中で、

企業誘致を進めてまいりました。私自身、また担当課もそれぞれ各方面に働きかけ、動

いてきたわけでありますけれども、現在のオーダーメード方式、現状、現地を見る中で、

このままではなかなか進んでいかないということで、地権者の皆さんに了承を得て進め

ていくことを方向性を示したところでございます。 

今回、お認めいただきました補正予算案で概略設計ができ、住民の皆様方からも地形、

あるいは環境、あるいは道路の問題、騒音の問題、様々な問題を提起をされております。

今度概略設計を進める中で、そうした問題にも取り組んでまいりたいというふうに思っ

ております。特に道路環境につきましては、住宅密集地、あるいは保育園等の前等は避

けていきたいと、私自身も考えております。 

また、その道路運搬道路環境につきましては、できるだけ住宅地を避ける中で、また

上片桐バイパスの進捗につなげていきたいと、県にしっかり進言をしてまいりたいとい

うふうに思っている次第でございます。 

また、大鹿で出ます残土につきまして、リスク分散ということで、町も大鹿と協議を

いたしておりますし、ＪＲ東海にも強く申し上げてきているところでございます。 

町では今回、ＪＲ東海のガイドウェイの製作地について手を挙げ、ご承知のように３

ｈａについてＪＲ東海が使用をしていきたい。そして残土を使って造成をさせてもらえ

ないかという話、提案でございます。 

上片桐の企業団地につきましては、事業主体は松川町でございます。主体性を持ち、

そしてまたＪＲ東海と交渉をしてまいりたいというふうに思っております。 

また、委員会には方向、お話を申し上げました。このあと全協で皆様方にもお話をし

てまいりたいというふうに思っておりますけれども、古町地籍におけます道路、これに

つきましても非常に長い間の懸案事項であり、非常に大きなお金がかかっていくだけに、

皆さんの理解を得ていくにはなかなか一歩が踏み出せなかったわけでありますけれども、

こうした機会に利活用をする中で、一歩前に進めていくチャンスというふうに捉えてお

ります。そして伊那生田飯田線、今、改良が進んでおります道路につなげていくという

ことも考えております。 
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これらにつきましてもまだ最終決定ではありませんけれども、このあとの全協で皆様

方にも経過報告をしてまいりたいというふうに思っているところでございます。 

また、２９年度の大きな事業でありますＤＭＯ観光局の設立についてでございます。 

昨年の１０月以来、戦略会議、検討委員会、あるいは幹事会等会を重ねる中で、地域

の住民の皆様方からご意見をいただきながら今日まできております。来年の４月スター

トを目指して大詰めの段階というふうに認識をいたしております。そうした会議の中で、

様々なご意見をいただきながら進めているわけでありますけれども、そうした委員会の

ご意見は尊重をしながらやってまいりたいというふうに思っております。 

議会の皆様方にもご参加をいただいている議員の皆さんもおいでになります。そうし

た場でご意見をしっかりと出していただいて、方向を見いだしていきたいというふうに

思っております。 

また、このＤＭＯ観光局が観光を通じた交流人口を増やし、松川町のファン作り、そ

してそれが産業、雇用、そして若者定住につながっていくというふうに確信をいたして

おります。 

まだ、スタートの段階で、すべてのものを網羅して、大きくスタートできるとは思っ

ておりませんけれども、この事業を皆さんとともに大きく育てていきたい。将来に１０

年２０年後必ず必要になってくるというふうに思っております。ぜひとも皆さんと一体

になって作ってまいりたいというふうに思っているところでございます。 

今議会では、やはり太陽光のことについて質問も多く、ご意見も多くいただきました。

今、町はルール作り、あるいは税についての精査をしている段階であり、間もなく皆様

方にもこういった方向でということでご協議をいただくことになかろうかというふうに

思っております。今の段階でこういうふうに決定をしたということは言えませんけれど

も、皆様方のご意見をしっかりと精査する中で方向性を見いだしていきたいというふう

に思っております。 

また、先ほどはリニアの特別委員会を立ち上げていただきました。リニアにつきまし

ては、今まで私はこうした場で安全、安心、それから地域のメリット、お互いにそうし

たものがない限りは駄目であると、ＪＲ東海にも強く申し上げてきております。ＪＲ東

海も我々に示していただける丸ぼっきについて、段階にきているということは聞いてお

ります。しかし、生東区におきましても対策委員会が先般立ち上がりスタートをしたと

ころでございます。 

生東地区の対策委員会、それから下流部、福与区にも対策委員会があり、様々の事案
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についてご意見を要望もいただいております。 

また、地域の活性化、生田地区全体の活性化、生東区だけが、福与区だけが、部奈だ

けがということじゃなくて、これから竜東地区がこれからのリニア三遠南信時代、ある

いは観光局の今、目指している地域づくりということから関しても、非常に重要な地域

となってきております。ＪＲ東海に対しましては、案ができたとしても、いま一度地域

の皆さんとの話し合う中で示していただきたいということでＪＲ東海に話をしていると

ころでございます。 

今月末にもＪＲ東海のリニアの本部長との町村長の懇談がございます。そうした場で

も今までの経過、それから住民の理解がまだまだ得られていないというところをしっか

りと話をしてまいりたいというふうに思っております。 

やはり情報不足というものが疑心暗鬼につながっていくということも痛感をいたして

おります。町としてしっかりと話をしてまいりたいというふうに思っている次第でござ

います。 

大変長期間にわたりまして議案の審査をいただいたこと、そしてまた今日は冬至でご

ざいます。間もなく２９年が終わるわけでございます。すべての皆様方に感謝を申し上

げ、また来る平成３０年が災害のない、そして町民の皆様にとりまして笑顔あふれる年

になりますことを願いまして、町長としてのあいさつにさせていただきます。 

大変にありがとうございました。 

 

閉  会 

○議長（森谷岩夫） これにて平成２９年第４回松川町議会定例会を閉会といたします。 

 

閉  会  午後４時５７分 



 

 

 

 

 

 

議員・説明員・事務局出席表 
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Ⅰ．議 員 出 席 表 

議 席 

番 号 
氏    名 

第１日 第１６日 第１８日 

12 月 5 日 12 月 20 日 12 月 22 日 

１ 米 山 郁 子 ○ ○ ○ 

２ 佐 藤 史 人 ○ ○ ○ 

３ 川 瀬 八十治 ○ ○ ○ 

４ 大 蔵   洋 ○ ○ 欠 席 

５ 中 平 文 夫 ○ ○ ○ 

６ 菅 沼 一 弘 ○ ○ ○ 

７ 黒 澤 哲 郎 ○ ○ ○ 

８ 坂 本 勇 治 ○ ○ ○ 

９ 熊 谷 宗 明 ○ ○ ○ 

１０ 米 山 俊 孝 ○ ○ ○ 

１１ 島 田 弘 美 ○ ○ ○ 

１２ 間 瀬 重 男 ○ ○ ○ 

１３ 松 井 悦 子 ○ ○ ○ 

１４ 森 谷 岩 夫 ○ ○ ○ 
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Ⅱ．地方自治法第 121 条の規定による出席者の職・氏名 

職   名 氏    名 
第１日 第１６日 第１８日 

12 月 5 日 12 月 20 日 12 月 22 日 

町      長 深 津   徹 ○ ○ ○ 

副 町 長 吉 澤 澄 久 ○ ○ ○ 

教   育   長 高 坂 敏 昭 ○ ○ ○ 

総  務  課  長 塩 倉 智 文 ○ ○ ○ 

まちづくり政策課長 下 沢 克 裕 ○ ○ ○ 

住 民 税 務 課 長 北 村   稔 ○ ○ ○ 

会 計 管 理 者 塩 倉 智 文 ○ ○ ○ 

保 健 福 祉 課 長 米 山 政 則 ○ ○ ○ 

環 境 水 道 課 長 米 山 清 博 ○ ○ ○ 

建 設 課 長 小 沢 雅 和 ○ ○ ○ 

産 業 観 光 課 長 田 中   学 ○ ○ ○ 

こ ど も 課 長 福 島 敏 美 ○ ○ ○ 

生 涯 学 習 課 長       小木曽 雅 彦 ○ ○ ○ 

議 会 事 務 局 長 加 山 隆 浩 ○ ○ ○ 

総 務 課 参 事 酒 井   仁 ○ ○ ○ 

 

Ⅲ．本会議に職務のため出席した者の職･氏名 

職   名 氏    名 
第１日 第１６日 第１８日 

12 月 5 日 12 月 20 日 12 月 22 日 

議 会 事 務 局 長 加 山 隆 浩 ○ ○ ○ 

書       記 米 山 詩 乃 ○ ○ ○ 
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以上、会議の内容に相違なきことを認め、地方自治法第１２３条の規定によりここに

署名する。 

 

 

 

平成   年   月   日 

 

 

 

 

松川町議会議長   森 谷 岩 夫 

 

 

 

 

署 名 議 員   熊 谷 宗 明 

 

 

 

 

署 名 議 員   米 山 俊 孝 
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